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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















イラスト：四季童子、安達洋介、いろは楓、佐々木あかね、猫猫猫、


hu-ko、円花子、村正みかど（武礼堂）
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はじめに






　みなさんこんにちは、鈴吹太郎すずふき・たろうです。

　本書はテーブルトークＲＰＧ『アリアンロッド』のリプレイで、『アリアンロッド・サガ』の三番目のリプレイシリーズ〝ブレイク〟の第五巻かんです。

『アリアンロッド・サガ』シリーズは好こう評ひようで、実じつ際さいに多くの著ちよ者しやによって複ふく数すうのシリーズやサプリメントが展てん開かいしています。簡かん単たんに説明しましょう。

　この『ブレイク』シリーズは、菊池たけしの『無印』シリーズとは同時進行で書かれているので、特に関連が深い内容となっています。本書は『無印』第六巻の後の話となりますので、それまでのストーリーのネタバレを多く含みます。未読の方はご注意ください。




▼アリアンロッド・サガ・リプレイ　菊きく池ちたけし

　通つう称しよう、無印。著者は『アリアンロッド』のゲームデザイナーきくたけこと、菊池たけし。

　フェリタニア王国の女王ピアニィ、第一の騎き士しアル・イーズデイルらを主人公とした『アリアンロッド・サガ』の本ほん筋すじとなるシリーズです。最新の第六巻が発売中です。




▼アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス　久保田悠羅くぼた・ゆうら

　通称、サガＡ。著者は、『アリアンロッド』のシステム・デザイナー久保田悠羅。

　スタートは『ブレイク』の開始時期をさかのぼること五年前だったのですが、とうとう『無印』と『ブレイク』の時代に追いつき、全五巻をもって一足先に完結しました。




▼アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク　鈴吹太郎

　通称、サガＢ。




▼アリアンロッド・サガ コンチェルト　佐さ々さ木きあかね

　通称、サガＣ。こちらはリプレイではなく、『電でん撃げき G's Festival! COMIC』（アスキー・メディアワークス刊かん）で連れん載さい中のコミックで、著者は佐々木あかねです。第一巻が発売中。




▼アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ　田中信二たなか・しんじ

　通称、サガＤ。著者は〝かわたな〟こと、田中信二。

　無印で描けなかった隙すき間まを埋うめていくシリーズとして急きゆう遽きよ誕たん生じようしました。最新の第四巻が発売中になります。さらに、市川丈夫さんによるノベライズ、『アリアンロッド・サガ・ノベル・デスマーチ①　私は断じて裏目らない！』も七月に発売予定！




▼アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード　緑谷明澄りよくや・あきすみ

　通称、サガＥ。『コンチェルト』の舞ぶ台たいとなっている、シェルドニアン学園の学園生活をテーマとしたリプレイです。ＰＣは全員学生、素す直なおになれないツンデレお嬢じようさまユファとその仲間たちの学園生活を綴つづります。著者は、このリプレイでデビューした緑谷明澄です。現在、最さい新しん刊かんの第二巻が発売中です。




▼アリアンロッド・サガ ファンブック

　通称、サガＦ。正式タイトルは『アリアンロッド・サガ ファンブック　Fellowship of Stone』。リプレイとシナリオの掲けい載さいされたＢ５判ばんの書しよ籍せき＋ボイスドラマが収しゆう録ろくされたＣＤで構こう成せいされていて、コンセプトは「読んで、聴きいて、楽しむ本」。第二弾だんの『アリアンロッド・サガ ファンブック　Heart break memory』が、二〇一一年七月に発売予定となっています。なお、発売元は富ふ士じ見み書しよ房ぼうではなく、エンターブレインなのでお気をつけください。




▼アリアンロッド・サガ　矢野俊策やの・しゆんさく

　これはリプレイではありません。『サガ・リプレイ』のＰＣ、放ほう浪ろうの剣けん士しアルの冒ぼう険けんを描く小説です。一巻～三巻『ロンサム・ヒーロー』が発売中です。著者は、デザイナーより『アリアンロッド』のルールにくわしいんじゃないか、といわれる矢野俊策です。




▼アリアンロッド・サガ アルディオン大陸ガイド　菊池たけし／Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]

　これは文庫ではありません。Ｂ５判の書籍で、ＴＲＰＧ『アリアンロッド』のサプリメントです。舞台となるアルディオン大陸のくわしい情じよう報ほうや、大陸特有の種族、クラス、モンスターなどの追加データが掲載されています。




▼アリアンロッド・サガ トラベルガイド　～ベネット見聞録～　菊池たけし／Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]

　アリアンロッド・サガの舞台アルディオン大陸の情報がよく分かる文庫サイズのワールドガイドです。『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズに登場する三下狼おおかみ娘むすめベネットの視し点てんで描かれます。シナリオが二本掲載されています。




▼アリアンロッド・サガ タクティクスガイド　菊池たけし／Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]

　ＴＲＰＧ『アリアンロッド』のサプリメントで、Ｂ５判の書籍。大だい規き模ぼ戦せん闘とうのルールやガイダンスの他、ＰＣに特別な設せつ定ていや能のう力りよくを与あたえるレジェンドデータ、帝てい紀き八一三年時点での国こく際さい情じよう勢せいと人物の状じよう況きようなどのワールド解かい説せつが掲載されています。




　これら以外にも、『サガ』関連書籍はあり、これからも刊かん行こうされる予定になっています。

　前置きが長くなってしまいました。そろそろ本ほん編ぺんを開始しましょう。











前回までのあらすじ






　戦せん乱らんの大陸アルディオン。

　その覇は権けんを狙ねらう東の強国、白はく竜りゆう王おう国こくグラスウェルズにて、国こく政せいを取り仕切る重臣ゴーダ伯はくにより、表おもて沙ざ汰たにできぬ任にん務むを遂すい行こうするための特とく殊しゆ部隊が創設された。

　その名は、〝ファントムレイダーズ〟。

　弟のために陰かげの世界に生きる少女ナーシアを中心に、良家の騎士アンソン、謎なぞ多き過か去こを持つエルダナーンの魔ま術じゆつ師しカテナ、愛を信じるネヴァーフの戦士ゼパの四人が集まった。

　彼かれらは、不ふ可か能のうとも思える過か酷こくな作戦を次々と遂行していく。

　国こつ境きよう方面の要よう塞さいの奪だつ取しゆ、隣りん国ごくメルトランド王家の象しよう徴ちようたる聖せいなる樹きの伐ばつ採さい、秘ひ密みつ兵器開発の妨ぼう害がい工作、国王暗殺計画の阻そ止しなど……。

　そんな任務の中で、ナーシアの出生―――メルトランド王国の次期女王としての資し格かくを持つことが判はん明めいする。

　出生の秘密を知りつつも、弟ロッシュのために任務を続けるナーシア。

　だが、ナーシアが自分の姉であることを、ロッシュは知らなかった。

　そんなナーシアに、ゴーダ伯はフェリタニア女王ピアニィの暗殺を命じる。

　ピアニィこそグラスウェルズ王国のフィリップ国王暗殺計画の黒くろ幕まくであり、アルディオン大陸に混こん乱らんをもたらそうとする秘密結社バルムンクの首しゆ領りようである、と。

　ファントムレイダーズは、ピアニィたちと一戦を交える。その戦いには敗北したものの、ナーシアたちはピアニィがバルムンクではないことを知り、お互たがいに理り解かいを深めた。

　ナーシアは、ピアニィと行動を共にし、ゴーダ伯にロッシュの解かい放ほうを願う。

　しかし、ロッシュはバルムンクのベイオネットに憑ひよう依いされ、その魂たましいを捕とらわれてしまう。

　その後、失しつ脚きやくしたゴーダ伯の後任にブランドル女伯が就しゆう任にん。だが、彼かの女じよの正体は、バルムンク始祖の四人Four Deadly Swordsのうちのひとり、〝報復者フラガラツハ〟のアザゼルだった。彼女は、エダム公アンリを利用してクーデターを引き起こし、グラスウェルズ王国を揺ゆるがす内戦へと発はつ展てんさせる。この戦いにおいて、ナーシアたちはフィリップ国王謀殺を阻止するも、ゴーダ伯を失うことになった。

　新たに王国軍ぐん師しとなったアンソンの指し揮きのもと、グラスウェルズ軍は、アンリ率ひきいるクーデター軍と対決。これを打うち倒たおし、内乱を終結させることに成功する。

　だが、その直後、ベルフト率いる竜りゆう炎えん騎き士し団だんが沈ちん黙もくを破やぶり、フェリタニア・メルトランド連合王国へと牙きばを剝むいた。激はげしい戦いに多くの者が散り行く中、ピアニィたちは死し闘とうのすえに勝利を収おさめ、竜りゆう輝き石せき戦争に終しゆう止し符ふを打った。





























ＰＲＥＰＬＡＹ






　その日、東京秋葉原にあるＴＲＰＧ制作会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室に五人の男女が集まっていた――――という始まりも、本書で五冊目。ついに最終巻である。

　最終回に向けて、今回は最後から二番目のセッションということになる。




ＧＭ：では、『アリアンロッド・サガ・ブレイク』第八話の収録を開始したいと思います。

一同：よろしくお願いしまーす。

ＧＭ：ついに『ブレイク』シリーズも最終巻ということになりました。

長田：いよいよ、終わりが近づいてきたのじゃーっ。

小暮：今日を含めて、セッションは二回で終了ですか？

ＧＭ：はい、今回は最終回ひとつ前ということになりますね。

きくたけ：『アクロス』に続き、『ブレイク』も終了かぁ～。

小暮：きくたけさんの方ももうすぐ終わるんですか？

きくたけ：いや、無印はまだまだ続くんだ……。

久保田（←すでに完結したシリーズの著者）：あとのことはかわたなに任せたので、菊池さんはがんばってくださいね！（ニコニコ顔）




　それでは、今回の収録に参加してもらったメンバーを、ここで紹しよう介かいしておこう。




▼小暮英麻こぐれ・えま

　実じつ力りよく派はの声せい優ゆう。代表的な出しゆつ演えん作さくは『ナイトウィザード　The ANIMATION』（アンゼロット、緋室灯ひむろ・あかり）、ＯＶＡ『ToHeart2』（まーりゃん先せん輩ぱい）など。ＴＡＢプロダクション所しよ属ぞく。

『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』のカミュラ、『アルシャードガイア・リプレイ神薙なぐ御み剣つるぎ』の神こう戸べ屋やるんなど、他作品のリプレイでも活かつ躍やくしていただいている。

　本書では、クールな暗殺者、ナーシア・アガルタを演えんじる。




▼菊池たけし

〝きくたけ〟という愛あい称しようでお馴な染じみ、『アリアンロッド』『セブン＝フォートレス』『ナイトウィザード』シリーズを作ったゲーム・デザイナーであり、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の専せん務む取締役副社長。『アリアンロッド・サガ』企き画かくの言い出しっぺ。

　本書では、グラスウェルズに仕える気のいい王国軍師、アンソン・マンソンを演じる。




▼久保田悠羅

『アリアンロッド』のシステム・デザイナー、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]所属。リプレイでは『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』シリーズや『ナイトウィザード　The 2nd Edition　リプレイ　モノクロームの境きよう界かい』の著者として、精せい力りよく的てきに活動を続けている。

　理知的かつ冷静沈ちん着ちやく、『アリアンロッド』のデータを熟じゆく知ちした、頼たよりになる男である。

　本書では、かつて〝黄金の狼〟という名の傭よう兵へい団だんを率いていたエルダナーン、カテナ・アウレアを演じる。




▼長田崇おさだ・たかし

『神曲奏そう界かいポリフォニカＲＰＧ』のゲーム・デザイナー、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]所属。社内ではグラフィックデザインからスケジュール管理までをこなすオールラウンドプレイヤー。

　寡か黙もくで真ま面じ目めな性せい格かくであるが、胸むねに秘ひめたＴＲＰＧに対する愛は、花よりも可か憐れんで、海よりも神しん秘ぴ的てきだ。

　本書では、愛をテーマに生きる老ネヴァーフ、ゼパ・フリンジコルトを演じる。




▼鈴吹太郎

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]代表取締役。『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』シリーズを世に送り出したデザイナー。さらにＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]デザインのＴＲＰＧのほとんどのプロデュースを手がける。

　本書のＧＭ、つまりわたしのことである。




ＧＭ：まずはセッションの前に、簡単に前回の復ふく習しゆうをしておきましょうか。

小暮：要塞が飛んだ、エルザ強い、アンリ倒たおした。




[image: ]




長田：間ま違ちがってはいないですけど……（笑）。

きくたけ：簡かん潔けつにまとめすぎだ（笑）。

小暮：内乱は収まったんですよね？

ＧＭ：はい。前回は、特別ゲストとしてきていただいたエルザの協力も得て、グラスウェルズの内乱を鎮ちん圧あつすることに成功しました。

久保田：エルザにはかなり助けられましたね。

きくたけ：報ほう酬しゆうとして、グラスウェルズにブルックス商会の支し店てんを開く許きよ可かを持ってかれたけどな（笑）。

久保田：近いうちに、ベルクシーレとイルシールにブルックス商会の支店が開かれる……かもしれません（一同笑）。

ＧＭ：グラスウェルズの内乱を鎮圧したあと、ロッシュの魂を宿した竜輝石を探さがし出だそうと、みなさんが決意したところまでが前回の展開になります。なお、状況については、『無印』六巻でさらに変化しています。




[image: ]




きくたけ：アンリの救きゆう援えんに来てたはずのベルフトが、アンリをあっさり見み捨すてて、ピアニィと戦うためにフェリタニア・メルトランド連合王国に侵しん攻こうしたりね。




[image: ]




小暮：アンリ、見捨てられてたんだ（笑）。

ＧＭ：そうです。前回、みなさんはベルフトが合流する前にアンリを倒さなくてはならない、と行動していたわけですが、当のベルフトはそれを見み越こして、フェリタニアを攻せめていた、という話になったんですよ。

きくたけ：さすが、ベルフト。やってくれる。

久保田：それを考えたのは、菊池さんでしょうが！（笑）

きくたけ：仕方なかったんだ！　社長が丸投げしてきたからだよ！（一同爆ばく笑しよう）




　一いち応おう説明しておくが、『無印』六巻におけるベルフトの一連の行動については、アンソン演じる菊池たけしが思いついたシナリオの結果である。

　まあ、元はと言えば、わたしが『ブレイク』四巻でベルフトの今後の行動を『無印』に無む茶ちや振ぶり……もとい、託たくした結果であるのだが。




ＧＭ：あのベルフトの意外な行動は、軍師ナヴァールでも見み抜ぬけませんでしたよ（笑）。




[image: ]




きくたけ：うひひ。

ＧＭ：フェリタニアに現あらわれたベルフト軍は、立たち塞ふさがる障しよう害がいを次々となぎ払はらい、レスノール、ノルウィッチを陥かん落らくさせ、さらにノルドグラムへと転進。ピアニィ率いる連合王国軍と対決しました。

小暮：どっちが勝ったんですか？

きくたけ：かなりの激げき戦せんだったが、ピアニィたちが勝利した。

小暮：ベルフトに勝っちゃったんだ。みゆたん、恐おそろしい子（笑）。

ＧＭ：このベルフトの敗北をもって、アルディオン大陸全土が戦火で覆おおわれた大戦――竜輝石戦争は終結を迎むかえました。

長田：規き模ぼのわりには、戦っていた期間は短かったような。

ＧＭ：だいたい、二ヶ月ぐらいで終わりましたからね。ここまでが、帝紀八一三年一一月までの出来事になります。

小暮：竜輝石戦争が終わったあとは、どうなってるんですか？

きくたけ：ピアニィが暗黒皇こう帝ていになった（笑）。

小暮：暗黒皇帝!?

ＧＭ：暗黒でもなければ、皇帝でもないです（笑）。（ＭＡＰを取り出して）現在のアルディオン大陸の状況は、フェリタニアが圧あつ倒とう的てき優ゆう勢せいになってますね。
















小暮：大陸の半分以上、フェリタニアじゃないですか。

久保田：レイウォールも連合しましたから（笑）。

小暮：なに、この「合衆国」って!?（爆笑）

ＧＭ：順番に、説明いたしましょう。まず、フェリタニア・メルトランド連合王国がレイウォール王国に勝利し、ピアニィはオーギュスト王から正式に王位を継けい承しようしました。ただ、そのオーギュスト王は『無印』六巻の最後で亡なくなってしまいましたが。
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小暮：まさか、ピアニィが!?

ＧＭ：いやいや！（一同爆笑）

きくたけ：その発想はなかった（笑）。

ＧＭ：そんな風に考える人が出てきても不思議ではないですけどね（笑）。ともあれ、竜輝石戦争の結果、ピアニィはフェリタニアとメルトランド、レイウォールという三つの大国の王になったわけです。

きくたけ：もっとも、ピアニィひとりですべての国を治めるのは無理だから、各国に別の王を立てて、ピアニィはその上に立つ王の中の王にって感じになってる。

ＧＭ：このピアニィを頂ちよう点てんとした連合体たい制せいは、フェリタニア合がつ衆しゆう国こく構こう想そうと呼よばれていて、現在、グラスウェルズにも参加しないかという打だ診しんがされています。

小暮：ピアニィ帝国じゃないんだ？（笑）

ＧＭ：帝国とか、皇帝とか勝手に名乗るのは、ちょっと問題があるんですよ。この大陸の王の中の王、つまり統とう一いつ帝ていは、正式にはエストネルが任命することになっていますから。

小暮：あ、そうか。なるほど理解しました。

ＧＭ：このあと『無印』の方では、エストネルに行って、正式にピアニィを統一帝にしてもらう、という流れになるんじゃないでしょうかねぇ。

きくたけ：たぶん……。

久保田：まぁ、もう実じつ質しつ的てきにはピアニィが大陸の覇は者しやですよね。

小暮：じゃあ、今、ピアニィを倒せば、私わたしが統とう一いつ帝ていに（笑）。

きくたけ：おい！（一同笑）

長田：なにやら、黒い発言が（笑）。

ＧＭ：ナーシアはメルトランド王家の血を引いていますし、統一帝を狙うという選択肢はあるとは思いますが（笑）。

小暮：冗じよう談だんです（笑）。

アンソン：グラスウェルズは合衆国に参加してないの？

ＧＭ：まだ検けん討とう段だん階かいですね。みなさんの意向を無視しては決められません（笑）。ただ、グラスウェルズは内乱を治めるために、フェリタニアに援軍を頼んでおり、現時点では大きな借りがあるわけで、理由もなく敵対的な態度をとるわけにはいかないでしょう。

小暮：そっかー、じゃやっぱりピアニィを倒すわけにはいかないなー。

きくたけ：冗談じゃなかったのかいっ!?（一同爆笑）

小暮：いえいえ冗談です（笑）。グラスウェルズの国内の方はどんな感じですか？

ＧＭ：落ち着きを取とり戻もどしています。大きな問題は解かい決けつしたので、しばらくは平へい穏おんになりますよ。だからこそ、みなさんが竜輝石を探さがしに行けるわけです。

小暮：なるほど。

久保田：これで心おきなくロッシュを救うことができるわけですね。

ＧＭ：そういうことです。

小暮：分かりましたー。

ＧＭ：状況も確かく認にんできたところで、今回予告に移うつります。




●今回予告とハンドアウト

ＧＭ：では、今回予告とハンドアウトの配はい付ふを行ないます。




　帝紀八一四年四月。

　アルディオン大陸全土に吹ふき荒あれた竜輝石戦争は終結し、グラスウェルズ王国に平穏な時が訪おとずれるかに見えた。

　しかし、王国内には解決するべき問題が山積みだ。

　新たなる火種となりかねない北方の地ムーンデール。

　そこへ向かったファントムレイダーズを迎えたものは……!?




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』第八話「夜明けの月」

　……すべては、竜の石の導みちびきの下もとに。




きくたけ：四月？　前回のシナリオから六ヶ月ぐらいか……。

ＧＭ：はい、その間に何かしたいことがあったら、最初の方のシーンで対応できます。事じ件けんが起こるのは八一四年四月頃ということで。

一同：了りよう解かいです。

ＧＭ：それでは、ハンドアウトを配ります。今回は全員に個こ別べつのシナリオハンドアウトがあります。まずはナーシアから。




▼ナーシア用ハンドアウト

コネクション：ロッシュ　　　関係：救出

　アンリによる反はん乱らんは治まり、戦争は終結した。

　あなたは弟ロッシュの魂たましいを取とり込こんだ王おう威いの竜輝石の探たん索さくを再さい開かいした。

　やはり、竜輝石を持ち去ったクレセントを追うしかないだろう。
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小暮（以下、ナーシア）：……やっぱり、ロッシュはまだ眠ねむったままなんですね。

ＧＭ：ええ。彼の魂は竜輝石に封ふうじられたままですから。

きくたけ：だからこそ、竜輝石を探しに行こうという話なんだな。

ＧＭ：そういうことです。

長田：クレセントはどこにいるんですかね？

ＧＭ：そこも含ふくめて、調べてもらうことになります。

ナーシア：絶ぜつ対たいに見つけ出してみせますよ。

ＧＭ：では、次はカテナのハンドアウトになります。




▼カテナ用ハンドアウト

コネクション：グラスウェルズ王国　　　関係：心配

　アンリによる反乱は治まり、戦争は終結した。

　しかし、一度ふたつに割われたグラスウェルズ王国の内部は、さまざまな問題を抱えている。

　多くの有力者を失った今、好むと好まざるとに関わらず、あなたの前には解決すべき問題が山と積まれることになった。




久保田（以下、カテナ）：問題が山積だから、関係は心配ですか。

ＧＭ：そういうことです。

きくたけ：実際、問題は山ほどありそうだ。ぜひとも、カテナには王国軍師補ほ佐さとしてがんばってもらいたい。

カテナ：そんな役やく職しよくには……いや、前回引き受けたんだった。

ナーシア：正式に引き受けたら、もっと仕事を回されるように（笑）。

カテナ：……今からでも辞やめちゃ駄だ目め？

きくたけ：今、辞められたら、アンソンが大変なことになるじゃないか！（一同笑）

ＧＭ：アンソンのことはともかく、対バルムンクの点から言えば、事じ情じようを理解しているカテナは、補ほ佐さ役やくとして適てき任にんではあります。

カテナ：そうだった。バルムンクのことがあったから、引き受けたんだ。仕方ない。アザゼルと決着をつけるまではがんばるとしよう。
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ＧＭ：そうしていただけると助かります。では、次はゼパのハンドアウトです。




▼ゼパ用ハンドアウト

コネクション：クレセント　　　関係：探索

　アンリによる反乱は治まり、戦争は終結した。

　しかし、王国に潜ひそむバルムンクの影かげは、いまだ蠢いている。

　クレセントを探し出し、奪うばわれた王威の竜輝石を取り戻さなければ、この国に未来はない。




ナーシア：クレセントとの恋こいは芽生えないんだ、結局。

ＧＭ：恋が芽生えるかどうかは、ＧＭが決めることではないですから（笑）。

カテナ：『ブレイク』三巻で微び妙みようにフラグが立ってるようにも思えるけど、ゼパ様の方がよく分かってない感じだったしね（笑）。

ナーシア：（三巻をぺらぺらとめくり）本当だー（笑）。

ＧＭ：でも、ゼパで「関係：愛」じゃない、ハンドアウトは珍めずらしいですよ？

長田（以下、ゼパ）：そういえば、「関係：探索」になっている。

きくたけ：きっと、愛を探索しに行くんだよ。

ナーシア：そして最後は、「関係：愛」になっちゃう（笑）。

ＧＭ：ゼパが希望するなら「愛」に変えてもいいですよ（笑）。クレセントに対する個こ人じん的てきな感かん情じようはお任まかせします。

ゼパ：……「探索」でいいです、はい（笑）。

ＧＭ：ところでさ長田くん、ひとつ確認しておきたいことがあるんだけど……。ゼパの失われた記憶の設定は、ＧＭが決めちゃっていいの？

ゼパ：もちろんです。最初からそのつもりの設定ですから。楽しみにしてます（笑）。

ＧＭ：ありがとう（笑）。では、次はアンソンのハンドアウトです。




▼アンソン用ハンドアウト

コネクション：ムーンデール　　　関係：疑ぎ惑わく

　アンリによる反乱は治まり、戦争は終結した。

　だが、王国軍軍師となったあなたは多くの問題を解決しなくてはならない。

　その中で、北方にあるムーンデールという村の問題があなたの眼めに入る。

　確たしか、そこは……。




きくたけ（以下、アンソン）：確かそこは……？

ＧＭ：行ってみてのお楽しみです（笑）。

アンソン：分かんないのかよ！（一同笑）

ＧＭ：どこかで聞いたような、と引っかかってはいるんですが、うまく思い出せない感じだと思っていただければ。

アンソン：うーん……もう少しで思い出せそうなんだけどなー。

ＧＭ：そんな感じです。

カテナ：具体的な内ない容ようについては、セッション中に調べたり思い出したりすると。

ＧＭ：はい、そうなります。ちなみにムーンデールというのは、〝月の谷〟という意味になります。

ナーシア：へー。

ゼパ：クレセント（三日月という意味）となにか関係がありそうじゃ……。

アンソン：竜輝石がそこにある……とかなのかな？

ＧＭ：そこは実際のセッションで調べていただくということで。では、ハンドアウトを配りましたので、次にＰＣのデータを確認していきましょう。




●ＰＣのレベルアップ

ＧＭ：それでは、ＰＣの成長報ほう告こくをお願いします。




▼ナーシア・アガルタの場合

ナーシア：ナーシア・アガルタです。レベルは20になりました。《デスゲイル》のレベルを４にして、《デスブレイド》を新しく１レベル取りました。

カテナ：《デスゲイル》の使用回数が４回に、《デスブレイド》で武ぶ器き攻こう撃げきの命中判はん定ていの達成値ちが＋３されるようになったわけだ。

アンソン：取ったスキルがふたつとも、頭に〝デス〟がついているという（笑）。

ナーシア：（甲かん高だかい声で）《デスゲイル》！　うーん、なんか必ひつ殺さつ技わざっぽくないなぁ（笑）。

ゼパ：悪役っぽい技わざ名に聞こえます（笑）。

ナーシア：悪役じゃないですよ？

アンソン：ピアニィを倒すとか言ってなかったか？

カテナ：そして、ナーシアが新たな大陸の覇者に（笑）。

ナーシア：そう、今こそ、この大陸の支配者になる時！

ＧＭ：（スルーして）他には何か成長した部分はありますか？

ナーシア：（正気に戻って）フェイトが１点上じよう昇しようさせました。装そう備びは変へん更こうなし。以上です。
















▼カテナ・アウレアの場合


カテナ：カテナ・アウレアです。わたしもレベルが20になりました。スキルは、《アンプリフィケイション》を４レベルに、《ウィークポイント》を新たに１レベルで取得しました。

ＧＭ：カテナが、セットアップでやれることがさらに増ふえましたか？

カテナ：ちなみに【知力】が高いので、《ウィークポイント》による攻こう撃げき力りよくの上昇は＋13となっています。

ＧＭ：＋13は確かに強いですね。装備に変更はありますか？

カテナ：特にありません。ただ、前回、生命の呪じゆ符ふを消費したので補ほ充じゆうしています。

ナーシア：命一いち枚まい五〇〇〇Ｇ（笑）。

アンソン：それで倒れずにすむなら、安いものだよ。

カテナ：あとは、フェイトが１点上昇してます。

アンソン：封ふう印いんスキル解放のためにも、やっぱりフェイトは必要だよな。

ＧＭ：たしかに。高レベルはやはり、クラスチェンジが多くなりますからね。

カテナ：報告は以上です。
















▼ゼパ・フリンジコルトの場合


ゼパ：ゼパ・フリンジコルトなのじゃ。レベルが20に。スキルは、《ウィップスラップ》を２レベルにして、《レッドラグ》を新しん規きに取得したのじゃ♪

ＧＭ：《ウィップスラップ》でダメージ＋３、《レッドラグ》で《プロヴォック》の判定のダイスを＋２個こできるようになったと。

ナーシア：《プロヴォック》のダイスが増えるのはいいですね。

カテナ：おじいちゃんの挑ちよう発はつがすごいことに（笑）。

ゼパ：さわやかに挑発するのじゃ。きらーん☆

アンソン：さわやかな挑発ってどんなんだ？（笑）

ＧＭ：「おぬしは親の愛を知っているのかー！」とか言ったり？

ゼパ：そんな感じかのう。

アンソン：それ、いつもと一いつ緒しよじゃん！（一同笑）

ナーシア：他にも「ダメージは０じゃ」とか「きらーん☆」もあるし（笑）。

カテナ：あれは確かに挑発になる（笑）。

ゼパ：装備は変更なし。フェイトは１点上昇。以上じゃ。

ＧＭ：今回はみなさん、シンプルな成長みたいですね。では、次行きましょう。
















▼アンソン・マンソンの場合


アンソン：アンソン・マンソンです。レベルは20に。さらにクラスチェンジして、サブクラスをメンターからアコライトにしました。

ＧＭ：ほほう。

アンソン：戦争が終わって一息ついたので、幸せについて考えてみようかと思いまして。

ＧＭ：幸せについて!?　なんか電波受信しちゃったんですか？（笑）

アンソン：いや、正直に言うと改めてアコライトのスキルが欲しくなったんだ（笑）。

ＧＭ：ほほう、で、どんなスキルを取ったのでしょうか？

アンソン：スキルは、ダメージに【精せい神しん基き本ほん値】を上乗せする《パニッシャー》と、行動値を上昇させる《ヘイスト》を新しく取得しました。他は特に変更なしです。

ＧＭ：《ヘイスト》はナーシアの支し援えんのために？

アンソン：うん。《ヘイスト》で【行動値】が上昇すると、ナーシアの《パワースマイト》や《デスゲイル》の威い力りよくも上がるからね。

ナーシア：私のためにだなんて……。結局、アンソンは私のこと好きなのね。

アンソン：違うよ！

ナーシア：（恐い声で）なにー、じゃ嫌いなのー？

アンソン：……いや、違いません。好きです、尊敬してますよ。とほほ……（一同爆笑）。
















▼ギルドスキル


ＧＭ：最後に、ギルドの成長ですね。

アンソン：ギルドレベルが13に成長しました。

ＧＭ：なら、ギルドスキルをひとつ、新しく取得できますね。

ナーシア：何にしよう？

カテナ：《自じ己こ犠ぎ牲せい》を取ってアンソンが犠牲になるとか。

ナーシア：それ、それがいい！（一同笑）

アンソン：なんで誰が犠牲になるのかが指定されてるんだよ!?（笑）

ＧＭ：アンソン限げん定ていの《自己犠牲》（笑）。

ゼパ：ライフパスの「運命：死」はこのことだったじゃな。

ナーシア：マジで!?

アンソン：でも、僕ぼくが死ぬと、ナーシアの火力が50点落ちるよ？

ナーシア：んー、そのくらいならいいかな？（笑）

アンソン：いいのか!?（一同爆笑）

ゼパ：《精せい霊れい王おうの導き》とかはどうかのう。

ナーシア：どういう効こう果か？

カテナ：５レベルのギルドスキルだけど、効果は強力。セットアップで使用して、ラウンド終しゆう了りようまで、ギルドメンバー全員の攻撃のダメージを、選せん択たくした属ぞく性せいの魔ま法ほうダメージに変えて、ダメージに＋［ＧＬ×２］する。

アンソン：ギルドレベルは13だから、ダメージ＋26か。それは強いな。

ＧＭ：選択した魔法の属性ダメージが、相手に無む効こうだったときは大変になりますが。

ゼパ：でも、上う手まく使えば結けつ構こう強いのじゃ。

ナーシア：じゃあ、それにしましょう。

ＧＭ：分かりました。《精霊王の導き》を取得したということで。では、改めて、今回持っていくギルドスキルを宣せん言げんしてください。

ナーシア：《蘇そ生せい》《陣じん形けい》《祝福》《目め利きき》《再さい行こう動どう》《限げん界かい突とつ破ぱ》《ギルドハウス》《ＧＨ：クローゼット》《偽ぎ装そう情報》《ギルドシンボル》《高機動部隊》《精霊王の導き》で。

ＧＭ：秘密部隊として人目をはばかるミッションではないですが、《偽装情報》もちゃんと持って行くのですね？

ナーシア：ファントムレイダーズといったら《偽装情報》ですから（笑）。

ゼパ：何気に毎回使っているような？

アンソン：戦場でも大いに助かったしねぇ。

ナーシア：なので、今回も持って行きます。

ＧＭ：了解しました。それでは、オープニングに移りましょう。











ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆荒こう野やの夢ゆめ




　それは、この世界ではないどこかの光景。

　極ごく彩さい色しきの空と、どこまでも続く荒野。

　少年―――ロッシュは、その中をあてどもなく歩んでいた。




ＧＭ：では、オープニングを始めます。今回は、オープニングがふたつしかありません。そして、ひとつめはマスターシーンとなっています。

アンソン：なんと。

ＧＭ：各ＰＣ用のシーンはミドルフェイズに回してあります。ＰＣの登場を自由にしてもらいたかったので。

カテナ：なるほど。

ＧＭ：というわけで、まずはマスターシーンを演えん出しゆつします。これは、何かを示し唆さしたイメージのシーンだと思ってください。

ゼパ：誰だれかが見た夢、みたいな？

ＧＭ：そう、まさしくそんな感じです。

アンソン：ぽやんぽやん、ぽややん～（効こう果か音おん）。

ＧＭ：それは、とても広い荒野の真ん中―――。




　荒こう涼りようとした大地には草木が一いつ切さい生えておらず、折れた石柱や崩くずれた城じよう壁へき、石の土台といった、朽くち果はてた建物の痕こん跡せきが残されている。

　殺さつ伐ばつとした光景の中で、一ひと際きわ目を引くのは空と大地の色だ。

　空は赤く、地面は青い。

　色調のずれた異い様ような光景は、異い世せ界かいのようであった。




ＧＭ：そんな荒涼とした場所で、小さな女の子が泣いています。年としの頃ころは、一〇歳さい前後といったところでしょうか。簡かん素そな服に身を包つつんでいて、長く白い髪かみが目を引きます。

ナーシア：女の子……。

ＧＭ：そして、そこにひとりの少年が近づいてきます。年ねん齢れいは一二～一三歳ほどで、紫むらさき色いろの瞳ひとみが特とく徴ちよう的てきな子です。

ナーシア：紫むらさきの瞳って……もしかしてロッシュ？

ＧＭ：そのとおりです。ロッシュは少女に近づいて声をかけます。




「どうしたの？　君は何を泣いているの？」

　紫の瞳の少年―――ロッシュが心配そうに声をかける。

「誰も、いなくなってしまった――」

　泣きながら、答える少女。

　ロッシュは戸と惑まどいながらも、涙なみだを流す少女を放ほうっておけなかった。

　彼はそっと彼女の手を握にぎった。

「一緒に行こう。ここで泣いていても、何も変わらないよ」

　ロッシュの優やさしさが届とどいたのか、少女が泣くのを止やめる。

「……うん」

　こくりと頷うなずき、手を握り返す少女。




ＧＭ：ふたりは手を取り合い、荒野を歩き出します。荒涼とした光景が広がっていることもあり、何とも重い雰ふん囲い気きが立ちこめているのですが、それを少しでも和やわらげようと、ロッシュは努めて明るく話を振ふります。「そういえば、まだ名前も言ってなかったね。僕はロッシュ、キミの名前は？」

ゼパ：ロッシュは、優しいのう。

ナーシア：当然。

ＧＭ：ロッシュに訊きかれて、少女が「わたしは―――」と答えます。

カテナ：ん？

アンソン：女の子の名前が聞こえなかったぞ。

ＧＭ：彼女の名前は、まだ秘密ということで。演出としては、彼女の名前だけ音がなくなって聞こえない感じだと思っていただければ。

カテナ：ああ、なるほど。

ＧＭ：ちなみに、ロッシュにはちゃんと聞こえています。彼は少女の名前を聞いて、ちょっと驚おどろいた顔をしますね。

ナーシア：驚くの？

アンソン：何か聞き覚えのある名前だったりしたとか、かね。

ＧＭ：さて、どうでしょうか。ともかく、ロッシュは少女と共に荒野を歩いていきます。彼らの姿すがたが荒野の中に消えていき、シーン終了となります。







◆Opening 02◆新生グラスウェルズ王国の門かど出で




　ベルクシーレの王おう城じよう、謁えつ見けんの間。

　幼おさないながらも内戦を勝利で収めたフィリップ国王。

　その前には功臣たちが並ならび、論ろん功こう行こう賞しようを受けていた。

　それは、新生グラスウェルズ王国の門出を祝うものでもあった。




ＧＭ：それでは次のシーン。内乱鎮圧の直後、王城で論功行賞が行なわれるシーンになります。ＰＣ全員登場でお願いします。

ナーシア：論功行賞？

ＧＭ：わかりやすく言うと、戦争に勝ったあと、フィリップが参戦してくれた家臣に、働きに応おうじた褒ほう美びを与えることです。

ナーシア：ああ、なるほど。

ＧＭ：舞台はベルクシーレの王宮、謁見の間になります。正面の玉ぎよく座ざにフィリップが、その隣となりにレアノールが補佐する形で立っています。
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アンソン：そして、ふたりの前に、戦功を上げた人たちがずらりと並んでいると。

ＧＭ：はい。もちろん、その中にはみなさんも含まれています。

ナーシア：私たち以外には、どんな人たちがいるんですか？

ＧＭ：リシャールやエゼルバルド、ダリウスなどの主立った面々の他、騎士隊長級の人たちが、ずらりと並んでいます。ただ、シルヴェストル・カローはいません。
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カテナ：おや。彼は内乱中に南方のゴルフォードを牽けん制せいしていたのだろう。働きとしては十分なものがあると思うが。

ＧＭ：もちろん、シルヴェストルもここに立つ資格があります。ただ、彼は地元に帰ってしまっていて、まだ王宮には戻もどってこられていないんですよ。

ゼパ：戦争が終わったといっても、当面は忙いそがしいだろうしのう。皆が一いつ斉せいにそろうというわけには、まだまだいかないのじゃな。

カテナ：アンリ軍を倒したとはいえ、すべての問題が、一気に解決するわけではないだろうしな。

ＧＭ：そうですね。なので、まず身近な者から論功行賞をしようということになったのです。ちなみに、今回の戦争でもっとも戦功を上げたのは、異い論ろんなくアンソン・マンソンということになるのですが……。
















ナーシア：（不機嫌な声で）ええー？

アンソン：なんで、そんな嫌いやそうなんだ！（笑）　がんばってただろ!?

ナーシア：書類仕事とか、カテナに放り投げてたのに（笑）。

アンソン：その分、戦争で働いたじゃん！

カテナ：作戦立案とかは、アンソンがしていたな。普段からあれくらい働いてくれると助かるんだが。

アンソン：やっぱり、人間には向き不向きがあると思うんだよね（一同笑）。

ＧＭ：普段の働きはともかく（笑）。今回の内乱において、アンソンが軍師としてフィリップ軍を勝利に導いたのは事実です。なので、アンソンは正式に王国軍師の座ざに就任することになります。そして、伯はく爵しやくとしてふさわしい領りよう地ちがもらえます。

アンソン：そうか。そういえば、伯爵になったんだっけ。

ＧＭ：内乱の混乱もあって、いろいろと飛ばしてしまっていましたが、正式な任にん命めいと一緒にけっこう広い領地を得ます。

カテナ：きっと、反はん乱らん軍ぐんに荷か担たんした貴き族ぞくたちのものが与えられるんだろう。

ＧＭ：アンリ勢せい力りよく下にあったグラスウェルズ北半分では、軒のき並なみ領りよう地ちから領りよう主しゆがいなくなりますからね。空いた領地を放置するわけにもいきませんし、これを機にアンソンの領地として配分するのはありでしょう。

アンソン：僕は謹つつしんで受けますよ、もちろん。

ＧＭ：「アンソン、此こ度たびの働き見事である。よって以下の地を与える」と、フィリップから功こう績せきを讃たたえた礼れい状じようを与えられますよ。

アンソン：ははっ、ありがたく頂ちよ戴うだいいたします。

ＧＭ：続いて第二位がリシャール、第三位がエゼルバルドと、功績の高い順に名前が読み上げられていきます。

カテナ：順当だな。

アンソン：リシャール先輩、さらに偉えらくなるのかな。

ＧＭ：そうですね。彼、これで王位継けい承しよう権けん第一位とかになってもおかしくないですよね。

アンソン：そこまで!?

ＧＭ：元々、リシャールは王位継承権第三位に位置してましたから。

カテナ：第一位だったアンリはいなくなったし、代わりの有力な王族というと……。

ゼパ：リシャールがそうなってもおかしくないのじゃ。

ＧＭ：ちなみに白はく竜りゆう騎き士し団だん長ちようエゼルバルド・バイゴットも、伯爵に格かく上あげされて領りよう地ちをもらうことになります。

カテナ：彼も活躍したからな。

ナーシア：私たちは？

ＧＭ：四位以い降こうにずらりと名前が並ぶ感じですね。敵てき軍ぐんの本丸を落とした功績が大きいですし、一〇位内には確かく実じつに入ります。

ゼパ：おー。みんなも出世するのかのう？

ＧＭ：そうですね。アンソン以外のＰＣについては、いくつか選せん択たく肢しがあります。

ゼパ：ほほう。

ＧＭ：まず、カテナですが、ふたつ選択肢があります。ひとつは、ここで身分を明かして、レイウォールへと戻りハーリング家を再さい興こうすることです。

カテナ：ああ、なるほど。

ＧＭ：もうひとつは、このままグラスウェルズに残り、カテナ・アウレアとして王国軍師補佐の仕事を続ける、ですね。

カテナ：……悩なやましいところですね。

アンソン：迷まよっているなら、カテナに言おう。カテナ、キミはこのグラスウェルズにぜひ残ってほしい！

ナーシア：アンソン、ひとりだと何もできないし（笑）。

アンソン：そうなんだよ！　だから、みんなからも言ってくれよ～（笑）。

ゼパ：苦楽を共にしてきた仲間と別れるのは、ちと寂さびしいのう。

カテナ：そうだな……。グラスウェルズの貴族になるつもりはないが、バルムンクと決着をつけるまで国を離はなれるつもりもない。領地はもらわず、王国軍師補佐の役職だけもらい、王宮で働くというあたりでどうかな？

ＧＭ：よいと思います。では、領地については辞退し、正式に王国軍師補佐という役職に就任します。住じゆう居きよとしてベルクシーレにある屋や敷しきのひとつを賜たまわり、有ゆう能のうな執しつ事じなどの部下もつくことになります。

カテナ：はい、分かりました。

アンソン：ふう、カテナが行ってしまわなくてよかった（←安心）。

ＧＭ：では、次にゼパ。あなたには幻げん竜りゆう騎き士し団だん副団長の席が用意されています。

一同：おお―――っ!?

ナーシア：でも、〝副〟なんだ（笑）。

カテナ：騎士団長には、リシャールが返かえり咲ざいているから。

ＧＭ：白竜騎士団の大たい将しようがエゼルバルドなのは変わりませんので。ただ、前回の活躍から考えれば、相そう応おうの地位を用意する必要がある。そこで、幻竜騎士団の副団長というわけです。

ゼパ：で、でも、副団長とか大変そうなのじゃ（笑）。

ＧＭ：役職は辞退するのもありです。幻竜騎士団副団長の席は、強きよう制せいされるものではありませんから。

ゼパ：わしとしては、一いつ介かいの騎士の方が気楽でいいのう。クレセントのこともあるし、そちらの方が動きやすそうじゃ。

ＧＭ：分かりました。では、ゼパは現げん状じよう維い持じということで。

ゼパ：それでお願いするのじゃ。

ＧＭ：最後にナーシアですが、リド・エマルム地方にアガルタ家を再興してはという話があります。

ナーシア：私の家を？

アンソン：リド・エマルム地方って、ナーシアの両親がいたところだよね？

ＧＭ：そうです。ナーシアの父マクリルは領主ではなく一騎士でしたが、今回の褒ほう賞しようも考え、領主として再興させてはどうかという話になったんですね。

ナーシア：いきなり領主と言われても、その……困こまります。

ＧＭ：ちなみに、これはレアノールからの強い希望でもあります。

カテナ：レアノールからの？

ＧＭ：前回、フィリップを守ると誓ちかい、それを果たしたナーシアに、彼女は強い信しん頼らいを寄よせています。だからこそ、このグラスウェルズを支ささえる者のひとりになって欲ほしいと思ってるんです。

ナーシア：そう言われると、断ことわるのも悪い気がするなぁ……。

アンソン：せっかくの話だし、受けたらどうだ？　そして、ロッシュが無事に目を覚ましたら、地位を譲ゆずればいい。そうすれば彼の身分を確かく保ほできるじゃないか。

ＧＭ：それはそれでありです。

ナーシア：そっか。……それなら、当面はロッシュの代理として、受けます。

ＧＭ：では、ナーシアはベルクシーレに屋敷などをもらえますよ。ゴーダ伯の屋敷とかいいんじゃないですかね。
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ナーシア：えー、あんな古いお屋敷はいらないなー。

アンソン：ちょっと！（一同笑）

ナーシア：だって、悪い想おもい出でもいっぱいありそうだし（笑）。

ＧＭ：ロッシュの帰る場所と、ゴーダ伯との想い出はいいんですか？（笑）

ナーシア：（突とつ然ぜんシリアスな口調になって）……あの屋敷には、幼い頃ころからの私の想い出が刻きざまれている、から。

アンソン：演えん技ぎで誤ご魔ま化かすなよ!?（一同笑）

ゼパ：声優はずるいのじゃ！

ＧＭ：ともかく（笑）――みなさんへの褒賞については以上です。

一同：はーい。

アンソン：しかし、みんな出世したなぁ。

カテナ：変わってないのは、おじいちゃんだけだ。

ゼパ：ワシは愛があれば、それでいいのじゃ☆

ナーシア：さすが、ゼパ様。揺るぎない（笑）。

ＧＭ：立場が変わった者、変わらなかった者、どちらもいますが、この場にいる人々から、一目置かれるようになるのは間違いないです。

ナーシア：最初は使つかい捨すての特殊工作部隊だったのに。

カテナ：グラスウェルズから主立った人材がいなくなったというのもあるのだろうな。わたしたちのような者でも取り立てないと、立ちゆかないのかもしれない。

ナーシア：国が弱体化しちゃったってこと？

ＧＭ：それはあるでしょうね。一方で、フィリップの権けん力りよく自体は相対的に強くなるんですよ。アンリや、彼に与くみした貴族の領地の多くが、王家のものになりますから。実は、一番領地が増えるのはフィリップなんです。

ゼパ：ふむふむ。

ＧＭ：その結果、グラスウェルズでは王おう権けんが強化されて、中央集しゆう権けんの傾けい向こうが強まります。逆ぎやくに貴族の権力は低下して、貴族会議は弱体化することになります。

カテナ：国力そのものは低下するが、国内における勢力バランスは、フィリップに大きく傾かたむくわけか。

ＧＭ：はい。ただ、フィリップはまだ子こ供どもですから、すべての采さい配はいを彼自身の手でできるわけではありません。なので、彼の後見人であるリシャールやアンソンの権けん限げんがより大きくなる形になるかと。

アンソン：おお！　僕、この国を支配したようなものじゃん！

ＧＭ：フィリップは頭の良い子ですから、国王としてがんばりますし、アンソンの操あやつり人にん形ぎようにはならないですよ？（笑）

ナーシア：ですよねー（笑）。

カテナ：それにリシャールもいる。アンソンの天下にはならんさ。

アンソン：いや、その……そんな本気に取らないで！　僕は王国軍師として、フィリップ陛下に忠ちゆう誠せいを尽つくしますよ？

ゼパ：さっき、すごく喜んでいたように見えたんじゃがのう（笑）。

アンソン：嫌だなぁ、気のせいだって！（一同笑）

ＧＭ：グラスウェルズの状況をまとめると、一応の落ち着きは取り戻したが、安あん穏のんとしてもいられないという感じです。例えば、先ほどカテナも言っていましたが、内戦で国力が落ちた影えい響きようにより、各地で問題が起こっていたりもします。

ナーシア：それってどういう？

ＧＭ：グラスウェルズは周辺国を併へい合ごうして成長してきた国です。併合された国の中には、今もグラスウェルズの支配をよく思っていないところもあります。ただ、貴族の力が強かったので問題が表面化するまでにはなっていなかったのです。

ナーシア：それが今回の内乱で、貴族の力が弱まったから問題が表面化した。

ＧＭ：ええ。征せい服ふくされた人々は、これまで抑よく圧あつされてたものから解放されたわけで、独どく立りつ解放系けいの動きが活発化しつつあります。分かりやすく言うと、もっと税ぜい金きんを安くしろとか、締しめつけ軽くしろとか要求してきてるんですね。

ナーシア：なんか、その対たい応おうで忙しくなりそう。アンソンとかが（笑）。

ＧＭ：アンソンは当然忙しくなるでしょう。王国軍師ですから、それらの問題への対たい策さくを考える必要があります。事じ務む処しよ理りは、カテナがやってるようですが（笑）。

ナーシア：やっぱり（笑）。

アンソン：やっぱりってなんだよ（笑）。

ＧＭ：いろいろと問題はありますが、とりあえず今は気にしなくても大だい丈じよう夫ぶです。みなさんや今までに名前を挙げた人物以外にも、多くの人々が褒賞を受け取りますが、それについては長くなりますし、割かつ愛あいさせていただきます。

アンソン：真ま面じ目めにやったら、数百……いや、数千単位の話になっちゃうしね。

ＧＭ：はい（笑）。というわけで、みなさんが褒賞を受け取り、その後も論功行賞がつつがなく続けられていく、といったところでシーンを終了します。











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆ナーシアの家




　ナーシアは、ノルウィッチに預あずけられたロッシュのもとを訪おとずれた。

　ベルフト王子の襲しゆう来らいによって、ノルウィッチは大きな被ひ害がいを受けていた。

　ナーシアにとっての唯ゆい一いつの肉親、眠ねむったままのロッシュはこの地に預けられている。

　いつもは冷静なナーシアが、そのときは珍めずらしく焦あせっていた。




ＧＭ：では、ミドルフェイズを始めます。ここから、皆みなさんに一回ずつシーンプレイヤーになってもらいます。ちなみに、シーンプレイヤー以外の方も、登場は自由にしてもらって構いません。

ナーシア：はーい。

ＧＭ：まずは、ナーシアのシーン。ここでひとつ、説明しないといけないことがあります。ロッシュに関することなのですが……。

ナーシア：なんですか？

ＧＭ：ロッシュは今、フェリタニア・メルトランド連合王国の騎き士しオトガルのもとに預けているわけですが、彼かれ、ベルフトとの戦いで死んでしまったんですよ。

ナーシア：えっ、オトガルが!?




オトガル・カルカーニ

　ナーシアの母に仕えていたメルトランド出身の老騎士。

　メルトランド滅めつ亡ぼう後、レジスタンスのリーダーとなっていたが、フェリタニア・メルトランド連合王国成立後は、メルトランド騎き士し団だん再さい建けんのために奔ほん走そうしていた。

　ナーシアから、意い識しき不明となったロッシュの身み柄がらも預かっていた。

『無印』六巻かんにおいて、突とつ如じよノルウィッチに攻せめ込こんだベルフト王子に立ち向かい、壮そう絶ぜつな最さい期ごを遂とげた。
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ＧＭ：『無印』六巻で、ベルフトに立ち向かって戦死しました。

ナーシア：そう、死んじゃったんだ……。なら、ノルウィッチに行きます。オトガルのこともだけど、やっぱりロッシュのことが気になるので。

ＧＭ：では、ナーシアがロッシュの無事を確かく認にんするために、ノルウィッチ城にやってきたところから始めましょう。

ナーシア：「ロッシュ、ロッシュは無事なの!?」って駆かけ込こんできます。

ＧＭ：ノルウィッチ城には戦争の傷きず跡あとが残っていますが、ロッシュのいた塔は無事でした。また、ロッシュはイザベラが引ひき継ついで面めん倒どうを見ていますから、無事です。前に会った時と同じく、ベッドの上で眠ったままです。
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ナーシア：よかった……。

アンソン：というか、ロッシュをノルウィッチに預けておく必要あるのかな？

ＧＭ：そうですね……。彼を保ほ護ごしていたオトガルが死んでしまいましたし、実はノルウィッチに置いておく必要はないです。連れて帰ってもいいですよ。今なら、ゴーダ伯はくの屋や敷しきも使えますしね。

ナーシア：そこが安全なら連れて帰ります。

アンソン：たぶん、その方が危き険けんはないんじゃないかな。

ゼパ：そもそも、なんでノルウィッチにロッシュを預けたんじゃ？

ＧＭ：グラスウェルズが信用できなかったからですね。王宮の中枢までバルムンクが入り込んでましたから。

アンソン：でも、今はすっかり様子が変わってしまった（笑）。

カテナ：この間の褒ほう賞しようでナーシアもひとかどの身分を手に入れて、グラスウェルズからの保護を受けられるだろうしな。

ＧＭ：はい。現げん在ざい、グラスウェルズの王宮のみんなは味方です。

ナーシア：じゃあ、連れて帰ります。よいしょって（笑）。

アンソン：背負子しよいこをしょって（笑）。

ＧＭ：では、ロッシュをベルクシーレの元ゴーダ伯の屋敷に連れてきました。ちなみに、ゴーダ伯亡なきあと、屋敷は執しつ事じが管理してくれています。この執事は、ゴーダ伯みずから雇やとい入れた人物で、ナーシアのこともよく知っています。三巻に出てきた人ですよ。

ナーシア：じゃあ、その執事にはこれからもお世話になります。

ゼパ：ゴーダ伯の雇った人だから、きっとちゃんとしているのじゃ。

ＧＭ：執事は「新しいご主人がナーシア様で本当によかった」と笑顔で言います。全員ではありませんが、ナーシアを知っている使用人もたくさんいます。みんな、親身に仕えてくれますよ？

ナーシア：……ああ、なんか……自分の家って感じがする？

ＧＭ：そうですね。

ナーシア：……よかった。ロッシュに「ここが私たちの家よ」と言って、連れて行きます。

ＧＭ：分かりました。屋敷に運はこび込こまれたロッシュは、用意されたベッドの上で、静かに眠っています。

ナーシア：そっとロッシュの髪かみを撫でて。ね～むれ～、ロ～ッシュ～ゥ♪（←子こ守もり歌うたのようだ）

カテナ：寝ねてます（笑）。

ＧＭ：元より目覚めません（笑）。

ゼパ：突つっ込こみが（笑）。

ナーシア：ボケですよ、ボケ（笑）。

ＧＭ：突っ込みが入ったところで、気を取り直して行きましょう。

ナーシア：ロッシュに語りかけます。ねぇ、知ってる？　オトガルがね―――。

アンソン：今度はいい感じ。

ナーシア：美お味いしいところで死んだの（笑）。

一同：駄だ目めだろ、それじゃ！（笑）

カテナ：美味しいところで死んじゃったの、って……（笑）。

ＧＭ：も、もうダメだーっ！（笑）

アンソン：せめて、ポロッと涙なみだを流すとかならいけたのに。

ナーシア：泣きますよ、ポロリと（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：このシーンはこのまま書きましょう（笑）。

ナーシア：なーっ！（笑）いや、えーと、やり直し！　眠っているロッシュに、今まで一いつ緒しよに過すごせなかった時間を取とり戻もどすかのように語りかけます！

アンソン：じゃあ、テイク２ということで（笑）。

ナーシア：では、ロッシュの髪を撫なでながら、今日あったことや、オトガルが戦死したことを語りかけています。

アンソン：途と端たんにいいシーンに……（笑）。

ナーシア：そうしている間に、スッと私わたしも寝ね入いってしまうとか。

ＧＭ：なら、そこで夢ゆめを見て、オープニングのマスターシーン――ロッシュが小さな女の子と手を繫つないで荒こう野やを歩いている風景を共有するのはどうでしょうか？

ナーシア：いいですね。そうします。

ＧＭ：では、ナーシアは夢の中で、ロッシュと少女が歩く姿すがたを、俯ふ瞰かん的てきに見ていることになります。

ナーシア：それは、私にはやっぱり悪い予感がする光景ですよね？

ＧＭ：そうですね。ロッシュは女の子と一緒に歩いています。時折、ロッシュが何かを探さぐるように周囲を見み渡わたしますが、何も見つからず、ふたりはさ迷まよい続けます。

アンソン：当てもないまま、無む限げんの荒野を歩いていくわけか……。

ナーシア：「……ロッシュ、どこに行くの？」って声をかけます。

ＧＭ：ナーシアが声をかけると、ロッシュがハッと空を見上げます。まるで、今の呼よびかけが聞こえたかのように。彼はしばらく周囲を見渡しますが、結局、何も見つけることができずに、肩かたを落とします。

ナーシア：……私のこと、ロッシュには見えてない？

ＧＭ：はい。ナーシアからはロッシュの姿は見えますが、彼に近づくことも、触ふれることもできません。まるで、テレビの画面越ごしに眺ながめているような感覚です。

ナーシア：それは、ちょっと焦ります。

ＧＭ：肩を落とすロッシュに、女の子が「どうしたの？」と訊きくと、彼は「ううん、何でもない」と答え、またふたりで歩き出します。

ナーシア：ロッシュの浮うわ気き者ものー！

アンソン：ちょっとちょっと！　シリアスなシーンなんだから！（一同笑）

ゼパ：また台無しじゃ（笑）。

ナーシア：待ってロッシュ、行かないでロッシュー！

アンソン：かっこよく言い直した!?（一同笑）

ＧＭ：ナーシアが叫さけんだ直後、再ふたたびロッシュが足を止めます。

ナーシア：声が届とどいた？

ＧＭ：かにも思えますが、ロッシュが足を止めた直ちよく接せつ的てきな原げん因いんは、目の前にひとりの老人が立ちはだかったからです。

ナーシア：……老人？

ＧＭ：はい、あなたは会ったことがありますよ。グラスウェルズの王おう威いの竜りゆう輝き石せきに宿っていた、三人の老王のひとり、騎士王エグベルトです。

ナーシア：ああ！　私が短たん剣けんで斬きり裂さいたやつだ！




　グラスウェルズ王国の王威の竜輝石。

　その中には、バルムンクの陰いん謀ぼうにより、統とう一いつ帝ていを目指しながら果たせなかった歴代の王たちの亡ぼう霊れいが封ふうじられていた。

　しかし、かつてフィリップがその亡霊に囚とらわれた時、ナーシアたちは彼らと戦い、これを打うち倒たおしたのである。




ナーシア：まだ、消えてなかったんだ。

ＧＭ：ちなみに、かつて対決したときのような、負の気配は感じられません。

ゼパ：一度倒たおされて、妄もう念ねんから解とき放はなたれたのかのう？

ＧＭ：そうです。ナーシアに倒された時は馬に跨またがり、鎧よろいをまとっていましたが……今は白いローブに身をまとった、品のよさそうな老人の姿となっています。

カテナ：ふむ。とりあえず危険な存そん在ざいではなさそうか……。

ＧＭ：ロッシュがエグベルトに、「あ、お爺じいさん、ここはどこですか？　僕ぼくはここから出たいんですけど」と言います。

ナーシア：話し掛けるんだ。

ＧＭ：ええ。するとエグベルトは、「……お前ならきっと外に出ることができる」と答えます。

アンソン：それって「お爺さんは出られないんですか？」と尋たずねたりするよね？

ＧＭ：その質しつ問もんには、こう答えますね。「儂わしはもう外には戻もどれないのじゃ。だが、お前は大だい丈じよう夫ぶ。しっかりおやり」そして、彼の姿がだんだん薄うすれていき、最後には消えてしまいます。

ナーシア：……これって、もしかして竜輝石の中の光景？

ＧＭ：そのとおりです。

ナーシア：だったら、ロッシュはここにいちゃいけない。ロッシュに呼びかけます。

ＧＭ：するとロッシュは、その声に反はん応のうするように顔を上げます。「行こう、誰だれかが呼んでる」そう言って、彼は少女とふたりで駆かけ出だします。

ナーシア：さらに呼びかけます。ロッシュ、こっちへ！




　荒野の中を、ロッシュは少女を連れて進んでいく。

　ナーシアの呼びかけに導みちびかれるように。

　だが、ふたりの距きよ離りは縮ちぢまらない。むしろ、離はなれていくかのようだ。

「ロッシュ！」

　ナーシアは、ロッシュを引ひき留とめようと手を伸のばす。

　そして―――。




ＧＭ：……と、引き留めようとしたところでナーシアは目が覚めます。

ナーシア：……ハッ!?　って顔を上げます。

ＧＭ：ナーシアは、ロッシュが寝ているベッドの上で目を覚まします。眠りに落ちたのは一いつ瞬しゆんのことですが、長い時間、夢を見ていたようにも感じられます。

カテナ：じゃあ、そこで登場しようか。

ナーシア：なら、コンコンっというノックの音で目が覚めたことにしたい。

ＧＭ：いいですね。いつも小こ暮ぐれさんを助けてくれる悠ゆう羅らさん（笑）。

ナーシア：悠羅さんは、きくたけさんも助けてますよ？

カテナ：菊きく池ちさんを助けているつもりはないよ（笑）。助けてるのは、あくまで王国軍ぐん師しのアンソン。

アンソン：いやいや、現実の世界でも助けられてます……（一同笑）。

ＧＭ：ということで、カテナが訪たずねてきました。

カテナ：屋や敷しき内ないをずかずか歩くのも失礼だな。執事に呼んでもらえるように頼たのんで、わたしは客間で待っていることにしようか。

ＧＭ：では、まどろむナーシアの耳に、部屋のドアをノックする音が届きます。

ナーシア：一瞬、間を置いてから「……誰？」って訊きます。

ＧＭ：すると執事が「お客様です、ナーシア様。カテナ様がお会いしたいと。ただ今、客間にてお待ちでございます」と声をかけます。

ナーシア：「……すぐ行きます」って言って、客間に向かいます。

カテナ：客間にやってきたナーシアを見て。「ナーシア、疲つかれているようだな」

ナーシア：……なんでもない。ただ、不思議な夢を見たから。

カテナ：……夢？

ナーシア：……気にしないで。

カテナ：そうか。ロッシュについての調ちよう査さ結果をナーシアに報ほう告こくしよう。……ＧＭ、どこまで分かっています？

ＧＭ：分かっているのは、クレセントを追うしかないってことくらいです。

カテナ：そのクレセントの情じよう報ほうについては？

ＧＭ：クレセントの情報は、ゼパのシーンで出そうと思っていました。

ゼパ：では、ワシが登場すれば大丈夫かな？

ＧＭ：それなら、ゼパが調べたことを話す形で情報を共有できますね。

ゼパ：なら、カテナと一緒に訪ねてきたことにするのじゃ。

ＧＭ：分かりました。とはいえ、クレセントについて残っている情報は少ないのですよ。

ゼパ：じゃろうな。

アンソン：幻げん竜りゆう騎き士し団だんの秘ひ密みつ部隊のひとりだしね。

ＧＭ：ということで、正式な書類はあまり残っていません。ゴーダ伯は書類を残さない人だったので。

カテナ：全部、頭の中で処しよ理りしてたらしいからな。

ＧＭ：ただ、手て掛がかりがないわけではないです。調査の結果、クレセントの出身地についてだけは判はん明めいします。

ゼパ：それは重要なのじゃ。

アンソン：……もしかして、彼かの女じよの故こ郷きようがムーンデールなんじゃ。

ＧＭ：そうです。ムーンデール……〝月の谷〟という意味で、グラスウェルズ北方にある村のひとつですね。

ゼパ：グラスウェルズに征せい服ふくされた場所だったか。

ＧＭ：そうです。征服されたのはだいぶ昔のことですが。

ゼパ：そういえば、クレセントは、そこを救うために契けい約やくしたと言っていたのじゃ。

ＧＭ：代官に対して税ぜいを納おさめる代わりに、幻竜騎士団に兵へい役えきとして差し出されたのがクレセントです。その記録が残っていました。その後は、ナーシア同様記録が残ってません。ゴーダ伯に直ちよく接せつ命令を受けて仕事をしていたと推すい測そくされます。

ゼパ：では、そのことを話すのじゃ。

カテナ：以上が、ゼパが突つき止とめてくれた話だ。

ゼパ：ワシはムーンデールに行ってみるつもりじゃ。ふたりにも、いろいろ因いん縁ねんがあるようなので教えておこうと思ってのう。

ナーシア：そうだったの。

カテナ：ゼパは、もうひとりで行く気満々だな（笑）。

ゼパ：キュピーン☆

ナーシア：それ、死し亡ぼうフラグですよね（一同笑）。

ゼパ：ワシひとりで行ったら、攻こう撃げき力りよくが足りないし（笑）。

ナーシア：みんなで行った方がいいと思う。

ＧＭ：ナーシアが一緒に行けそうですが、カテナは行けないでしょうね。

ナーシア：えー!?

ＧＭ：今、カテナが行くとアンソンがひとりで仕事を背負って涙目に（笑）。

ナーシア：いいよ、三人で行こう（笑）。

アンソン：鬼おに、悪あく魔ま！（一同笑）

カテナ：まあ、宮仕えのつらいところだな。

ナーシア：じゃ、私だけでもゼパについていくのは？

ＧＭ：それは問題ないと思いますよ。

ナーシア：……ゼパ、私も行く。私にも何か、できることがあるかもしれない。

ゼパ：それは助かる。よろしく頼むのじゃ。

ＧＭ：では、ナーシアとゼパはムーンデールへ向かうということで。話もまとまりましたし、ここでシーン終しゆう了りようにします。







◆Middle 02◆カテナの部屋




　正式に王国軍師補ほ佐さとなったカテナには、王宮内に執務室も与あたえられた。

　そして、仕事の方はというと、さらに増ふえることとなった。

　山のように回ってくる書類に目を通し、判はんを捺おす。

　まるで減へる様子がない書類の山に、さすがのカテナもげんなりするのであった。




ＧＭ：では、次はカテナのシーンです。ナーシアとゼパと別れたあと、王宮に戻って事じ務む処理をすることになります。場所はカテナに割わり当あてられた、執務室で。

カテナ：では、机つくえに向かって、溜たまっている書類の処理をしよう。ペタン、ペタン（←判はん子こを捺してる）。

ＧＭ：山積みの書類を処理していると、エゼルバルドがカテナを訪ねてきます。

ナーシア：来るんだ（笑）。

ＧＭ：ええ、何かと理由をつけて、毎日のように王国軍師補佐の部屋に来ます。「よお、忙いそがしそうだな」と、嬉うれしそうに話はなし掛かけてきます（笑）。
















カテナ：（うんざりした声で）……また、お前か。

ＧＭ：「そう言うなよ」と、エゼルバルドは明るく言いながら、仕事についていろいろと相談を持ちかけてきますよ。

ゼパ：エゼルバルドのせいで、カテナの仕事が増えておるような（笑）。

カテナ：やれやれ。

アンソン：そこに僕も書類を持って登場しよう（笑）。

ナーシア：アンソンも一緒じゃん！（一同笑）

アンソン：おーい、カテナ。この書類なんだが……おや、エゼルバルド卿きよう。

ＧＭ：「おお、これはこれは王国軍師殿どの、お元気そうで！」

アンソン：エゼルバルド卿は明朝、任にん務むで出しゆつ立たつされると聞いていましたが、準備はよろしいので？

ナーシア：そうなの？

アンソン：そういうことにして、退たい場じようしてもらった方が、カテナとふたりで話がしやすいと思ってさ。

ＧＭ：分かりました（笑）。では、そうしましょう。「やっ、そのとおり。だが、その前に軍師補佐殿に準じゆん備びしていただかなければならないことがあったのでな。わははははっ」エゼルバルドは上じよう機き嫌げんに笑います。

カテナ：この程てい度どのことならば、自分でやってほしいのだがな。やれやれと肩をすくめる。

ＧＭ：「はっはっはっ。それだけお前を頼たよりにしているということだ。じゃあ、またな。邪じや魔まをした」と、エゼルバルドは去っていきます。

カテナ：ようやく静かになった。

アンソン：じゃあ、カテナ、こっちの書類なんだけどさぁ（笑）。

カテナ：今度は軍師殿か！（笑）

アンソン：報ほう酬しゆうは払はらうからさ、頼むよ。今こん晩ばんの飯一食分でどう？

カテナ：ずいぶん安い仕事だな（笑）。

アンソン：その代わり、何を食ってもいいぞ？　もう任まかせる気満々だから、書類をパラパラと広げてみたい。

カテナ：おいおい（笑）。

ＧＭ：ちなみに、アンソンから預かった書類の中に、ムーンデールに関かかわるものが入っています。

ナーシア：なるほど。ここで繫つながるんだ。

カテナ：では、その書類に目がいく。……このムーンデールという場所、聞き覚えがある。そう言って、ゼパからの報告をアンソンに伝えよう。

アンソン：へえ、ここがクレセントの故郷なのか。ちなみに、このムーンデールで起こってる問題ってどういうのなんだ？

ＧＭ：簡かん単たんに言えば、独どく立りつを求めてきています。さらに、ムーンデールのくわしい情報を手に入れるには判はん定ていが必要です。難なん易い度ど15の【知力】を行なってください。

カテナ：なら、ファンブル以外は成功する。（ダイスを振ふる）19で成功。

アンソン：（ダイスを振る）惜しい、13でこっちは失敗。

ＧＭ：じゃあ、アンソンは仕事を引き受けた時に話は聞いたはずですが、すっかり内ない容ようを忘わすれてしまったようです（笑）。

ナーシア：ダメじゃん（笑）。

アンソン：勘弁してよーっ。忙しくて、つい忘れちゃったんだよ（笑）。

カテナ：ため息交まじりに書類に目を通そう。どんな感じになってます？

ＧＭ：ムーンデールという地は、以前リシャールが鎮ちん圧あつに向かった場所です。

アンソン：そういえば、北の方に行ってたような……。『ブレイク』三巻だっけ？

ＧＭ：そうです。『デスマーチ』二巻での展てん開かいを受けて、ゴルドレイという経けい済ざいバルムンクが、グラスウェルズ国内に食しよく糧りようや物ぶつ資しを運び込んで、反はん乱らん分子を支し援えんしているという情報を手に入れていますね。




[image: ]




アンソン：あった、あった！




『デスマーチ』二巻において、ＰＣたちは反乱分子への物資援えん助じよに関する書類を手に入れる。その情報は、『ブレイク』三巻でナヴァールを通じてアンソンへと渡わたることとなった。そして、バルムンクの支援を受けていた場所の鎮圧にリシャールが派は遣けんされる、ということがあったのである。




アンソン：リシャール先せん輩ぱいが向かった場所って、ムーンデールのことだったのか。

ＧＭ：そうです。カテナは判定に成功しているので、そのことが分かりました。

カテナ：アンソンも菊池さんも忘れているようだが、私は気づいた（笑）。

アンソン：僕も憶えてたってば！　判定には失敗したから、ＰＣは忘れてることになったけど……（一同笑）。

ＧＭ：リシャールはかつてムーンデールの鎮圧に向かいました。ところが、途と中ちゆうでクーデターが起こったので、制せい圧あつ前なのに帰き還かんせざるを得なくなってしまったんですね。

アンソン：そういえば、《テレポート》連発で帰ってきてたな。

ＧＭ：以来、ムーンデールは放置されたままになっています。

アンソン：それ、もう数ヶ月経たってない？（笑）

ナーシア：放置されすぎ（笑）。

ＧＭ：そして、アンリが敗北して、内戦が終息したところで、改めて独立要求の手紙がフィリップに宛あてて出されました。

アンソン：理り解かいしました。国力の低下で問題が起こってるって話だったけど、そういう案あん件けんが大量に発生してるんだろうな。

ＧＭ：ええ。ムーンデールは山やま間あいの小さな土地なので、独立されても国力に大きな影えい響きようはないんですが、そういうのが重なるのは好ましくない。なので、そうした各地方の領りよう主しゆを王宮に招まねいて、パーティでもしようかという話もあります。

アンソン：そうなると、問題は穏おん便びんに解かい決けつした方がよさそうだな。

カテナ：新生グラスウェルズ王国として、新たに出発するためにも、これ以上の犠ぎ牲せいは増やしたくはない、か。

ＧＭ：そういうことです。だから、大変な時期ではあります。

アンソン：頭が痛いたくなってくる話だ。でもまあ、それはひとまず置いておいて……。ナーシアとゼパは、そのムーンデールに向かったわけだな。

カテナ：ああ。クレセントに繫がる手掛かりがあるかもしれないから、とな。

アンソン：冷たいな、ひと言ぐらい言ってくれてもいいのに。

カテナ：ひと言言っても、王国軍師が一緒に行けるわけないだろう？

アンソン：いや、その……。

ナーシア：（ぼそっと）動けたとしても、必要ないし。

アンソン：なんか今、すごい空耳が聞こえた！（笑）

カテナ：気のせいだよ、アンソン（ポンポンと肩を叩たたきながら）。

アンソン：いやいや、きっとナーシアたちがこの僕を必要としているに違ちがいない！

カテナ：そうかな？（笑）

アンソン：とにかく！　カテナ、相談だ。我われ々われがムーンデールに行くとして……この殺人的なスケジュールは、どうやれば空けられるだろう。

カテナ：それは簡単。

アンソン：ほおっ！

カテナ：《偽ぎ装そう情報》を使えば。

アンソン：馬ば鹿か野や郎ろう!?（一同爆笑）

ナーシア：そんな、どうでもいいことに使わないでーっ！（笑）

カテナ：私たちが王宮にいるという《偽装情報》を流せば一発だぞ？（笑）

ナーシア：ただのサボリじゃん！（笑）

カテナ：サボリじゃない。大たい義ぎ名めい分ぶん……と言えばいいかな（笑）。

ＧＭ：ちなみに、《偽装情報》を使わなくても調整は可か能のうです。

ナーシア：そっちの方法にして！（笑）

カテナ：じゃあ、お互たがいに仕事の調整をつけよう。

ＧＭ：では、【知力】か【精せい神しん】で判定をお願いします。難易度は15。失敗した場合は、ムーンデールに到とう着ちやくした最初のシーンに登場できなくなるので注意を。

アンソン：僕は【精神】で振るよ。（ダイスを振る）27で成功。

カテナ：わたしは【知力】で行こう。……こちらは達成値ち20で成功だ。

ＧＭ：では、ふたりは不退転の決意でスケジュールをこじ開けました。

アンソン：スケジュール表を取り出して、「ここを切りつめればなんとかなりそうだな」とかやるわけだな。

カテナ：……なんか、現実の仕事みたいで嫌いやだな（笑）。

ナーシア：そういうやり取りが、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]では行なわれてるんだ（笑）。

カテナ：よくあります（笑）。

アンソン：いや、本当に。

ＧＭ：ちなみに、アンソンとカテナの留る守す中は、リシャールがその穴あなを埋うめてくれます。ムーンデールの一いつ件けんにはバルムンクが関わっていますから、おふたりのスケジュールを空けるのにも協力的ですね。

アンソン：さすが先輩。頼りになる。

カテナ：リシャールならば十分、公こう務むに耐えられるだろうな。

ＧＭ：ということで、ふたりがムーンデールに出立する準備を調えたところで、このシーンは終了になります。







◆Middle 03◆愛のために




　幻竜騎士団副ふく団だん長ちようというポストを、ゼパは固辞した。

　それは、やらねばならぬことがあるからだ。

　その夜、ゼパはエゼルバルド・バイゴットの部屋を訪ねた。

　すべては、愛のために！




ＧＭ：次はゼパのシーンです。実は、クレセントの故郷について調査をしてもらおうと思っていたので、ＧＭからは特に何もないのですが……。なにかご希望があればどうぞ。

ゼパ：うーん、ムーンデールに向かう前に誰か……エゼルバルドがいいかな……と話したい。

ＧＭ：では、ムーンデールに出発する前日の夜。ゼパは、エゼルバルドの部屋にいます。ゼパがエゼルバルドのもとを訪ねると、彼は大変な上機嫌で、「フンフフフン♪」と鼻歌まで歌っています。

アンソン：なんでそんな上機嫌なんだ（笑）。

ゼパ：おや、エゼルバルド殿。何かいいことでもあったのかの。

ＧＭ：「いやいや、別にいいことはないがな。それより、ゼパ殿が俺のところを訪ねてくるとは珍しい。どのようなご用よう件けんかな？」

ゼパ：明日出立されると聞いて、ちょっと挨拶と相談があって来たのじゃよ。

ＧＭ：「晩ばん飯めしは王国軍軍師補佐殿と一緒にしようと思うんで、その前に済すましてくれるならば構かまわんぞ」このあとカテナを食事に誘さそいに行く気満々です。

カテナ：残念、先約がある！

ナーシア：アンソンに奢おごらせる先約が（笑）。

ゼパ：軍師補佐殿は忙しいと思うのじゃが。

ＧＭ：「まあ、俺のことはいいじゃないか。それより、俺で役に立てるかは分からんが、話を聞かせてもらうとしようか」

ゼパ：すまんな。ワシは常つね日ひ頃ごろ、愛じゃ、愛じゃと言っておるのじゃが……。

アンソン：（ゼパの口調を真ま似ねて）「愛についておぬしと語りたいんじゃ」

ナーシア：きゃー！（笑）

ゼパ：ちょ、ちょっと待つのじゃ！　それは微び妙みように意味合いが変わっておる（笑）。愛について語り合いたいのは、間ま違ちがってはおらんが。

ＧＭ：では、愛という言葉に、エゼルバルドは力強く、何度も頷うなずきます。「愛！　世の中、愛だよな。うんうん、わかるぜ！」

ゼパ：じゃよな。そうじゃろ、そうじゃろ。

カテナ：ダメだ、こいつらなんとかしないと（笑）。

ＧＭ：愛は大切ですよ（笑）。

ゼパ：そう言ってくれるエゼルバルド殿ならば、今抱かかえている悩なやみに、何か答えをくれるのではと思って話をしにきたのじゃ。

ＧＭ：「悩みとは？」

ゼパ：ワシは今まで国のためにいろいろと尽つくしてきたつもりじゃ、騎士として……。しかし、今回は……騎士としての本分とは異ことなる行動を取ることになるやもしれぬ。

ＧＭ：「本分とは異なる行動？　何をするつもりだ？」

ゼパ：実は、ひとりの女を助けるために、ある場所へ向かおうと思っているのじゃ。

ＧＭ：「な、な……なんだとー!?」エゼルバルドは、驚きよう愕がくの表ひよう情じようを浮うかべます（笑）。

ナーシア：ゼパ様、衝しよう撃げきの告白!?（一同笑）

ＧＭ：「女を！　女を助けに!?　ゼパにそんな女がいたのかっ!?」

ゼパ：いや、女といっても普ふ通つうの友人じゃよ？

ＧＭ：エゼルバルドは理解してるのかしてないのか、感心したように頷いています。「そうか。その年で……大したもんだ！」

ゼパ：なんか微妙に勘かん違ちがいされとる気もするが……（笑）。エゼルバルド殿にも、みずからの本分を曲げてでも、手を差さし伸のべる相手はいたりするのかの？

ＧＭ：エゼルバルドはしばらく考えたあとで答えます。「王のために剣けんを捧ささぐるも騎士であるならば、貴き婦ふ人じんに剣を捧ぐるのまた騎士……。子こ供どもの頃ころに読んだ騎士物語には、そう書いてあったがな」

ゼパ：なるほど、良い言葉じゃ！

ＧＭ：「王国であれ、君主であれ、友人であれ、それが男だろうと女だろうとな、困っている者を助けるために全力を尽くす。それこそが騎士であろう」と、エゼルバルドは言うとさわやかに笑います。

ゼパ：……うむ。これですっきりしたのじゃ。

アンソン：なんだろ、この幸せな会話（笑）。

ナーシア：ふたりとも、死んじゃうんじゃない？（一同笑）

カテナ：確たしかに死にフラグっぽい。

ゼパ：そ、そんなことはないのじゃ。エゼルバルド殿には、「おぬしに相談できてよかったわい」と礼を言っておこう。

ＧＭ：「ああ、しっかりやれよ」

ゼパ：礼代わりにワシからも情報をひとつ差し上げよう。おぬしのお目当ての、軍師補佐殿じゃが、もう食事に出かけると言っておったぞ（笑）。

ＧＭ：「なんだってー！」と言って慌あわてて部屋を出て行くエゼルバルド―――というところで、シーンを終了しましょう。







◆Middle 04◆ムーンデールへ




　さっそく、王国軍師としての仕事がアンソンを待っていた。

　それは、ムーンデールという地域の独立要求である。

　執務室で、先輩のリシャールに相談するのだった。




ＧＭ：では、アンソンのシーン。自分の執務室で、リシャールにムーンデールへ向かう事じ情じようを話すところですね。

アンソン：ああ、リシャール先輩が来ているんだ。じゃあ、まずはそこから口火を切りましょう。かくかくしかじかな事情なんですよ、先輩。

ＧＭ：すると、リシャールが「そういう事情なら仕方あるまい」と答えます。

アンソン：というわけで、例の案件はこちらで引き受けようと思います。

ＧＭ：「だが、あそこはなかなか難むずかしい場所だぞ」

アンソン：そうなんですか？

ＧＭ：「いろいろこじれたうえに、内戦以い降こう放置されていたからな」

アンソン：その事情は聞いています。先輩は、このあと予定はあるんですか？

ＧＭ：「お前たちが戻ってくるまでは、王宮でデスクワークだ。エゼルバルドも外に出るし、私まで離れるわけにはいかないだろう」

アンソン：助かります。先輩になら、安心して任せられますよ。

ＧＭ：そうするとリシャールは笑いながら、「信しん頼らいしてくれて嬉しいが、カテナ殿ほどうまくできるとは思えんな。デスクワークは苦手でね」と言います。

アンソン：先輩もですか？　似たもの同士、握あく手しゆしましょう（笑）。

カテナ：そういうところで、仲良くしなくていいから（笑）。

ＧＭ：「しかし、カテナ殿は傭よう兵へい団だんの団長であらせられたにも関わらず、王宮内の立ち回りは見事としかいいようがないな。元は身分のある方なのだろう」

アンソン：それ、面おも白しろい顔をします（笑）。

ナーシア：あれ？　アンソンってカテナの出自について知ってたっけ？

アンソン：そういえば……まだ話は聞いてなかったっけ。

カテナ：ゼパは知ってるな。

ゼパ：『無印』四巻で同行してる時に聞いたのじゃ。

カテナ：すでに知ってる仲間もいるし、ＰＣなら知っていても構わんさ。

ＧＭ：じゃ、ファントムレイダーズのみなさんは、カテナが元レイウォールの貴き族ぞくだったということを聞いているということにしましょうか。

アンソン：じゃあ、やっぱり面白い顔をする（笑）。「カテナ、元々はレイウォールの貴族だからなぁ」と思いつつ、口にできないので黙だまり込こむ。

ＧＭ：今やレイウォールは友好国となってますが、人の過か去こに関わることですしね。リシャールはアンソンが面白い顔をしたのを見て、「……事情があるようだな。まあ、詮せん索さくはすまい」と言って笑います。

アンソン：先輩はつくづくいい人だなぁ（笑）。

ＧＭ：「さて、王国軍師としてのアンソン・マンソン殿にひとつ相談がある」

アンソン：さて、何でしょう。

ＧＭ：「このたび、我わがコランドベリー公クリフォード家は、陛へい下かから領りよう地ちの加か増ぞうを賜たまわったのだが」

アンソン：先輩の功こう績せきは大でしたからね。

ＧＭ：「その加増分を、陛下に返上しようと思うのだ」

アンソン：ええっ!?

ナーシア：それ、びっくりする話ですよね？

ＧＭ：普通はそんなことしないですね。

カテナ：無む欲よくなのは、リシャールらしいとは思うが……。

アンソン：先輩らしいとは思いますが……返上するのはかえって失礼というか、他の功を上げた家臣たちも褒ほう美びを受けづらくなるのでは？

ＧＭ：アンソンがそう言うと、リシャールはニコリと笑って言います。「他の功を上げた家臣というと、例えばアンソン・マンソン伯のような？」

アンソン：ブッ!?

ゼパ：思わぬ皮肉が（笑）。

ＧＭ：「だが、その懸け念ねんはもっともだ。だからこそ相談したのだよ、王国軍師殿。そうした方々の手前、内々にやって欲しいのだ」アンソンが危き惧ぐするように、王から賜った領地を返へん上じようするのは、王の面めん子つや他の加増された家臣への影響がありますので。

アンソン：まあ、そうですよね。

ＧＭ：「私の領地がこれ以上大きくなれば、グラスウェルズ内に新たな派は閥ばつを誕たん生じようさせてしまう可か能のう性せいがある。自分が望む望まないに関わらずな」

アンソン：なるほど。

ＧＭ：「王が一番大きな領地を持っているべきなんだ。そして、他の者たちは王に従したがわなければならない仕組みを作るのだ。無む駄だに貴族の権けん限げんが強いから、今回のようなことが起きてしまったのだから」

アンソン：つまり中央集しゆう権けんというやつですね。

ＧＭ：ええ。リシャールは、王おう権けんの強化が必要だと言っています。

アンソン：たいそう耳が痛いです。先輩が、そこまで考えていたとは……。

ＧＭ：「その上で言おう。キミはもっと力をつけるべきだ」

アンソン：僕が力を？　それが諍いさかいの種にならないとも限かぎりませんが。

ＧＭ：「いや、キミならば大丈夫」

アンソン：そ、そうですか？

ナーシア：アンソンなのにー（笑）。

ＧＭ：リシャールは、登場以来アンソンのことを買っていますから。

アンソン：すみません、がんばります（笑）。

ＧＭ：「私からの相談は以上だ。苦労をかけるが、よろしく頼む」

アンソン：分かりました。戻ったらすぐにでも手をつけようと思います。しかし……、本当に先輩はいい人だなぁ。王国への忠誠心が鎧を着て歩いているようなものだ（笑）。

ＧＭ：そこが長所でもあり、短所でもありますが……。

アンソン：短所？

ＧＭ：白竜王国の権威を信じるあまり、やや頭が固いところがあります。時々、ものが見えなくなり、そこにつけこまれることもある。

アンソン：確かに、最初はゴーダ伯や、ナーシアたちのことも信用してなかったし……。

ＧＭ：まぁ、そんなところで、このシーンは終了しましょう。







◆Middle 05◆奇き妙みような山里




　ゼパとナーシアは、ムーンデールへと続く街道を歩いていた。

　クレセントの手掛かりは、生まれ故郷だというその地の情報だけ。

　次第に傾斜が厳しくなるその道を、ふたりは黙もく々もくと歩いていく。




ＧＭ：では、次のシーン。ムーンデールへ先行しているナーシアとゼパ組を演えん出しゆつしていきましょう。ムーンデールへ向かって街道を歩いているところになります。

ナーシア＆ゼパ：はーい。

ＧＭ：スケジュールの確かく保ほに成功しているので、アンソンとカテナも登場できます。

アンソン：とりあえず様子見かな。

カテナ：同じく。

ナーシア：じゃあ、おじいちゃんと一緒に歩いています。

ＧＭ：ふたりが街道を歩いてムーンデールに向かっていると、道はだんだん細く傾けい斜しやがついていって、山へ向かう林道のようになっていきます。

ゼパ：ほうほう、やっぱり山地にあるのじゃな。

ＧＭ：そして、山の上の方から身軽そうな男が現あらわれて、「おや、あんたたちは？」と声をかけてきます。

ゼパ：ほう。

ナーシア：一いち応おうは警けい戒かいしますよ。

ＧＭ：「あんたたち、こっから先はなんもねえぞ。あるのは、ムーンデールっていう偏へん屈くつな村ぐらいだ」

ナーシア：……その村に行きたい。

ＧＭ：ムーンデールが目的地だと告げると、男は渋しぶい顔になって、「あの村ぁ、よそもんは歓かん迎げいされねえよ」と言ってきます。

アンソン：警戒されてるな。

ゼパ：《偽装情報》を使えばいけるかのう？

ナーシア：そうかも……。

アンソン：ここで？　あんなに使うのを渋ったのに！（笑）

ナーシア：んー……いや、様子を見たいので普通にいきます。旅の途中で迷まよい込こんじゃったとか、旅の商人に扮ふんするとかして近づく感じで。

ＧＭ：村の内ない情じよう次し第だいでは、それだと疑うたがわれる可能性もありますが。

ゼパ：なら、ムーンデールに何日か滞たい在ざいできるような理由はないかのう。例えば、温おん泉せんが湧わいていて、そこに浸つかりにきたとか。

ＧＭ：事前に調査して知っているかどうかは、【知力】判定で決めましょう。

ナーシア：【知力】!?　２しかないのに、私（笑）。

ゼパ：ワシも【知力】は２なのじゃ。

ＧＭ：難易度は14です。ただし、ナーシアは《ストリートワイズ》が使えますよ？

カテナ：情報収集を【幸運】で判定できて、さらにお金を使って達成値を上げられる。装備を買ってないからお金には余裕あるから（笑）。

ナーシア：あ、じゃ使います。ギルドのお金を一〇〇Ｇ使って達成値を＋５して……（ダイスを振る）私は15で成功しました。

ゼパ：ワシはクリティカルのみ……（ダイスを振る）ダメじゃなぁ。達成値８じゃ。

ＧＭ：十分です―――ムーンデールは基き本ほん的てきには、自給自足の地ち域いきです。山間に集落がぽつんとあって、一本道があるだけ。ＰＣのレベルならこっそり侵しん入にゆうも可能です。

ゼパ：となると、宿場街のような機き能のうはないということかの？

ＧＭ：ありませんね。街道沿ぞいにあるわけではなく、街道に合流する道が一本繫がってるだけなので、宿を開いても人がこないですし。

アンソン：なるほど。

ＧＭ：村の近くにあるものといえば、山だけです。

アンソン：それは、目的ないと行かないよなぁ……。

ＧＭ：ムーンデールそのものに用がなければ、近づくことはないでしょう。温泉はあるかもしれませんが、それを目的に人がくるほどではない。

ゼパ：なら、正直に話した方がいいかもしれんのう。友人―――クレセントの故郷だから訪ねてきたと。

ナーシア：そうしよう、正直に言っていいんじゃないかな。

ゼパ：では、男に言おう。実は行方ゆくえ知れずになった友人がいてのう。その手掛かりがないかと思って、友人の故郷だというムーンデールを目指してるんじゃよ。

ＧＭ：「……友人というのは誰だね？」

ナーシア：クレセントって名前が本名なのかな？

アンソン：偽ぎ名めいかもな（笑）。

ゼパ：それも素す直なおに話すのじゃ。本人はクレセントと名乗っておったが、これが本名かどうかもわからんのじゃ。

ＧＭ：すると男は首を傾かしげて「う～ん」と考かんがえ込こみます。

ナーシア：……疑われたかな？

ゼパ：吉きちと出るといいんじゃが……。

ＧＭ：あなたたちが男の様子をうかがっていると、彼は三メートルほどの崖がけをヒョイっと飛とび降おりて近づいてきます。

ナーシア：いきなり!?

ゼパ：うおー、忍にん者じやのようじゃ。

ＧＭ：非ひ常じように身軽なのは分かりますね。目の前に飛び降りた彼は、「そういうことなら、村まで案内してやるよ。ついて来な」と、道案内を買って出てくれます。

アンソン：おお、実は良い人だったのか。

ゼパ：にしても、身軽じゃのう。

ＧＭ：山道は険けわしいですが、男はひょいひょいと身軽に、苦もなく進んでいきます。とはいえナーシアくらいのレベルなら、顔色ひとつ変えずについていけますよ。

ナーシア：……それだと怪あやしまれるかもしれないから、ちょっと演えん技ぎします。

ＧＭ：なら、判定してもらいましょうか。【感知】で難易度12。

ナーシア：（ダイスを振る）てい！　達成値は14。

ＧＭ：すると、男はナーシアの演技に騙だまされます。「お嬢じようちゃんにはちょいときついかね」と笑いながら気を遣つかってくれる。

アンソン：良い人っぽい……。

ナーシア：よかった、よかった。

ＧＭ：「まあ、ゆっくり行こうかね。日が暮くれるまでには着くだろう」

ゼパ：そうしてもらえると助かるのじゃ。ワシもあとについていくぞい。

ＧＭ：男は先を歩きながら、気楽にゼパに声をかけますよ。「そのクレセントさんっていうのは、ベルクシーレにいた時のお友達かね？」

ゼパ：うむ。同じ部隊に所しよ属ぞくしておった戦友じゃよ。

ＧＭ：「ほー、一緒の職しよく場ばで働いてたんかい」

ナーシア：……正直に喋しやべりすぎよ、おじいちゃん。と、目で語りかけます（笑）。

ゼパ：はっ！　いい人そうなので、つい喋ってしまったのじゃ！　忠ちゆう告こくには視し線せんで感かん謝しやを返しておこう。きらーん☆

ナーシア：こくりと頷く。案内の男の様子は？

ＧＭ：相変わらずニコニコ笑っています。ベルクシーレでクレセントが何をしていたかは、彼は想そう像ぞうしてもいないようです。

ゼパ：そりゃ、秘密部隊にいたとかは思いもせんじゃろうな。

ＧＭ：そんなこんなで、半日ほど山道を歩くことになります。

ナーシア：……結けつ構こうかかりますね。

ＧＭ：ええ。峠とうげを越こえた先に少し盆ぼん地ちになった場所があり、そこに集落があります。ざっと見て、家は二〇〇～三〇〇件。小さく固まった村で、住民は千人程度といったところでしょう。立りつ派ぱな建物はひとつもありません。

アンソン：こんな山やま奥おくじゃなぁ。

ＧＭ：案内の男は、集落の中心にある、一番大きな家に向かいます。

ゼパ：村長の家といったところかのう。

ナーシア：黙だまってついていきます。

ＧＭ：木の塀へいで囲まれた、小さな屋敷といった感じの建物ですね。男はそこの門の前に立つと、「クレセントさんのお友達が訪たずねてきたんで、連れてきたよ」という風に声をかける。

ナーシア：クレセントが出てくる？

ＧＭ：いえ、クレセントは出てきません。数名の若わかい衆しゆうが出てきて、ふたりを警戒した目で見たあと、「……こっち来な」と客間に通してくれます。

ナーシア：……はい。

ゼパ：歓迎されてはおらんか。とりあえず、大人しく客間に行くのじゃ。

ＧＭ：客間に着くと、若い衆のひとりが席を外します。残りは、かなり鋭するどい目つきであなたたちの監かん視しに入りますね。警戒されているのが、はっきりと分かります。

ゼパ：それにしても、ただならぬ雰ふん囲い気きだのう。まるで、忍者の隠かくれ里ざとにでも迷い込んでしまったようじゃわい。

ナーシア：まだ、一いつ般ぱん人じんを装よそおっていよう。いつでも戦せん闘とうできる準備はして。

ＧＭ：では、ここで一度シーンを切ります。次は、アンソンとカテナがムーンデールにやってくるところを演出しましょう。







◆Middle 06◆警けい戒かいの目




　アンソンとカテナは、正式な使節団として馬車を用立て、ムーンデールへ向かっていた。

　街かい道どうから外れるとそこは山深い道である。

　鬱うつ蒼そうと茂しげった森の中を進むと、周囲から警戒する気配を感じるのだった。




ＧＭ：では、ムーンデールに向かうアンソンとカテナのシーンですが。こちらは正式な使し節せつ団だんなので、特に要望がなければ、それなりの規き模ぼになります。

アンソン：うん。堂々と行こう、堂々と。

カテナ：交こう渉しようにやって来たわけだから、書記官や護ご衛えいなどがついてくる感じかな。

ＧＭ：そうですね。軍隊はなしで、二〇～三〇人程てい度どの使節団になります。ちなみに、みんなエキストラだと思ってください。

アンソン：ま、そうだよな。

カテナ：ならば、山道を馬車の一いち団だんで移い動どうしていく。

アンソン：例の一本道を堂々と馬車で行くと、出で迎むかえが来る、かな？

ＧＭ：ええ。「あんたたちはなんだ～！」と、上の方から声がしてきます。

アンソン：上の方から？　……なんか監視されている？

カテナ：そのようだな。

ＧＭ：千人規模の集落が独どく立りつしようとしているわけですから、村人たちは、当然警戒してますよ。下手をしたら戦争になるくらいの可か能のう性せいはあるわけで。

アンソン：それはそうか。

カテナ：じゃあ、ちゃんと名乗った方がよいか。

アンソン：そうだね。最初に、先頭を進んでいた部下が名乗るんだよ。「我われ々われは、ベルクシーレから来た使節団だ！」と。

ＧＭ：すると、「分かった、しばらく待て！」と返事がきます。ちなみに、事前の書しよ状じようのやり取りで、ムーンデールの交こう渉しよう役やくは集落の長老である、ワニングという男だとすでに分かっています。

アンソン：了りよう解かいです。

ＧＭ：返事があってからしばらくして、周囲に人の気配が増ふえていきます。

アンソン：……なんだか嫌いやな予感が。

ＧＭ：ムーンデールの村人たちが、あなた方を警戒するように囲んでいるんですね。そして、その全員が、クレセントのような只ただ者ものではない気配を発しています。

アンソン：そうなの!?

カテナ：つまり、ここの村人全員が訓練を受けている……？

ＧＭ：少なくとも周囲にいる全員が、ただならぬ気配を漂ただよわせて警戒しています。




　アンソンたちが乗る馬車を、剣けん呑のんな気配が取り囲む。

　ただの殺気ではない―――。

　気配を殺す訓練を積んだ者たちが、それを隠かくすこともなく警戒している殺気だ。

　これが、只者であるわけがない。




カテナ：こっちも警戒しよう、いつでも動けるように。

アンソン：僕ぼくは改めて村人たちに言う。長老のワニング殿どのにお目通りを願いたい。

ＧＭ：「あんたらがグラスウェルズの使節団だと証しよう明めいする書類か身み分ぶん証しよう……そういうもんは持ってますかね？」村人たちは警戒を緩ゆるめません。

カテナ：紋もん章しよう官かんもついてきてるだろうから、そっちに任まかせよう。

アンソン：じゃあ、それで。

ＧＭ：では、紋章官は「こちらはグラスウェルズ王国の王国軍ぐん師しにして国王陛へい下かの正式な使者として参上したアンソン・マンソン伯はく爵しやくで―――」と、長々と口上を述のべてくれます。

アンソン：……長々とした口上で紹しよう介かいされると偉えらくなった気がするなぁ。

カテナ：何を呑のん気きな（笑）。

ＧＭ：村人は口上が終わると「……あ、終わった？」とあくび交まじりに言いますが（笑）。

アンソン：真ま面じ目めに聞けよ!?（一同笑）

カテナ：まあ、こちらからは名乗った（笑）。

ＧＭ：すると、ひとりがピィーっと口笛を吹ふき、その直後に、三人ほど男が木こ陰かげからパッパッパッと姿すがたを現あらわします。

アンソン：うお!?　怖いよ、この村!?

ナーシア：案内してくれた人も身軽だったし、本当に普ふ通つうじゃないのね。

ＧＭ：その三人は使節団の前に立つと、「ここから先は馬は無理だ。降おりて歩いてもらうしかない」と言います。

カテナ：仕方ないな。確たしかに、山道を馬車で行くのには無理がある。

アンソン：連れて行けない御ぎよ者しややお付きの連中は、待っていてもらうか。

ＧＭ：では、お付きは近くに山小屋があるので、そちらに案内されます。アンソンとカテナの前には、体たい格かくのよい若わか者ものがふたりやってきます。彼かれらは「荷物を持ちます」と、数人分の荷物を軽々と担かつぎ上げて、すたすたと先に歩いていきます。

アンソン：すごい……。

カテナ：山育ちだから慣なれているというだけではないな、これは……。

ＧＭ：村人たちの案内のもと、おふたりはムーンデールに案内され、村の中心にある比較的大きな家に通されます。長老の屋や敷しきですね。

ナーシア：私わたしたちがいるところだ（笑）。

ＧＭ：そうです。ナーシアとゼパがいる場所と一いつ緒しよです。

アンソン：（聞こえるように）いやー、広い家ですねえ。

ナーシア：……この声は、もしや!?

ゼパ：アンソンじゃ、と気づくワシたち（笑）。

ＧＭ：どうやらワニングは今、不ふ在ざいのようです。案内のひとりが、「ワニングさんは、明日には戻もどる。今夜はここで休むといい」と、屋敷に逗とう留りゆうするように勧すすめます。

カテナ：……村の中を見させてくれ、というのは無理だろうな。

アンソン：こっそり出るならともかく、難むずかしいだろう。

カテナ：《偽ぎ装そう情じよう報ほう》でも使うか（笑）。

ナーシア：駄だ目めー！　こっちが使うから！（一同笑）

ゼパ：また、《偽装情報》を巡めぐる争いが（笑）。

カテナ：とりあえず、ここは大人しくしていようか。

アンソン：そうだね。しかし、すごい場所に来てしまった……。最初は、山間の温おん泉せん地ちみたいなイメージだったんだけど（笑）。

ＧＭ：観光地ではないですね。温泉ぐらいはあってもいいですが……。

アンソン：あるんだ、温泉！

ナーシア：すごーい。

カテナ：いわゆる秘ひ湯とうというやつだな。

ＧＭ：せっかくですから、アンソンのためにサービスしましょう。村人が「裏うら山やまに行けば、湯には浸つかれるが……行くかね、あんた？」と訊きいてきます。

アンソン：「おう！」と答えてスッと立ち上がり、すでに手には桶おけが（笑）。

カテナ：もう、仕事で来ているのか、遊びで来ているのか……。

アンソン：村人と打うち解とけるのも我われ々われの役目だ！（一同笑）

ＧＭ：この屋敷の裏うらには、山に続く階かい段だんがあって、案内が「あそこを上っていったところで湯に入れるようになっているから」と教えられます。

アンソン：さっそく、温泉に行く！

ＧＭ：階段を上り切ると、簡かん素そな脱だつ衣い所じよがあります。そして、その奥おくに村人たちが使っている温泉がありますね。




　岩場から立ち上のぼる湯気が、視し界かいを白く染そめ上げる。

　観光用ではない、これといった看かん板ばんも飾かざり気けもない質しつ素そな温泉がそこにあった。

　この人里離はなれたムーンデールで、村人たちが使ってきた秘湯である。

　アンソンは、人目もはばからず服を脱ぬぎ捨すてると、温泉に飛とび込こんだ。




アンソン：ヒャッホー！

カテナ：誰だれも嬉うれしくない、アンソンの温泉シーンが（笑）。

ナーシア：でも、そこに先客が（笑）。

ＧＭ：……では、湯気の向こうに浮うかぶシルエットが。

アンソン：おおっ、まさかナーシアがっ!?

ナーシア：そこはおじいちゃんよね？（笑）

ゼパ：というわけで、ワシが登場じゃ（笑）。

アンソン：マジでーっ!?

カテナ：キュキュキュ、ピカーン☆（頭が輝かがやく音）

アンソン：なんという、嬉しくないサービスシーン!?

ゼパ：キュピーン☆　……なんじゃ、騒そう々ぞうしい客だと思ったらアンソンか？

アンソン：……僕、心底残念そうに肩かたを落とすぞ。

ゼパ：ワシもじゃ（笑）。

ＧＭ：……というか、落おち込こんでいるだけでいいんですか？

ゼパ：せっかくの温泉で仕事の話をするのもなんだのう。

アンソン：手に入れた情報については、ちゃんと場所を変えて伝えようと思う。

ＧＭ：では、アンソンは温泉でゼパの輝く頭を愛めでる、と。

アンソン：ああ、まるで月がふたつあるようだ（笑）。

ＧＭ：そろそろ夜ですから、空には美しい三日月が輝いています（笑）。




　温泉から空を見上げると、そこには満天の星と三日月―――。

　ゼパの頭と並ならぶように、静かに浮かんでいた。




カテナ：なんか、妙みような風ふ情ぜいが（笑）。

アンソン：……では、じいさん。こんなところで出会ったのもなんだ、ささ一いつ献こん。

ナーシア：お酒の準じゆん備びまでしてるし（笑）。

ゼパ：こいつはありがたい。素す直なおにアンソンからのお酌しやくを受けるのじゃ。……うむ、うまい。平和じゃのう。

アンソン：うん。日ひ頃ごろの疲つかれを忘わすれるね。

ゼパ：…………。

アンソン：………。

ナーシア：まったりしてる～（笑）。

アンソン：なにかこう、プレイヤーまで旅に行きたくなってきたな（笑）。

ゼパ：ちなみに、このシーンはこれ以上何かあるんじゃろうか？

ＧＭ：特にないですよ？

アンソン：何のためのシーンだよ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：サービスシーンですよ（笑）。

アンソン：そ、そうだった……（笑）。

ＧＭ：情報交こう換かんは別の場面でとのことなので、温泉に浸かったふたりを映うつしつつ、シーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Middle 07◆交渉の始まり




　アンソンとカテナは、交渉のため長老との面会となった。

　広い部屋に、机つくえと椅い子すが用意されている。

　しばらくすると、初老の男だん性せいが現われ、腰こし掛かける。

　その脇わきには、油ゆ断だんなく周囲を警戒する護衛と思おぼしき若者が立っていた。




ＧＭ：というわけで、温泉に浸かってぐっすり眠った翌よく朝あさ。ムーンデールの屋敷では、まずアンソンとカテナのふたりが呼よばれます。

カテナ：呼ばれて向かうと、そこに長老がいる？

アンソン：たしか、ワニングさんだったよね。

ＧＭ：そうです。広い部屋に机が用意され、ふたりの席が用意されています。対面には、年としの頃ころ五〇～六〇ほどの初老の人物が腰こし掛かけています。まだかくしゃくとしていて現げん役えきという雰ふん囲い気きですね。そして、他の村人たちと同じく、身軽で俊しゆん敏びんそうな印象を受けます。

アンソン：長老もそうなんだ（笑）。

カテナ：まさに、忍にん者じやの里だな。

ＧＭ：ふたりが席につく前に、彼は立ち上がって挨あい拶さつします。「ムーンデールの長おさ、ワニングです」と言って、右手を差し出す。

アンソン：じゃあ、握あく手しゆをしながら、「王国軍師、アンソン・マンソンです。こちらのことは、ようやく僕のもとに案あん件けんが回って参りまして……。大変処しよ理りが遅おそくなりましたが、やっとお目に掛かかることができました」

ＧＭ：「王国軍師殿ご本人に来てもらえるとも思いませんでした。これならば話が早くて助かります。どうぞ、おかけになってください」

アンソン：では、椅子に腰を下ろそう。

カテナ：同じく。

ＧＭ：ちなみに、ふたりを案内した若者は座すわりません。長老の傍かたわらに立っています。

アンソン：護衛か。

ＧＭ：そうですね。彼は、剣けんを腰に差していますから。ちなみに、そちらはこの部屋に入るときに、武ぶ器きを預あずける形になっています。

アンソン：そうだろうね。

カテナ：では、まずムーンデール側の要望を聞きたい。

ＧＭ：そうすると、長老はにこやかに微笑ほほえみながら―――。

アンソン：おっ？　雰囲気はよさそうだ。

ＧＭ：「単刀直入に申し上げます。我々の独立を認みとめてください」

アンソン：いきなり!?（一同笑）

カテナ：本当に、単刀直入だな（笑）。

アンソン：……えーと。その意図は何ど処こに？

ＧＭ：要するに、税ぜい金きんと兵へい役えきなどの義ぎ務むを一いつ切さいなしにしてもらいたい。さらに代官もなしにしたいということですね。

アンソン：代官いたの？

ＧＭ：つい最近まではいました。この屋敷の隣となりに代官用の公こう舎しやもあります。

カテナ：戦争が始まって離れたのかな？

ＧＭ：そんなところです。

アンソン：……おっしゃることは分からないでもありません。しかし、現げん在ざいは戦争が終わったばかりで、国内の情じよう勢せいは不安定になっております。税ぜい金きんを含ふくめ、独立によるメリットはいくつかあるかもしれません。ですが、それに付ふ随ずいするデメリットも当然ながらありますが？

ＧＭ：アンソンの言葉に、長老は微笑みながら言います。「いや、あなた方は断ことわれない。それに、我々を攻めることもできない」

アンソン：ほう。




　長老の態たい度どは、自信に満ちていた。
















　まるで、断ることができないことを見み越こしているかのように。




ＧＭ：「早い話、交渉の必要はありません」

アンソン：この長老、笑え顔がおで素す敵てきなことばっかり言うなぁ（笑）。

カテナ：相手の自信はどこから来るのか……。長老に「それはどういうことなのかな？」と訊きます。

ＧＭ：「我々は、あなた方が無くしたものを持っておりますから」

アンソン：無くしたもの……そういう話か！

ナーシア：夢ゆめや希望だ（一同爆笑）。

ＧＭ：無くしちゃったんですか、夢や希望？（笑）

アンソン：むしろ、夢や希望しか残ってないんじゃないかな？

カテナ：悲しいことを言うな（笑）。

アンソン：冗じよう談だんはともかく（笑）。つまり、この人は、自分たちが王おう威いの竜輝石を持っていると言いたいんだな。

ＧＭ：探さぐるような視し線せんを向けても、長老は竜輝石については直ちよく接せつ口にしません。ただ、アンソンの考えを肯こう定ていするような態度で、微笑んだままです。

アンソン：長老、この村の独立を認める代わりに、あなた方が押おさえているものを返していただけるという話ですかな？

ＧＭ：「いえ。そちらが持っていないことを、黙だまっておいて差し上げましょう」

アンソン：そういう態度か！　……では、交渉の余よ地ちはないとおっしゃる？

ＧＭ：「ありませんな」きっぱりとワニングは言います。

カテナ：仮かりに武ぶ力りよくをもって攻せめ込こんだ場合、あなた方はどうされるんです？

アンソン：「カテナ、脅おどすのはよくない」一いち応おう、言うだけ言っておく（笑）。

ＧＭ：脅きよう迫はくともとれる言葉にも、彼は落ち着いたままです。「この村の誰かが、石を持ち出し、あなた方の手のおよばないところへ逃のがれます」

ナーシア：持もち逃にげしちゃうんだ。

アンソン：（しばらく考えて）よし、こうなったらぶっちゃけよう。

カテナ：もうぶっちゃけるのか（笑）。だが、それもありか。このまま話したところで、のらりくらりと躱かわされるだけだろうしな。

アンソン：長老に言うぞ。……確かに、戦争の混こん乱らんで我わが国王陛下のもとから竜輝石は失われている。しかし、あなた方がそれを持っていたとしても、竜輝石がないと民みん衆しゆうに信じさせるのはたやすいことではありませんよ？

ＧＭ：「結果がどうであろうと、この村の者は皆みなわたしの言うとおりに動く」少し、目つきを鋭するどくして言います。

アンソン：どれだけ訓練されているんだ、この村は!?（笑）

ＧＭ：人数は少ないですが、忍者の里のようなところですから。

アンソン：いや、こちらも武力で解かい決けつしたいわけではありません。最悪、武力行使に発はつ展てんする可能性はありますが……。

ＧＭ：「そうですか。しかし、攻め込んでくるのであれば、この村の人数の数倍の兵士の命が失われることになりますが……よろしいので？」

アンソン：何というやる気！

カテナ：まあ、村人はみんな只者じゃないようだからな。

ＧＭ：「多大な犠ぎ牲せいを払はらって我らを滅ほろぼしたうえ竜輝石は二度と戻らない……いいことは何ひとつないと思いますがな」ニヤリと笑う、ワニング。

アンソン：くそー、どこまで強気なんだ。

ＧＭ：「……我々は、今までずっとグラスウェルズには尽つくしてきた。だが、もうその必要もないでしょう」

アンソン：やっぱり、クレセントのような密みつ偵ていを輩はい出しゆつしてきたんだろうか？

ＧＭ：それについては答えません。

アンソン：むう……。

カテナ：ひとつよろしいか。あなた方は王威の竜輝石を持っているという。しかし、そちらが持つ竜輝石が本物であるという保ほ証しようは、何処にあるのですか？

ＧＭ：「我々が保証する必要はない。そちらが判はん断だんすることだ」

アンソン：……つまり、こっち側が持ってないという情報を確かく実じつに摑つかんでいるのか。

ゼパ：クレセントが持ち出したわけだしのう。

ナーシア：ここがクレセントの故こ郷きようなら、彼かの女じよが竜輝石と一緒に、いろいろな情報を持もち込こんでいてもおかしくない。

ＧＭ：「我々が持っている石が偽にせ物ものだと断だんじるのであれば、話はそれまでですよ。そちらに選せん択たく肢しはないのです」長老は、ニコニコしながら話してますよ。

カテナ：長老の言うとおりだな。

アンソン：うん……。これ、話は物別れに終わるしかないぞ。

カテナ：交渉のしようがないな。

ＧＭ：向こうも交渉するつもりはないようですからね。

アンソン：こっち側は、何も持ってないんだよなぁ。何か手はないか……。

カテナ：残念ながら、本物の竜輝石はこちらの手にある。あなた方の持っているものは偽にせ物ものだとしても、その意見は変わりないのか？

アンソン：ハッタリきたー！

カテナ：こうでも言わなければ、交渉にもならないだろう。

アンソン：まあ、そのとおりだ。

ＧＭ：「では偽物であると証明すればよい。わたしがそれを証明する必要はない」

カテナ：「それでは仕方がありませんね」と言って……席を立ちます。

アンソン：ぼ、僕も慌あわてて立つよ！

ゼパ：アンソンの方がおまけのようじゃ（笑）。

ＧＭ：「まあ、ゆっくりされていかれるがよかろう。ご一緒に参られたのは、そちらのお友達なのでしょう？」という風にワニングは言う。

ナーシア＆ゼパ：バレてるーっ！

アンソン：な、何のことやら……（笑）。

ＧＭ：「とぼけるのもよろしいが、我々をあまり甘くみないことですぞ？」

アンソン：こっちのことはお見通しってわけか。

ＧＭ：竜輝石があるということは、クレセントが戻ってきたということですから。みなさんの情報は、彼女から彼らに渡わたされているんですよ。

カテナ：我々のことはみんな調ちよう査さ済ずみというわけだ。

アンソン：そのようで。

カテナ：これ以上の交渉は無理だな……。「あなた方も、我々を甘くみないことだ」と言って、席を離れよう。

ＧＭ：「甘くみてはおりませんよ。だから、切り札を手に入れるまでは言うことを聞いていたのではないか」カテナの背せ中なかに、ワニングは告げます。

アンソン：うくっ……。

カテナ：アンソン、ここは耐たえろ。一いつ旦たん席を立つんだ。この交渉の場では、我々に勝ち目はない。アンソンを引ひっ張ぱって退たい室しつします。

アンソン：むご、むごごー！

ＧＭ：では、おふたりが部屋を出たところでシーンを終了します。







◆Middle 08◆再さい会かい、そして




　ムーンデールの長老の屋敷にて、ゼパは待っていた。

　ゼパがこの村に来た理由はひとつ―――クレセントだ。

　きっと彼女から接触してくる、そう信じて待っていた。




ＧＭ：次はゼパのシーンにしましょう。

ゼパ：どんなシーンじゃ？

ＧＭ：クレセントがゼパを訪ねてくるシーンにしようと思うのですが。

ナーシア：私は、登場していていいんですか？　それとも離れてた方がいい？

ＧＭ：どちらでも構かまいません。

ナーシア：じゃあ、一緒にいることにしよう。

ＧＭ：では、アンソンたちが長老と会談している頃ころに、クレセントが「よく来たな」とふたりの部屋に入ってきます。

ゼパ：おぬしを捜さがしにここに来たのじゃ。

ＧＭ：「ほう、わたしをか」

ゼパ：おぬしの手掛かりがこの村にしかなかったものでな。

ＧＭ：そうすると、それには答えずにニヤリと笑う。

ゼパ：む？

ＧＭ：「しかし、アンソンたちは別の用よう件けんで来たようだが？」

ゼパ：うむ、ワシもここで出会ってびっくりしたのじゃ。

ナーシア：ふたりの会話に割わってはいる。……クレセント、竜輝石を返しなさい。

アンソン：単刀直入だ（笑）。

ＧＭ：ロッシュの魂たましいが入っていますから。ナーシアが気にするのも当然でしょう。

ナーシア：そうそう。クレセントに「あの中にはロッシュの魂が入っている。だから、返しなさい」って言います。

ＧＭ：「返せと言われても、もうわたしの手にはない」

ナーシア：なんだってー！（笑）

ゼパ：ふむ……。しかし、なんじゃ。おぬしはもう、これで幸せなのかね？

ＧＭ：「これで、とはどういう意味だ？　お前はいつも難しいことを言う」

ナーシア：そうだ、そうだ。おじいちゃん、まどろっこしい！（一同笑）

アンソン：あんたはどっちの味方なんだ（笑）。

ゼパ：クレセントは竜輝石を奪うばってここに戻って来たわけじゃろう。

ＧＭ：そうですね。

ゼパ：それで役やく割わりは終わって、後はこのまま、この村で過すごすだけなのなら、ワシからは言うことはないのじゃ。

アンソン：いや、竜輝石を奪うばい返かえしてフェリタニアに献けん上じようしないといけないし。

ナーシア：それにロッシュはどうなってもいいの、おじいちゃん！

ゼパ：それはまた、別の問題じゃよ。

ナーシア：……私、今日のおじいちゃんは嫌きらい（笑）。

ＧＭ：「お前たちも仲なか間ま割われはするのだな」とクレセントは面おも白しろそうに笑います。

アンソン：ナーシアが殺気立っているからな。

ナーシア：ロッシュの魂がかかっているもの。

ゼパ：すまんのぅ、ナーシア。じゃが……今は正直な気持ちを言わせてもらおう。

ナーシア：……わかった。

ゼパ：ワシは、アンソンとは別におぬしを心配して追ってきたのじゃ。あれ以来、姿を消してしまったからのう。

ＧＭ：「わたしは、ここ――ムーンデールを守るために働いている。だが、それはまだ果たされてはいない」

ゼパ：そうなのか？

ＧＭ：「少なくとも王国軍師殿が、ワニング長老の要求を聞いて納なつ得とくしない限りはな。それまでは、わたしの仕事は終わらない」

アンソン：独立の交渉が成立するまでは、自分の仕事は終わらないと？

ＧＭ：「この村の自由が保ほし障ようされるまではな」

ゼパ：なるほど……。村を独立させるためという、おぬしの意い志しは分かった。それについては、好きにするとよかろう。

ナーシア：お、おじいちゃん……。

ゼパ：それとは別に、ひとつ聞かせてほしいことがあるのじゃ。

ＧＭ：「ほう、なにかな？」

ゼパ：まだ、バルムンクと付き合い続けておるのかね？




　クレセントは、バルムンクに仕えている。

　ゼパは、彼女本人の口からそのことを告白されたのだ。

　お前たちがバルムンクと呼ぶものが、わたしの主あるじである、と―――。




ＧＭ：「前にも言ったろう？　お前たちがバルムンクと呼んでいるものこそがわたしの主であり……グラスウェルズ王国そのものなのだ」

ゼパ：ワシは、グラスウェルズの騎き士しとしてではなく、個こ人じんとしてここにやってきた。竜輝石を、取り返しに来たわけではない。

ナーシア：……!?

ゼパ：だから、騎士失しつ格かくかもしれん。

ＧＭ：すると、彼女は不思議な顔をして「では、何のためにここに来たんだ？」

ゼパ：クレセント、お前に会いに来たのじゃ。

ＧＭ：「わたしに……!?」かなり驚おどろくクレセント。

ゼパ：お前と、バルムンクとの関係を絶たちに来たのじゃ。

ナーシア：ゼパ……。

ＧＭ：「……わ、わたしには、お前が何を言っているかわからない」と、クレセントは視線を逸そらして言います。

ナーシア：あれ、いつの間にかクレセントが（笑）。

アンソン：まるで萌もえキャラのような反はん応のうを（笑）。

ＧＭ：「……どうして？　何な故ぜ、わたしのためにここまでする？」

ゼパ：それは……。

ナーシア：それは？

ゼパ：ワシにもわからんのじゃ！

ナーシア：えー（笑）。

ＧＭ：じゃあ、クレセントは何も答えられなくなり、もじもじする（笑）。

ゼパ：も、もじもじじゃ（笑）。

ナーシア：ふたりの世界が……なんだか、やりにくい（笑）。

ＧＭ：じゃあ、それはそれとしてナーシアの方の話を解決しましょうか。

ナーシア：そう、私は竜輝石の行方ゆくえが知りたい！

ＧＭ：それにはクレセントも答えます。「わたしの手にはない。今は、ワニング長老が持っている」

ナーシア：それは、バルムンクとの繫がりによるものなの？

ＧＭ：そうすると、クレセントは首を振ふります。「この村の者は、誰ひとりとしてバルムンクとは関かかわりはない」

ナーシア：そう……。どうすれば返してくれる？

ＧＭ：「それをわたしに交渉するのは無意味だ」

ナーシア：なら、ワニングに会わせて。

ＧＭ：「わかった。そのことは伝えよう」

ナーシア：私の用件はそれだけ……。お前に興きよう味みはない。

ＧＭ：「フッ、あなたらしい」そう言うと、クレセントは長老にその旨むねを伝えるため、部屋をあとにします。ということで、シーンを終了します。







◆Middle 09◆村の事じ情じよう




　一回目の交渉は結局、要求を突つき付つけられただけに終わってしまった。

　どうしたものかと、アンソンは考えながら村を散さん策さくする。

　そんなとき、薪まき割わりに精せいを出す若者を見つけるのだった。




ＧＭ：次は……何かやりたいことはありますか？　こちらが用意したイベントもありますが、そのシーンをやる前に希望があればどうぞ。

アンソン：じゃあ、村の様子見がてら外を回ろう。

カテナ：見み張はられているかもしれないぞ？

アンソン：今さらそれを警戒しても、もう遅いと思う（笑）。

ゼパ：確かに（笑）。

アンソン：というわけで、散歩がてら、ふらりと村を歩いてみるということで。

ＧＭ：分かりました。すると、長老の傍らにいた若者が、外で薪割りしているのを見つけます。慣れた様子でテンポよく、次々と薪を割っていっています。

アンソン：見事なもんだな。「精が出ますね」と声をかけてみよう。

ＧＭ：そうすると、若者はちょっと手を止めて、「王都でも、薪割りはするんかね」と、ツンケンした感じで訊いてきます。

アンソン：そう構えないでください。ちなみに、お名前は？

ＧＭ：「……ネオだよ」

アンソン：ネオ？

ＧＭ：ええ。それが彼の名前です。

アンソン：では、ネオさん。あなたも、長老と同じ考えなんですか？

ＧＭ：「この村の者は、親おや父じのいうことに逆さからうことはねえよ」

アンソン：親父？　ということは、長老の息子むすこさん？

ＧＭ：実はそうです。ムスッと仏ぶつ頂ちよう面づらをしているので、にこやかにしていたワニングとは印象が重ならないですけど、そう言われれば似ていますかね。

アンソン：でも、親子だというなら、彼から何か聞き出せるかもしれない！

ＧＭ：何か聞き出そうというのであれば、【精せい神しん】の判はん定ていをしてください。

アンソン：フッフッフッ、僕は【精神】の判定は得意。（ダイスを振る）ダイス目は９で、達成値ちは29！

ＧＭ：そうすると、若じやつ干かん警戒を解といて話をしてくれます。

アンソン：じゃあ、僕も薪割りをしよう。得意のハンマーでドーンと（笑）。

ゼパ：ハンマーで？（一同笑）

ＧＭ：どんな技わざによるものか。ハンマーで叩たたいて薪を割っていくアンソンに、ネオは感心します。「へえ、あんた大したもんだな」

アンソン：こう見えて、ハンマーの扱あつかいはちょっとしたものでしてね。

ＧＭ：「でも、そんな無む茶ちやな使い方したら武器が傷いたむぞ」

アンソン：はっ!?

ナーシア：大切な家か宝ほうなのに（笑）。

ＧＭ：「道具にはそれぞれに合った使い方があるからな」

アンソン：それはそうかも。ところで長老……君のお父さんはいつから独立しようなんて言い出すようになったんだい？

ＧＭ：「……クレセントが、あの石を持ってきてからだな」

アンソン：なるほどね。その石がどういうものかは分かってなさそうな感じ？

ＧＭ：そんな印象を受けますね。

アンソン：……その石は、我わが国くににとって大事なものなんだ。だから、君のお父上は心変わりをしてしまったのだろうな。

ＧＭ：「そうなのか。まあ、親父にも考えがあってのことなんだろう」

アンソン：君は独立することに賛さん成せいなのか？

ＧＭ：「俺おれたちは、ここで普通に生活したいだけだ。なのに、国は若者を戦争に駆かり出だしたり、税金だといって農作物を取り上げたりする。国が放ほうっておいてくれないなら、独立するしかないんじゃないか」

アンソン：諫かん言げん耳が痛いな。

ＧＭ：「俺たちが言いたいのは、それだけだよ」

アンソン：では、君たちが独立を勝ち得たとしよう。だが、その背はい後ごに君たちを利用しようとしている別の第三者の意志があったとしたらどうなるかな？　バルムンクのことは、ぼやかして訊いてみる。

ＧＭ：「あんたが何を言っているのか、わからねえんだが……」ネオは、アンソンの言う第三者―――バルムンクには心当たりはないようで、ぽかんとしてますね。

アンソン：本当に知らないのか。

ゼパ：クレセントの言っておったとおりじゃな。

アンソン：となると、バルムンクについては長老に当たらないと駄目っぽいな。

ＧＭ：ネオは不思議そうに首を傾かしげたあと、こういう話をします。「グラスウェルズの代官も、良い人もいれば悪い人もいた。俺がガキの頃に来た代官は、来るたびに見たこともないお菓か子しとかをくれた。親父とも仲がよかったよ」

アンソン：それは、いい話だ。

ＧＭ：「だが、三年くらい前に来たやつらは、税金は上げるわ袖そでの下は要求するわ、好き勝手をやるんで困こまったもんだった。ああいう奴やつはいらねえ……」

アンソン：君の言うことはもっともだ。

ＧＭ：「……あんた、話が分かるヤツだな」

アンソン：そうありたいと思っている。ところで、例の石は国にとって大事な物であると同時に、僕の仲間にとっても大事な物なんだ。その石があることで、救われる仲間がいる。どうか、協力してはもらえないか？

ＧＭ：「……その話は、親父にするといい」

アンソン：この人は協力してくれないのか。

ＧＭ：話しているうちに分かりますが、ネオはムーンデールから出たことも少なく、国の事情とかはよく知らないようです。自分の暮くらす村をいかに良い環境にするか、住人をいかに幸せにするか、そういうこと以外には関心が薄いですね。

アンソン：なるほど。まぁ、ある意味普通ではあるな……。

ＧＭ：長老の護衛役を務つとめるだけあって、村人の中でも一いち段だんと強そうな雰囲気ではありますが、難しいことは、父親のワニングにすべて任せているようです。

アンソン：そうか……。ネオにもうひとつ質しつ問もんがある。……村人たちも、君と同じように考えているのかな？

ＧＭ：「戦争に駆り出されるのはみんな嫌だと言っている。クレセントは、向こうじゃ上う手まくやっているみたいだが……」ちなみに、クレセントが具体的に何をやっているのかは、知らない様子です。

ゼパ：基き本ほん、純じゆん朴ぼくな若者なのじゃな。

アンソン：うーん。話を聞いてみると、結けつ構こう、理り解かいできるところもあるなぁ。ネオに、「分かった、なるべく考こう慮りよしよう」と言うよ。

ＧＭ：「そうかい。あんたが話の分かる人で、安心したよ」

アンソン：僕たちも争いを望んでいるわけじゃないんだ。




　争いはもうごめんだ―――。

　内戦や多くの戦いを経へて歩み出した新生グラスウェルズ王国。

　王国軍師となったアンソンの、偽いつわらざる本音である。




カテナ：このネオという若者も、初めの印象のわりには悪い人物ではないようだな。

アンソン：うん。やっぱりバルムンクについては長老から聞き出すか。

カテナ：そっちのことは、わたしがやっておこうか？

アンソン：そうだね、任せた。

ＧＭ：では、アンソンとネオの話がひと段だん落らくしたところで、シーン終了です。







◆Middle 10◆夢ゆめの続き




　ナーシアは、夢を見ている。

　あの、極ごく彩さい色しきの荒こう野やをさ迷まよう、夢の続き。

　手を伸のばせば、届とどきそうなところに、ロッシュはいる―――。




ＧＭ：次はＧＭが用意したシーンをはさみますね。シーンプレイヤーはナーシアです。再び、ロッシュが出てくる夢を見ているところになります。

ナーシア：ロッシュがさ迷う、あの夢ね。

ＧＭ：はい、その続きですね。色調のおかしい荒野の中を、ロッシュと女の子が出口を探さがして、ずっとさ迷っています。

ナーシア：今回も遠くから見ているような感じなのかな？

ＧＭ：そうなります。俯ふ瞰かんしている感じで、触ったり近づいたりできません。

ナーシア：なら、呼よびかけてみます。……ロッシュ！

ＧＭ：すると、ロッシュは「誰だれ？」と答えて、空を仰あおぎ見ます。前よりも、よりきちんと声が届いているようですね。

ナーシア：ちょっと驚おどろきます。

ＧＭ：「誰？　声が聞こえる。僕ぼくを呼ぶのは誰？」

ナーシア：……でも、ロッシュは私わたしのことをあまり知らないのよね。

アンソン：花か壇だんで話した程てい度どだからな。

ＧＭ：「……この声は、姉さん!?」

ナーシア：……えっ!?

ＧＭ：「姉さんでしょう？　僕を助けてくれる人は、姉さんしかいないもの！」

ナーシア：ちょっと、ロッシュ展てん開かい早すぎ!?（一同笑）

アンソン：ロッシュは、ナーシアのことを姉だと知らないんじゃ？

ＧＭ：知りません。でも、夢の中で姿すがたが見えませんから、自分を助けてくれる声の主を、姉だと思っているのです。逆に、声の主がナーシアだとは分かっていないようです。

ナーシア：そうなんだ……。




「姉さん、どこにいるの？　今、行くから―――」

　ロッシュは、姉の顔を知らない。

　そんなロッシュが、ナーシアの声を聞いて、姉だと気づいた。

　目の前にいる、残された唯ゆい一いつの肉親、唯一の絆きずな。

　触ふれることさえできそうなのに、それは叶かなわない。




ナーシア：……なんか、もどかしい……。

ＧＭ：夢ですからね……、ただ、以前より声ははっきり聞こえますし、なにか近くなったような気もします。

ナーシア：……ロッシュ、ここはあなたのいるべき場所じゃない。早く、こっちへ。

ＧＭ：ロッシュはその声を聞き、ナーシアのところへ向かうんですが……歩いても歩いてもたどり着つくことができません。近づいて来ているようですが、ある程度以上は変わらない。

ナーシア：ああ、また―――。

ゼパ：でも、声は届いてる。想おもいを伝えることはできるのじゃ。

ナーシア：なら、勢いきおいで言っちゃいます。「……ええ、あなたの姉さんよ。必ずあなたを助けるから、こっちに来て」と。

ＧＭ：「よかった、姉さん生きてたんだね。分かったよ！」と言って女の子の方に振ふり返かえり、「さあ、一いつ緒しよに行こう、アイン」

ナーシア：えー、その子はいらなーい！（一同爆笑）

アンソン：なんてひどい姉だ（笑）。

ＧＭ：ここでそんな反はん応のうをするのが、小暮さんらしい（笑）。

ナーシア：でも、アインって言うのね、その女の子。覚えておこう。

カテナ：アイン……（なにやら考かんがえ込こんでいる）。

アンソン：どうした？

カテナ：いや、ちょっと……。気にしないで続けてくれ。

ナーシア：じゃあ、届かないだろうけど、ロッシュに手を差さし伸のべてみます。

ＧＭ：ナーシアが差し出した手は、やはりロッシュには届きません。そうこうしているうちに、周囲の景色が暗転していって―――。

ナーシア：そこで、がばっと目を覚ます？

ＧＭ：そうです。場所は長老の屋や敷しきにある客室のひとつで、ベッドで休んでいたら、そのまま寝ねてしまったようです。

ナーシア：「また、あの夢……」と言って、ベッドから起き上がります。

ＧＭ：以前よりはっきりしたイメージとして記憶に残っています。

ナーシア：前より、近づいているんですよね？

ＧＭ：はい、確実に。

ゼパ：そうか！　竜輝石は近くにあるのじゃな？

ナーシア：……ワニングが持っている、っていうのは本当みたい。じゃあ、窓から空を眺ながめながら、「ロッシュ……必ず助けるから」と呟つぶやきます。

ＧＭ：では、ここでシーン終しゆう了りようとしましょう。







◆Middle 11◆思いは頑かたくなに




　暖だん炉ろに火をくべているワニング長老、

　その脇わきにカテナは立った。

　それだけで気配を察した長老は、静かに語り始めた。




ＧＭ：えーっと、次は……。

カテナ：もう一度ワニング長老に会いに行きたいんだけど、できる？

ＧＭ：いいでしょう。では、場所は長老の屋敷にしましょう。暖炉に火をくべている長老と話をする機会を得るということで。

カテナ：ありがとう。アンソンもついてくる？

アンソン：登場した方がよさそうなら登場するよ。とりあえずは様子見で。

カテナ：分かった。では、ひとりでワニングに会いに行く。

ＧＭ：カテナは屋敷で、暖炉の前でくつろぐワニングを見つけます。

カテナ：……では、そこに近づいていく。

ＧＭ：「王国軍ぐん師し補ほ佐さ役やく殿どの、でしたかな？」と、ワニングはカテナの方を向かずに言います。

カテナ：少し話をしようか。

ＧＭ：「あなた方ともはや話すことなど―――」

カテナ：我われ々われはすでに竜りゆう輝き石せきがどこにあるかを知っている、としてもか？

ＧＭ：「ハッタリならば無む駄だですぞ？」

カテナ：それはどうかな。王国軍師殿みずから、このような辺へん境きようにまで足を運ぶのは、普ふ通つうならばおかしいとは思わないか？

ＧＭ：そう言うと、彼かれは「むっ……」と押おし黙だまります。

カテナ：もう一度言うぞ。我々は、竜輝石の在あり処かを摑つかんでいる。それを突つき止とめているからこそ、王国軍師殿がわざわざやって来ているのだ。

ＧＭ：「そんなはずはありますまい？　それならば、わざわざ交こう渉しようの席につく意味がないではないですか。力ずくで石を奪うばい返かえせばいいのですからな」

カテナ：我々は平和的に解かい決けつしたいと思っている。だからこそ、軍を派は遣けんせずに交渉のテーブルに着いたのだ。

ＧＭ：「なるほど……。余よ裕ゆうがあるといいたいのですな」

カテナ：余裕のあるなしの問題ではない。我々は、アルディオン各地で戦せん乱らんを引き起こしている組そ織しきから、あなた方が支し援えんを受けていることも摑んでいる。

ナーシア：バルムンクのことね。

カテナ：あなた方は、その組織の甘かん言げんに乗せられて利用されているだけなのだ！

ＧＭ：「では、こう答えましょう。そのようなことは瑣さ末まつな問題です。搾さく取しゆする者より、支援してくれる者の手を取る。当然でしょう？」

カテナ：その支援の代だい償しようが高くついたとしてもか？

ＧＭ：「代償ですと？」

カテナ：そうだ。彼らの狙ねらいは、王国とこのムーンデールが争あらそうことなのだ。

ＧＭ：そうすると「そ、それは……！」と、だいぶ動どう揺ようします。

アンソン：さすが、カテナ。マイナスの状じよう況きようからのスタートだったのに、うまく相手を呑のみ込こんでるぞ（笑）。

ＧＭ：「と、とにかくおぬしらは我々の要求を聞けばよいのだ！　我々に自由を与あたえれば、戦いは回かい避ひされる！　搾取されるのは、もうごめんだ！」

カテナ：どうあっても主しゆ張ちようは曲げぬと？

ＧＭ：「そうとも。竜輝石はこちらの手の内にある。選せん択たくの余よ地ちはないはずだ」と、長老はさっきまで慌あわてていましたが、すぐに強気な態度になります。

アンソン：うーん、そこに戻もどっちゃうか。

カテナ：ちょっと強気すぎる気がするなぁ……。いくら訓練されているとは言え、千人で王国全部を相手にしようとしているんでしょう？

ＧＭ：カテナは【精せい神しん】の判はん定ていをしてください。難なん易い度どは15です。

カテナ：なら、《ドラゴンソウル》を使います。これならフェイトは使わなくていい。（ダイスを振ふる）達成値は19！

ＧＭ：それなら分かります。長老は、竜輝石の影えい響きようを受けているように見えます。

カテナ：なるほど、それでか！




　グラスウェルズの王おう威いの竜輝石には、魔族アザゼルが呪いをかけており、持ち主は心が縛しばられてしまう。グラスウェルズの歴代の王たちは、覇は気きあふれる者は統一帝となる欲よく望ぼうを搔かき立たてられてきた。さらに統とう一いつ帝ていを目指して叶かなわなかった王たちの怨念が竜輝石に宿り、呪いが膨らんでいくという仕掛けなのだ。

　このワニングも、その影響を受けているのである。




カテナ：じゃあ、かつて三人の王の亡ぼう霊れいと戦ったときに見たオーラのようなものを長老から感じて、わたしは思わず言葉を失ってしまう。

ＧＭ：ワニングは異い様ような光を宿した瞳ひとみでカテナを睨にらみつけると、「話はこれで終わりすかな？　ならば、失礼する！」と言って、席を立ちます。引き止めますか？

カテナ：いや、やめておこう。まずは、今のことをアンソンに報ほう告こくしないと。

ＧＭ：では、ワニング長老が去ったところでシーン終了となります。







◆Middle 12◆クレセント




　ゼパは、ムーンデールを歩き回っている。

　村の様子を案内するクレセントの表ひよう情じようは、相変わらず無む表ひよう情じようであったが、

　どこかいつもと違ちがっているように感じた。




ＧＭ：次はゼパのシーンとしましょう。クレセントが、ムーンデールを案内してくれますよ。「ゼパ、村を案内しようと思うが、ついてくるか？」

ゼパ：ありがたい。それはついて行こう。

ＧＭ：クレセントはまず、温泉や畑など、どこの村でも見られるような光景を紹介します。

ゼパ：こうしてみると、普通の村とは変わらないようじゃのう。

ＧＭ：ゼパが感心していると、今度は丸太が組んであり、その上を子こ供どもたちが飛とび跳はねたり、的まとに向かって短たん剣けんを投とう擲てきしたりする訓練している光景に出くわします。

ナーシア：ここは普通じゃない（笑）。

カテナ：子供が訓練しているんだ？

ＧＭ：はい。一〇歳ぐらいに見えますが、子供たちの動作は正確そのものです。

アンソン：つくづく忍者の里みたいだな。

ゼパ：ここは、いったい？

ＧＭ：「ここは訓練所だ。この村の者は、みなここで戦せん闘とうの訓練を積んでいる。神しん託たく戦争の折には、部隊単位で活かつ躍やくしたらしいぞ」

ゼパ：なるほど。戦闘のプロの集しゆう団だんというわけじゃな。

ＧＭ：ムーンデールは決して豊かな土地ではないので、人を出すことで税を軽くしてもらってきたんですね。

ゼパ：なるほど。

ＧＭ：それ以外は、いたってのどかな山村です。ひととおり村を見て回ったあと、最後に村を見下ろせる峠とうげへと案内されます。クレセントは村を一望しながら、「住んでいる人間は千人あまりだ。小さいがいい場所だろう？」と言います。

ゼパ：そうじゃのう。おぬしが守りたくなるのもわかる。

ＧＭ：「前にも話したが、わたしはこの村を守るという契けい約やくで幻げん竜りゆう騎き士し団だんに入った」

ゼパ：それが、何故バルムンクなどに？

ＧＭ：「それも前に話したとおりだな。バルムンクとは、グラスウェルズ王国そのものだ。わたしは白はく竜りゆう神しん殿でんの命で動いている」

ゼパ：な、なんとっ!?

ＧＭ：「白竜神殿の意志は、それが奉ほうじているものの意志だ。すなわち―――」

ゼパ：す、すなわち……？

ＧＭ：「〝純じゆん白ぱく竜りゆう〟アイン」

一同：アイン!!

カテナ：やっぱり……。

ナーシア：夢の中の少女の名前が確か……。

アンソン：イヤな予感がするなぁ……。

ゼパ：おぬしは〝純白竜〟アインの命令を受けているというのか!?




　グラスウェルズ王国は、神しん竜りゆう王おうセフィロスの化け身しんとされる〝純白竜〟アインを奉ほうじている。

　アインは、王国の守しゆ護ご者しやとして崇あがめられ、白竜神殿はそれを祭る神殿なのだ。




ＧＭ：「まさに、グラスウェルズ王国そのものであろう？」

ゼパ：アインが……バルムンクじゃと？

ＧＭ：フィリップの祖父にあたるエグベルトは、アインの「統一帝となれ」という神託を受けてレイウォールと戦争を始めたと言われています。

カテナ：その後、レイウォールとは七〇年も戦争をすることになる。

一同：…………。

アンソン：いや……いくらなんでもアインがバルムンクだなんて信じたくない。

ＧＭ：クレセントは話を続けます。「もっとも、わたしは竜には会ったことはないがな。だが、わたしが白竜神しん殿でんの神官を通して、命を受けていた」

ゼパ：そ、そうなのか。

ＧＭ：「王威の竜輝石を宮きゆう廷ていから持ち出せと命令されたのも、ゴーダ伯はくの部下になれと言われたのもそうだ。竜輝石を持ち帰り、ワニング長老に渡せと命じてきたのも神殿だ」

カテナ：確か、前回のマスターシーンで神殿の神官のシーンが演えん出しゆつされていたはず。

アンソン：あ、そうだった！

ナーシア：白竜神殿の神官、ブランドル女伯と同じ瞳ひとみをしてた。

ゼパ：なんか、いろいろとイヤな予感は膨らむが……。

カテナ：うーん、まだ分からないことが多すぎるな。とりあえず、竜輝石を取り戻すことに集中しよう。きっと、竜輝石を取り戻せば、明らかになることもあるだろう。

アンソン：そうだな。

ＧＭ：さて、ゼパはどうします？

ゼパ：もうちょっとクレセントと話をしたい。

ＧＭ：では、どうぞ続けてください。

ゼパ：ワシは……、えーっと、うーんと……。

ナーシア：もう、おじいちゃん、じれったい！（笑）

ゼパ：ワシは、おぬしを助けたいんじゃ。

ＧＭ：「……わたしを、何から？」

ゼパ：バルムンクと関わるのはやめるのじゃ。奴らはおぬしを不幸にするぞ。

ＧＭ：「では、他ほかに誰がこのムーンデールを守ってくれるというのか？」

ナーシア：ゼパ、ここでワシじゃって言っちゃいなさい（笑）。

ゼパ：……う、うん。「ならば、代わりにワシが力を貸かすのじゃ。力不足かもしれんが、できることなら何でもしよう」

ＧＭ：「……お前は…………、いつも分からないことを言う……。何故、わたしのためにここまでする？」

ゼパ：ワシは……、

ＧＭ：？

ゼパ：ワシは、おぬしに幸せになってほしいんじゃ――――っ!!

一同：おおおーっ！（パチパチパチ）

ＧＭ：えっと（笑）、ではクレセントはちょと頰を染めて、うつむくと小さな声で言います。「それなら……、アンソンに口ぞえをしてくれ」

ゼパ：うむ。

ＧＭ：「ムーンデールの人間も、王国と戦いたいわけではない。普通に生きていければそれでいい。もし、それができるのなら、わたしもバルムンクの命令を聞くのをやめる」

ゼパ：うむ、約束じゃ。

アンソン：これは……。

カテナ：うまい落としどころが見つかればいいんだがな……。

アンソン：難しいなぁ……。

ゼパ：でも、今のワシはこう言うしかないのじゃよ。

ナーシア：「愛」のためだね（笑）。王国軍師！　ちょっと、がんばってよ!!

アンソン：う、うん……。

ゼパ：では、ワシはアンソンに今の話を説明しにいくのじゃ。

ＧＭ：分かりました。ではこれでシーンを終了にしましょう。







◆Middle 13◆王国騎き士しの異い変へん




　グラスウェルズ王国の王都ベルクシーレの白はく竜りゆう神しん殿でん。

　荘そう厳ごんなる神しん殿でんの中で、リシャールはひとりの神官を出で迎むかえていた。

　琥こ珀はく色いろの瞳の女じよ性せい神官が、リシャールに微笑ほほえみかける。




ＧＭ：次はマスターシーンになります。時は二日ほど遡さかのぼりまして、みなさんが王都を出しゆつ立たつする前後になります。

アンソン：おや、向こうでも何か起こってるのか。

ＧＭ：王都ベルクシーレにある白竜神殿。リシャールがひとりの女性神官と話をしています。

アンソン：ちょっと待て……なんだか、嫌いやな雰囲気だぞ。

ＧＭ：琥珀色の瞳をした女性の神官です。

ナーシア：アザゼルだ！

カテナ：これはやばいか？

ＧＭ：その女性は、神殿の中でもかなり高位の神官らしいことが服装でわかります。リシャールはうやうやしく頭をさげて挨拶します。「どのようなご用件でしょうか？」

アンソン：ああ、先せん輩ぱい！　気づいてー！（一同笑）

ＧＭ：女性神官は、物もの憂うげな表ひよう情じようでリシャールにこう言います。「わざわざお呼びたてして申し訳ありません。実はお伝えしなくてはいけないことがあります。〝純白竜〟アインの神託が降りました」

ゼパ：噓じゃーっ！　聞いてはいかんのじゃ!!

ＧＭ：「リシャール殿、この山をふたつ越こえたところにムーンデールという村があります。なんと、そこの長老は我わが国くにの王威の竜輝石を手にしているのです」

アンソン：先輩に教えた!?

ＧＭ：「長老は竜輝石を利用し、あろうことかグラスウェルズ王国を自分の物にせんとしているのです」女性神官の言葉を聞くと、リシャールは真しん剣けんな表情で押し黙ってしまいます。

アンソン：信じちゃ駄だ目めですよ、先輩!?

ＧＭ：徐々にリシャールの瞳から光が失われていきます。

一同：ちょっとーっ!?




　ひどく虚うつろな表情になったリシャールに、女性神官が蠱こ惑わく的てきな笑えみを浮うかべる。

「ムーンデールの者は、すべて殺さねばなりません……」

　微笑む女性神官に、リシャールは頷うなずきをひとつ返して神殿をあとにした。







◆Middle 14◆迫せまる危き機き




　朝を迎えたムーンデール―――。

　アンソンは、村人たちのざわめきに気がついた。

　外には村人たちが集まっている。

　その様子は逼ひつ迫ぱくしており、どうやらただ事ではないようだ。




ＧＭ：では、次のシーンです。シーンプレイヤーはアンソン。全員登場になります。

一同：はーい。

ＧＭ：時刻はそろそろ夕方になります。屋敷の外から、村人たちのざわめきが聞こえてきます。

アンソン：なんだ、様子がおかしいのか？

カテナ：すぐに向かってみよう。

ナーシア：私も外に出る。

ゼパ：同じくじゃ。

アンソン：僕も行くよ。それで、どういう状況なのかな？

ＧＭ：村人たちが、長老の屋敷の前に集まってがやがやと騒さわいでいます。

アンソン：いったい何があったんだ？　とりあえず声をかけてみる。

ＧＭ：すると、ネオがアンソンを睨みつけながら答えます。「さすがは王国軍師様だ。俺おれたちもまんまと騙だまされてしまったよ」

アンソン：……騙された？

ＧＭ：「たったこれだけの人数で来たんで、すっかり油ゆ断だんした」

アンソン：ん？

ナーシア：……何のこと？

ＧＭ：「とぼけても無駄だ！　ムーンデールは王国の騎き士し団だんに取り囲まれてるっていうじゃないか！」

ゼパ：さっきのマスターシーンはここに繫つながるのか！

アンソン：馬ば鹿かな!?　僕はそんな命令は出してないぞ！　その取り囲んでる騎士団の紋もん章しようは？

ＧＭ：村人たちから話を聞くと、幻竜騎士団のものと分かります。

アンソン：ということは、リシャール先輩が？　待ってくれ、これは違ちがうんだ！

ＧＭ：「言いい訳わけか？　こうなったらお前さんたちを人ひと質じちにして交戦するしかない。大人しく来てもらうぞ！」と、ネオを始め、村人たちが剣けんに手をかけます。

アンソン：待て！　何かの誤ご解かいだ。僕に、直ちよく接せつ向こうに行って交渉させてくれ！

ＧＭ：「信じられるものか！　そう言って逃にげるつもりだろう！」と、ネオは村の若わか者ものに命じます。

カテナ：どうする。無理に振ふり切きって逃げるか？

アンソン：……いや、ここは様子を見よう。

ゼパ：とりあえず、クレセントから聞いた話をみんなに伝えるのじゃ。

ナーシア：私は夢の話をする。

ＧＭ：では、情報交換をすませた、ということで結構です。




　部屋に軟なん禁きんされた四人は、しばし沈ちん黙もくする。

　幻竜騎士団がムーンデールを包囲するという事じ態たいは、想定外であった。

　この窮きゆう地ちを解決するべく悩なやんでいると―――。




ＧＭ：みなさんが頭を抱かかえていると、鳩はとが一羽わ、窓に止まります。

ナーシア：鳩？

ＧＭ：アニマルメッセンジャーです。

アンソン：ああ、僕たちへの手紙か。

ＧＭ：そうです。ちなみに差出人はリシャールで、「ムーンデールを殲せん滅めつすることに決定したので、早く脱だつ出しゆつするように」と、書いてあります。

アンソン：いきなりだな。あからさまにおかしいよね？

ＧＭ：おかしいですね。なにか異常なことが起きています。

ゼパ：ここでグズグズするわけにはいかんのじゃ（そわそわ）。

カテナ：やっぱり、リシャールに直接会ってみるしかないんじゃ？

ナーシア：……うん。

ＧＭ：脱出しようと思えば、実力で出られないことはないですよ。ちゃんとした牢屋ではなく、あくまで屋敷の一室ですから。

カテナ：こっちには《テレポート》もあるしな。

アンソン：それは最後の手しゆ段だんにしよう。まずは、ネオに頼たのんでみよう。昨日、少しは心を開いてくれてたし。というわけで、「ネオを呼んでくれー」と叫びます。

ＧＭ：分かりました。やってきたネオは、アンソンに疑ぎ惑わくの視し線せんを向けて訊ききます。「いったい、何の用だ？」

アンソン：騎士団への出撃命令も、ましてやムーンデールへの攻撃命令も出てはいない。これはなにかの間違いだ。攻撃をやめさせるから、我々に直接交渉させてくれ。

ＧＭ：「……お前が攻撃を中止するよう話すというのか？」

アンソン：もちろんだ。我わが名にかけて誓ちかおう。

ＧＭ：ネオはしばらく考え、「……お前たちは信用されていないのだぞ？」と言います。

アンソン：なら、この場で始末をつけるかい？　それじゃあ、状況は変わらない。いや、悪化するだけだぞ。

ナーシア：ちょっと、アンソン（笑）。

ゼパ：そんな挑ちよう発はつしたら、本当に殺されるかもしれんのじゃ！

アンソン：その時はその時さ。精せい一いつ杯ぱい、抵てい抗こうするとしよう。

ＧＭ：「……いいだろう。お前たちがこの村を出る前に攻せめてきたということは、元々、捨すて駒ごまにするつもりだったのだろうしな」

アンソン：そこは反はん論ろんしたいけど、今はいいや。

ナーシア：それじゃあ、リシャールに会いに行くことになるの？

アンソン：そうなるだろうね。きっとこれは何かの間ま違ちがいだ。なに、先輩なら話せば分かってくれるさ。

ＧＭ：では、みなさんが交渉に向かったところで、シーン終了です。







◆Middle 15◆アンソン対リシャール




　山道を進む、アンソンたち。

　しばらく進むと、数十人の幻竜騎士と出会う。

　その先頭で指し揮きを執とるのは、リシャール。

　村を包囲しているというのは、どうやら本当らしい。




ＧＭ：さて、場所は山道の外れ。みなさんは、ムーンデールを囲む幻竜騎士団との交渉にやってきました。幻竜騎士団の人数は、数十人程度ですね。リシャールは、馬上で指揮を執っています。

アンソン：そこの山道の所に降おり立たってハンマーをドンと構かまえて叫さけぶよ。（真ま面じ目めな声で）これより、この道を通ることはまかりならん！　王国軍師アンソン・マンソンの名において、即刻全軍停止せよ！

ナーシア：あれ？　アンソンがかっこいい？（笑）

アンソン：僕はいつもかっこいいだろう？

カテナ：いつもじゃないのは確かだ（笑）。

ＧＭ：では、アンソンを排はい除じよしようとした兵士を、リシャールは片かた手てを上げて制せいします。

アンソン：ん？　話が通じそう？　先輩、これはいったいどういうことですか。すみやかに剣を収めてください！

ＧＭ：しかし、そんな言葉を無む視しして、リシャールはアンソンに声を掛かけてきます。「さすが王国軍師殿。無事に脱出なされたな」

アンソン：あれ？　ちょ、ちょっと先輩!?　僕は脱出したわけではありません。交渉に来たのです。と、一いち応おう言ってみますが……。

ＧＭ：すると、リシャールは馬から下りて「軍師殿が無事ならば何の問題もない。これより全軍でムーンデールに突とつ入にゆうし、村を殲滅する。誰ひとり逃のがすな！」と、アンソンを無視して攻撃命令を出します。

アンソン：やっぱり、通じてね～（一同笑）。

ゼパ：もう聞く耳も持っておらん。

アンソン：この状態なら、さすがにいつもの先輩と同じじゃないって気づきますよね？

ＧＭ：ええ、それは明らかに目つきが違うことから分かりますよ。

カテナ：ベルクシーレで留守番のはずなのに、いきなりムーンデールに攻めてきているから、行動としてもおかしいな。

アンソン：先輩、目を覚ましてください！　あなたの言ってることは無む茶ちや苦く茶ちやです！

ＧＭ：「何を言う？　グラスウェルズの大切な〝王威の竜輝石〟を隠いん匿とくし、フィリップ陛へい下かのお心を騒がしたのだ。許ゆるしてはおけない」

アンソン：……その話を、いつ聞いたのですか？

ＧＭ：「白竜神殿の神官殿から聞いた」

ゼパ：それこそバルムンクじゃー！

ＧＭ：……と言っても、聞いてはくれません。

カテナ：アンソンに目配せするぞ。なるほど、そういうことかって感じで。

ＧＭ：「どうやら王国軍師殿は何か勘かん違ちがいをしているらしい。ならば死んでもらうしかあるまい」と、リシャールはためらいもなく剣を抜ぬきます。
















一同：ちょっとぉぉぉぉぉっ！

アンソン：はやいよっ！

ゼパ：迷いがないのう。操られているからか。

アンソン：リシャール先輩ほどの人が、そんな簡単に操られちゃ困るよっ。

ＧＭ：確かに、リシャールは王国への忠誠心も厚く、大変高潔な人格の持ち主です。

アンソン：うんうん。

ＧＭ：それだけに、高位の神官に〝純白竜〟アインの神託だと言われて、心に隙ができたのです。

アンソン：むぅ。

ＧＭ：信頼しているものや愛するものを利用して、心の隙を突くのは、アザゼルの得意なやり方ですから。

ナーシア：……汚い！

ゼパ：許せんのじゃ!!

カテナ：ところでＧＭ、幻竜騎士団の部下の様子は？

ＧＭ：部下はざわざわしますよ。明らかに動揺しています。

アンソン：じゃあ、操られている先輩をどうにかすればいいってこと？

ＧＭ：そうです。今回はＦＳ判定で、操られているリシャールを解かい放ほうすることになります。

アンソン：そういう展開か！

カテナ：なるほどな。

ＧＭ：適てき正せい人数は一～四人。終了条じよう件けんはなし、ラウンド制せい限げんもありません。

カテナ：終了条件なしと（ＦＳ判定シートに書かき込こんでいる）。

ＧＭ：判定は【感知】。支援は【器用】か【精神】。難易度は18、完かん了りよう値は12です。

ナーシア：これで、ＦＳ判定を成功させればいいの？

ＧＭ：そうです。でも、その前に情じよう報ほうをひとつ。最初にエネミー識しき別べつをすると有利になります。具体的には、進行値が３点上じよう昇しようし、このＦＳ判定のイベントの内容がすべて明らかになります。難易度は30ですが。

カテナ：30か。高いな。

ＧＭ：そのうえで、敵との戦せん闘とうもあります。幻竜騎士団の護衛兵がＰＣのエンゲージから一〇メートル前にいて、リシャールは二〇メートル先。司祭と弓兵もいます。




●第一ラウンド

▼行動値

　リシャール　　　43

　ナーシア　　　　38

　弓兵　　　　　　28

　司祭　　　　　　23

　護ご衛えい兵へい　　　　　21

　カテナ　　　　　16

　ゼパ　　　　　　10

　アンソン　　　　９
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ＧＭ：では、リシャールがふた振りの剣を抜きます。今回は二刀流ですよ。そして《二回行動》を宣せん言げん。セットアップでいきなりメインプロセスを行ないます。マイナーで《アルティメットボディ》を宣言。白兵攻撃のダメージ＋[image: 120]。

ナーシア：[image: 120]っ!?

アンソン：大だい丈じよう夫ぶ！　こちらにはゼパがいる。その程度のダメージなら問題ない。

ＧＭ：それはどうでしょう。続いて《アタックチャージ》。移い動どう後にダメージ＋20の白兵攻撃をアンソンに仕し掛かけます。さらに命中判定の直前に《ホーミングヒット》。リアクションを行なえません。

アンソン：リアクション不ふ可かっ!?　ちょ、せ、先輩！　僕です、アンソンです！　分からないんですかっ!?

ＧＭ：（無視してダイスを振る）おや、クリティカルしない。せっかくだから、《バトルコンプリート》で振り直して、クリティカルを狙う。

アンソン：容よう赦しやねぇ～～～～（一同笑）。

ＧＭ：しかし、結局クリティカルは出ませんでした（笑）。

ゼパ：《カバーリング》じゃ。

ＧＭ：おっ、しかし、ダメージはいい。[image: 314]点。「死ね、王国軍師よ！」

アンソン：そのような邪じや悪あくな刃やいば、ゼパの壁かべが防ふせいでくれるわ！

カテナ：いや、このダメージだとゼパでも危あぶないから（笑）。

ゼパ：なので《インヴァルネラブル》を使うのじゃ。

ＧＭ：ガキーン！　ダメージが０にされてしまった。リシャールの行動終わり。兵士は「リ、リシャール様が、本当に軍師殿に剣を向けたぞ!?」と、おろおろしています。次はナーシア。

ナーシア：う～ん……。

アンソン：おっ、悩んでる？

ナーシア：攻撃した方がいい？　それなら《パワースマイト》を使うんだけど……。

アンソン：そうだな……、目標はリシャール先輩をどうにかすることだからね。

カテナ：わたしがエネミー識別をして、そのあとにナーシアにＦＳ判定してもらうことになると思うよ。【感知】が高いのはナーシアだから。

ナーシア：様子を見た方がよさそうですね。じゃあ、セットアップは何もしません。

ＧＭ：そして、弓兵は「王国軍師様撃うっていいんすか？」と悩みつつ、とりあえずこのラウンドで解決しなかったら撃つ構え。「許してください、アンソンさーん」

アンソン：お前らー！（一同笑）

ＧＭ：司祭は何かあったら、リシャールを守るぐらいの構えで。護衛兵は、護衛対象のリシャールが飛び出してしまったので特にやることがなし。

カテナ：では、わたしか。フェイトを消費して《エンサイクロペディア》を使えるようする。で、リシャールをエネミー識別。《ドラゴンソウル》を使って３Ｄで判定……達成値は39！

ＧＭ：その達成値なら問題ありません。リシャールの身体からだに、彼をコントロールする魔ま術じゆつ的てきな何かがあることが分かります。そのコントローラーを見つけ出せばいいのです。

アンソン：何かそういうアイテムで操られているのか。

ＧＭ：で、進行値は３進み、ＦＳ判定は魔術判定になります。

カテナ：あら？　魔術判定になっちゃった（笑）。

アンソン：でも、他のイベントも分かるんだよね？

ＧＭ：はい、イベントは以下のようになります。




・進行度６：リシャールの気を逸そらす。以い降こうの判定を【精神】、難易度を25に変へん更こうする。このとき、特別に判定に《プロヴォック》を使用してもよい（コストは消費すること）。

・難易度９：気を逸らしている瞬しゆん間かんにコントローラーを攻撃。以降の判定を攻撃の命中判定、難易度を35に変更する。この判定は、リシャールを攻撃の対象にできなければ行なうことができない。




ＧＭ：つまり、魔術判定でコントローラーを発見し、リシャールの気を逸らしているすきに、コントローラーを壊すと成功です。

アンソン：それにしても、難易度高いな……。

ＧＭ：ＦＳの進行判定は、こっちがダイスを振らないのでこういう数字になっています。みなさんが自分の長所を生かしてうまくやっていただければなんとかなると思いますが？

アンソン：なるほど。




　……しばし相談するプレイヤーたち。




ナーシア：……じゃ、行くわよ、みんな。

ＧＭ：はい。では次、アンソンのセットアップ。

アンソン：じゃあ《インペレイティブ》から《ヘイスト》と《コーデックス》を使用。《ヘイスト》をゼパに。（ダイスを振る）お、30だよ。

ゼパ：【行動値】が40になったのじゃ。

ＧＭ：これでセットアップ終了ですね。

カテナ：よし。魔術判定ならわたしだな。《カリキュレイト》で割わり込こんで、進行判定をしよう。《ドラゴンソウル》を使っておきます。（ダイスを振る）ダイス目が13だから……29！

ＧＭ：はい、進行値＋４。現げん在ざい、進行値７になりましたので、イベントが発生します。リシャールの胸むねに見たこともない黒い羽根の装そう飾しよく品ひんがついていることに、カテナは気がつきます。

カテナ：むっ！　あの黒い羽根はなんだ！（一同笑）

ゼパ：とても怪あやしいのじゃ。

アンソン：ていうか、どうみても原げん因いんはそれだろう！（笑）

ＧＭ：ともかく、これで進行判定は【精神】、もしくは《プロヴォック》で難易度25に変更されました。気を逸らさなければなりません。

ゼパ：それはワシに任せるのじゃ。

ＧＭ：でも、先にリシャールの行動です。マイナーで《ブレイクスラッシュ》からメジャーで《クロススラッシュ》で攻撃。攻撃対象はアンソン。

アンソン：うおお、軽けい減げん不可の攻撃が二回!?

ＧＭ：（ダイスを振る）……クリティカルはしないが、６の目は一個こある。《ハードラック》を使用してクリティカルに。今回は《ホーミングヒット》を宣言していないので、回避判定ができますよ。

アンソン：（ダイスを振る）くっ、さすがに無理だな。

ゼパ：《カバーリング》じゃ！

ＧＭ：だが、軽減不可。これに《マーダースキル》５レベルで＋５Ｄされます。

ゼパ：やめて～!?

ＧＭ：（ダイスを振る）おお、すごいいい目だ。リシャール強いぞ！　[image: 179]点。

ゼパ：そ、それならまだ無事なのじゃ。[image: 129]点ダメージを受けたのじゃ。

ＧＭ：じゃあもう一回。（ダイスを振る）命中は57。

アンソン：もう６ゾロ出さないと無理だ！（ダイスを振る）げっ!?

ナーシア：ひどーい！　１ゾロだ～（笑）。

ＧＭ：ここでファンブルとは。さすが菊きく池ちさん（笑）。

アンソン：やめてくださーい、リシャールせんぱーい！　おぶっ!?

ＧＭ：クリティカルしないと６Ｄのみか。（ダイスを振る）しかもダイス目が悪い。[image: 139]点。

アンソン：ってことは、僕は[image: 101]点ダメージを受ける。

カテナ：まだ余裕じゃないか。

アンソン：余裕じゃないって！　ＨＰは[image: 162]点しかないよ。残り61点ですよ。

ＧＭ：ズバッ！　ズバッ！　と、ゼパとアンソンを薙ないだリシャール。

ゼパ：次はワシじゃ。新しく覚えた《レッドラグ》を使用して、《プロヴォック》。ダイスが二個増ふえるのじゃ。さらにフェイトを２点消費。合計６Ｄで振るのじゃ。

ＧＭ：それだと、一気に終わるかも……。

ゼパ：（ダイスを振る）むお、ダイス目がよくない。達成値は34じゃ。

ＧＭ：それだと、進行値＋４。おお、合計11であと＋１ですね。リシャールがゼパに気を取られてスキができました。次はナーシア。コントローラーを切り落とすことができます。

ナーシア：命中判定ね。じゃあ《ダンシングヒーロー》だけ宣言して、５Ｄでいきます。ていっ（ダイスを振る）。よし、いい目……41！

ＧＭ：では、そこで司祭が《パリペイティア》を使用。振り直してください。リシャールを攻撃しているように見えますので、妨害してきます。

ナーシア：振り直し？（ダイスを振る）おおー、ちょっと下がったけど、37！

ＧＭ：ああ、それならＯＫです。ナーシアがスパッと黒い羽根飾かざりを切り落とし、それが地面に落ちるとシュウシュウと音を立てて消えます。

アンソン：消えるんだ？

ＧＭ：そして、リシャールの動きが止まります。戦闘は終了で……。

アンソン：……僕、メジャーアクション残っているけど行動していいかな？

ＧＭ：えっ？　攻撃するんですか？

ナーシア：アンソン、やっぱりリシャールを亡なき者ものにしようと（笑）。

アンソン：違うよ！　ゼパのＨＰを回かい復ふくするんだよ！

ＧＭ：ああ、なるほど。構いませんよ。




　結局、アンソンの《ヒール》でゼパのＨＰは68点回復した。




アンソン：先輩、正気に戻りましたか？

ＧＭ：リシャールは非常に苦しそうですね。アザゼルから受けた呪じゆ縛ばくのせいで、すぐには回復しなさそうですが……。

アンソン：しっかりしてください。

ＧＭ：するとですね、先ほど消えた黒い羽根から立ち上がる煙けむりに、アザゼルの顔が浮うかび上あがります。

ナーシア：……お前は!?

ＧＭ：「よく切り抜けたわねえ、ファントムレイダーズ。ほめてあげるわ」

アンソン：貴き様さま、先輩を操って何をする気だった？

ＧＭ：「あら、まだ私の仕し掛かけは終わっていないわよ？」

アンソン：―――むっ？

ゼパ：もしや、村の方か!?

ＧＭ：「ぐずぐずしていないで、ムーンデールに戻ったらいかが？　あはははははっ！」と耳みみ障ざわりな笑い声が響ひびくと共に、アザゼルの顔は消えてしまいます。

ナーシア：……急いで戻ろう。ロッシュが危ない。

アンソン：そうだな、ムーンデールに戻るぞ！

ＧＭ：では、ここでシーンを一回切ります。







◆Middle 16◆竜輝石の呪い




　ムーンデールの長老の部屋―――。

　ワニング長老は、焦しよう燥そうに駆かられていた。

　竜輝石は、みずからの手にある。

　あれさえあれば、この村を独どく立りつさせることもできる。

　枯かれた土地から、税ぜいを取り立てるだけの王国など、もう相手をしなくてもよい。

　いいや、それだけではない。もっと、上を目指すことができるのだ。




ＧＭ：では、マスターシーンです。ムーンデールの長老ワニングの家。みなさんがリシャールのもとへ向かったあと、長老は竜輝石を奪うばわれてなるものかと、屋敷の奥おくの部屋に行きます。

アンソン：そこが隠かくし場所か？

ＧＭ：「この場所が突き止められるわけがない。噓うそに決まっておる」と呟つぶやきながら、書しよ棚だなの裏うらを探ります。そこには紐ひもが三本あり、それを順番に引いていきます。すると、大きな歯車が回る音がして、長老がいる床ゆかがどんどん下がっていきます。

ゼパ：ほほう。

カテナ：そんなところにカラクリがあったのか。

アンソン：忍にん者じやの里みたいだと思ってたけど、屋敷もそんなか！（笑）

ＧＭ：ええ、カラクリ仕じ掛かけの忍者屋敷といった感じになってます（笑）。やがて床の下か降こうが止まり、長老は地下の隠し部屋にやってくるんですが、そこに隠し棚だながあって、開けると中に竜輝石があります。

アンソン：これじゃあ、普通は分からないよなぁ。

ゼパ：隠してあるのをわざわざ取りに来るとは、カテナのハッタリが効きいたようじゃな。

ＧＭ：そのとおりです。長老は竜輝石を手に持って、「これさえあれば！」と呟きます。

ナーシア：これ、完かん璧ぺきに魅み入いられているね。

カテナ：気づいていたが、こうなると厄やつ介かいなことになりそうだな。

ＧＭ：「これさえあれば、わしが王になれるのだ！」と、異様な雰ふん囲い気きをまといながら、長老は叫びます。すると、そこに息子むすこのネオが駆かけ込こんできます。

アンソン：むっ。

ＧＭ：「親おや父じ、何を言っているんだ？　このままじゃムーンデールはお仕し舞まいだ。そんな物はもう返してしまえ！」と、ネオは言うのですが、長老は聞く耳を持ちません。

アンソン：うわっ、いかにもやばい。逃げてくれー！

ＧＭ：「何を言う？　これさえあれば、わしらは負けん！」ワニングがそう言って竜輝石を突つき出だすと、激はげしい光が放たれ、ネオがまるで先ほどのリシャールのような、虚ろな表情になってしまいます。

アンソン：ああ、操っちゃうのね。

ＧＭ：はい。その後、ワニングは地下室を出て、屋敷の前に集まる村人たちのもとへと急ぎます。そして―――。




　ムーンデールの人々は、これからの対たい策さくのために長老の屋敷の前に集まっていた。

　―――交渉が決けつ裂れつし、争いになるのか？

　ざわめく村人たちの前に、熱病に冒おかされたようなワニングが現あらわれる。

「おお、長老！　我々はどうすればいいんだ？」

「やっぱり、争いになるのか？」

　口々に不安を述のべる村人たち。

　だが、ワニング長老は言う。

「皆みな、恐おそれることはない。わしらには、この石があるのだ！」

　長老はその言葉と共に、竜輝石を掲かかげた。

　まばゆい光が村人たちを包みこんでいく。

　そして、その場にいるすべての人々の瞳から、輝かがやきが消えていった。




アンソン：ぎゃー！　村人が全員、洗せん脳のうされたー!?

ゼパ：クレセントは、どうなってしまうんじゃ？

ＧＭ：クレセントも同様です。「どういうことだ！　これでは約束が違うではないか！」と叫んで、長老の方へと駆かけ寄よろうとするのですが、竜輝石の光を向けられると、たちまちに表情が虚ろになってしまいます。

ゼパ：なんということじゃ。クレセントまで操られてしまうとは……。

ナーシア：ひどい……、これが王威の竜輝石の力？

ＧＭ：実はナーシアも竜輝石を持っているわけですが、本来の竜輝石とは明らかに違います。

カテナ：どちらかと言うと、アザゼルの呪いかな？

ＧＭ：現げん状じようでは、はっきりしたことは分からないですね。竜輝石の力で村人を従えたワニングは、「さあ行くぞ。グラスウェルズの者どもを皆みな殺ごろしにするのだ！」と叫んで、村の外へ向かって歩き出します。

アンソン：その後ろに、村人も続く感じか。

ＧＭ：そうです。みんな一様に虚うつろな表情で、竜輝石だけが不気味な光を放っています。というわけで、ワニングと共に村人たちが歩き出したところで、シーン終了になります。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：次はクライマックスフェイズになりますが、その前に、みなさんは一回だけメインプロセスを行なえます。今のうちに、回復などがあればどうぞ。

一同：はーい。




　それぞれの方法で回復を行なう一同。

　結果については次のとおり。




・ゼパ：ハイＨＰポーションを１本使用。14点回復。

・カテナ：ハイＭＰポーションを１本使用。17点回復。

・ナーシア：特になし。

・アンソン：【ＨＰ】を《ヒール》で[image: 106]点回復。




ＧＭ：みなさん、行動が済すんだようですね。それでは、クライマックスフェイズに移うつります。











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆悪あく魔まの種子を討うて




　ムーンデールに戻もどってきたナーシアたちが見たのは、異い様ような光景であった。

　村人たちは、虚うつろな目で長老に付つき従したがっている。いや、付き従っているのではない。操あやつられているのだ。

　先頭を行く長老の手にあるのは、グラスウェルズ王国の〝王おう威いの竜りゆう輝き石せき〟。

　このまま進めば、幻げん竜りゆう騎き士し団だんと衝しよう突とつすることは必ひつ至しである。




ＧＭ：では、クライマックスになります。みなさんがムーンデールに向かうと、長老を先頭に虚ろな目をした村人たちが、隊列を組んで幻竜騎士団のいる方へと向かっています。

アンソン：操られているって分かる？

ＧＭ：はい、様子が普ふ通つうではありませんからね。先ほども言いましたが、リシャールは呪いの影響が残っていて、まともに行動できません。

アンソン：衰すい弱じやく状態か。

カテナ：我われ々われだけでやることになりそうだな。

ＧＭ：幻竜騎士団はムーンデールの入り口で待機しています。みなさんが食い止められないと、いろいろと面めん倒どうなことになるシチュエーションだと思ってください。

ゼパ：村から出したら、彼かれらと戦闘になってしまうのう。

ナーシア：ここで、食い止めるわけね。

ＧＭ：というわけで、配置を。

カテナ：今度もＦＳ判はん定ていはあるの？

ＧＭ：ええ、あります。まずは配置。これがワニング長老。同じエンゲージに三体のモブ。その中のモブにはネオがいます。

カテナ：あいつ、モブ扱あつかいなのか！（笑）

ＧＭ：モブでも強いですよ（笑）。そして、一〇メートル先にモブ三体とクレセントの合計八体です。皆みな、目が虚ろで光ひかり輝かがやく石を手にするワニングに従っています。

ナーシア：あれは、竜輝石!?

ＧＭ：ですね。

アンソン：ということは、長老はもうイケイケ？　歴代の王たちみたいな感じで（笑）。

ＧＭ：そうです。「俺おれこそが、この大陸の覇は者しや！　統とう一いつ帝ていになるのだ！」

ナーシア：そこまでいっちゃったんだ……。

アンソン：やめろ、無理だって！

ＧＭ：しかし、そんな声は村人たちには届とどきません。

ゼパ：クレセントー、目を覚ませー！

ＧＭ：すると、彼かの女じよは一いつ瞬しゆん我われに返って、「ゼパ！　村人を助けてくれっ……」とかすかな声で言います。

ナーシア：クレセントはまだ無事？

ＧＭ：いえ、竜輝石に操られているので、意い識しきはあっても身体からだは言うことをききません。

ゼパ：むっ。村人の血は、一滴てきたりとも流させんのじゃー。……って言って大だい丈じよう夫ぶかな？

アンソン：リシャール先せん輩ぱいと同じだったら大丈夫じゃないかな？　何かで操られているだけだろうし。

ゼパ：それもそうなのじゃ。それで、今回のＦＳ判定というのは？

ＧＭ：前回と一いつ緒しよで、ＦＳ判定の目的は〝クレセントを解かい放ほうする〟です。

カテナ：村人ではなく、クレセントか。

ＧＭ：エネミー識しき別べつをすると、リシャールのときと同じようにイベントがすべて分かります。これで敵てきの識別値ちを超こえた場合、通つう常じようのエネミー識別の効こう果かもあります。適てき正せい人数は一～四人。ＦＳ判定は難なん易い度ど13の【感知】になります。支し援えん判定は【器用】、もしくは【精せい神しん】。

アンソン：リシャール先輩のときに比くらべればだいぶ楽だ。

ＧＭ：完かん了りよう値は８。ちなみに、今回のＦＳ判定は、さっきのリシャール戦のＦＳ判定に成功していないと行なえませんでした。

ゼパ：おお、よかったのじゃ～。

ＧＭ：では、よろしいですか？

一同：はーい。

ＧＭ：では、戦闘を始めたいと思います。




●第一ラウンド

▼行動値

　ナーシア　　　　38

　ワニング　　　　36

　村人（モブ）　　18

　カテナ　　　　　16

　クレセント　　　14

　ゼパ　　　　　　10

　アンソン　　　　９
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ＧＭ：では、第一ラウンド目のセットアップです。

ナーシア：じゃあ、《限げん界かい突とつ破ぱ》を先にいきましょう。

アンソン：一気にＦＳ判定を終わらせる作戦だ！

ＧＭ：ちなみに、ワニングは武ぶ器きを持っていません。その代わりに、竜輝石を持っています。

ナーシア：……もしかして、竜輝石で殴なぐる？（笑）

カテナ：それはそれで痛いたそう（笑）。

ＧＭ：いいえ、殴りません。それから村人たちですが、武器は弓です。

アンソン：弓なのか！

ＧＭ：クレセントもアーバレスト――弓を持っています。

カテナ：飛び道具か……なら《陣じん形けい》を使った方がよさそうだな。

アンソン：そうだな。一気にエンゲージしてしまおう。

ナーシア：では、《陣形》を使いましょう。

ＧＭ：全員でクレセントのエンゲージへ移い動どうですか？

ナーシア：はい。ざざざざ～っと。

ＧＭ：では、ワニングのセットアップ。《集しゆう団だん統とう率そつ》です。「さあ、行け。殺せ。グラスウェルズの者どもは皆みな殺ごろしだ！」とワニングが叫さけぶと、モブの村人たちが行動します。

ゼパ：きたのう。

カテナ：六回攻こう撃げきが来るぞ。

ＧＭ：まず、ワニングのエンゲージにいる三体が攻撃します。マイナーで《インベナム》。

ナーシア：……毒だ！

ＧＭ：これで攻撃の命中判定の達成値に＋６。さらにダメージを与あたえた場合、クリンナップに28点のＨＰダメージを与える毒が入ります。

アンソン：はっ、28点!?（笑）

カテナ：おそらく、《デッドリーポイズン》か《猛もう毒どく》でも持っているのだろう。

アンソン：28点か……結けつ構こう痛いな！

ＧＭ：そして、メジャーアクションで《アローシャワー》。「グラスウェルズ兵め、死んでしまえ！」と、一いつ斉せいに矢が飛んできます。

アンソン：毒矢が雨あられと。

ＧＭ：エンゲージしているモブは《クローズショット》を使いますから、毒よりは楽ですよ。

アンソン：まずは耐たえよう。

ＧＭ：それでは、まずはモブＡ。こいつはネオがいるモブですね。（ダイスを振る）おっ、いきなりクリティカルした!?

ナーシア：ネオ、すごーい！

カテナ：伊だ達てに長老の息子むすこじゃなかった（笑）。

一同：（一斉にダイスを振り）回かい避ひ失敗！

ゼパ：ならば《アラウンドカバー》じゃ。

ＧＭ：おお、毒矢を恐おそれぬゼパ。ダメージは……（ダイスを振る）低い、68点！　これはちょっと厳きびしい。

ゼパ：【物理防ぼう御ぎよ力りよく】は50点。《アイアンクラッド》を使うのじゃ。22点軽けい減げんして、ノーダメージ。

アンソン：じゃあ、《カバーリング》した方に《プロテクション》をしよう。（ダイスを振る）ダメージを31点減へらしてくれ。

ＧＭ：くっ！　ダメージを全部防ふせがれた。

ナーシア：おじいちゃん、決めゼリフを！（笑）

ゼパ：ダメージは０じゃ☆（一同笑）

ＧＭ：では、次、モブＢ。……またクリティカルしました！

一同：おおっ!?




　回避を試みるも、クリティカルは発生せず。

　全員が攻撃を喰らってしまった。




ゼパ：《アラウンドカバー》じゃ！

ＧＭ：（ダメージロール）おっ、82点。これなら通るだろう。

カテナ：しかし、ゼパは《インデュア》がある。毒も問題はない。

ゼパ：そのとおりじゃ。《アイアンクラッド》と【物理防御力】を合わせて72点軽減、10点ダメージ。毒は《インデュア》で回かい復ふくじゃ。

アンソン：《カバーリング》した方に《プロテクション》。（ダイスを振る）36点軽減。

ＧＭ：じゃあ、そちらはノーダメージですね。では、もう一回行きます。（ダイスを振る）さすがにクリティカルはしなかった。モブＣの命中判定の達成値は、ちょうど30です。

ナーシア：《限界突破》も加えて、達成値33で回避しました。

ゼパ：クリティカルで回避じゃ。

アンソン：おおっ!?　じいさん、すごいな！

カテナ：《ドラゴンソウル》とさらにフェイト１点も使う。ぴったり達成値30で回避成功。

アンソン：なんだ、喰らったの僕ぼくだけかよ!?（一同笑）

ゼパ：安心せい、《カバーリング》するのじゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）うおーっ!?　これはすごい！　７Ｄ振って６が五個こ！（笑）

ナーシア：すごーい！

ゼパ：えーっ（笑）。

ＧＭ：ダメージは78点！

ゼパ：《アイアンクラッド》で24点軽減したので、あと４点軽減してくれい。

アンソン：《プロテクション》を重ねるよ。27点軽減だ。

ゼパ：またまたダメージは０じゃ。

ＧＭ：遠くの三体が終わったので、次は近くの三体。《クローズショット》＋《アローシャワー》。これ、命中がだいぶ減るんですよ。（ダイスを振る）モブＤは、達成値24です。

ナーシア：（ダイスを振る）34で避よけました。

カテナ：24で回避。

アンソン：おっ、25で避けた！

ゼパ：ワシは達成値22で失敗じゃ。受けたのは、ワシだけ。

ＧＭ：少し普通のダイス目になってきた。ダメージは71点です。

ゼパ：じゃあ、《アイアンクラッド》を……。

アンソン：いや、《プロテクション》するよ。22点まで止め。

ゼパ：72点防いだのじゃ。なので、ダメージは０じゃ（笑）。

ＧＭ：モブＥいきまーす（ダイスを振る）。

カテナ：うわっ！　また、クリティカル!?

ＧＭ：六回攻撃中、三回クリティカル！　なんかひどい目に遭うかもしれない（笑）。

ナーシア：ダメでーす。

ＧＭ：全員命中ですね？

ゼパ：《アラウンドカバー》は？

カテナ：いや、いらないと思う。《インベナム》は入っていないから。

ＧＭ：ダメージは79点です。さっきよりもダメージは振るってないですね。

アンソン：なら、《プロテクション》だ。




ナーシア：29点軽減＋物理８＝42ダメージ。

カテナ：　35点軽減＋物理13＝31ダメージ。

ゼパ：　　37点軽減＋物理50＝０ダメージ。

アンソン：33点軽減＋物理42＝４ダメージ。




ナーシア：ちょっと、ちょっとー。なんで、私わたしの時だけ出目が低いの！（一同笑）

アンソン：いや、気のせいだよ（笑）。

ＧＭ：では、六回目……モブＦはさすがに力ちから尽つきました。命中は19。

カテナ：25で成功。

ナーシア：36で避けました。

アンソン：ダイス目５以上で回避……成功！

ゼパ：……20で避けました。

ナーシア：ふーっ、よかった。みんな、お疲つかれ様さまでした（笑）。

ＧＭ：では、モブの行動は終しゆう了りよう。次はカテナ。

カテナ：エネミー識別。達成値は40。

ＧＭ：それは成功です。進行値が２になったので、イベントが発生。クレセントのどこかにあるコントローラーを見つけ出す必要があります。以い降こうの判定を魔ま術じゆつ判定に、難易度を20に変へん更こうします。

アンソン：やっぱり、リシャール先輩と同じみたいだな。

ナーシア：ここは一気に畳たたみ掛かけましょう！

ＧＭ：で、イベントの内ない容ようですが、進行値５でクレセントの身体についているコントローラーを見つけ、破は壊かいできるようになります。そして、以降の判定を命中判定に、難易度を30に変更します。この判定は、クレセントを攻撃の対象にできなければ行なうことができません。ただし、今回は《プロヴォック》をかける必要はありません。

ゼパ：ふむ。

ＧＭ：そして、進行値８で、すなわち完了した時点でイベントが発生します。今回はリシャールの時とは違ちがい、村人全員もコントロールされています。なので、ひとりひとり解除するしかないのですよ。

アンソン：なんだって!?

ＧＭ：ただし、クレセントを経けい由ゆすることで村人たちを強力にコントロールしているため、クレセントの中ちゆう継けいを切ると、コントロールが弱まり、モブたちのレベルが自動的に10に変更されます。

アンソン：なるほど、そこをなぎ払はらえと！

ゼパ：《トルネードブラスト》の出番じゃな。

ＧＭ：《トルネードブラスト》を使用した場合、死し亡ぼうを選ばなければ、装そう身しん具ぐのコントローラーを次々と切り落としていく演えん出しゆつになります。

ナーシア：峰みね打うちじゃーってことになるのね（笑）。

ＧＭ：そうなれば、モブはエキストラになって倒たおれ、戦闘から除じよ外がいされます。クレセントは正気に戻って、協力してくれます。あと、クレセントの識別値を超えていたので、彼女のエネミーデータもお教えします。

ゼパ：能力が分かるのじゃ。

ＧＭ：まず……セットアップで《ファイトソング》が使えます。

カテナ：今のところ意味がないな。

ＧＭ：マイナーアクションで《カッティングプラン》、メジャーアクションで《ダブルショット》を使います。それ以外に、転送石を持っています。メジャーアクションで転送石を使うこともあります。ダメージロールには《サドンインパクト》。取とり憑つかれている間には、「分類：魔ま獣じゆう」で属ぞく性せいは〈地〉として扱います。解除すると「分類：人間」になり、属性もなくなります。

カテナ：属性持ちなのか。

アンソン：珍めずらしいな。

ＧＭ：属性は魔獣の間だけですね。ワニングから根が生えて、みんなを操っているイメージ。

カテナ：植物のイメージなのか。

ＧＭ：次はクレセントのセットアップですが、特に何もしません。では、次はゼパ。

ゼパ：クレセントの攻撃は《カバーリング》で対たい処しよできそうじゃの。ここはワニングに《プロヴォック》じゃ。（ダイスを振る）出目がひどい。４Ｄ振って出目７。達成値33じゃ。

ＧＭ：こちらの【精神】は30。（ダイスを振る）達成値39なので、《プロヴォック》は効ききません。「私こそがこの大陸の王になるのだ！」ワニングは話を聞いていません（一同笑）。

アンソン：そして次は僕だ。《インペレイティブ》から、《コーデックス》。あと、ナーシアに《ヘイスト》をかけるよ。

ナーシア：私に？

アンソン：というわけで、ナーシア、頼たのむ！（ダイスを振る）……あっ、ダイス目は２。

ナーシア：ふっ……（笑）。

アンソン：いいんだよ！　ダイス目じゃなくて、固こ定てい値ちが重要なんだよ！（笑）【行動値】は22点上じよう昇しよう。

ナーシア：22!?　確たしかに２は重要でした。【行動値】が60になりました（笑）。

アンソン：だろ（笑）。

ＧＭ：それでは、イニシアチブプロセスに行きます。まずは、ナーシアの行動から。

カテナ：その前に、《カリキュレイト》でＦＳ判定を進めよう。（ダイスを振る）達成値40。10差なので進行値＋４。これで進行値５のイベントが発生する。

ＧＭ：はい、進行値５のイベントが発生します。クレセントのイヤリングが光を発し、そこにコントローラーがあることが判はん明めいします。ワニングから細い線がクレセントのイヤリングに繫がり、そこからさらに村人たちに繫がっています。

カテナ：それが張り巡らされた根のように見えるわけね？

ＧＭ：そのとおりです。それでは、ナーシア。

ナーシア：……待機で。

アンソン：まだ、《トルネードブラスト》の出番じゃないしな。

ＧＭ：ナーシアが待機して、次はワニング。それならば、彼は〝王威の竜輝石〟をみなさんの前にかざして――。

ナーシア：これが目に入らぬかーって？（笑）

ＧＭ：はい、そうです。メジャーアクションで、〝王威の竜輝石〟を使った精神干かん渉しよう波を放ちます。「さあ、我わが軍門に降くだるがよい！」

ナーシア：いやだー（一同笑）。

ＧＭ：こちらは18＋２Ｄで判定しますので、みなさんは【精神】でリアクションしてください。攻撃が命中すると……、

ナーシア：操られちゃうの？

ＧＭ：ＰＣが操られると、ルール処理が面倒なんで（笑）、必死で抵抗するために行動済ずみになることにしてあります。

一同：なんだってーっ!?

カテナ：十分イヤな攻撃だ（笑）。

ＧＭ：対象は範はん囲い（選せん択たく）。みなさんのいるエンゲージに撃ちますよ。

アンソン：これ、かばえるんだよな？

ＧＭ：攻撃なのでかばえます。呪じゆ歌かでバッドステータスを与えるものと同じような扱いだと思ってください。（ダイスを振る）……達成値23です。

ゼパ：ファンブル以外は大丈夫。……達成値31で成功じゃ。

カテナ：同じく成功。達成値は26。

ナーシア：《ダンシングヒーロー》を使う。（ダイスを振る）ダイス目14の達成値28で抵てい抗こう。

アンソン：僕も成功だよ。

ＧＭ：残念、誰だれもワニング長老を王だとは思わなかったようです（笑）。

アンソン：思うわけないって！（一同笑）

ＧＭ：次はクレセントですね。では、何もできないので、メジャーで離り脱だつします。ちなみに、クレセントへの命中判定は届かないとできません。これで行動は終了。

ゼパ：では、ワシが進行判定じゃ。クレセントのイヤリングを撃ち落とすのじゃ。鎖くさり鎌がまじゃから届くぞ。（ダイスを振る）ダイス目15の、達成値49じゃ！

ＧＭ：では、ゼパの鎖鎌が飛ぶとクレセントのイヤリングを叩たたき落おとします。ワニングから出ていた根のようなものが消え、クレセントは正気に戻ります。

ゼパ：やったのじゃ。

ＧＭ：「ゼパ……」とすがるような目で見ますよ。ちなみに、やはり呪縛の影響で衰弱をしているようです。クレセントにはデータがあると言いましたが、衰弱のため１点でもダメージを受けると死にます。

ゼパ：な、なんだってー!?

ＧＭ：攻撃などはしませんが、《ファイトソング》と《インタラプト》を使ってくれます。

アンソン：すばらしいっ！

ＧＭ：「いいから逃にげるのじゃー！」と言うこともできます（一同笑）。クレセントに逃げるように言うと、メジャーアクションを使って転送石を使用します。ただし、そうした場合、スキルは使用してくれなくなります。

ゼパ：なるほど。

ＧＭ：次は、アンソンですね。

アンソン：じゃあ、村人の片かた方ほうは僕が受け持とう。フェイトを１点使って《トルネードブラスト》を解放して使用する。

ＧＭ：では、アンソンがハンマーを振ふり回まわすと、三〇人ほどの村人についている〝根〟を、次々と断ち切っていきます。

アンソン：ハンマーで切れるの？（笑）

ＧＭ：だって、ハンマーで薪割りができるぐらいですから（笑）。

アンソン：そうだった（爆笑）。

ＧＭ：〝根〟が破壊されると、そのままモブたちは解放されます。退たい場じようという扱いです。

カテナ：残りはナーシアが単たん独どくで駆かけ込こんでやるしかないのか……。

ＧＭ：そうしないと、村人たちを助けることはできませんね。

ナーシア：移動して、《トルネードブラスト》を村人に。

ＧＭ：はい。判定はいりません。

ナーシア：消えろ……。

ＧＭ：ズバズバッと〝根〟だけ切り落としました。これでモブは蜘く蛛もの子を散らすように去ります。さて、部下がひとりもいなくなったところで、ワニングが動きます。「不ふ甲が斐いない者どもよ！　ならば私が！」と、変身します。

一同：変身!?

アンソン：この人もうダメだ!?

ＧＭ：身体の中からメキメキと、根や幹みきのようなものが生えてきます。

ナーシア：触しよく手しゆだ!?

カテナ：これも、竜輝石のせいか……。

ＧＭ：そして、身体から生えた枝えだから種たねのようなものを撒まき散ちらします。命中判定は……達成値36です。ちなみにこれは攻撃ではないので、カバーリングはできません。対象は範囲（選択）、ＰＣ全員とクレセントですね。

アンソン：待て待て（笑）。ＰＣ全員かよっ！

ＧＭ：ちなみにダメージはありません。種がつくだけです。

アンソン：何か意味があるのか？

ＧＭ：もちろんあります。だから、避けた方がいいのは間ま違ちがいないですよ。

ナーシア：《ダンシングヒーロー》使ってダイスを一個追加する。……達成値44で回避した。

カテナ：ミスティックガーブを使って、さらにフェイト１点を消費。26スタートで……達成値40で回避！

ゼパ：（ダイスを振る）ワシは避けられなかったのじゃ。

アンソン：……僕もダメだな。

ＧＭ：では、女じよ性せい陣じんふたりは避けました。男だん性せい陣じんふたりは命中……と。では、アンソンとゼパはそれぞれ１Ｄを振ってください。クレセントにも命中、彼女は回避できないので。クレセントの分のダイスを私が振ります。……出目１ですね。うーん、低い。

アンソン：僕は出目２だ。

ゼパ：５じゃの。なんか先ほどの物言いじゃと、低い目の方がよさそうじゃが。

ＧＭ：では、数を記録するためにカウンターを使用します。




　ＧＭはカウンター（おはじきのようなもの）を取り出すと、目の前に並べはじめた。




アンソン：なんか、累るい積せきするとやばそうだ（笑）。

ＧＭ：ちなみに、くっついた種から声が聞こえてくるんです。

ゼパ：声が？

ＧＭ：「竜輝石を手にせよ……。お前こそがグラスウェルズの王。この大陸の覇者になるのだ……！」

ゼパ：いやー！　そんな器うつわじゃないのじゃ。勘かん弁べんしてほしいのじゃ!?（一同笑）

ＧＭ：ゼパはカウンター五つついてますからね。そういう気持ちが高まってきますよ（笑）。

ゼパ：ワシが幻竜騎士団の団だん長ちようを飛び越えて、国王に……えー？（笑）

ＧＭ：そういう妄もう想そうが浮うかんで来ます。

ゼパ：いやいや。頭かぶりを振って、妄想を振ふり払はらうのじゃ。

アンソン：カウンターが溜たまるとやばいんだよな。いくつで何が起こるんだろう？

ＧＭ：種が付着している人はスキルを使用するたびに、［種の数×２］点のＨＰを失います。

一同：うおーっ!?

カテナ：ゼパだと10点か……。

ゼパ：こ、これは……ちょっと種を取とり払はらいたくてたまらないのじゃ！

アンソン：僕なんて《プロテクション》をばら撒まきまくるんだけど（笑）。

ＧＭ：ちなみに、種はメジャーアクションで、その時点でついているものをすべて振り払うことができます。同じエンゲージにいるキャラクターに対して払ってあげることもできます。

ゼパ：なるほど！

ＧＭ：そういうわけで、クレセントはメジャーアクションで種を落としてからでないと、《ファイトソング》や《インタラプト》は使えません。死んでしまいますから。

ゼパ：それは困こまるのじゃ。やっぱりハッピーエンドじゃなきゃ（笑）。

ＧＭ：ちなみに、種は他の方法でも減ります。

カテナ：……もしかして爆ばく発はつする？

ＧＭ：ご名答。そのとおりです。種がついているキャラクターに攻撃が命中した時、ダメージロールの直前に種を一個消費するごとにダメージを10点増ふやします。

カテナ：やっぱり！（笑）

ＧＭ：さらに、キャラクターが判定する直前に、そのキャラクターについている種を一個消費することで、判定のダイスを一個減げん少しようさせることができます。

アンソン：そんな能力まであるのかっ!?

ＧＭ：だいたいそんなところです。というわけで、こちらは《生せい存ぞん本ほん能のうⅡ》というオリジナルのエネミー特とく殊しゆ能力を使用します。登場している敵がこのエネミーのみで、登場しているすべてのキャラクターが行動済みになると使用可か能のうになるスキルで、未行動状態になります。一ラウンドに一回しか使用できませんけど。

ナーシア：（即そく座ざに）《インタラプト》します！

ＧＭ：まぁ、セオリーですね。仕方ない（笑）。

ナーシア：そして、ここで《再さい行こう動どう》！

ＧＭ：では、ＰＣ全員が未行動になりました。それでは、ナーシアからです。

ナーシア：《ダーククロス》のために、待機！

カテナ：わたしは《ホーリーウェポン》だな。マイナーで《ランニングセット》。そこから《リミットブレイク》＋《ファストドロー》。メジャーで《ホーリーウェポン》。魔術判定は成功。これで他の三人のダメージ＋21だ。

ＧＭ：悔しいので、イニシアチブで《生存本能》を宣せん言げん。追加でメインプロセスを行ないます。こちらも一ラウンドに一回使用できます。

カテナ：……くっ！　これは、消せない。

ＧＭ：クレセントなら消せますよ？

ゼパ：いやいや、それはないのじゃ。

カテナ：今スキルを使ったら、クレセントは死んでしまう。

ＧＭ：では、ワニングが動きます。マイナーアクションで《腐ふ食しよく細さい菌きん》。これは武器攻撃のダメージロールで、対象の【物理防御力】を０として算出できるようになります。そして、メジャーで《ルーツスピア》。木の根が地面から突つき立ちます。範囲攻撃なので、ナーシア以外が対象になります。この攻撃に対するリアクションは、ダイスが一個減少します。

アンソン：【物理防御力】が０にされるうえに、それはきついな。

ＧＭ：命中判定は５Ｄ。（ダイスを振る）クリティカルです！

カテナ：それは《ニゲイト》。

ＧＭ：クリティカルが打ち消されました。しょんぼり。

カテナ：これでダメージは増えない。ただ、回避するのは難むずかしそうだが。

ＧＭ：命中判定の達成値は50です。

アンソン：それは無理だ！（笑）




　地面から、次々と槍やりのように突つき出でる木の根。

　アンソン、ゼパ、カテナ、三人ともかわすことができなかった。




ＧＭ：では、ダメージロールいきますよ。攻こう撃げき力りよくはかなり高めです。

ゼパ：ここは《アラウンドカバー》しとくのじゃ。

ＧＭ：すると種の効果で20点ダメージが入ります。

ゼパ：はっ、そうだったのじゃ！　痛いのじゃ～！

ＧＭ：では、ダメージロールいきます。[image: 140]＋４Ｄで振ります。

アンソン：[image: 140]もあるのか!?

ＧＭ：（ダイスを振る）ダイス目は悪かったですね。[image: 152]点です。

ゼパ：さらに《アイアンクラッド》じゃ。

アンソン：ゼパに《プロテクション》！　38点軽減。

ゼパ：……合計で58点減らして、ダメージは94点。種の分もあわせて、残り30点なのじゃ。

アンソン：さすがゼパ。でも、けっこうＨＰが残ったな～。

カテナ：かばった分のもう一発は《ガーディアン》する。さすがに耐えられないだろう。

ＧＭ：よしよし、かなり消しよう耗もうはしたでしょう？　次はゼパの行動です。

ゼパ：マイナーでクレセントのところに行くのじゃ。そして、メジャーで自分の種を振り払う。これで、クレセントを守れるのじゃ。

アンソン：次は僕だな。前進して殴るぞ。メジャーで《タイダルウェイブ》だ。

ＧＭ：では、ここで種が発動です。種を一個消費して……《タイダルウェイブ》の判定のダイスを一個減少させます。

アンソン：やっぱりそうきたかっ！

ＧＭ：その代わり、アンソンの種が一個になるので、スキル使用によるＨＰの減少は２点になります。

アンソン：とはいっても、ここで命中しないと意味がない！　いくぞ、命中判定はフェイト１点消費して29＋４Ｄに。（ダイスを振る）ダイス目10で、達成値は39。

ＧＭ：（ダイスを振る）こっちの回避は、達成値21で失敗です。

アンソン：ここは《ボルテクスアタック》しておこう。フェイト１点消費で解放だ。

ＧＭ：どうぞ、種の２点ダメージも忘わすれずに。

アンソン：（ダイスを振る）ダメージは[image: 124]点の物理だ！

ＧＭ：こちらの【物理防御力】は30点です。94点受けました。

アンソン：あとは任まかせた。ナーシアがんばれ。見守ってるぞ。

ナーシア：マイナーで《ピンポイントアタック》、メジャーで《ダーククロス》で攻撃。まず命中判定……達成値は50。

ＧＭ：回避はクリティカルせず。当たりです。

ナーシア：フェイト１点で《ボルテクスアタック》を解放、これで[image: 102]＋14Ｄ。

ＧＭ：固定値[image: 102]点とは!?

ナーシア：（ダイスを振る）ダメージは[image: 145]点！　二発目、命中は50！

ＧＭ：やはり回避できません。ダメージをどうぞ。

ナーシア：今度は《デスゲイル》を乗せる。……[image: 173]点！

ＧＭ：たった二発で[image: 318]点!?　累積[image: 412]点になりました。ですが、まだまだ。これで一ラウンド目は終了ですね。では、次のラウンドに行きましょう。




●第二ラウンド

▼行動値

　ナーシア　　　　38

　ワニング　　　　36

　カテナ　　　　　16

　クレセント　　　14

　ゼパ　　　　　　10

　アンソン　　　　９
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ＧＭ：それではセットアップです。

ナーシア：《パワースマイト》。続いて《陣形》。

カテナ：さらに、《精せい霊れい王おうの導みちびき》を使おう。

ナーシア：《精霊王の導き》、使います！

ゼパ：これで、ダメージ＋27じゃ。

ＧＭ：属性の指定は何にしますか？

カテナ：（不ふ敵てきな笑いを浮かべている）ふっ！

ＧＭ：ん？（敵データを見て）あっ！

カテナ：（きっぱりと）もちろん、〈風〉。

ゼパ：カテナが笑って言った……〈風〉（笑）。

ＧＭ：うおぉおお、しまったっ!!




　解説しよう。

《精霊王の導き》は、メンバーの攻撃のダメージを増やすとともに、指定した属性の魔法ダメージに変える、強力なギルドスキルである。魔法ダメージは、相手の弱点の属性だった場合、防御が無効となる。

　カテナは、操られたクレセントの属性が〈土〉だったことから、ワニングも同じ属性と読み、その弱点である〈風〉を指定したのである。




ＧＭ：……い、いや、〈地〉属性だったのはクレセントで、ワニングが〈地〉属性とは限かぎらないですよ!?

カテナ：でも、〈風〉！　ナーシア、問題ないな？

ナーシア：もちろん（笑）。

ＧＭ：……はい、分かりました。くそー（笑）。

アンソン：どうやら、ＧＭの想定外だったようだな（笑）。

ＧＭ：《精霊王の導き》を取得することは予想してませんでした。しかも、こうも簡単に属性が読まれるとは……。

カテナ：ふふふふふ。

ＧＭ：よし、気を取り直して行くぞ！　《二回行動》でこちらの攻撃です。さて、どう攻撃するか？　まずはマイナーで《腐食細菌》、メジャーで《ルーツスピア》を使ってナーシアとアンソンに攻撃です。

アンソン：《限界突破》も切れたし、回避はほぼ無理だな。

ＧＭ：（ダイスを振る）達成値は40です。

アンソン：ダイス一個しか振れないから、回避はできないな。

ナーシア：普通に振っておきます。成功はクリティカルのみ。……ダメ。

ゼパ：どちらかを《カバームーブ》した方がいいかのう。

アンソン：いや、耐えきれるかは微び妙みようだ。《カバーリング》しなくていいだろう。《蘇そ生せい》も残ってるしな。

ＧＭ：了りよう解かいです。ダメージロールは……（ダイスを振る）ナーシアに[image: 153]点、種が残っているアンソンに[image: 163]点を与えます。軽減するならどうぞ。

ナーシア：それなら、《プロテクション》いらないかも……。《ナイフパリィ》で24点軽減して、残り９点で立っている。

アンソン：じゃあ、僕は自分にかけるよ……39点軽減だ。[image: 124]点受けて、残りＨＰ26点。

ＧＭ：アンソンについている種はさっきの攻撃で10点追加の効果を発揮して消えました。

アンソン：種、便利だな（笑）。

カテナ：こっちは《ウィークポイント》を使う。対象はアンソンとナーシア。判定成功、これで、このラウンドの間ふたりのダメージに＋13だ。

ゼパ：うーむ、《プロヴォック》しても意味ないしのう。

カテナ：……いや、してもらった方がいい！　アンソンとナーシアを攻撃させるわけにはいかないからな。《蘇生》も呪じゆ符ふもあるし、《イモータルブラッド》もある。こっちに攻撃が来た方がいい。

ゼパ：おお、なら了解じゃ。《プロヴォック》と《レッドラグ》を使用する。フェイトを４点使用。（ダイスを振る）16＋８Ｄ……クリティカルじゃ。

ＧＭ：こちらはクリティカルしません。抵抗できません。

ゼパ：こっちじゃこっちじゃ～！

ＧＭ：うおおおおおお。魔獣化したワニングがゼパを睨みます。

アンソン：次は僕か。《インペレイティブ》から、《シャインストライク》とナーシアに《ヘイスト》＋《フェイタルアーツ》。魔術判定は成功。スキルの効果とダイス目を合わせて、ナーシアの【行動値】に＋55だね。

ナーシア：行動値93になった。

ＧＭ：93!?　もう、意味が分かりません（笑）。

カテナ：これで、《パワースマイト》と《デスゲイル》のダメージが格かく段だんに上がるな。

ＧＭ：これでセットアップは終了ですね。イニシアチブに移うつります。

カテナ：《カリキュレイト》はしない。

ＧＭ：おや、使わないんですか？　では、ワニングは《プロヴォック》により、ゼパのエンゲージに攻撃をしかけます。

カテナ：ここで、自分の分は全力で避ければいい！

ＧＭ：では、命中判定の達成値は39。

カテナ：ミスティックガーブを使う。これで16＋３Ｄ。さらにフェイト５点つぎ込こむ。これで大丈夫なはず！（ダイスを振る）クリティカル、回避成功だ！

ゼパ：わしは回避失敗じゃ。

ＧＭ：ゼパとクレセントに命中。種を使って、ダメージを上昇させますよ。

ゼパ：クレセントを《カバーリング》じゃ！

カテナ：……いや、クレセントは、わたしがかばおう。

ゼパ：いいのか、カテナ？

カテナ：今のゼパでは、《蘇生》を切らないと、二発は耐えられない。それに、《蘇生》を使うと《レイジ》の火力が一気に落ちてしまう。

アンソン：特定のキャラクターだけ効果を受けないとかできないからな。

ゼパ：じゃあ、すまんがカテナに頼むのじゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）ゼパは[image: 150]点、クレセントは[image: 160]点になります。

カテナ：それでＨＰ０だが……わたしは《イモータルブラッド》を使おう。

ゼパ：ワシは《アイアンクラッド》！　22点軽減じゃ。

ＧＭ：ほほう、すると39点以上防がないと倒れますね。

アンソン：ゼパに《プロテクション》だ。フェイトを２点入れよう。……49点防いだ。

ゼパ：おお、それなら残りＨＰ11点で耐えたのじゃ。

ＧＭ：では、カテナが行動済みになったので、次はクレセントの行動です。ちなみに、彼女の種は先ほどの消費でなくなっています。さて、彼女への指し示じはどうしますか？

アンソン：なら、待機してもらえばいいんじゃないかな。

ゼパ：そうじゃのう。

ＧＭ：分かりました。では、彼女は脱だつ出しゆつはしません。その場に残ります。「しっかりしろ、ゼパ。一度は、ヤツの動きを止めて見せるぞ」と声をかけてきます。次はゼパですね。

ゼパ：《ウィップアロー》と《ダブルショット》で攻撃。命中判定が24＋４Ｄじゃな。（ダイスを振る）一発目……ダイス目がすごく低い。達成値32。

ＧＭ：回避は21で失敗。命中しました。

ゼパ：ここで《ブルズアイ》も乗せるぞい。（ダイスを振る）……[image: 124]点ダメージじゃ。

ＧＭ：直ちよく撃げきしました。もう一発どうぞ。

ゼパ：今度は36じゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）これも避けられない！

ゼパ：（ダイスを振る）今度は[image: 112]点じゃ。

ＧＭ：今ので[image: 236]点受けたので、累積ダメージ[image: 648]点！　ゼパもなかなか強い！

ゼパ：ほほっ。

ＧＭ：ここで敵が《生存本能》を使用します。

カテナ：これはクレセントに《インタラプト》で止めてもらう。

ＧＭ：……やはり、これを止めたか。クレセントが《インタラプト》で打ち消すので、追加行動は発生しません。ということで、アンソンの行動になります。

カテナ：アンソン、当てろ！

アンソン：ここはフェイトをつぎ込んで行くかな。マイナーで《ブルヒット》、メジャーで《タイダルウェイブ》。命中判定が17＋４Ｄで、フェイト２点使うよ。（ダイスを振る）思いっきりハンマーを振り回し、達成値は37！

ＧＭ：回避は……はぁっ!?　惜おしい、クリティカルせず。

アンソン：避けたら、あとでちょっとお話ししたいとこだよ（一同笑）。ダメージロールは[image: 139]＋４Ｄ。今回は高いぜ！

ＧＭ：まるで、アンソンとは思えない数すう値ちですね。

アンソン：（ダイスを振る）……お、出目がでかいぞ。[image: 157]点の〈風〉属性ダメージ！

ＧＭ：それでは、ハンマーと共に〈風〉が吹ふき抜ぬけます。全部受けて、累るい計けい[image: 805]点。

カテナ：よし、次で勝負だ。

ＧＭ：では、次は本命のナーシアでございます。

ナーシア：マイナーで《レイジ》、メジャーで《ダーククロス》。命中には《ダンシングヒーロー》と、フェイトも３点入れる。28＋８Ｄで……（ダイスを振る）……51。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避は無理ですね。当たりました。

ナーシア：《デスゲイル》を使用。ダメージは[image: 395]＋14Ｄ。

ＧＭ：えーっ!?（笑）

アンソン：何だそのダメージは!?




　ひゅん――――。

　まるで、一陣の風が駆かけ抜ぬけたかのようであった。

「お、おのれ……!!」

　異い形ぎようとなったワニングが、思わず振ふり返かえる。

　気づけば、ワニングの横よこ腹ばらが深々と斬きり裂さかれていた。
















ナーシア：（ダイスを振る）ダイス目47で、[image: 442]点の〈風〉ダメージ。

ＧＭ：一発目で、これですか!?　ちょっと、待ってください。ダメージの累積が１０００点を超えたので、ここでイベントが発生します。

カテナ：むっ？

ＧＭ：ナーシアがすさまじい一撃を撃うち込こんだので、ここで――。

アンソン：びっくりして爆発しちゃうとか？

ＧＭ：ええ、びっくりして爆発してしまいます。そして周囲に種をばらまきます。

アンソン：げええええっ!?

ゼパ：また種じゃ！

ＧＭ：命中判定は……34ですね。

カテナ：（ダイスを振る）回避は失敗だ。

ゼパ：ワシも無理じゃー。

アンソン：僕もダメ。これ、ナーシアはがんばって避けないとまずいな。

ナーシア：分かった。《ダンシングヒーロー》とフェイト３点消費。……達成値38で回避。

ＧＭ：では、ナーシアは軽く舞まって、飛び散る種を避けました。当たった人は１Ｄを振ってください。クレセントは……また一個。

カテナ：三個ついた。

アンソン：僕も三個。

ゼパ：また多い……、六個じゃ。

一同：ゼパーっ!?（笑）

アンソン：長老はまだ倒れないのか？　ナーシア、二発目を頼む！

ナーシア：二発目。命中に《ダンシングヒーロー》。（ダイスを振る）……達成値は43。

ＧＭ：（ダイスを振る）……はい、回避はダメです。

ナーシア：《デスゲイル》を使用して、ダメージは……[image: 446]点。

ＧＭ：ごっそり抜ぬけてきました。これで全員行動が終了となります。その直後に、ワニングが《生存本能Ⅱ》を使用。未行動状態になります。

アンソン：まだ動くのか!?

ナーシア：《エンカレッジ》で追加行動すれば、先を取れる！《祝福》を使って、アンソンに《エンカレッジ》します。

アンソン：僕ももちろんナーシアに《エンカレッジ》を使用する。

ＧＭ：では、順番に解決しましょう。

ナーシア：アンソン、任せた。《エンカレッジ》！

アンソン：よしきた！　コンボを打ち込む。命中に、フェイト２点入れて（ダイスを振る）達成値は37。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避はできません。

アンソン：（ダイスを振る）おりゃあ、[image: 189]点！

ＧＭ：まだ倒れませんよ。アンソンは種のダメージもお忘れなく。

アンソン：まだ大丈夫。ナーシアに《エンカレッジ》を使用！　あとは頼んだ！

ナーシア：《ダーククロス》。命中判定に《ダンシングヒーロー》とフェイト３点。命中は……クリティカル！

ＧＭ：ここでクリティカル!?　……回避はできません。

ナーシア：クリティカルしたから、シャープダガーと必殺の手て袋ぶくろの効果が発動。さらに《デスゲイル》を乗せて……ダメージ[image: 264]＋16Ｄ。（ダイスを振る）……出目63点。合計[image: 327]点。

ＧＭ：累積２０００点を超えたので、ここで再さい度ど種が飛びます。命中は……43。これは避けるのはつらいでしょう。

カテナ：クリティカルで回避！

ＧＭ：なんと!?

アンソン：こっちは無理。

ゼパ：回避は失敗じゃ。

ナーシア：一いち応おう、《ダンシングヒーロー》して……今回は避けられない。

ＧＭ：では、カテナ以外は１Ｄ振ってください。（ダイスを振る）クレセントは二個です。

ゼパ：三個増えたのじゃ。合計九個。

アンソン：僕は四個増えて、六個になった。

ナーシア：一個ついた。けどかまわず二発目、行きます。

ＧＭ：種の効果で、命中判定のダイスを一個減らします。

ナーシア：それは《ダンシングヒーロー》で相そう殺さい。さらにフェイト３点。７Ｄ振って……クリティカルはしない。達成値は50。

ＧＭ：クリティカルのみ。……回避失敗しました。

ナーシア：ダメージ……[image: 187]点。




　異形の種子を振りまいて、なおも抵てい抗こうするワニング。

　だが、ナーシアの短たん剣けんは鈍にぶることはない。

　一撃、二撃―――。

　斬ざん撃げきは鋭するどさを増まし、大きくワニングを斬り裂いた。




ＧＭ：では、その攻撃で魔獣ワニングは、まるで木が枯れるように、バラバラと崩くずれていきます。

アンソン：か、勝った……。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆解放




　魔獣と化したワニングが断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようと共に倒れる。

　それは、ムーンデールが竜輝石の支し配はいから逃のがれたことも意味していた。




ＧＭ：では、エンディングです。全員登場で、ワニングを倒した直後になります。魔獣ワニングの身体からだが朽くち果はて、土に還かえっていきます。

カテナ：人に戻ったりはしないのだな。

ＧＭ：残念ながら……、彼はもう戻れないところまで、竜輝石の呪のろいに侵おかされてしまっていたのです。

ゼパ：恐ろしいのう……。だが、これでクレセントやムーンデールの村人たちは助かるのじゃな。

ＧＭ：はい。ワニングが倒れて、彼が放っていた竜輝石の力も止まりましたから。気を失っていた村人たちが次し第だいに目を覚ましていきます。

アンソン：リシャール先輩はどうなった？

ＧＭ：残念ながら、アザゼルの呪いがかなり重かったようで、完全回復とはいきません。とりあえず命に関わるほどではないですが、回復するのには時間がかかりそうです。

アンソン：むぅ……。しかたない、幻竜騎士団に命じて、ベルクシーレに帰ってもらうか。

カテナ：リシャールは操られていた間のことは覚えているのかな？

ＧＭ：はっきりした記憶はありません。

アンソン：あとで事じ情じようを説明しないとだなぁ。

ＧＭ：このあとについてですが、竜輝石の支配が解とけたことで、ムーンデールの人々とは再度、交こう渉しようの場を持つことが可能です。彼らは愚おろか者ものではないので、きちんと事情を説明すれば、今回の事じ件けんについては理り解かいを示しめしてくれるでしょう。

ゼパ：村人たちは、呪いの影響とかはないのかのぅ？

ＧＭ：ワニングを倒すと、回復します。多少のダメージや疲労はあるでしょうが、問題はないですね。

アンソン：となると、あとはこの村の今後をどうするか、か。

ＧＭ：問題を整理して解決してきましょうか。まず、この騒ぎをどう王宮に報告しますか？

ゼパ：穏便にすませて欲しいのじゃ……。

ＧＭ：少数とは言え幻竜騎士団が出撃して、戦闘もあり、長老は魔獣化して、死んでしまったわけですが……。

ナーシア：あ、そういえば……。

アンソン：ん？

ナーシア：《偽装情報》って、まだ使ってないですよね？

ゼパ：おおっ、それじゃ！

ＧＭ：《偽装情報》を使うのでしたら、大きな騒ぎにはなりません。事件の目撃者は、幻竜騎士団とムーンデールの人々ですから、口どめは楽そうですね（笑）。

ナーシア：じゃあ《偽装情報》を使います。とっといてよかったね（笑）。

ＧＭ：では、次にムーンデールの独立の件はどうしますか？

アンソン：それ、僕たちが決めちゃっていいの？

ＧＭ：正式な使節団として来ていますので、王宮は基本的にみなさんの言うことを聞きます。ムーンデールの人々は、結論から言うと、どんな決定をされても承諾するしかないんですよ。

カテナ：反乱の決め手である、王威の竜輝石はもうないからな。

ＧＭ：武力だけでは対抗できないですからね。

アンソン：どうしようか？

ナーシア：……私は王威の竜輝石さえ取り返せれば、いい。

ゼパ：できるだけ、彼らの気持ちもくんであげてほしいのじゃ……。

カテナ：長老の死後、誰がムーンデールをまとめて行くことになるんだろう？

ＧＭ：ワニングが死んだあとのムーンデールは、彼の息子であるネオが指導者となります。まだ若いですが、それなりに人望はあるので、やっていけるでしょう。

アンソン：いっそのこと、ネオをここの領りよう主しゆにしてしまうか？　彼は野心もなく、堅けん実じつな性せい格かくのようだし、うまくやってくれそうだ。

カテナ：独立を思いとどまってもらう代わりに、政せい治じは彼らの手に委ねるか。落としどころとしては悪くないかな。

ゼパ：そうできるならいいのう。

ナーシア：いいと思う。

アンソン：というわけで、ＧＭ、それでいい？

ＧＭ：どこの誰とも分からない代官が来て治めるより、土地の人間が領主として直接グラスウェルズ王に仕える方が、ムーンデールの不満はずっと解消されるでしょうね。

アンソン：よし、決定だ。後日、正式に彼を王宮に招まねいて、地方領主を労ねぎらう宴うたげに、ネオも参加してもらおう。それが、新しいムーンデールの第一歩だ。

ゼパ：うむうむ。

ＧＭ：では、ムーンデールの今後について決まったところで、シーンを終了します。







◆Ending 02◆三日月の光の下で




　おぬしを救うために来た―――

　そう言ったゼパの目的は、果たされた。

　沈ちん黙もくするクレセントに、ゼパは微笑ほほえみかける。




ＧＭ：次は、クレセントと会話するシーンです。村人の無事をひととおり確かく認にんしたあと、彼女はゼパのもとへ駆かけ寄よります。

ナーシア：ちょっと距きよ離りを置いて、ふたりのことを見てます（笑）。

アンソン：同じく（笑）。

カテナ：出で歯ば亀かめとは感心しないな……と思いつつ、わたしもふたりと並ならんでゼパを見守っています（一同笑）。

ゼパ：ハッ、みんなの視し線せんが集まっておるのじゃ！

ＧＭ：クレセントはゼパに話はなし掛かけようとしますが、ためらうように言葉を呑のみ込こみます。感かん謝しやと申もうし訳わけなさが入り交じったような、複ふく雑ざつな表情をしていますね。

ゼパ：なら、こちらから話し掛けるとしようかの。これでおぬしの故郷も、平へい穏おんを取とり戻もどすはずじゃ。これから忙いそがしくなるだろうが、悪いようにはならんじゃろう。

ＧＭ：「ゼパ……。わたしは故郷を救おうとして、逆ぎやくに危き険けんに追おい込こんだ。だが、お前が救ってくれた。お前に何て言えばいいのか……」彼女は今にも泣き出しそうです。

ゼパ：おおう、泣かんでくれ。全部、ワシが勝手にやったことじゃよ。おぬしが気にすることは何もないのじゃ。

ＧＭ：「しかし……！」

ゼパ：もし感謝してくれておるなら、笑ってくれ。それが何よりの報ほう酬しゆうじゃ。

ＧＭ：「……分かった」彼女はそう言って微笑みます。その頰ほおを一ひと筋すじの涙なみだが流れますが、それは悲しいものではありません。

ゼパ：うむうむ。おぬしには笑え顔がおの方が似に合あっとるわい。

ＧＭ：そのひと言には、クレセントが赤面します（笑）。「な、何を言っているんだ!?　お、お前は本当に、よく分からないことを言う……！」

アンソン：いい雰ふん囲い気きじゃないか（笑）。

ナーシア：ほら、おじいちゃん。そこで抱だきしめて！

ゼパ：……いや、そういうわけにはいかんのじゃ……。

ナーシア：もう、じれったい！（一同爆笑）

ゼパ：実は、ここでクレセントに言わねばならぬことがあるのじゃ……。

一同：おぉぉぉっ？

ゼパ：クレセント…………おぬしとは……、

ナーシア：うんうん（笑）。

ゼパ：……ここでお別れじゃ。

アンソン：なにっ？

ＧＭ：クレセントはなにも言わず、じっとゼパを見つめますが……。

ゼパ：ワシには使命があるのじゃ。王国騎士としての務めではなく、もっと前の……ワシがずっと昔から持っていた、使命じゃ。

ＧＭ：「お前は記憶を失っていたのだろう？　……思い出したのか？」

ゼパ：うむ、徐々にな。ワシの使命とは、この王国の影に潜む巨大な闇を滅ぼすことじゃ。それについて、おぬしにこれ以上話すことはできん。もう、関わって欲しくないからじゃ。

ＧＭ：「…………」

ナーシア：……でも、ここで別れなくたって……。

ゼパ：ワシは使命を果たすために、死ぬかもしれん。よしんば、生き残ったとしても、その時は記憶の奥に封印した故郷に戻らねばならん。

ナーシア：そうか…………。

ゼパ：ワシの望みは叶ったのじゃ。おぬしはもうここで幸せに暮らしていける。そのためにも、ワシの使命は必ず果たさねばならん。

一同：…………。

ゼパ：心残りはないのじゃ。どうか、笑顔で見送っておくれ。

ＧＭ：クレセントはしばらく無言であなたの顔を見ています。そして、「……分かった。しっかりやれよ、ゼパ」と、いつも任務に出かける前のあなたに声をかけるときと、まったく同じ調子で言います。

ゼパ：それは……ありがたいのじゃ。

ＧＭ：クレセントは、少々こわばっていますが、必死で笑顔を作ります。そして、最後に「ありがとう、ゼパ」と言うと、振り向いてムーンデールの方へ走り去って行きます。

カテナ：本当に、これでいいのか？

ゼパ：言ったじゃろう？　心残りはないのじゃ。




　クレセントの後ろ姿が見えなくなるまで、

　ずっと長い間、ゼパは動かなかった。

　やがて――彼を待つ仲間たちのほうを振り向き、

　いつもと変わらぬ、さわやかな笑顔を見せる。

「さぁ、行くのじゃ―――アザゼルを倒しにのぉ」

　―――空には美しい三日月が輝いていた。







◆Ending 03◆奪だつ還かん




　ムーンデールを取とり巻まく闇やみは払われた。

　しかし、ファントムレイダーズの戦いは終わらない。

　果たすべき目的が、決着をつけるべき敵が、まだ残されている。

　取り戻した竜輝石が、彼らを新たな舞ぶ台たいへと誘いざなう。




ＧＭ：お待たせしました。最後のシーンでは、王威の竜輝石がどうなったかについて、お話ししましょう。

ナーシア：竜輝石を取り戻せたんですよね？

ＧＭ：はい、みなさんの目の前にあります。

カテナ：呪いはどうなった？

ＧＭ：解けてはいません。手にすれば「グラスウェルズに統一帝を～」っていう怨念の声が聞こえてくるようです。

アンソン：危あぶないなぁ。

ＧＭ：ただ、みなさんはもう分かっているので、それに耐えるための判定などは必要ないです。

ナーシア：ロッシュは？　ロッシュはどうなったの？

ＧＭ：では、順番に演出していきます。みなさんが竜輝石を見ていると、だんだん輝かがやきを強め、まぶしいほどの光を放ち始めます。

ゼパ：何が起こるのじゃ？

ＧＭ：竜輝石から放たれるその光の中には、ふたりの人物の姿すがたが映えい像ぞうとして浮うかび上あがってきます。

ナーシア：もしかして、ロッシュと、あと一緒にいたアインって女の子？

ＧＭ：そうです。

ナーシア：「ロッシュ……！」と呼よびかけますよ。

ＧＭ：するとロッシュもみなさんに気づいて、「あなた方は？」と驚きます。

アンソン：お、会話できるのか？

ＧＭ：はい、ロッシュたちもみなさんの姿が見え、声が聞こえるようです。ただ、あくまでも映像で、触ったりすることはできません。まだ解放された、というわけではないようです。

ナーシア：心配しないで。もう大丈夫。あなたは、私が助けるから……。

ＧＭ：「あなたは……ナーシアさん？」戸と惑まどうようにロッシュは尋たずねます。

ナーシア：あっ！　私は……。どうしよう。今は姿が見えてるんですよね。姉だって言うべきか、どうか……。

ＧＭ：すぐに決めなくていいですよ。ゆっくり考えてください。

ナーシア：……はい。

ＧＭ：では、ロッシュの隣となりに立つ少女が一歩前に出て、ゼパに話し掛けます。

ゼパ：ワ、ワシに？

ＧＭ：「ゼパ、ようやく会えたな。お前が来てくれるのを、ずっと待っていた」

アンソン：ゼパ、この女の子のこと知ってるのか？

ゼパ：い、いや、知らない……と思うのじゃが。

カテナ：もしかして、失われた記き憶おくと関係してるんじゃないか。

ゼパ：その可か能のう性せいはあるかもしれんが……。とりあえず、彼女に訊いてみる。……おぬしは何者なのじゃ！

ＧＭ：ゼパが問うと、彼女はこう言います。




「我が名はアイン。

　白はく竜りゆう王おう国こくグラスウェルズを守しゆ護ごせし、〝純じゆん白ぱく竜りゆう〟アインである」




一同：ええぇええぇぇ―――っ!?

カテナ：名前が同じだから関係はあると思っていたが、本人なのか！

ナーシア：でも、〝純白竜〟アインって、〝名も無き古いにしえの神しん殿でん〟っていう場所にいるんじゃなかったの？

ゼパ：アイン本人が登場とは、すごいことになってきたのう。

アンソン：もう呆ぼう然ぜんとするしかないな。……どういうことなんだ、これは？

ＧＭ：ゼパはアインを知っています。少しずつ思い出してきますよ。

カテナ：やっぱり。

ＧＭ：ほら、第三巻の最後（第六話）、アザゼルと始めて会話した時に、「この魔族を倒して！」って声が聞こえたでしょ？

アンソン：あったな、そんなこと。

ＧＭ：あれがアインの声です。

ゼパ：なるほど！

ＧＭ：本当はエリカ（ナーシアの夢に出てくる聖なるヒースの化身）みたいに、じいさんにしようと思ってたんですよ。ところが、小暮さんがその場のノリでかわいい声をあてちゃったじゃないですか？　それでこんな感じに（笑）。

ナーシア：あははは（手を叩いて笑っている）、私のせいなんだ!?

ゼパ：いやいや、小暮さんの「おかげ」なのじゃ。じじいふたりで話をしても絵にならんじゃろう（一同爆笑）。

ＧＭ：それでは、少女アインは、ゆっくりと話し始めます。

一同：…………（ＧＭを見つめる）。

ＧＭ：ですが、詳しい話の内容は次回のセッションで！

一同：おいぃぃぃぃぃぃっ！（笑）

ＧＭ：今日はこれにて終了です!!




　ついに取り戻したグラスウェルズの竜輝石。

　再さい会かいを果たしたナーシアとロッシュ。

　そして、竜輝石に封ふうじられた、〝純白竜〟アインを名乗る少女。

　役者はそろい、物語は終局に向けて転がり始めた。





『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』

第八話「夜明けの月」

―了―






















ＰＲＥＰＬＡＹ






　前回の収しゆう録ろくから、約三週間。

　いよいよ、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』最終話の収しゆう録ろく日びがやってきた。




ＧＭ：みなさん、おはようございます。

一同：おはようございます！

ＧＭ：『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』第九話の収録を始めます。

ナーシア：いよいよ最終話ですね！

アンソン：さて、僕ぼくはどうやって散ろうかな？（一同笑）

ＧＭ：アンソンは死し亡ぼうエンディングにするつもりなんですか!?（笑）

アンソン：いや、つい口が滑すべっただけです（笑）。

ナーシア：（心持ち弾はずんだ声で）「……もうすぐ、アンソンの誕たん生じよう日びね」

アンソン：いきなり死亡フラグ立ててきたっ!?（笑）

カテナ：じゃあ、「アンソンが生きていると世界が滅ほろびる」という予言がくだされる、というのはどうだ？

アンソン：いや、無理やり僕を殺さなくていいから！

ナーシア：だって、きくたけさんだし（笑）。

アンソン：理り屈くつになってねぇえええ！（一同爆ばく笑しよう）

ゼパ：まあ、アンソンはグラスウェルズの王国軍ぐん師し……すなわち要人じゃから、命を狙ねらわれてもおかしくはないじゃろうが。

カテナ：前回のエンディングから推すい測そくするに、そういう話にはならないとは思うが、可か能のう性せいは常つねに０じゃない。

アンソン：いや、ないよ！（笑）

ＧＭ：えー、盛もり上あがっているところすみませんが、そろそろ、ハンドアウトを読み上げようと思います。よろしいですか？（笑）

一同：はーい。




●今回予告とハンドアウト

　白はく竜りゆう王おう国こくグラスウェルズ。

　この国を覆おおう影かげとの戦いに、決着の時が訪おとずれた。




　アザゼルは〝名も無き古いにしえの神しん殿でん〟にいる。

　それを知ったファントムレイダーズは、王おう威いの竜りゆう輝き石せきを手に、その地へと向かう。




　果たしてアザゼルを打うち倒たおし、白竜王国を救うことができるのか。

　今、ファントムレイダーズ最後の戦いが始まる。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』第九話

「ラストミッション」

　……すべては、竜の石の導みちびきの下もとに。




アンソン：（感かん慨がい深ぶかそうに）『アクロス』シリーズに続き、『ブレイク』シリーズも終わりを迎むかえてしまう……。

ＧＭ：はい、お先に失礼します（笑）。

カテナ：『無印』シリーズの方、がんばってください、菊きく池ちさん！

アンソン：くっ、これがシリーズ完結したゆえの余よ裕ゆうというやつか！（笑）

ＧＭ：さて、それではまず、前回のおさらいをしておきましょう。第八話では、グラスウェルズの王威の竜輝石を追って、クレセントの故こ郷きようであるムーンデールという村に行きました。

アンソン：すごい村だったよな。村人全員が戦せん闘とう訓練してて、まるで忍者の里みたいだという（笑）。

ゼパ：クレセントの故郷だけあって、普ふ通つうの村とはひと味違ちがったわい。

カテナ：村ではいろいろとありましたね。竜輝石を盾たてに独どく立りつを求められたり、そこにアザゼルに操あやつられたリシャールがやってきて村を攻撃しようとしたり、竜輝石の力に呑のまれて長老のワニングが怪かい物ぶつになって暴あばれたり。

アンソン：危あやうくまた戦争が起こるところだったよ。

ゼパ：止められてよかったのじゃ。しかし、仕方なかったとはいえ、長老を倒たおしてしまったが、ムーンデールは大だい丈じよう夫ぶかのう。

アンソン：ネオががんばって村をまとめてくれるさ。クレセントもいるしね。

ゼパ：……うむ。クレセントならばきっと大丈夫じゃな。

ＧＭ：ええ。彼かれらなら、うまくやっていくでしょう。

ナーシア：グラスウェルズの王威の竜輝石は取とり戻もどせたんですよね？

ＧＭ：ワニングを倒した際さいに、取り戻すことに成功しています。

アンソン：これ、近いうちにピアニィ女王に渡わたさないとなんだよな。

ナーシア：約束したしね。でも、その前にロッシュの魂たましいを解かい放ほうしないと。

ＧＭ：そうですね。ロッシュの魂はまだ王威の竜輝石に捕とらわれたままですから。

ナーシア：一いち応おう、ロッシュと会話をすることはできるんですよね？

ＧＭ：はい。さらに、彼と同様に、竜輝石の中に捕とらわれているアインという少女とも会話ができます。

ナーシア：ロッシュ……。ごめんね、まだ小さいのに辛つらい目に遭あわせて。

ＧＭ：ですが……ロッシュはもう一三歳さい。きちんと自分の意い志しを持って、動くようになる年とし頃ごろですよ。

ナーシア：そっか……。そうだよね。

アンソン：現げん代だいに直すと、中学生くらいか。男の子というより少年か？

ナーシア：いやーん！　……ロッシュは、男の娘こだったことにしません？（一同笑）

ゼパ：そ、それはどうかと思うのじゃ（笑）。

ＧＭ：本当にそうしますか？

ナーシア：いやいやいや、冗談です。ここは素す直なおにロッシュの成長を喜びます（笑）。

アンソン：しかし、ロッシュも気になるけど、アザゼルの方も気になる。白竜神殿の神官に化けてるんだっけか。

カテナ：神官としてリシャールに接せつ触しよくして、洗せん脳のうしてたりしていたな。

アンソン：リシャール先輩はどうなったの？

ＧＭ：アザゼルの呪いは非常に重いので衰弱しています。意識を解放したあとも、まともな活動はできない状態です。

カテナ：協力してもらうわけにはいかないってことですね（笑）。

アンソン：リシャール先せん輩ぱい……（涙）。許ゆるすまじ、アザゼル！

ゼパ：彼かの女じよとも、いよいよ決着をつけることになるのじゃな。

ＧＭ：そうなりますね。ちなみに今回の話は、ムーンデールで王威の竜輝石を取り返した直後からスタートします。

アンソン：ムーンデールから〝名も無き古の神殿〟までは結けつ構こう遠いのかな？

ＧＭ：それなりに距きよ離りはあります。〝名も無き古の神殿〟はグラスウェルズの中央、ベルクシーレ近くのベルク平原という場所に建っています。

カテナ：ベルクシーレの近くだと、到とう着ちやくまで二～三日ってところか？

ＧＭ：それぐらいですね。徒歩ではなく馬ならば、もっと早く、一日で着きます。この〝名も無き古の神殿〟は〝純じゆん白ぱく竜りゆう〟アインの加か護ごにより、今まで一いつ般ぱん人じんには場所は知られていませんでした。知っているのは王族のみ……だったんですが―――。

カテナ：反はん乱らんの影えい響きようで、場所が公おおやけのものになってしまった。

ＧＭ：はい。なので、今は警けい備び隊たいとして白はく竜りゆう騎き士し団だんが三〇〇人ほど駐ちゆう屯とんしています。

アンソン：たった三〇〇人で大丈夫なのか？

ＧＭ：この神殿は祭さい儀ぎ用の神殿です。クーデターの時はたまたま神官長をはじめ重要人物がいたから問題になりましたが、普段はほとんど人がいません。

ゼパ：厳重に警備する必要はないというわけじゃの。

ＧＭ：おさらいはこのくらいにして、ハンドアウトを配りましょう。




▼ナーシア用ハンドアウト

コネクション：アザゼル　　　関係：仇きゆう敵うてき

　白竜王国に巣くう闇やみ、バルムンクの〝始祖の四人Four Deadly Swords〟のひとりであるアザゼル。

　決して許してはおけぬその巨きよ悪あくは、〝名も無き古の神殿〟にいるという。

　今こそ決着の時である。

　アザゼルを倒し、最愛の弟ロッシュを救うのだ。




▼カテナ用ハンドアウト

コネクション：アザゼル　　　関係：仇敵

　白竜王国に巣くう闇、バルムンクの〝始祖の四人Four Deadly Swords〟のひとりであるアザゼル。

　決して許してはおけぬその巨悪は、〝名も無き古の神殿〟にいるという。

　今こそ決着の時である。

　アザゼルを倒し、バルムンクに正せい義ぎの鉄てつ槌ついを下すのだ。




▼ゼパ用ハンドアウト

コネクション：アザゼル　　　関係：仇敵

　白竜王国に巣くう闇、バルムンクの〝始祖の四人Four Deadly Swords〟のひとりであるアザゼル。

　決して許してはおけぬその巨悪は、〝名も無き古の神殿〟にいるという。

　今こそ決着の時である。

　アザゼルを倒し、〝純白竜〟アインとの約束を果たすのだ。




▼アンソン用ハンドアウト

コネクション：アザゼル　　　関係：仇敵

　白竜王国に巣くう闇、バルムンクの〝始祖の四人Four Deadly Swords〟のひとりであるアザゼル。

　決して許してはおけぬその巨悪は、〝名も無き古の神殿〟にいるという。

　今こそ決着の時である。

　アザゼルを倒し、祖そ国こくグラスウェルズに平和をもたらすのだ。




ＧＭ：というわけで、最後の一文以外は、みなさん同じ内ない容ようとなっております。

アンソン：本当だ。

ナーシア：三巻かんでも〝始祖の四人〟って言っていたけれど、この人たちってどんな存そん在ざいなんですか？

ＧＭ：〝始祖の四人〟はバルムンクを誕たん生じようさせた、四人の魔ま族ぞくのことです。簡かん単たんに言えば、バルムンクのボスだと思っていただければいいです。




　今から七○○年前。アルディオン大陸に魔族が大挙して押おし寄よせる事じ件けんがあった。

　神竜王とかつての人々は力を合わせて、魔族と戦い、痛いたみ分けた。このことは、人々の不安を抑おさえるために、エストネル王エル・ウォーデンの手で隠いん匿とくされたため、表の歴史には記録されていない。




[image: ]




　そして、この戦いを生き残った四人の魔族こそが、〝始祖の四人〟だ。

　彼らは神竜王と人間たちに復ふく讐しゆうするため、自分たちの手足となる組そ織しき―――〝バルムンク〟を作りだし、歴史の陰で陰いん謀ぼうを張はり巡めぐらせてきたのである。




ＧＭ：これで、リプレイに登場する〝始祖の四人〟はふたり目になりますね。

ナーシア：ひとり目は？

アンソン：ひとり目は、〝剣けんの王〟ベリアル。こいつは『アクロス』シリーズの最さい終しゆう巻かんで滅ぼされている。
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カテナ：〝始祖の四人〟のひとりとなると、アザゼルはデータ的にも相当強いはずですよ。

ゼパ：怖こわいのう。




●ＰＣのレベルアップ

ＧＭ：では、みなさん、キャラクターの成長報ほう告こくをお願いします。




▼ナーシア・アガルタ（レベル21）の場合

ナーシア：ナーシア・アガルタです。レベルが21になりました。能のう力りよく値ちは【器用】が１点上がりました。あと、フェイトが一気に２点上がって、19になりました。

ＧＭ：スキルはどうしましたか？

ナーシア：《デスゲイル》が５レベルになって、使用回数が５回になりました。もうひとつは新しん規きで《トップギア》を取得。こちらは、《デスゲイル》の効こう果かに＋10、使用回数＋１回というスキルです。

ＧＭ：《デスゲイル》がより強力になって、最大６回使えるようになったと。

ナーシア：はい。装そう備びの変へん更こうはありません。以上です。




▼カテナ・アウレア（レベル21）の場合

カテナ：カテナ・アウレアです。レベルが21になり、【知力】が１点上がりました。フェイトは２点上がって19になっています。

ＧＭ：はい。

カテナ：スキルは、《アンプリフィケイション》のレベルを上げ、魔ま術じゆつのダメージがさらに上がりました。また、《エルダーマジック》を新規で取得。これで、魔術判はん定ていの達成値ちが＋３されるようになります。

ＧＭ：装備の変更は？

カテナ：ありません。生命の呪じゆ符ふを補ほ充じゆうしたぐらいですね。以上です。




▼ゼパ・フリンジコルト（レベル21）の場合

ゼパ：ゼパ・フリンジコルトなのじゃ。【器用】と【精せい神しん】がそれぞれ１点ずつ上じよう昇しよう。フェイトは２点上がって19になったのじゃ。

ＧＭ：なるほど。スキルは？

ゼパ：《アンチマジック》を新規取得して、《ウィップスラップ》を３レベルに上昇させました。これで【魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよく】とダメージが３点に上昇するぞい。

ＧＭ：ゼパも装備変更はないです？

ゼパ：うむ、ないのう。なので、報告は以上じゃよ。




▼アンソン・マンソン（レベル21）の場合

アンソン：アンソン・マンソンです。能力値は【精神】が１点上がりました。フェイトも１点上昇して、18になりました。

ナーシア：フェイト１点上昇……ふっ（笑）。

アンソン：鼻で笑われた!?（笑）

ＧＭ：アンソンは転てん職しよくが多いので、その分、フェイトに割わり振ふる成長点が少ないんですね。

ゼパ：その分、スキル的に充じゆう実じつしているはずじゃ。

アンソン：今回は、ダメージを上げる《パニッシャー》を２レベルにして、シナリオ中に二回使えるようにしました。それから、《ジャッジアタック》を新規取得。これは、武ぶ器き攻こう撃げきの命中判定の達成値＋３という効果があります。

ＧＭ：コンボのトスが成功するようにするためですか。

アンソン：そう。僕が外して火力が下がるのは避さけたいしね（笑）。

ＧＭ：装備の変更は？

アンソン：ありません。マンソン家の伝家の宝ほう刀とうは、今使っている神しん竜りゆう棍こんで最後のようです。

ＧＭ：なるほど（笑）。

アンソン：17レベルの時に渡された武器が伝家の宝刀・最終版とは、ちょっと寂しい気もするけど（笑）。

ＧＭ：アンソンは先代よりも出世してしまいましたからね。今のアンソンに見合う武器が倉庫にないのは、ある意味自然なことです。

ゼパ：これ以上は、自分自身の手で見つけ出すしかないのじゃな。

アンソン：そう言われると、なんかかっこいいな（笑）。




▼ギルドスキル

ＧＭ：ギルドレベルも上昇していますね。新しいギルドスキルを取得しましょう。




　あれやこれやと相談することしばし……。




カテナ：誰だれかがフェイトを使う時に、他の人のフェイトも使用できる《結束》もいいと思う。

アンソン：『デスマーチ』四巻で大だい活かつ躍やくしたギルドスキルだな（笑）。想像以上に使い勝手が良かった。

ナーシア：それがいいと思う。これで、アンソンの出目の悪さを、みんなでカバーできる。

アンソン：何で僕限げん定ていなんだ！（一同笑）

カテナ：今までの出目を振ふり返かえって考えてみるといいんじゃないか？（笑）

アンソン：むう……否ひ定ていできないのが悲しいなぁ。

ゼパ：じゃあ、《結束》にするのじゃ。

ＧＭ：ふぅむ……《結束》ですか（何か考えている様子）。……分かりました。しかし、結成当初はバラバラだったメンバーの心が、話が進むにつれて打うち解とけていきましたから、ストーリー的にもいい選択かもしれませんね。

アンソン：言われてみれば、そうかもしれない。

ゼパ：ワシらも《結束》できるようになったのじゃ。

ナーシア：なんか、いい話になった（笑）。

ＧＭ：では、持って行くギルドスキルの宣せん言げんをお願いします。

ナーシア：《蘇そ生せい》《陣じん形けい》《祝福》《再さい行こう動どう》《限げん界かい突とつ破ぱ》《ギルドシンボル》《高機動部隊》《精霊王の導き》《結束》で。

アンソン：《高機動部隊》の効果で、行動値が５点上昇されると（メモメモ）。

ＧＭ：《ギルドシンボル》による効果もお忘わすれなく。

ゼパ：ナーシアが登場しているシーンは、ダメージロールに＋２Ｄじゃな。

ＧＭ：では、封ふう印いんスキルの解放したら、プリプレイを終しゆう了りよういたします。





























ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆触ふれあえぬ再さい会かい




　取り戻した、グラスウェルズの王威の竜輝石。

　ナーシアたちが見つめていると、淡あわい光を放ち始めた。

　浮うかび上あがったのは、ロッシュの幻げん影えいだった。




ＧＭ：オープニングフェイズに入ります。シーンプレイヤーはナーシアですが、全員登場となります。

ナーシア：どんなシーンですか？

ＧＭ：前回のエンディングの直後。グラスウェルズの王威の竜輝石に捕とらわれているロッシュと会話をするシーンになります。

ナーシア：分かりました。

ＧＭ：王威の竜輝石が光を放つと、ホログラムのようにロッシュの姿すがたが浮うかび上がります。

ナーシア：ロッシュ！

ＧＭ：「ナーシアさん！　アンソンさんも……。みなさん、どうか僕を助けてください。僕をここから解とき放はなってください！」

ゼパ：そうしたいのは山々じゃが……さて、どうしたものかのう。

アンソン：まずは、竜輝石に捕らわれてしまうまでの話を聞きたい。状じよう況きようが分かれば、打だ開かい策さくが浮かぶかもしれないし。

ＧＭ：では、ロッシュはこう言います。「ブランドル女じよ伯はくに呼よび出だされ、約束の場所へ行ってみたら、この石が置いてあったんです。何かと思って触れた瞬しゆん間かん、意い識しきを失ってしまって……気がついた時には、もう……」

ゼパ：なるほど。竜輝石に捕らわれてしまっていたのじゃな。

ＧＭ：「そうみたいです」

カテナ：今はどんな感じなんだ？

ＧＭ：「赤い空、壊れた建物の跡、不思議な風景が延えん々えんと続くだけです。ここから脱だつ出しゆつできる道を探さがしていたら、偶ぐう然ぜん、自分と同じような境きよう遇ぐうの少女と知り合いまして……ふたりで歩いていたら、みなさんの声がしたんです」

ゼパ：なるほど。それで、ワシらと会話できるようになったというわけじゃな。

ナーシア：……ずっと捕らわれていて、苦しかったりはしない？

ＧＭ：「大丈夫です。お腹なかも空すきませんし、喉のども渇かわきません。ただ、時間の感覚もなくて……どれほど日数が経たっているのかも分かりません」

ナーシア：……そう。

ＧＭ：「どうすれば、僕は元に戻もどれるのでしょう？」

アンソン：こっちが聞きたいわーっ！（笑）

カテナ：アンソン、癇かん癪しやくを起こすな。大人気ない（笑）。

ナーシア：竜輝石を壊こわせば、中から出ることができませんか？

ＧＭ：そもそも、壊せそうにありません。竜輝石がとても硬かたいので、武器でたたき割わろうとしても、武器の方が壊れそうです。

ナーシア：でも、やってみなくちゃ、分からない……。

アンソン：それは、そうかもしれないが。

ナーシア：じゃあ、アンソン、よろしく。

アンソン：これは、マンソン家の伝家の宝刀なんだよ！　武器の方が壊れそうだって言われて、試ためせるかっ！（笑）

ナーシア：じゃあ、ゼパのシックルチェインで。

ゼパ：シックルチェインは替かえが利きかないのじゃー！（笑）

カテナ：『エリンディル東方ガイド』で鎖くさり鎌がま増ふえたよ。

ゼパ：何じゃと!?　壊れた場合、東方の鎖鎌を取とり寄よせていいなら……。

ＧＭ：東方世界から取り寄せるんだと、このシナリオ中には届とどかないですね（笑）。

ゼパ：ガーン!?（笑）

ナーシア：届いたとしても、任にん務むで自じ宅たくを空けてるから……宅たく配はい屋からの不ふ在ざい票が投とう函かんされるだけ……。

アンソン：宅配屋いるんかいっ!?（一同爆笑）

ゼパ：じゃ、じゃあ、やっぱり、シックルチェインを使っては駄目なのじゃ！

ナーシア：ちぇー（笑）。

ＧＭ：えー、話をロッシュに戻します。




「すいません。フィリップ王暗殺未み遂すい事件の時も、助けていただいたのに……」

　ひどく申もうし訳わけなさそうな顔をするロッシュ。

　しかし、ロッシュは巻まき込こまれただけなのだ。

　アザゼルがナーシアを苦しめるために、彼を罠わなにはめたのである。

「……いいの」

　ナーシアはポツリと返事をした。

「いいの。あなたのことは、私が助けるから」

　いつになく真しん剣けんな表ひよう情じようのナーシア。

　ロッシュはじっとナーシアを見つめたあと、ひと言呟つぶやいた。

「……姉さん？」




ナーシア：え……？

ＧＭ：「ナーシアさんは、僕の姉さんなんでしょ？　だから、僕のことを、何度も助けようとしてくれるんだ」

ナーシア：それは……。

ＧＭ：「すっと声が聞こえていたんだよ。僕のこと呼び続けていてくれたでしょう？」

ゼパ：感動の再会なのじゃ。

ナーシア：……。

カテナ：何か言ってあげれば？

ナーシア：……こんな姉で、ごめんなさい（ペコリと頭をさげる）。

アンソン：なんで、あやまるんだよっ!?（一同笑）

ナーシア：……だって……、なにを言ったらいいかわからない……。

ＧＭ：「何を言ってるんだよ！　生きていてくれただけで、十分に嬉うれしいよ。ゴーダ伯は死んだって言ってたけど、僕は姉さんは生きてるに違いないってずっと信じてたんだよ？」

カテナ：ＧＭがいい話にしようとがんばっている（笑）。

アンソン：いい子だなぁ、ロッシュ。

ＧＭ：えっと……ここでロッシュはふと気づいたように言います。「そうだ、ゴーダ伯は？　心配しているかもしれませんし、無事なことをお伝えしたいんですけど」

一同：……（神しん妙みような顔になる）。

ナーシア：ゴーダ伯は……。

アンソン：ロッシュはゴーダ伯の死を知らないんだよ。

カテナ：ずっと閉とじ込こめられていて、知る機会がなかっただろうからな。

ゼパ：これは、重たい空気が流れるところじゃのぅ。

ナーシア：（気を取り直して）……ロッシュ。

ＧＭ：「？」

ナーシア：あなたに話したいこと、いっぱいあるの。

ＧＭ：「僕もだよ！　僕も、いっぱいいっぱい……！」

ナーシア：……そうね、あなたの話、たくさん聞きたい。

ＧＭ：「姉さん！」

ナーシア：この戦いが終わったら、ふたりで暮くらしましょう？　そして、今まで離れていた分を取り戻すの。

ＧＭ：「……うん！　ずっとずっと、一いつ緒しよにいたい！」

ナーシア：ありがとう。これからは……あなたの姉として、生きていいかしら？

ＧＭ：「もちろんだよ！　僕の姉さんは、ナーシアさんだけだ！」

ナーシア：ロッシュ……！

ＧＭ：「竜輝石から解放されたら、僕、がんばって立りつ派ぱな騎き士しになる。そして、姉さんに楽な暮らしをしてもらうんだ！　姉さんは、僕が守るよ」

アンソン：ロッシュ、よく言った！

ナーシア：……ロッシュが解放されたら、アンソンには二度と近づけないから（一同笑）。

アンソン：はっはっは、前に「お兄様」と呼よばれた僕に対する嫉しつ妬とか？　見苦しいぞ、ナーシア。ロッシュ。これからは、僕がハンマーの使い方をしっかり教えてやるからな！

ナーシア：先生になら、私だってなれる。短たん剣けん二刀流の戦い方を教えてあげられる。

アンソン：ロッシュは僕の弟分だ！　ナーシアには譲ゆずらん！（笑）

ナーシア：私の実の弟よ？　アンソンなんかには譲らないわ（笑）。

ナーシア＆アンソン：……（笑え顔がおで睨み合い）。
















カテナ：ほら、ふたりとも、馬ば鹿かなことで言い合いをしない。

ＧＭ：では、しんみりした空気を吹ふき飛とばすように、ナーシアとアンソンが冗談を言い合ったところで、シーンを終了します。







◆Opening 02◆蘇よみがえる記き憶おく




　ロッシュとの会話が終わったあと、竜輝石が映うつし出だしたのは、少女の幻影だった。

　少女は、親しげな微笑ほほえみをゼパに見せた。

「わたしは〝純白竜〟アイン。久ひさしいな、ゼパ」




ＧＭ：次は、先ほどのシーンの続きになります。ロッシュに代わり、前回、〝純白竜〟アインを名乗った少女が前に歩み出ます。

アンソン：〝純白竜〟アインって……我わがグラスウェルズの守しゆ護ご神しん的存在の竜だよね。本当に彼女がそうなの？

ＧＭ：「いかにも。おぬしのいう〝純白竜〟アインと、わたしは同一の存在である」アインはアンソンの疑ぎ問もんに答えると、ゼパの方へと向き直ります。「ゼパ、久しいな。約定を違たがえず、やってきてくれたか」

ゼパ：これは……。ＧＭ、ワシは過か去この記憶を取り戻してもいいのか？

ＧＭ：はい。

ゼパ：「ああ、約束どおりに……」と返事―――って、ワシは何を思い出したんじゃろう？　よく考えてみたら、過去設せつ定ていはＧＭにお任まかせしておったのじゃ！（一同笑）

ＧＭ：ゼパの正体は、セインです。

ゼパ：なんじゃとー!?

アンソン：ゼパがセイン!?




セイン

　はるか過去、エリンディルで神々の戦士として、魔族と戦った英雄たちのことである。初代の統一帝ウルフリックと共にアルディオン大陸に移住して来たのだ。

　エストネル王国の聖堂の館に眠っており、有事の際には目覚めると言われている。




ＧＭ：すべての記憶を取り戻すと、レベルが60とかになるんじゃないですかね？（笑）

ゼパ：なんじゃとー!?　ワシはそんなに強かったのかー！（笑）

ＧＭ：そして、グラスウェルズの守護神である、〝純白竜〟アインとは、昔からの友人でもあります。

アンソン：セインな上、うちの国のお偉えらいさんと友人!?　ゼパって、実はすごい人だったんだ！（笑）

ゼパ：なんじゃとー!?

カテナ：しかし、「どこか謎の都市からやって来た」と自じ己こ紹介していたような……。

ＧＭ：謎の都市とは、エストネル王国の都市のひとつ―――エル・シフ・ノールドで、そこには、聖せい堂どう騎き士し団だんの聖堂があるのです。

アンソン：セインたちが眠ねむっているという、あの聖堂か！

ＧＭ：はい。……そのようなことを、ゼパは大まかに思い出します。

ゼパ：よし、もう驚かんぞ！

ＧＭ：そんなゼパが、記憶を封印し一いつ般ぱんの騎士に身をやつしていたのには理由があります。

カテナ：ほほう。どんな？

ＧＭ：アインの頼たのみを果たすため、アザゼルに見つからぬよう、あえて一般の騎士になっていたのです。

ゼパ：了解なのじゃ。過去をすべて取り戻すと、ＮＰＣリスト行きになってしまいそうじゃからのう。適てき度どに思い出せればそれでいいのじゃ（笑）。

カテナ：しかし、アインまで竜輝石の中に捕らわれているとは、大おお事ごとだぞ。

アンソン：なんで、こんなことになってるんだ？

ＧＭ：では、アインはこのような状況になった理由を説明してくれます。彼女の話はまず、グラスウェルズの歴史を振り返るところからスタートします。

アンソン：ふむ？

ＧＭ：アルディオン大陸は、エリンディル大陸で活かつ躍やくした英えい雄ゆうたちが、神から「休息の地」として与あたえられ、やって来た土地です。

カテナ：邪じや神しんや魔族など、闇やみの勢せい力りよくは排はい除じよされており、穏おだやかな生活が約束されていたはずだったんだよな。

ＧＭ：はい。しかし、人間がアルディオンに渡ってから一〇〇年後……今から七〇〇年ほど前に、邪神たちはアルディオン大陸を発見して侵しん攻こうを開始しました。この勢力で一番強かったのが邪神の御み子こと呼ばれる存在で、バルムンクを作りだした〝始祖の四人〟はその部下にあたります。

カテナ：攻せめ込こんできた魔族と、アルディオン大陸の民たみたちは戦ったんだよな。

ＧＭ：はい。その激はげしい戦争の最後に、神竜王セフィロスはみずからの力を使い、邪神の御子を封印しました。結果として、ふたつの力は相そう殺さいされ、何もなかったことになったんです。

アンソン：ただ、そのまま自分が消えてしまうと人間を守れなくなってしまうから、神竜王セフィロスは、〝純白竜〟アインと〝深しん紅く竜りゆう〟アイン・ソフという分身を地上へ遣つかわしたんだよな。

ＧＭ：アインは現げん在ざいのグラスウェルズに降おり立たち、グラスウェルズはその加護によって発はつ展てんしていくはずだったのですが……。

ナーシア：アザゼルがやって来て、妨ぼう害がいした？

ＧＭ：そうです。グラスウェルズはアインとアザゼルの戦いの地になったわけです。

ナーシア：なるほど。

ＧＭ：アザゼルは、神から賜たまわった王威の竜輝石を利用してやろうと考えました。そして、邪神の御子の力を、王威の竜輝石に呪のろいとして付ふ与よしたのです。

アンソン：そのせいで、王威の竜輝石を手にした王たちが、戦争へと駆かり立たてられていたというわけか。

ＧＭ：そのとおり。これでお分かりいただけるかと思いますが、グラスウェルズの王威の竜輝石は、現在、大変危き険けんな物になっております。

ゼパ：神の力に、邪神の力まで備そなわっていたら……それは危険じゃろうな。

ＧＭ：アザゼルはグラスウェルズ王を操り、呪われた竜輝石をアインの前に持って行かせました。そして最終的に、アインの魂も王威の竜輝石に捕らわれてしまいました。これが、約四〇〇年前の話です。

アンソン：アイン、負けたのか！

ＧＭ：信頼される人物を操り、心の隙を突く。アザゼルのやり方です。

ナーシア：……許せない。

カテナ：それ以い降こう、グラスウェルズにはアインの加護はなくなり、アザゼルの遊び場となってしまったのだな。

ＧＭ：はい。そして、竜輝石の呪いはより強く、グラスウェルズを戦争へと駆り立てるようになっていったわけです。

アンソン：その犠ぎ牲せい者しやが、三巻で戦った三人の王なんだな。

ＧＭ：そうです。不死王ユーグ、賢けん者じや王おうフェルナンド、騎士王エグベルト。いずれも、竜輝石の呪いによって怨おん霊りようと化した者たちです。

ゼパ：あの三人の魂はどうなったんじゃったかの？

ナーシア：ロッシュに助言して、そのまま消えちゃった（笑）。

ＧＭ：呪いからは解放されて消え去りました。もはや竜輝石に捕らわれているのは、アインとロッシュだけのようですね。

カテナ：永えい遠えんに捕らわれ続けるよりは、はるかによいだろうさ。しかし、ロッシュとアインは消滅させるわけにはいかない。助ける方法はないのか？

ゼパ：アインなら知っていたりしないかの？

ＧＭ：では、アインに訊きくと、彼女はこう答えます。「竜輝石にかけられた呪いを解とくことができれば、捕らわれた魂はあるべき場所へと帰る。ロッシュの魂も、この石の中から解放されるであろう」

ゼパ：具体的には、どうしたら呪いを解くことができるのじゃ？

ＧＭ：呪いをかけた当人である、アザゼルを倒せば、解くことができます。

カテナ：分かりやすいな。

アンソン：アザゼルの居い場ば所しよは？

ＧＭ：彼女は答えてくれます。「わたしを封印して以来、奴やつは多くの分身を人間の中に紛まぎれ込こませ、策さく謀ぼうを張り巡らせておった。今、奴の本体は、かつてわたしが座ざしていた神殿……今は〝名も無き古の神殿〟と呼ばれる場所で、神官に扮ふんして身を潜ひそめておる」

ゼパ：クレセントもバルムンクからの命令は、白竜神殿の神官から受けていたと言っておったのじゃ。

カテナ：アインがいなくなったのをいいことに、自分の言葉を、さも竜の言葉であるかのように語ってみせていたわけか。

アンソン：じゃあ、〝名も無き古の神殿〟に行けば、アザゼルに会える？

ＧＭ：会えます。ただし！　アザゼルはとても強いです。そう簡単には倒せません。

ナーシア：どのくらい強いの？

ＧＭ：〝純白竜〟アインと同等ぐらいです。

カテナ：（『アルディオン大陸ガイド』を開いて）アイン、レベル[image: 100]だぞ。

アンソン：ＨＰは？

カテナ：……７０００。

アンソン：僕らじゃ倒せるわけないだろ、ふさげるな！（一同笑）

ＧＭ：なので、アインが提てい案あんをします。「人の力でアザゼルを倒すのは非常に厳しいだろう。だが、条じよう件けんが整えば不ふ可か能のうではない」

ナーシア：その条件というのは？

ＧＭ：「今のグラスウェルズの王威の竜輝石は、神竜と邪神の力が入り交じっているのだが……それは魔族にとっても危険なものなのじゃ」

ナーシア：そうなの？

ＧＭ：その証しよう拠こに、アザゼルは今まで、自分の手で直ちよく接せつ竜輝石を奪うばおうとはしていないんですよ。

ゼパ：……そういえば、クレセントに回かい収しゆうさせたりしておったのぅ。

アンソン：つまり、この竜輝石をアザゼル本人に持たせればいいってこと？

ＧＭ：「もっと単たん純じゆんで構わん。竜輝石をアザゼルにぶつけよ。さすれば、アザゼルにも隙ができる。その時、かつて神竜王が邪神の御子を封ふうじたように、わたしがアザゼルの力を封じて見せよう」具体的には、王威の竜輝石をアザゼルに命中させると、彼女は弱体化します。

ナーシア：それって命中判定が発生する？

ＧＭ：します。

カテナ：弱体化する前に命中させるんだと……難易度が高そうだ。

ナーシア：……命中判定で、《結束》を使えばいい。ただ、それだけ。

アンソン：本当だ！

ＧＭ：そうですね。命中判定をするのはひとりなので、そこで《結束》を使うのは、いい手しゆ段だんだと思います。

カテナ：ギルドスキルの選定が、シナリオと上う手まく嚙かみ合あった（笑）。

ＧＭ：アザゼル弱体化のくわしいレギュレーションについては、実じつ際さいに戦闘を行なう時に説明させてもらいます。

カテナ：了解。

ＧＭ：「アザゼルの力が弱まった隙すきに、奴を倒すことができれば、この王威の竜輝石も呪いから解放される。さすればロッシュの魂も解放されよう」

ナーシア：そんな乱らん暴ぼうなことをして、中にいるロッシュたちは大丈夫なの？

ＧＭ：その行こう為いで魂が傷きずついたり消しよう滅めつしたりすることはありません。

ナーシア：よかった……。

ＧＭ：ただ、ここでアインは少し表情を曇くもらせて言います。「ただし、ひとつだけ、覚かく悟ごしてもらわねばならないことがある」

ゼパ：む？

ＧＭ：「お前たちがアザゼルを倒す時、奴の力を押さえるため、わたしの魂もアザゼルと共にあるだろう。つまり、奴が倒れると同時に、白竜アインも一緒に消えることになる」

ゼパ：なんじゃとー!?

ナーシア：もう、驚かないんじゃなかったっけ？（笑）

ゼパ：いや、しかし……さすがにこれは……。

カテナ：アザゼルを倒せば、アインも消えてしまう、か。

ゼパ：……アインはそれでいいのかのぅ？

ＧＭ：「それこそが、ゼパ、お前とわたしとの約定じゃ」

ゼパ：なんじゃとー!?

ナーシア：ゼパさま、驚きすぎ（笑）。

ＧＭ：「我が身が魔に屈することあれば、たとえこのアインを犠牲にしても魔を滅ぼすと約束したじゃろう」と、アインはゼパを見つめます。

ゼパ：なんと……。

ＧＭ：さらにアインはアンソンたちに視線を移して、「ここでわたしはお前たちに問わねばならぬ、人間よ。魔族の脅きよう威いがなくなる代わりに、神竜王の加護も消える。グラスウェルズは、人だけで治めていかねばならなくなるのだ」

アンソン：……みんなが知ったら、大だい混こん乱らんになるか。

カテナ：王威の竜輝石もなく、純白竜もいなくなったグラスウェルズか……。

ＧＭ：アインが聞きます。「本当に、それでよいのか？」

アンソン：……うーん。

ゼパ：ワシが代わりに答えよう、アインよ。彼らなら大丈夫じゃ、人間は強い。ずっといっしょにグラスウェルズで暮らしてきたワシには分かる。

ＧＭ：「む？」

ゼパ：なぜなら……愛があるからじゃ！

ＧＭ：アインは不思議そうな顔をします。「愛か？」

ゼパ：そうじゃ。ゴーダ伯を守ろうとしたスカー、故郷を守ろうとしたクレセント、ロッシュを守ろうとしたナーシア、アンソンも、カテナも、みんなそうじゃ。愛のために戦っていたのは実はワシではない。みんなそうなのじゃ。

ナーシア：……ゼパ。

ゼパ：グラスウェルズは人の手に任そうではないか、アインよ。きっと、うまくやるじゃろう。

アンソン：（頷うなずいて）大丈夫だ。グラスウェルズは人間の手で再さい興こうしてみせる。

カテナ：アンソンは、王威の竜輝石に頼たよらない、新しい「国のあり方」を模も索さく中だからな。アインが消えても、フィリップ王を奉ほうじて強くやっていくだろう。

ナーシア：……人間は、強い。私たちだけでも、ちゃんとやっていける。

ゼパ：アイン、おぬしは今まで耐たえていてくれた。それは、ひとえにグラスウェルズへの愛がなせた業わざじゃろう。……その愛は、ちゃんと人間たちが継ついでいってくれるのじゃ。

ＧＭ：「そうか……。ならば、お前たちの言葉を信じ、この地は人の手に託たくすとしよう。わたしは残された力で、為なすべきことを為す」

ゼパ：うむ。

ＧＭ：アインが微笑みながら言います。「ゼパよ。よい仲間に巡めぐり合えたようだな」

ゼパ：そうじゃのう。クセ者ばかりじゃが、気のいい連中じゃよ。

ＧＭ：「では、わたしも思い残すことはない。人間たちよ、改めて頼む。アザゼルを倒してくれまいか？」

ナーシア：……やりましょう。

アンソン：決まったな。

ゼパ：腕が鳴るのじゃ。

カテナ：やることを再さい確かく認にんしておこう。〝名も無き古の神殿〟に向かい、アザゼルと戦う。

ナーシア：王威の竜輝石をアザゼルにぶつけて、アインがアザゼルの力を封印してくれている間に、奴を倒す……。

アンソン：そうすれば、竜輝石の呪いは解け、ロッシュも解放されると。

ＧＭ：はい、そういうことです。

アンソン：ところでさ、それって、我われ々われが王威の竜輝石を、アザゼルのところまで運うん搬ぱんするってことだよな？　歴代のグラスウェルズ王や、ムーンデールの長老みたいに、暗い妄もう執しゆうに取とり憑つかれたりはしない？

ＧＭ：みなさんはそのリスクを知っていますので、意志の力ではねのけることができます。長い間ずっと、ってわけでもないので。

アンソン：誰が持って行く？

カテナ：ナーシアだろう、どう考えても。

ＧＭ：油断すると王威の竜輝石は誘惑してきますよ。「我を手に入れし者よ、戦え、勝ち取れ、大陸の覇者となるのだ」という感じで。

ナーシア：王になるぞー！（一同爆笑）

ゼパ：えぇぇぇぇぇ!?（笑）

アンソン：……さぁ、みんなで憑かれたナーシアを倒そうか（笑）。

ＧＭ：……ええっと……。

ナーシア：冗談ですから（笑）。

ＧＭ：そうしていただけると、こちらも大変助かります（笑）。

ナーシア：行きましょう、〝名も無き古の神殿〟へ。

ＧＭ：では、話がまとまったところで、シーンを終了いたします。











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆〝名も無き古いにしえの神しん殿でん〟へ




　馬を駆かった一行は、一日ほどで〝名も無き古の神殿〟へと到とう着ちやくした。

　警けい備びのために駐ちゆう屯とんしていた白はく竜りゆう騎き士し団だんは、

　うやうやしくアンソンたちを迎むかえ入いれる。




ＧＭ：ミドルフェイズに入ります。全員で〝名も無き古の神殿〟へ向かう、でいいですか？

アンソン：うん。というか、他ほかに選せん択たく肢しはない。

ＧＭ：四人だけで急げば、ムーンデールから出発して丸一日かければ到着できます。リシャールの連れてきた軍隊から、馬も借りられるので。

アンソン：リシャール先輩は？

カテナ：まだ回復していないってＧＭが言ってたから、手助けを頼むのは無理だな。

ゼパ：それならば、我われ々われだけで行った方がよさそうじゃ。

アンソン：そうだな。少しでも早く着きたいし。先輩たちはベルクシーレに戻ってもらおう。

ＧＭ：道中は特に何もなく、ベルク平原にある神殿に到着します。神殿の前には、白竜騎士団が駐屯しています。指し揮きをしているのは、リシャールの副官だったエリエです。
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カテナ：あらかじめリシャールに書しよ状じようを認したためておいてもらったことにしよう。そうすれば、スムーズに通してもらえるだろうからな。

ＧＭ：それは可能です。もっとも、アンソンは王国軍ぐん師しですから、エリエに頼たのめば、普ふ通つうに通してくれますよ？（笑）

アンソン：そうだった！　僕ぼく、もう偉えらい人なんだ！（笑）

ナーシア：ぜんぜん威い厳げんはないけどね（一同笑）。

ＧＭ：エリエは敬けい礼れいをして、現げん状じよう報ほう告こくをしてくれます。「お疲れ様です。神官が時々やってくる以外、特に変わりはありません」

アンソン：君たちは、中に入ってないのか？

ＧＭ：兵士は基本的には立ち入ることを許されていません。

アンソン：なるほど。

ＧＭ：なお、『トラベルガイド』には「アインの加か護ごにより人を寄よせ付つけない」と書いてありますが、そんな雰ふん囲い気きは―――感じられません。

アンソン：人を近づけさせないためのまやかしだったということか？

カテナ：アインの加護を失った時に、結界も失われたのだろう。あとはアザゼルが都合のいいようにしてきたんじゃないかな。

ＧＭ：それを確たしかめる術すべはありません。ファントムレイダーズの中で、一番身分の高いアンソンですら、ここへ来たのは初めてです。

カテナ：どんな感じの神殿なんだ？

ＧＭ：平原の真ん中に建っている大きな石造りの建物で、とても古く見えます。

カテナ：この神殿って、儀ぎ式しきの時以外は人がいないんだっけ？

ＧＭ：ええ。常じよう時じ、人が詰つめているという場所ではないです。

カテナ：じゃあ、エリエに、「今、神殿には人がいるのか？」と尋たずねてみよう。

ＧＭ：エリエは「はい。つい先日、神官の方がひとり入っていかれて、まだ出てきておりませんので」と答えます。

ゼパ：そいつがアザゼルなのじゃ。

ナーシア：……行きましょう。

アンソン：よし、エリエに「僕らは神官に挨あい拶さつをしてくる」と言ってから、中に入るぞ！

ＧＭ：分かりました。では、みなさんが神殿に入ったところで、シーンを変えます。







◆Middle 02◆神殿の奥おくで待ち受ける者




　竜の石せき像ぞうが飾かざられた、長い石いし畳だたみの廊ろう下か。

　人の気配はなく、しんと静まりかえっている。

　辺りには、ただ、ナーシアたちの足音が響ひびくだけだ。




ＧＭ：では、神殿の重い扉とびらを押おし開あけ、みなさんは中に入っていきます。石いし造づくりの神殿で、長い石畳の廊下があります。つきあたりには、礼れい拝はい堂どうがあるようです。

アンソン：よし、進むぞ！

ナーシア：白竜神殿っていうくらいなんだから、竜の石像とか飾ってあったりして？（笑）

ＧＭ：よく分かりましたね、そのとおりです。

アンソン：……片かたっ端ぱしから壊こわして回りたいな（笑）。

カテナ：ゴーレムなんじゃないかと、つい疑うたがってしまう（笑）。

ＧＭ：ダンジョンアタックだったら、そういう仕し掛かけが施ほどこされているかもしれませんが、今回はそういう仕掛けはないです（笑）。

アンソン：そうなのか。

ＧＭ：竜りゆう輝き石せきの中から、アインが「この石像は我わが僕しもべたちだ。わたしが力を失った今、もはや動くことはあるまい」と言います。

カテナ：なるほど。神殿を守っていた竜たちのなれの果てか。

アンソン：納なつ得とくしたところで、さくさく進もうか。

ＧＭ：神殿内は静まりかえっていて、聞こえるのは、カツーンカツーンというみなさんの足音だけです。

アンソン：他に人はまったくいないのか？

ＧＭ：いませんね。

ナーシア：でも、内ない乱らんの時には、神官たちがここにいましたよね？

ＧＭ：あれは、たまたま訪おとずれていた神官たちが、足止めを喰らった感じです。

ゼパ：タイミングが悪かったというやつじゃな（笑）。

ＧＭ：石の通路を進み、やがてみなさんは礼拝堂にたどり着きます。

アンソン：礼拝堂の扉を開けよう。ギイィ（ドアを開けた音）。

ＧＭ：中では、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみをした女性の神官が佇たたずんでいます。さて、ここで判はん定ていをしていただきます。使用できる能のう力りよく値ちは【感知】か【精せい神しん】で、目もく標ひよう値ちは20です。

アンソン：この神官、アザゼルだよね。これに成功しないと、神官がアザゼルかどうか分からないってこと？

ＧＭ：はい。前の巻かんで言ったとおりです。

ナーシア：ここは成功しておきたい……。《ダンシングヒーロー》を使っておく。（ダイスを振ふる）20でギリギリ成功。

ゼパ：ワシは23で成功なのじゃ。

アンソン：僕も30で見み破やぶれた。

カテナ：19……残念ながら１足らずで失敗。

ＧＭ：では、ナーシア、ゼパ、アンソンの三人は、礼拝堂にいる女神官から魔ま族ぞくのオーラを感じ取ります。

ナーシア：ようやく見つけた……。

アンソン：姿すがたを変えれば誤ご魔ま化かせると思うなよ、アザゼル！

ＧＭ：すると神官は「よく来たな、ファントムレイダーズ」と、酷こく薄はくな笑えみを浮うかべます。

一同：……。

アンソン：……ギルド名、言われちゃったな（一同笑）。

ナーシア：やり直しを要求する！（笑）　バタン（ドアを閉しめた音らしい）。

ＧＭ：わかりました（笑）。

アンソン：ギィー（再ふたたびドアを開ける）。

ＧＭ：「ここは神聖な領りよう域いき。神官以外立ち入りは許ゆるされておりません。あなた方は、いったい何者ですか？」

ナーシア：私わたしたちは……。

一同：ファントムレイダーズ！

ＧＭ：「ファントムレイダーズ？　街で噂うわさされている泥どろ棒ぼうたちが、何のつもりですか？」

一同：……。

ナーシア：……案外、付き合いがいい（笑）。

カテナ：ここまで付き合ってくれるとは思わなかった（一同爆笑）。

アンソン：いかんいかん。妙みような空気になってきた。（表ひよう情じようを引ひき締しめて）神官のふりをして、とぼけても無む駄だだぞ！

ナーシア：ええ。あなたの正体は分かっている……アザゼル。

ＧＭ：「さすがに、お前たちの目は欺あざむけなかったわね」と言って、神官は姿を変えます。みなさんがよく知っているブランドル女じよ伯はくの顔、ただし背中に翼をつけた魔族の姿ですが。「この顔の方が話しやすかろう？」

カテナ：クーデターの日に、ベルクシーレ城のバルコニーで話したときの姿だな。

アンソン：まさか、白竜神殿に潜もぐり込こんでいるとは、想そう像ぞうもしなかったよ。

ＧＭ：「ふふ。どうだ、アンソン。この国の支し配はい者しやになった気持ちは？」

アンソン：支配者になったつもりはないな。お前とは違ちがうよ、アザゼル。

ＧＭ：「権けん力りよくの甘い水に溺おぼれることはないというのか？」

アンソン：権力を振るっているつもりがないからな。僕はただ、民たみの代表として、為なすべきことを為しているだけだ。

ナーシア：……アンソン、権けん力りよく者しやっぽいこと何もしてない（笑）。

カテナ：仕事はわたしに回してばかりだしな（笑）。

アンソン：そんなことないよ!?　僕だってがんばってるよ!?

ゼパ：アンソンはアンソンなりにがんばっておるのじゃ☆

ＧＭ：事務仕事を他人に回すのは、かえって権力者っぽいじゃないですか（笑）。

アンソン：微び妙みようにフォローになってない（笑）。と、とにかく、アザゼルをビシッと指差して、「これからのグラスウェルズは、人が作り上げていく。お前のような存そん在ざいは、必要ないのだ！」と言うぞ。

ＧＭ：「そちらがいらぬと言っても、私にはまだ必要なのだ。今度は―――お前たちを私の遊び道具にするのだから」

アンソン：それはない。なぜなら、お前はここで滅ほろびるからだ！

ＧＭ：「ふん。滅びるのはグラスウェルズの方だ。見よ！」




　アザゼルが叫さけぶと、礼拝堂の奥にある台だい座ざに光が降ふり注そそいだ。

　そこに座ざしていたのは、グラスウェルズの守しゆ護ご神しん、〝純じゆん白ぱく竜りゆう〟アイン。

　しかし、その瞼まぶたは閉とじられており、身体からだは石と化していた。

「お前たちの信しん奉ぽうするアインは、もうお前たちに加護など与あたえてはくれぬ！」




アンソン：……僕としては、生まれた時にはすでにアインの加護はなくなっていたみたいだから、今さらって感じだなぁ……。

ＧＭ：「この不信心者め！」（一同爆笑）




　魔族に不信心者と言わしめた男、アンソン・マンソン。

　言っておくが、これでもこのグラスウェルズの王国軍師である。




ＧＭ：「まぁいい。どうだ、アインではなく私を崇あがめぬか？　私の加護を受ければ、このグラスウェルズが、大陸の覇は者しやになることも夢ゆめではないぞ」

ゼパ：魔族の加護なんて、ロクなものではないのじゃ！

カテナ：それは、加護ではない。呪のろいというのだ。

アンソン：アザゼルの力を借りたとしても、グラスウェルズ国王が統とう一いつ帝ていになることはないよ（きっぱり）。

ナーシア：……断だん言げんできるの？

アンソン：うん。

ＧＭ：「……何を理由にそのようなことを言う？」アザゼルの顔からは、いつの間にか笑みが抜ぬけ落おちています。

アンソン：簡かん単たんなことだ。お前は、今まで一度たりとも、みずからの策さくを成じよ就うじゆできていない。

カテナ：ふむ……。今までのバルムンクの策さく略りやくが奴やつのものだというならば、確かにそうだな。

ゼパ：うむ、ワシらがすべて止めてきたのじゃ。

ナーシア：つまり、みずからの目的すら叶かなえられないアザゼルの加護なんて、大したものじゃないってことね。

アンソン：そういうこと。

ＧＭ：「何を言い出すかと思えば……。お前たちが止めてきた計画は、私が張はり巡めぐらせてきた策さく謀ぼうの一いつ端たんに過すぎない。すべては私の―――」

アンソン：（遮さえぎるように）ならば、言ってやる。すべてがお前の思いどおりになっているというのならば、どうしてグラスウェルズは、僕たちは！　いまだにお前の思いどおりになっていないんだ！




　アンソンの指し摘てきに、その場にいた全員が息を呑のんだ。




アンソン：お前は回りくどい手が好きだと言い、余よ裕ゆうを演えん出しゆつしているようだが、そんなもの、しょせん見せかけにすぎない。結局、お前は何ひとつ成なし遂とげることなんかできてないんだから！

ＧＭ：……よく気づきましたね。アンソンの言うとおりです。アザゼルは余裕があるような顔をしていますが、実はかなり追おい詰つめられています。

ナーシア：すごーい。まるでアンソンじゃないみたい（笑）。

カテナ：あまりかっこうよくなりすぎると、死し亡ぼうフラグが立ってしまうぞ？

アンソン：たまには素す直なおに褒ほめてよ!?（一同爆ばく笑しよう）

ゼパ：まあまあ（笑）。アンソンも王国軍師になって、一ひと皮かわ剝むけたということじゃろう。さすがじゃ☆

アンソン：じいさん、ありがとう……。

ＧＭ：アザゼルは、次にナーシアへと話し掛けます。「ナーシア、お前がその気になれば、グラスウェルズをくれてやってもいい。メルトランドもやろう。そうすれば、お前の弟であるロッシュは、大陸の覇者になれるぞ？」

ナーシア：それは……ちょっと、良いかも（一同笑）。

アンソン：もしもーし!?　魔族の誘ゆう惑わくに乗る気か？（笑）

ナーシア：……ううん。私は、ロッシュを王にしたいわけじゃない。

アンソン：うんうん（ほっ）。

ナーシア：王には、私がなる！（一同爆笑）

一同：おーいっ！（笑）

ナーシア：……はっ、いけない！　これが、王おう威いの竜輝石の影えい響きようなのね！

アンソン：竜輝石の呪いのせいにするなよ！（笑）

ナーシア：（さらりとスルーして）……王になることが幸せとは限かぎらない。それは、フィリップ陛へい下かを見ればよく分かる。

ＧＭ：「交こう渉しよう決けつ裂れつか……残念ね。わたしはあなたが大好きなのに、ナーシア」

ナーシア：……私は大嫌い。

ＧＭ：「仕方ない、ならば死ぬといい。お前の両親のようにね」

ナーシア：そういえば……私の両親ってアザゼルに殺されたかもしれないんでしたよね？

ＧＭ：アザゼルはそれについては、何も言いません。「お前たちの存在は、もはや看かん過かすることのできないものとなっている。ここで消えてもらうとしよう」

ゼパ：それはこちらの台詞せりふじゃ。おぬしを倒たおし、友たるアインの望み、叶えてやるのじゃ！

ＧＭ：「ふふ、ずいぶんと強気ではないか。人間風ふ情ぜいがこの私を倒すなど……。さては、王威の竜輝石を持ってきたか？」

ナーシア：（視し線せんを逸そらし）な、何のことかしら？

アンソン：ナーシア、声が裏うら返がえっているよ（笑）。

ナーシア：～♪（そっぽを向いて口笛を吹ふく）

アンソン：だから、もうバレてるから！（笑）

ＧＭ：「ナーシアよ、お前が王威の竜輝石を持っているのは分かっている。だが、何な故ぜ、お前はその影響を受けないのだ？」

ナーシア：思いっきり影響受けてますが！（一同爆笑）

アンソン：あれはプレイヤー発言であって、ナーシアの発言じゃないの（笑）。

カテナ：何という言いい訳わけ（笑）。

ＧＭ：まぁ、本気で影響を受けていたわけではない、ということで。

ナーシア：そういうことで（笑）。アザゼルを睨にらみつけて言います。……私はファントムレイダーズのギルドリーダー。そう簡単に、呪いに屈くつしたりしない！

ＧＭ：「ファントムレイダーズなぞ、しょせんは歴史に残らぬ存在。ここで朽くち果はて、闇やみに消えるがいい！」と、アザゼルが叫んだところで、クライマックスに移うつります。











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆アザゼルとの戦い




〝名も無き古の神殿〟にて、

　アザゼルと対たい峙じする、ファントムレイダーズ。

　ついに、決着をつける時が来た。

　四人の目の前で、アザゼルは真の姿をあらわす―――。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズに移うつります！　まずアザゼルは冷笑を浮かべると、ゆっくりと……その身体からだが崩くずれ、膨ふくらみ、みずからの姿を変異させていきます。

アンソン：お……？

ＧＭ：それまで纏まとっていた衣服ははじけ飛び、肌はだの色も変わってその皮ひ膚ふを突つき破やぶるように鱗うろこらしきものに覆おおわれて……。

ゼパ：……これが本来の姿、というわけじゃな。




　ブランドル女じよ伯はくの姿すがたを取っていたアザゼルは、ニヤリと笑うとその姿を変へん異いさせ始める。

　その変へん容ようの様は、直ちよく視しすることすらためらうほどおぞましきもの。

　背せより伸のびるのは六対つい一二枚まいの翼つばさ、うねるように蠢うごめく蛇へびを模もした七つの頭部には、それぞれにふたつの顔が張はり付つき、一様に邪よこしまな冷れい笑しようを浮うかべていた。

　それが、魔ま族ぞくアザゼルとしての、の姿だった。




ＧＭ：変へん態たいし終えた彼かの女じよの……もはや彼女と言っていいかはわかりませんが……は、七つの蛇の頭と一四の顔を持ち、六対一二枚の翼を背せ負おっています。

カテナ：グ、グロいな。

ＧＭ：なお、この異い様ような姿は、オリジナル特とく殊しゆ能のう力りよくとして、データ的に表ひよう現げんされております。

カテナ：げ、芸が細かい（笑）。

ナーシア：七つの頭だから、七回アタックしてきたり……？

アンソン：そ、それは嫌いやだな。

ＧＭ：ちなみに一四ある顔は、全部ブランドル女伯のものなので、この化け物はちゃんと彼女と同一人物だと判はん別べつできますね。

アンソン：かえって気持ち悪いわっ!?（笑）

ＧＭ：「さあ、宴うたげを始めようか？」　そう言いながらアザゼルが手を振ふると、みなさんを取り囲むように、虚こ空くうから六体のレヴェナがその場に召しよう喚かんされます。

ナーシア：レヴェナ？

ＧＭ：男だん性せいを魅み了りようしてその生命力を吸すい取とるという、妖よう艶えんな女じよ性せいの姿をした中位魔族です。アコライトとメイジの能力を併あわせ持もっていますよ。

アンソン：げげ、まためんどいのが。

カテナ：戦せん闘とうの配置は？

ＧＭ：（テーブルの上にコマを並ならべながら）……ＰＣ全員で１エンゲージ。一〇メートルほど距きよ離りを置いて、レヴェナたちが取り囲むようにして立っています。みなさんからアザゼルまでは、二〇メートルです。

アンソン：（配置を見ながら）……囲まれていると、ピンチな気がしてくるな。

ＧＭ：そして、戦闘に入る前に言っておくことがあります。ええと、グラスウェルズの〝王おう威いの竜りゆう輝き石せき〟は……。

ナーシア：はーい、私わたしが持ってます。これをアザゼルに命中させれば……。

ＧＭ：そう、弱体化することができます。ただし、アザゼルに当てるためには、命中判はん定ていが必要ですけどね。

ナーシア：投げるんですよね？　射しや程ていはどのくらいですか？

ＧＭ：竜輝石の射程は五〇メートルです。なお、アザゼルが回かい避ひ判定を行なう直前、フェイトを１点使うごとに、その回避判定の達成値ちをマイナス１できます。これは投げたＰＣ以外も使えます。この効こう果かは累るい積せきするので……。

アンソン：待った。フェイト１点で回避の達成値をマイナス１……？　それだったら最初から命中判定につぎ込こんだ方が効果が高くないです？

ＧＭ：まったくそのとおり、ほとんど意味のない追加オプションとなってしまいました。

アンソン：？

ＧＭ：みなさんがギルドスキル《結束》を取得したため、意味がなくなったんです（笑）。

一同：あ！

ＧＭ：アザゼルは非ひ常じように強い敵てきです。だから、投げる担たん当とうのＰＣ以外の全員が力を合わせられるようにしないといけないだろうと思って、こういう選せん択たく肢しをつけたんですが……。

カテナ：なるほど、本当に《結束》を取得して正せい解かいだったな（笑）。

ゼパ：全員の協力こそが、もっとも大きな力ということじゃな！

ＧＭ：そういうことです。

カテナ：まぁ、一回の判定で使えるフェイトは【幸運】まで、《結束》も各自１点ずつだからな。まったく意味がないわけじゃないか。

ゼパ：ああ、フェイトを命中判定で突つっ込こんだ上に、コストは高いけどさらにもう一回、使用できるってわけじゃな。

ＧＭ：ダイス目がひどく悪かったりしたらですね。

ゼパ：ところでこの戦闘は、レヴェナも全員倒たおさないといけないのかのぅ？

ＧＭ：あ、いや。アザゼルを戦闘不ふ能のうにすると、戦闘は終しゆう了りようになります。

アンソン：よしっ、レヴェナは全力で無む視しだ……っ！（笑）

ナーシア：……狙ねらうは、アザゼルのみ。

ＧＭ：さあ、果たしてそれが正解かどうか（ニヤリ）……では、戦闘に入ります。




●第一ラウンド

▼行動値（開始時）

　アザゼル　　　　　　　　90

　ナーシア　　　　　　　　38

　レヴェナＡ～Ｆ　　　　　21

　カテナ　　　　　　　　　16

　ゼパ　　　　　　　　　　10

　アンソン　　　　　　　　９




[image: ]




一同：アザゼルさん、90っ!?

アンソン：僕ぼくの《ヘイスト》でナーシアをそれ以上に押おし上あげられる、はず……だが……。

ナーシア：何で自信なさそうなの？

アンソン：いえね？　効果を決めるダイスロールで１が出ると、ナーシアの行動値は89までしか上がらないんだ。

ナーシア：駄だ目めじゃん！（笑）

アンソン：大丈夫、そんなことにはならないから！　きっと！（笑）

ナーシア：きっと……（笑）。

ＧＭ：では、第一ラウンドのセットアッププロセスに入ります。まずはアザゼル。《二回行動》を宣せん言げんします。

カテナ：う、ここで先手を取られるとまずいな。

アンソン：《二回行動》を《インタラプト》で打ち消すのはもはや基き本ほん……！

ナーシア：じゃあ、《インタラプ……！

ＧＭ：待った！　残念ながら、アザゼルは《地じ獄ごくの王》という特殊能力を持っているので、《インタラプト》で彼女の使うスキルを失敗にすることはできません。

アンソン：なにぃっ!?　ていうか、なんだその能力！　スキルが打ち消されなくなるパッシヴスキル……？

ＧＭ：それだけじゃないです。具体的には以下のとおり。




《地獄の王》

　このエネミーが使用するスキルをスキルによって失敗させたり、与あたえるＨＰダメージを０に変へん更こうすることはできない。

　また、すべての能力値に＋20、行動値に＋50ダメージロールに＋８Ｄ、ＨＰ＋３５００、防ぼう御ぎよ力りよく＋40、「１シナリオ／シーンにｎ回まで使し用よう可か能のう」などのスキルの使用回数に＋10することができる。




一同：なんだそれはっ!?（笑）

カテナ：打ち消されないだけじゃない！（笑）

ゼパ：これはひどい……（笑）。

ＧＭ：では、《二回行動》が発動します。「くくく、歴史の闇やみの中に消えるがよい」　そう言いつつ、アザゼルはメジャーアクションで《七つの蛇じやと頭う》を使用。蛇のような頭から、魔ま術じゆつビームを発はつ射しやします。

一同：魔術ビームっ!?

アンソン：何だそりゃっ！（笑）

ＧＭ：不思議な色の光による魔法攻撃です。対象はＰＣ全員。なお、判定直前に《誘ゆう惑わくする者》を使用します。




《誘惑する者》

　攻こう撃げきの命中判定の直前に使用。その攻撃で発生したダメージはあらゆるスキル、アイテムの効果で他のキャラクターに移うつし替かえも軽けい減げんもできない。一シーンに二回まで使用可能。




カテナ：つまり、《カバーリング》も《プロテクション》も不ふ可か能のう、と……。

アンソン：ファンブックのドラマＣＤで、ピアニィのかーちゃんがそんな能力を持っていたが……まさか、自分が受けることになろうとは……（一同爆ばく笑しよう）。

ナーシア：つまり、よけるしかないってことね……？

ＧＭ：（ダイスを振る）あ、命中はクリティカルです。

一同：おい―――――――――っ!?

アンソン：い、意地でも避よけるしかない！　（ダイスを振る）出目は10。クリティカルしなかったから回避失敗。うん、無理！（笑）

ゼパ：（ダイスを振る）……失敗なのじゃ。

アンソン：……防ぼう御ぎよの高い僕とゼパは、そうそう致ち命めい傷しようにはなるまい。

ゼパ：ナーシアとカテナさえよけてくれれば……。

アンソン：大丈夫、こういう時の小こ暮ぐれさんは奇き跡せきを起こすはず……。

ナーシア：プレッシャーかけないでよっ！（笑）（少し考えて）……《ダンシングヒーロー》を使用。４Ｄで回避します。４Ｄでもクリティカルする時はする！（と、ダイスを握にぎる）

アンソン：……奇跡奇跡。わくわく。

ナーシア：大だい丈じよう夫ぶだよっ！（ダイスを振る）……ってぇ!?

一同：おぅわっ!?




　四つのダイスは、すべて１を上に向けてそこに鎮ちん座ざしていた。




ナーシア：４Ｄ振ってファンブル――――――っ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ゼパ：なんということじゃっ！（笑）

ナーシア：ほ、ほら見て、ぜんぶ１ぃ―――っ!!（←なぜか拍はく手しゆしながら大爆笑）

アンソン：なぜ、喜ぶんだ!?（笑）

ナーシア：だって、ほらっ、奇跡奇跡っ!!

アンソン：そんな逆ぎやく奇き跡せきいらね――――――っ!?（大爆笑）

カテナ：（←爆笑して突つっ伏ぷしている）

ナーシア：し、写真撮とろう写真っ!?（と、携けい帯たいを取り出す）

アンソン：確かく率りつ、１／１２９６だもんな……（笑）。

ゼパ：ま、まずいのじゃ。せめてカテナは回避してくれんと……（笑）。

カテナ：きっと私のＨＰじゃ耐たえられないな。……ミスティックガーブの能力を使用、フェイトを３点使って……。

ナーシア：せっかくだから、《結束》でカテナを支し援えんします。

ＧＭ：いくらアザゼルも、それは妨ぼう害がいできませんな（笑）。

アンソン：じゃあ、僕も《結束》でカテナを支援。

ゼパ：ワシもカテナへ《結束》で支援するのじゃ。

カテナ：みんなからの支援も含ふくめると、振るダイスは９Ｄ！　（ダイスを振る）……お、クリティカルで回避成功！　みんなありがとう！

アンソン：ふふふ、これが《結束》の力だ！

ＧＭ：ダメージを出します。（ダイスを振る）……[image: 161]点の〈光〉属ぞく性せいの魔ま法ほうダメージです。

ゼパ：40点ダメージを減へらして、ダメージは[image: 121]点受けたのじゃ。

ナーシア：【魔法防御力】は４点しかないから、[image: 157]点ダメージを受けました。い、生きてはいるけど……もう《レイジ》の使い時になっちゃった（笑）。

アンソン：こっちは残りＨＰが50点……。

ＧＭ：「おやおや、まだ生きている。すばらしいわね？　さすがは、ファントムレイダーズ」眼がん前ぜんでよろけるあなたたちを見下ろしながら、アザゼルはあざけるように言います。

アンソン：くそ、この余裕……（笑）。

カテナ：まだぜんぜん本気じゃないってことだな。

ＧＭ：次は、ナーシアのセットアッププロセスです。

ナーシア：まず、ギルドスキルの《限げん界かい突とつ破ぱ》を使用！　それと……。

カテナ：《陣じん形けい》も使用だな。ここで《陣形》を使っておかないと、アンソンがアザゼルにエンゲージするのに時間がかかる。

ナーシア：仕方ないなあ（笑）。アンソンのために《陣形》も使ってあげる♪

アンソン：こらっ、僕が敵にエンゲージするのはナーシアにコンボのトスを上げるためなんだぞ!?　そもそも４Ｄでファンブルのくせに仕方ないとか言うなっ!!（笑）

ナーシア：がんばってアンソンっ！　誰だれにでも失敗はある……！（一同爆笑）

アンソン：殺す。いつか殺す……（笑）。

カテナ：では、全員でアザゼルとの距離を一四メートル縮ちぢめます。

ゼパ：アンソンの移い動どうできる距離に合わせて、みんなで移動するのじゃ！（笑）

ＧＭ：では、レヴェナたちのセットアッププロセス。全員、自分に《ヘイスト》を使います。

アンソン：《ヘイスト》か、渋しぶい。

ＧＭ：ただしレヴェナの行動値が全員バラバラだと、あまりに管理が大変ですから全員同じとします。（ダイスを振る）……発動は成功。行動値が18点上じよう昇しようして、39になりました。この状じよう態たいだと、ナーシアより早く行動できる！

カテナ：わたしの番だな。《ウィークポイント》とエネミー識しき別べつ、どっちがいい？

アンソン：ここはエネミー識別、かな。

カテナ：じゃあ、《エンサイクロペディア》でアザゼルをエネミー識別する。

ＧＭ：目もく標ひよう値ちは56になります。

カテナ：高っ！（少し考えて）フェイトを２点使用して……。

ナーシア：あ、《結束》で支援しましょ。ここはファントムレイダーズの結束力を見せつけるところ……！

ゼパ：了りよう解かいなのじゃー♪

アンソン：了解だが、どんどんフェイトが減っていく！（笑）

カテナ：（ダイスを振る）……よしっ、達成値は61。識別成功！

ＧＭ：では、アザゼルは次の能力を持っていることが判はん明めいします（と、データを公開する）。
















アンソン：（公開されたデータを見て）……なんだこれ。「俺おれ、最強」って書いてある。

ゼパ：……フェイトまで持っておる。

カテナ：これ、最初に我われ々われが一いつ斉せいに技わざを放つけど、よけられて、はじかれて……。

アンソン：「なにいっ、傷きずひとつ、つかないだと……!?」と、焦あせるところだ。

ゼパ：それじゃ、ただのザコ悪役なのじゃ（笑）。

ナーシア：つ、強い……と焦っておきます（笑）。でも、私たちには……。

ＧＭ：そう、竜輝石があります。なお、〝王威の竜輝石〟をアザゼルに命中させると、《地獄の王》を無む効こう化かできます。

アンソン：なるほど。今の状態だと絶ぜつ望ぼう的てきな力の差を感じるが、〝王威の竜輝石〟を当ててしまえばそうでもなくなるってわけだな。

ＧＭ：では、次はゼパのセットアッププロセスにいきましょう。

ゼパ：今のアザゼルには《プロヴォック》をしても通じそうにないので、何もしないのじゃ。

ＧＭ：では、最後はアンソン。

アンソン：《インペレイティブ》で《コーデックス》と《ヘイスト》を使用。《コーデックス》はアコライトを指定。《コーデックス》と同時に《メンターアーツ》も使う。これで《フェイタルアーツ》付きで《ヘイスト》をかけると、50＋１Ｄ点、行動値が増ふえる！

ナーシア：……出目が１でなければ、私がアザゼルの行動値を抜ぬける。

アンソン：そういうこと！　では、ナーシアへ……《ヘイスト》！（ダイスを振る）発動成功、出目は……よしっ、５だ！　ナーシアの行動値が55点上昇！

ナーシア：お！　行動値が93になりました。これで、このラウンドは《デスゲイル》で上昇するダメージが[image: 103]点！

アンソン：んじゃ、いっちょぶちかましてもらうか！




▼行動値（セットアップ終了時）

　ナーシア　　　　　　　　93

　アザゼル　　　　　　　　90

　レヴェナＡ～Ｆ　　　　　39

　カテナ　　　　　　　　　16

　ゼパ　　　　　　　　　　10

　アンソン　　　　　　　　９




ＧＭ：では、イニシアチブプロセスへ入ります。まずは、ナーシアのメインプロセスから！

ナーシア：じゃあ、アザゼルに〝王威の竜輝石〟を投げます。《ダンシングヒーロー》を使用。フェイトは……何点使えばいいんだろ。

アンソン：とりあえず、１点使っておけばいいんじゃないかね。僕らも《結束》でサポートする。で、いいな？

カテナ：もちろん。これを当てないとなにも始まらん。

アンソン：むしろ終わる。

ナーシア：了解。では、三人の《結束》の分も足すと、命中判定は34＋９Ｄ。（ダイスを振る）……で、出目が悪い!?　ダイスの半分が１だよっ!?

一同：おい――――――っ!?

ナーシア：（ダイスを数えて）……命中は55です。

アンソン：ナーシアにしては出目が悪い……（笑）。

ナーシア：ほ、ほら、〝王威の竜輝石〟を持ってるから、きっと呪のろいの影えい響きようが……!?（笑）

カテナ：きっと〝王威の竜輝石〟を渡わたしたくないという気持ちに駆かられているのだな。

ナーシア：そ、そんなことはない……と思う（笑）。

ＧＭ：では……えー、ナーシアの手より竜輝石が放たれようとした、その時―――。




　王威の竜輝石より黒い瘴しよう気きのようなものが噴ふき上あがり、周囲の空間を浸しん食しよくするかのように覆おおい隠かくす。




一同：!?

ナーシア：竜輝石の呪い……？

ＧＭ：「ふふ、ナーシア。お前も王たちの妄もう執しゆうに搦からめとられるがいい。連れん綿めんと続く呪いの連れん鎖さ、過か去こを覗のぞき見みて知れ！　この王国がたどってきた道を、悲ひ劇げきを、嘆なげきを！」

ナーシア：……嘆き？

ＧＭ：「そうよ。なぜ、グラスウェルズだけが統とう一いつ帝ていの座ざを得られぬ？　そんな理り不ふ尽じんなことがあるか……？　ふふ、しかしナーシア、お前ならきっと王たちの悲願を達せられよう」

ナーシア：わ、私なら……ふらふら。

アンソン：ふらふらじゃなくて!!（笑）ナーシア！　おい、ナーシアどうした！（笑）

ＧＭ：アザゼルの言葉は、なぜかナーシアの耳に心ここ地ちよく響ひびきますね。

ナーシア：は！（笑）（←意い識しきが現げん実じつに戻もどったらしい）

ゼパ：誘惑に負けちゃいかんのじゃ、ナーシア！

ナーシア：えぇっと（少し考えて）、ここで両親のことを思い出して、正気を取とり戻もどす演えん出しゆつとかどうでしょうね？

ＧＭ：なるほど、それはいいですね。じゃ、ナーシアの目にいつともしれぬ映えい像ぞうが浮かびます。




　燃もえさかる炎ほのおの中、ふたりはすでに傷つき血まみれだった。

　ナーシアの幼おさない記き憶おくにうっすらと残る、父マクリルと母リアノンである。

　今にも力ちから尽つきようとするふたりに、圧あつ倒とう的てきな負のオーラをまとう〝報復者フラガラツハ〟アザゼルが迫せまる。口元には残ざん忍にんな笑えみを浮かべて……。

　だが、その時、リアノンのりんとした声が放たれる。

「魔族よ、必ずお前の野望はついえる。わたしたちの愛する娘むすめ――ナーシアが、いつの日かあなたを滅ほろぼすでしょう」




ナーシア：……やっぱり、両親はアザゼルに殺されたんですね？

ＧＭ：はい。

ナーシア：じゃあアザゼルの方を向いて「……父さんと母さんを殺したのは、やっぱりお前ね？」と睨みつけます。

ＧＭ：アザゼルは憤ふん怒ぬの表ひよう情じようで睨み返しますよ。「その目だっ、忌いま々いましい！　あの女と同じ、その紫むらさきの瞳ひとみ……。なぜ許ゆるしを請こわぬ？　勝てるはずもないのにっ!!」

ナーシア：人がみんな思いどおりになると思ったら、大おお間ま違ちがいよ。

ＧＭ：「戯れ言を！ もうよい、お前はここで死ね!!」

ナーシア：……アザゼル、お前だけは絶ぜつ対たいに倒す！

ＧＭ：と、これはナーシアが竜輝石を投げ放ち、それが手から離はなれるまでの刹せつ那なに起こったやり取りです。

カテナ：それはかっこいい。

アンソン：かっこいいけど……けどっ！（笑）

ナーシア：そうそうっ、命中判定はどうなったんですか!!（笑）

ＧＭ：命中は……55か。んー……。

アンソン：おい、なんかＧＭが悲ひ愴そうな表情をしているぞ。

カテナ：これは、さらにフェイトを使わなくても当たりそうな雰ふん囲い気きだな……。

ＧＭ：さあ、どうでしょう？　で、フェイトを使う？　回避の達成値を引き下げる？　ん？

アンソン：（じー、とＧＭの顔を見る）

ＧＭ：…………。

アンソン：うん、大丈夫だみんな。この顔は、「クリティカルでもしないとよけられない」って顔だ。

ＧＭ：どんな顔だあっ!?（一同大爆笑）

ナーシア：ほんとかな……（笑）。

カテナ：ま、まあ、フェイトは使わない方向で。

ＧＭ：（無言でダイスを振る）……49。は、回避失敗です。

一同：よしっ！

ＧＭ：ナーシアの手より、竜輝石が放たれると同時に……瘴気を噴き出だしていたそれより、今度は白い光が放たれて周囲の闇を吹ふき払はらっていきます。

一同：おお？

ＧＭ：光はやがて少女のような姿をかたどって、アザゼルの身を封ふうじるかのようにゆっくりと抱だきしめ……。

カテナ：少女？

ナーシア：……ああ、アイン!?
















ＧＭ：そのとおりです。彼女はその声に振ふり向むき、優やさしく微笑ほほえみながら頷うなずきます。「よくやったな、ナーシア。あの邪じや悪あくは、わたしが抑おさえよう」

ナーシア：はい……！

ＧＭ：一方、アザゼルもその光の正体に気づき、ここで初めて焦りと怯おびえが入り交じった複ふく雑ざつな表情を見せますね。「純じゆん白ぱく竜りゆう……アインっ!?」そう叫さけび、まとわりつく少女の像ぞうを払はらいのけようとしますが……。

カテナ：アインはそんなもの、意にも介かいさず……。

ＧＭ：そうです。彼女はアザゼルの身体からだに吸きゆう収しゆうされるように溶とけ込こみながら、あなたたちに向かって、声を上げます。「人間たちよ、今だ。アザゼルを……倒すのだ」

一同：おお！

アンソン：神にお願いされてしまった！

カテナ：お願いというか、命令というか。

ゼパ：ほっほっほ、心地よいお言葉じゃ。まさに神の愛に満ちておる。

ナーシア：で、アザゼルは？

ＧＭ：しばらくの間はのたうって……見れば、アザゼルの背から広がっていた一二枚の翼は、二枚を残してはじけ飛び、先ほどまで発していた威い圧あつ感かんもだいぶ弱まっています。これで、《地獄の王》の効果が消えました。

アンソン：（公開されたアザゼルのデータを見ながら）よし、これなら、なんとか戦えそうだ……！（笑）

ＧＭ：アザゼルの行動値は40まで下がります。

ナーシア：じゃあ、私の行動は終了です。

ＧＭ：次の行動は、改めてアザ……。

カテナ：待った。このイニシアチブプロセスで、わたしは《カリキュレイト》を使って、割わり込こむ。雑ざ魚こを一いつ掃そうしておこう。放置しておくつもりだったが、思ったより厄介そうだ。

ＧＭ：分かりました、では行動をどうぞ。

カテナ：マイナーアクションは《ランニングセット》で、《アニマルパクト》と《リミットブレイク》を使用。メジャーアクションは、《ダブルキャスト》で、《サモン・リヴァイアサン》を二発……力を高めたリヴァイアサンを二度召喚して攻撃する。

アンソン：相変わらず、スキルの宣言が長いなカテナ。

カテナ：うるさい（笑）。対象はシーンにいる敵全員。（ダイスを振る）……命中は41！

ＧＭ：む。猛たけり狂くるった二匹ひきの海かい竜りゆうがカテナの背はい後ごからほとばしるように立ち上がり、次の瞬しゆん間かんには最初の一匹ぴきが敵を薙ないでいきます。（ダイスを振る）……アザゼルは28で回避失敗。レヴェナたちも―――回避失敗です。

カテナ：よし、《マジックフォージ》を使ってダメージを上げる！（ダイスを振る）……[image: 140]点、属性のない魔法ダメージ！

ＧＭ：う、ダメージがでかい！（計算して）えー……レ、レヴェナは全員戦闘不能になりました（一同爆笑）。くそ、《リゼントメント》持っているから、大ダメージを与えられると思ったのにっ！（笑）

アンソン：そんなの喰らったら、こっちが死んでしまうわっ!?（笑）

ＧＭ：アザゼルのダメージは、[image: 115]点ですな。

カテナ：では、二発目。（ダイスを振る）命中は42。

ＧＭ：（ダイスを振る）……アザゼルは38で回避失敗です。

カテナ：（ダイスを振る）よし、今度は86点ダメージ！

ＧＭ：（ダメージをメモって）……ですが、その程てい度どのダメージではアザゼルはまだまだ元気ですよ？　《バッドステータス無効》を持っているので、転てん倒とうもしません。「なるほど、人間にしては強い力を持っている。だが、アインの封じを受けたとはいえ、私が焦るほどのものでもないわ？」

カテナ：まあ、この程度で倒せるとは思っていないさ、と。ここでわたしのメインプロセスは終了。アザゼルの番だな。

ＧＭ：あ、アザゼルはこの行動では、あなたたちには攻撃を仕し掛かけません。現げん在ざい、心の内側に侵しん入にゆうしたアインと精神世界で戦闘をしています。

カテナ：メインプロセスはアインとの戦闘で消費？

ＧＭ：そんな感じ。ただ、ここでアザゼルは少しだけ力を取り戻しているように見えます。おそらく、精神世界内の戦闘はアザゼルが優ゆう勢せいなのでしょう。「ふん、神竜とはいえ、永ながきに亘って封じられていたアインごとき、なんということもない」

ゼパ：げ。

アンソン：もしかして、アインがやっつけられたら力を取り戻す……？

ＧＭ：「……ふふ、もう少しだけ待っているがいい。すぐにお前たちの相手もしてやる」

アンソン：その少しの間に倒されてほしいものだが、そうはいか……。

ＧＭ：ではここでアザゼルが《十二の翼》を使用、イニシアチブプロセスでもう一度メインプロセスを行ないます。

一同：おいっ!?（笑）

アンソン：少しだけ待ってろって……少しすぎるだろうっ!?（大爆笑）

ＧＭ：いやいや、精神世界の中では神竜と魔族による、無限とも言える戦いの応おう酬しゆうがなされているのですよ、ええ。そう、人間には一いつ瞬しゆんに思えても……。

アンソン：いいから、はよいこいっ！（笑）

ＧＭ：はいはい（笑）。メジャーアクションで《七つの蛇頭》、判定直前に《誘惑する者》を使用。対象は四人全員！（ダイスを振る）……あ、命中はクリティカル！

一同：えぇえええ―――っ!?

ナーシア：またあっ!?

カテナ：（ダイスを振る）……出目は９。クリティカルしなかったから、回避失敗。

アンソン：（ダイスを振る）出目、９。やはり回避失敗。

ゼパ：（ダイスを振る）出目は６で、回避失敗なのじゃ。

ナーシア：《ダンシングヒーロー》を使っておきます……けど……（ダイスを振る）だめ、回避失敗！

ゼパ：《誘惑する者》のせいで、《カバーリング》もできないのじゃ。

アンソン：各自、何とか耐えるしかあるまい……っ。

ＧＭ：（ダイスを振る）……ダメージは[image: 124]点、〈光〉属性の魔法ダメージです。

ナーシア：うわ、これは耐えられない！　生命の呪じゆ符ふを飛ばすしか……。

アンソン：しかし、それじゃ行動済ずみになる。《限界突破》中だから、行動済みにはなりたくないところだな……。

カテナ：《蘇そ生せい》を使えば耐えられるんじゃないか？

ナーシア：それだ。では、《蘇生》を使います！　[image: 120]点ダメージを受けましたが、立ってます！

アンソン：80点ダメージを受けた。思ったよりダメージが来たぞ。

ゼパ：84点ダメージを受けたのじゃ。ワシはまだ耐えられるのじゃ。

カテナ：わたしはＨＰ自体が少ないから《蘇生》を使ってもダメ（笑）。《イモータルブラッド》を使って、ＨＰ１点の状態で踏ふみとどまる。

ＧＭ：「ほう、なかなかにしぶといな？」アザゼルは愉ゆ快かいそうに笑い……では、次はゼパのメインプロセスです。

ゼパ：《ダブルショット》でアザゼルを攻撃するのじゃ。（ダイスを振る）一発目の命中は44……！

ＧＭ：あ、ゼパは《スネイクビート》があるので、こちらはダイスペナルティが一個ですね。（ダイスを振る）回避失敗です。

ゼパ：《ブルズアイ》の封ふう印いんを解かい放ほうして、使用！（ダイスを振る）99点の物理ダメージなのじゃ。

ＧＭ：69点ダメージを受けました。

アンソン：69……？　防御力が30……？

ＧＭ：はい。

アンソン：……。

ナーシア：どうしたの？

アンソン：いや、思ったよりこっちの攻撃が効きいている気がする。なんか、あやしい。

ＧＭ：何がですか？

アンソン：キャンペーンクライマックスのボスだってのに、想そう像ぞうよりもアザゼルが弱い。何か裏うらがある気がする……（笑）。

ナーシア：いやいや、さっき死にかけたよ！　気のせいじゃない……？

ＧＭ：さて、どうでしょう？　では、ゼパの二発目をどうぞ。

ゼパ：では、二発目。（ダイスを振る）命中は55なのじゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗です。

ゼパ：今度は77点ダメージなのじゃ。

ＧＭ：現在、累るい計けいで[image: 292]点のダメージを受けています。

アンソン：僕の番だな。マイナーアクションで移動して、アザゼルとエンゲージ。メジャーアクションは《タイダルウェイブ》。（ダイスを振る）命中は45。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗です。ダメージをください。

アンソン：《パニッシャー》でダメージを上げる。（ダイスを振る）……あれ？

ナーシア：出目、悪っ！　半分くらい１なんじゃない？（笑）

アンソン：４Ｄファンブルのナーシアに言われたくないっ！（笑）ダメージは98点。とにかくこれでもコンボが発生したぞ。

ＧＭ：んー……68点ダメージを受けました。累計ダメージは[image: 350]点くらいです。

アンソン：ボスキャラなら、ＨＰは２０００点くらいあるはず。まだまだ先は長いな……。

ＧＭ：さて、どうでしょうね？（笑）このままですと、クリンナッププロセスに移ることになりますが……。

アンソン：せっかくコンボが発生したんだから、決めないともったいない。

ナーシア：じゃあ、《再さい行こう動どう》しましょう。

ＧＭ：分かりました。では、ナーシアからメインプロセスをどうぞ。

ナーシア：マイナーアクションは《ダッシュアタック》で、《レイジ》を使いつつ、アザゼルにエンゲージ。メジャーアクションは《ダーククロス》で攻撃。《ダンシングヒーロー》を使って……（ダイスを振る）命中は54。

ＧＭ：クリティカル以外回避できません。（ダイスを振る）……片かた方ほうは６だけど、クリティカルはせず。回避失敗なので、ダメージをください。

ナーシア：《デスゲイル》を使ってダメージを上昇させます。えっと……これでダメージが[image: 103]点上昇？　え？　合ってる？

アンソン：（げらげら笑いながら）何というダメージ……！《デスゲイル》分だけで、僕の出したダメージを上回るじゃないか（笑）。

カテナ：アンソン、わざわざアコライトに戻って《ヘイスト》を取った意味あったな（笑）。

ナーシア：ともかくダメージいきます！（ダイスを振る）……[image: 317]点っ！

ＧＭ：ほうほう……（計算して）累計ダメージは[image: 647]点。

ナーシア：では、二発目いきます。……アザゼルが何か企たくらんでそうだから、フェイトは使わない（笑）。《ダンシングヒーロー》だけ使って、（ダイスを振る）命中は、37。

ＧＭ：（ダイスを振る）５ゾロで回避失敗です。

ナーシア：一瞬ヒヤリとしちゃった。もう一回、《デスゲイル》を使います。（ダイスを振る）１点上がって、ダメージは[image: 318]点でした（笑）。

ＧＭ：累計ダメージが[image: 930]点くらいになりましたが、まだアザゼルは平然としてます。

カテナ：わたしの番だな。支援した方がいいか？

アンソン：カテナから支援をもらってからもう一度、僕とナーシアでコンボを決めた方が、ダメージは安定していると思う。頼たのむ！

カテナ：了解。マイナーアクションは《ランニングセット》で《リミットブレイク》と《ファストドロウ》。メジャーアクションは《ダブルキャスト》で《エンチャントウェポン：火》と《ホーリーウェポン》。

アンソン：……ほんと何度聞いても、魔法の呪じゆ文もんのようなスキル宣言だ……（笑）。

ＧＭ：まぁ、ほんとに魔法の呪文ですからねぇ（笑）。

カテナ：これで、ナーシア、アンソン、ゼパの武ぶ器き攻撃が、ダメージが21点上昇して、〈火〉属性ダメージになる。（ダイスを振る）発動成功。

ＧＭ：了解。では、みなさんの武器がメラメラと魔法の炎をまといます。次はゼパのメインプロセスです。

ゼパ：（ちょっと考えてから）ワシが移動するとカテナがひとり取り残されることになるので、ここから《ダブルショット》で射しや撃げき攻撃をするのじゃ。（ダイスを振る）一発目の命中は50……！

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗。ダメージをどうぞ。

ゼパ：（ダイスを振る）94点、〈火〉属性の魔法ダメージなのじゃ。

ＧＭ：（計算して）……おおっと、累計ダメージが１０００点突破しましたが、まだ倒れません。

アンソン：なに、このＧＭの余裕の態たい度ど……（笑）。

カテナ：だから気にしすぎだって！（笑）

ゼパ：では、二発目なのじゃ。（ダイスを振る）ぎゃっ!?　４Ｄで出目が……７!?　め、命中は42なのじゃ……（一同笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）……４ゾロで回避失敗。くー、ゾロ目は出るのに６ゾロが出てくれない！（笑）

ナーシア：出てる出てるっ！（笑）攻撃が二連続クリティカルだって！

ゼパ：と、ともかく……（ダイスを振る）93点、〈火〉属性の魔法ダメージなのじゃ。

ＧＭ：はい、累計１０７２点ダメージになりました。次はアンソン！

アンソン：……アザゼルが何を仕し込こんでいるのか、すごく気になる。

ゼパ：たしかに予想よりダメージが入るが……実は複ふく製せい体たいがいるとか、変なオチかのぅ？

カテナ：戦闘不能になるとトラップが発動する仕組みになっているとか。

アンソン：（ＧＭを見て）よもや、精神戦でアインが負けるというオチじゃあるまいな。もしくは、実はラスボスはアザゼルではなく、アインだったというオチとか。

カテナ：アインがすべての黒くろ幕まくとか、この段だん階かいであるわけないだろう！（笑）




　疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいるアンソン。果たして真相は…………。




ＧＭ：さて、どうでしょうね？（笑）

アンソン：……ま、いいか。マイナーアクションで《ブルヒット》。メジャーアクションが《タイダルウェイブ》！（ダイスを振る）命中は50！

ＧＭ：（ダイスを振る）……だめ、回避失敗です。さっきから、たしかにあなた方の攻撃は、まるで吸すい込こまれるようにアザゼルを捉とらえていますねえ。

アンソン：んー……この口調がめっさあやしいなあ（笑）。（少し考えて）でもいいや、確かくたる証しよう拠こもないのに、攻こう撃げき力りよくを上げない理由がない。一シナリオに二回しか使用できんが、《パニッシャー》を使ってしまおう。（ダイスを振る）……よし、[image: 134]点ダメージ！

ＧＭ：おお、そこそこいいダメージを出せるじゃないですか。[image: 109]点ダメージを受けまして、だいぶ押おされ気味になってきました。

カテナ：コンボが発生したから、《エンカレッジ》でナーシアを再行動させよう。

ナーシア：《エンカレッジ》、私が自分で使った方がいいですかね？

アンソン：（少し考えて）いや、ナーシアはＭＰを温おん存ぞんした方がいい。ＭＰに余裕がある僕が、《エンカレッジ》をナーシアへかけよう。

ＧＭ：分かりました。では、再ふたたびナーシアのメインプロセスです。

ナーシア：えー……マイナーアクションで《ピンポイントアタック》、メジャーアクションで《ダーククロス》！　《ダンシングヒーロー》を使って……（ダイスを振る）一発目の命中は、51！

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗です。ダメージをください。

ナーシア：じゃあ、《デスゲイル》を使います。（ダイスを振る）……ダメージは[image: 233]点！

ＧＭ：おお、《ピンポイントアタック》を使うとダメージが素す通どおしなので、計算が楽でいいですね（笑）。

ナーシア：に、二発目いきます。《ダンシングヒーロー》を使って、（ダイスを振る）命中は……57です！

ＧＭ：（ダイスを振る）うーん、なかなかクリティカルしないなあ。回避は失敗です。

ナーシア：《デスゲイル》！（ダイスを振る）……[image: 226]点ダメージ！

ＧＭ：む、これでアザゼルの累計ダメージが１６４０点になりました。うーん、かなりダメージが蓄ちく積せきしてきたなあ（笑）。

カテナ：これで、第一ラウンドが終了だな……って……なんだ、この社長の笑え顔がお……わたしまでだんだんあやしく思えてきた……（笑）。

ＧＭ：では、次のラウンドに入りましょうか？（笑）




●第二ラウンド

▼行動値（開始時）

　アザゼル　　　　40

　ナーシア　　　　38

　カテナ　　　　　16

　ゼパ　　　　　　10

　アンソン　　　　９




[image: ]




ＧＭ：では、第二ラウンドのセットアッププロセスに入ります。ここで何とかひとりくらい落としたいが……。

カテナ：いや、それは難しいでしょう。こちらには、まだ《ガーディアン》と《インヴァルネラブル》が残ってますし。

ＧＭ：だが、範はん囲い攻撃を仕掛ければまだわかりませんよ？　……ともかく、アザゼルはここで《二回行動》を宣言しま……。

ナーシア：《インタラプト》で打ち消します。

ＧＭ：……うわっ、《インタラプト》のことを忘わすれてた……っ！

一同：忘れてたっ!?

ゼパ：《地獄の王》の効果も消えたから、今度は《インタラプト》が通じるのじゃ♪

ＧＭ：いや、《インタラプト》は一ラウンド目に使われることが多いから、つい……っ。

アンソン：……わ、わからんでもない。

ＧＭ：アザゼルの《二回行動》は打ち消されましたということで。

アンソン：よし、次はナーシアのセットアッププロセスか。

カテナ：こちらは《陣形》使って、みんな一ヶ所に固まった方がいいです。

ゼパ：《精せい霊れい王おうの導みちびき》も使いどころと思うのじゃが……ワシも何とも言い難がたい不安が。

アンソン：いや、ちょっと待て。もう少しよく考えろ……絶対、まだなんかある。そもそもさ、アザゼルはフェイトを持っているのに、さっきからぜんぜん使わないんだ。フェイトを温存する意味、あったか……？

カテナ：使いどころがなかった……？

アンソン：かもしれないけど、他ほかになんか使い道があるんじゃないかな？

カテナ：さっき公開されたデータの中にはそれらしいものはなかったがな。

アンソン：じゃあ、新しいスキルが生えてくるとか、二段だん変身して能力変わるとか。今戦ってるアザゼル以外のなにかが出てくるとか。

カテナ：まあ、なんかが召喚される可か能のう性せいは否ひ定ていできないな。

アンソン：ＧＭ。

ＧＭ：なんでしょう。

アンソン：判定かなにかで、調べること……できない？

ＧＭ：いいでしょう（笑）。それではここで全員、【感知】判定をしてみてください。

カテナ：【感知】か。それなら、全員が別べつ個こにフェイト使うよりナーシアひとりが判定、他の全員が《結束》で支援する方がよさげだな。

ナーシア：分かりました。じゃ、ここで《祝福》を使ってＭＰを回かい復ふく。フェイト１点と《ダンシングヒーロー》を使います。

アンソン：では、みんなでフェイトを渡すぞ。

ナーシア：（ダイスを振る）……ん、達成値は38！　どうでしょう！

ＧＭ：えっと、実はさっきの最初のメインプロセスで攻撃しなかったのはですね……。

アンソン：なにかしてたのかっ!?

ＧＭ：アザゼルは自分の魂たましいの一部をどこかに隠かくしていました。

ナーシア：それって……。

アンソン：って、ほんとに仕掛けがあったじゃないかよっ!?　ほら見ろ！（笑）

カテナ：いや、そのなんだ……すまん。

ＧＭ：しかし、よく気づきましたね。もう少しあと……具体的にはこの魔族の形をしたアザゼルを倒したところで判定させるはずだったんだけど。

アンソン：それじゃ遅おそいわっ!!（笑）……って、え？　今まで必死こいて技をたたき込んできたわけだが……目の前のアザゼルを倒しても……。

ＧＭ：もう一度、アザゼルは復ふつ活かつします。

一同：最悪だ――――――っ!?（笑）

ゼパ：ダブルクライマックス……！

カテナ：このあともう一回、戦闘があるのか……！

アンソン：どうりでどこかぬるいわけだっ!!

ナーシア：じゃ、みんなに警けい告こくします。「気をつけて、これで終わりじゃない！」

ＧＭ：はっはっは、こちらがフェイトを温存していたのは、そういうことなんです。でも、ご安心ください。今のアザゼルを倒さないといけないことには変わりません。

アンソン：安心できるか！（笑）ちょ、ちょっとタイム！　各自、残ってるリソースを確かく認にん……！




　慌てて、使用回数制せい限げんのあるスキルの残りをチェックし始める四人。




カテナ：（各キャラのシートを見回して）……幸いなことに《ガーディアン》と《インヴァルネラブル》が残ってる。それで敵の攻撃をかわしつつ何とかするしかない。

アンソン：防御系けいスキルが残っているのはいいが……攻撃系のスキルは壊かい滅めつに近いな。

ナーシア：もう少し、抑え気味に攻撃した方がよかった……？

アンソン：いや、あやしいとは言いつつ攻撃の手を抜く理由はなかったので、仕方ないところだろう。むしろ、シナリオ的にそういう組み立てのクライマックスだってことだ。

ＧＭ：では、戦闘を再さい開かいしましょうか？

アンソン：よし、ここからはこいつを倒すまでは……全力エコモードで攻撃だ！（笑）

カテナ：エコモードって……（笑）。

ナーシア：じゃあ、《パワースマイト》は使わない方がいい？　行動が一番最後になるし。

アンソン：《パワースマイト》は回数制限がないので、使うこと自体は悪くない……。

カテナ：うん、ナーシアが《パワースマイト》を宣言すると、コンボ攻撃ができませんね。

ナーシア：え？

カテナ：あ、アンソン＋ナーシアでのコンボじゃなく、わたし＋ナーシアのコンボを考えてのことです。今はこっちもコンボのトスを上げられるので。

ＧＭ：……ああ。アザゼルのメジャーアクションの前にカテナが《カリキュレイト》で割わり込むと、カテナのメインプロセスが終わったあと、アザゼルのメインプロセスに移ってしまい……つまり、ナーシアのメインプロセスが回ってこない。

アンソン：いや、待て。それなら、カテナの《カリキュレイト》と同時に、ナーシアが《エンカレッジ》を宣言しておけば……って、あ、だめか！

ＧＭ：だめですね。同時に宣言した場合は、ナーシア、カテナの順にメインプロセスが回ってしまうので、コンボが発生しない。

アンソン：しまった……っ！　僕が《エンカレッジ》を残していれば、僕の《エンカレッジ》の方が、カテナのメインプロセスのあとに発動したのに！

ナーシア：ＭＰ温存が裏うら目めに……。

ＧＭ：そんなわけで、残念ですが、ナーシアが《パワースマイト》を使用すると、アザゼルのメインプロセスより先にコンボを発生させることはできません。

ナーシア：じゃあ、《パワースマイト》は使わない方向でいきましょう。

カテナ：うん。さて、わたしは《ウィークポイント》を味方全員に使用。（ダイスを振る）発動成功。みんなのダメージが14点上昇だ。

ゼパ：ワシは特になしじゃ。

アンソン：僕は《インペレイティブ》で《シャインストライク》と《ヘイスト》を使用。《ヘイスト》の対象はナーシア。（ダイスを振る）……発動は成功。《シャインストライク》で僕の武器攻撃のダメージが上がった。んで……（ダイスを振る）《ヘイスト》はナーシアの行動値が22点上昇だ。

ナーシア：行動値がぴったり60になりました。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに移りますが……。

カテナ：《カリキュレイト》で割り込む。マイナーアクションは《ランニングセット》で《エンハンスブレス：風》と《アーティラリィマジック》。メジャーアクションは《アーススパイク》でコンボを発生させる。判定直前に《ドラゴンソウル》を使用！（ダイスを振る）……命中は39！

ＧＭ：（ダイスを振る）……30、回避失敗です。

カテナ：よし、ダメージは56＋４Ｄで……（ダイスを振る）75点の〈地〉属性ダメージだ。これでコンボが発生する。

ＧＭ：今の攻撃で……アザゼルの足あし下もとより天に向けて伸びた石のトゲが彼女を貫つらぬく。ダメージを50点受けました。

ナーシア：じゃあ、次は私！　マイナーアクションで《ピンポイントアタック》、メジャーアクションで《ダーククロス》!!（ダイスを振る）……一発目の命中は42。

ＧＭ：クリティカルするしか回避の目はない……（振ったダイスを目で追って）出目は６と……！

一同：うあ……っ。

ＧＭ：……もうひとつは５。惜おしい！

アンソン：これでよけられたらシャレにならん！（笑）

ナーシア：命中したので、《デスゲイル》使います！　ダメージは、[image: 166]＋４Ｄ点……（ダイスを振る）[image: 181]点ダメージ。

ＧＭ：む、けっこう効くな……（と、ダメージをメモる）。

ナーシア：二発目行きます！（ダイスを振る）……お！　クリティカル出ました！

アンソン：来た……っ、ようやく来た！（笑）

ＧＭ：さすがに……（ダイスを振る）回避失敗です。

ナーシア：クリティカルしたから、アイテムの効果でダメージが増えて、[image: 206]＋７Ｄ点になります！（ダイスを振る）……[image: 237]点のダメージ!!

カテナ：レイジもなしにこのダメージ……（笑）。

アンソン：よしっ、ともかくこれで累計ダメージが２０００点くらいになったはず！　そろそろ倒れるか……？

ＧＭ：いえ、まだまだ倒れません。

アンソン：あっさり言うなぁ。

ナーシア：（少し考えて）次にダメージを与える時、《ボルテクスアタック》を切る……？

アンソン：そうだね。本当は温存しておきたかったんだけど……。

ＧＭ：さて、アザゼルのメインプロセスです。持っていた槍やりで《ブランディッシュ》っ！　妖あやしい光をたたえた槍が、あなたたちのいるエンゲージを横薙ぎします。……そりゃっ！（ダイスを振る）……って、あんまり出目が良くない。

アンソン：ふう……（←安あん堵ど）。

ＧＭ：……ので、《ネフィリムの眼》で命中をクリティカルにします。

アンソン：そーいや、そんなの持ってたねっ！（笑）

カテナ：《ニゲイト》でクリティカル打ち消した方がよい？

ＧＭ：その場合、達成値は46になります。

アンソン：……どちらにしろ避けられないな。

ナーシア：うん、クリティカル以外に回避の道がない。

カテナ：じゃあ、《ニゲイト》は温存して、こっちの攻撃がクリティカルで回避されそうになった時に使おう。

ＧＭ：では、みなさん、回避の判定をどうぞ。

カテナ：《ドラゴンソウル》を使う。（ダイスを振る）回避失敗。

アンソン：（ダイスを振る）回避失敗。無理！

ナーシア：（ダイスを振る）回避失敗。無理無理！

ゼパ：（ダイスを振る）５と６……惜しい……回避失敗なのじゃ！《カバーリング》＋《アラウンドカバー》で、みんなをかばおう。

ＧＭ：（ダイスを振る）……[image: 128]点の〈光〉属性の魔法ダメージです。

ゼパ：[image: 128]点のダメージを、二回受ける計算じゃな。まずは自分の分……《アイアンクラッド》で軽減じゃ！（ダイスを振る）17点軽減なので、魔法防御も差し引いて……全部で71点のダメージじゃ！

アンソン：よし、《カバーリング》で受けるダメージの方に《プロテクション》を飛ばす！（ダイスを振る）40点軽減！

ゼパ：こちらにも《アイアンクラッド》をかける！（ダイスを振る）これでもろもろあわせて受けたダメージは30点！　ふはは、まだぴんぴんしておるぞ！

ナーシア：おじいちゃん、相変わらず堅かたい！

ＧＭ：む、ゼパを落とせなかったか。……では、アザゼルのメインプロセスは終了ですが、次に発生するイニシアチブプロセスで《十二の翼》を使用、メインプロセスをもう一度行ないます。一四の顔、二八の瞳が同時にあなたたちを睨みつけて照しよう準じゆんを定め……。

一同：げ。

ゼパ：むぅっ、これはさすがに《インヴァルネラブル》の出番かのぅ？

ＧＭ：では、また《七つの蛇頭》で全員に攻撃をします。（ダイスを振る）……って、げげ。出目がよくない……。おお、そうだ。フェイトがあるんだから、フェイトを１点使って振り直しをしよう！（笑）

アンソン：どうせなら、パパッと使えよ！（笑）

ＧＭ：のちのちのことを考えて、節約して使ってるんだっ！（笑）（ダイスを振る）命中は……42です！　さあ、これはよけられな……。

ナーシア：（ダイスを振る）クリティカル♪　回避成功。

アンソン：うお、ナーシアが覚かく醒せいモードに入ってる！（ダイスを振る）まあ、こっちは回避失敗！（笑）

カテナ：ミスティックガーブを使います。（ダイスを振る）……だめか、回避失敗。

ゼパ：（ダイスを振る）むろん回避失敗。もう一回、《カバーリング》＋《アラウンドカバー》でカテナとアンソンをかばうのじゃ。

アンソン：また二発分のダメージか。

ナーシア：……って、そうか！　つまり私のクリティカル回避、意味なかった!?（笑）

ゼパ：ワシが受けるダメージ量は、変わらないのぅ（笑）。

ナーシア：せっかくクリティカル出たのに！　もったいない、変なところで運を使っちゃった気がする……！（笑）

ＧＭ：まあ、それは仕方ないところでしょう。ダメージは……（ダイスを振る）[image: 116]点！

ゼパ：（少し考えて）これは……《インヴァルネラブル》を温存して、ワシは戦闘不能になった方がいいかのう……？

カテナ：というか、呪符が発動するな。

アンソン：難むずかしいな。攻撃回数は少しでも多い方がいいから、未行動のゼパには倒れて欲ほしくないな……。

ゼパ：じゃが、《インヴァルネラブル》と《ガーディアン》を切ってしまうのはもったいない気がするのじゃ。生命の呪符が発動してしまうと、行動済みになる……。

カテナ：この攻撃をしのいで、ゼパがアザゼルに攻撃してくれると、たぶん、このラウンドでアザゼルは仕し留とめられる。でも、そうすると、次の戦いは《インヴァルネラブル》も《ガーディアン》もない状態でやらなくてはいけない。

アンソン：それじゃあ勝ち目がみえない……。

ゼパ：駄目かもしれんが、《アイアンクラッド》＋《スティールクラッド》と《プロテクション》で片方をしのいでみようかのぅ？

カテナ：もう片方は、《ガーディアン》でしのぐ？

ゼパ：うむ。折せつ衷ちゆう案あんじゃ！

アンソン：……そうだな。やるだけやってみようか。

ゼパ：《カバーリング》した分はカテナ、《ガーディアン》を頼むのじゃ！

カテナ：分かった。では、《ガーディアン》を使用！　ダメージを０にする。

ゼパ：続いて自分が喰くらった分のダメージを算出。《アイアンクラッド》＋《スティールクラッド》使用、フェイトも３点使おうかのぅ。（ダイスを振る）……33点軽減じゃ！

アンソン：ゼパへ《プロテクション》！（ダイスを振る）37点軽減！

ゼパ：（受けたダメージを計算して）…………おおっ!?　受けたダメージは６点！　残りＨＰは…………６っ!!（笑）

一同：おお――――――っ!?（笑）

アンソン：ギ、ギリギリ耐えたっ！

ゼパ：生き残ったのじゃ☆




　仲間をかばうゼパの姿は二倍にも、三倍にも大きく見えた。

　そして、アンソンの手から放たれた神聖な光がそれをさらに防護する。

　まさに、ファントムレイダーズを守る、無敵の盾であった。




ゼパ：ダメージは０じゃ、とはいかんかったがのう。

アンソン：よ、よし！　これでラウンド内の勝機が見えてきた……！　次のラウンドに回ったらまた《二回行動》がくるからな！

カテナ：さすがにそれは耐えきれん。

ＧＭ：（笑）。では、次はゼパの行動ですね。

ゼパ：では、マイナーアクションは《クローズショット》、メジャーアクションで《ダブルショット》で攻撃じゃ。




　ゼパのシックルチェインが、アザゼルを切り裂いた。

　ダメージは、97点と98点。




ＧＭ：う、けっこうダメージが来ました。カテナの支援が効いているなぁ。（計算して）これで、累計が２２５３点ダメージになりました。

アンソン：あと[image: 250]～[image: 350]点くらいか？　……は!?　もしかして、僕の攻撃で倒せるかもしれない……！（笑）

カテナ：アンソンが仕留めてくれれば、《エンカレッジ》を使用しなくて済すむから、少し楽かも。

ナーシア：ダブルクライマックスなら……私はＭＰがきついから、できればここは攻撃しないでおきたい。

アンソン：（計算して）《ハンマーフォージ》と《ボルテクスアタック》を使えば、[image: 200]点くらいのダメージは出せそう……！

ＧＭ：こっちの防御力も考こう慮りよにいれた方がいいですよ。

アンソン：（ぶつぶつ言いながら）《ハンマーフォージ》が二発とも当たったとして……。

カテナ：……フ、フェイト使ってダメージを上乗せしないと、２５００点には届とどかないかも。

アンソン：切り札（《ボルテクスアタック》）を使い切ったとしても、ナーシアのＭＰを温存させる方が重要だよな？《祝福》も使っちゃったし。

カテナ：たしかに。たぶん、確かく率りつ的てきには半分くらいは成功のはず。賭かける価か値ちがある選択。

アンソン：（少し考えて）……分かった。僕の見せ場がやってきた……っ！

ナーシア：ここで失敗したら、もう二度と見せ場はないよ？（しれっと）

アンソン：いやいやいや。ここで失敗したら、なくなるのは見せ場じゃなくて、わたくしの人じん権けん……っ!!（一同大爆笑）

ナーシア：そんなことはないよ！　倒せなくてもいじめたりしないよ！（笑）

アンソン：その笑顔が怖こわいんだよ！（笑）……行きます！　マイナーアクションで《ブルヒット》、メジャーアクションで《ハンマーフォージ》！　命中判定は、20＋４Ｄ!!（と、ダイスを握り込む）。

ＧＭ：もうわかってると思いますが……こちらの回避は20＋３Ｄです。

アンソン：１Ｄ差！　命中判定からして綱つな渡わたりか……っ！（笑）

カテナ：少しアンソンのダイスを増やしたいところだな。

ナーシア：《結束》を！　私はまだフェイトに余裕があるから！

アンソン：助かる！　まず自分でフェイトを１点。

ナーシア：じゃあ、《結束》でフェイトを１点、アンソンへ。

ゼパ：ワシも《結束》でアンソンを支援するのじゃ！

アンソン：よしっ、これで命中判定が７Ｄに！（ダイスを振る）命中は…………46だ！

ナーシア：せっかく支援したのに、クリティカルしないなんて駄目な子！（笑）

アンソン：ハードル高いな、おいっ!?（笑）当たればいいじゃないか！（笑）

ナーシア：まだアザゼルがクリティカルするかもしれないし！

ＧＭ：いや……（ダイスを振る）……回避、失敗！

アンソン：ふうぅぅううう……（←安堵）。これで外したら、マジでナーシアに殺されるところだった。助かった……。

ＧＭ：正面のアザゼルより、背後のナーシアに怯えてませんか？（一同爆笑）

アンソン：ある意味、ナーシアの方が怖いんだよっ!!（笑）

ナーシア：ひどい！（笑）

ＧＭ：ともかくダメージをどうぞ。

カテナ：そうだ、まだ終わってないぞ、アンソン！　これで仕留められなかったら……！

ナーシア：うふ。

アンソン：そ、そうだった！　では、《ボルテクスアタック》とフェイトを４点使用。これで、[image: 113]＋17Ｄ……！（ダイスを振る）―――どうだ、[image: 176]点ダメージ……っ！

ＧＭ：（計算して）[image: 151]点ダメージを受けて、累積ダメージが２４００点を突破しました。

アンソン：そろそろ倒れる……か!?

ＧＭ：倒れません。

アンソン：やっぱりＨＰは２５００くさいっ！（笑）では、二発目！　これが当たればきっと倒せるから、フェイトを使って……。

ナーシア：《結束》でフェイトを送るから、絶対当ててね！

アンソン：ありがたくもらう。自分ではフェイトを１点使用。これで、ダイスが六個振れる。（ダイスを振る）命中は42。

ナーシア：だから支援したのに、何でクリティカルしないのよっ!?（笑）

アンソン：う、うるさいっ！　六個振っても、クリティカルが発生する確率は三割以下なんだよっ！（笑）

ＧＭ：まあ、いずれにせよ、こちらは３Ｄでクリティカルする以外に回避はできませんがっ！　（ダイスを振る）……おっ、出目は６と……！

アンソン：うおっ!?

ＧＭ：（転がったダイスが止まるのを待って）……５と、２。クリティカルしなかったので、回避失敗です（一同爆笑）。

アンソン：焦った……クリティカルかと思ってホントに焦った……。

ＧＭ：では、ダメージロールをどうぞ。

アンソン：じゃあ……（ダメージの期き待たい値ちを暗算し）ダメージにフェイトを１点、使……。

ナーシア：大丈夫？　自分の出目を信じられる？　１点で平気……？

アンソン：フェイトは２点使います（きっぱり）。ダメージは（ダイスを振る）……[image: 127]点ダメージ……っ！

ＧＭ：（計算して）……これで累計ダメージが２５０６点。

ナーシア：ど、どう!?

アンソン：頼む、倒れてくれ……っ！（懇こん願がん）

ＧＭ：…………。

一同：…………。

ナーシア：え？

アンソン：ちょ……。

ＧＭ：アザゼルのＨＰは２５００点、つまり戦闘不能になります。アザゼルはアンソンの二連撃を喰らってその身体をひしゃげさせ、その場にゆっくり崩くずれ落おちまし……。

アンソン：変な間をとらんでくれっ!?（笑）や、役目を果たせた……っ！　フェイト４点しか残ってないけど！

ナーシア：……アンソン、よくやった！

アンソン：では、倒れるアザゼルを見て……「やったかっ!?」と声を上げておこう（笑）。

カテナ：じゃあ、「……いや、まだだ！」と言っておこうか（笑）。

ゼパ：なんじゃこの茶番（笑）。

ＧＭ：（笑）。そう、みなさんはすでに知っている。今、目の前で崩れゆくアザゼルが、まだ余よ力りよくを残していることを。彼女は力尽き、膝ひざをついたところで……ニヤリと冷笑を浮かべます。「ふふ、このアザゼルが正面切って戦うと思ったか？」

アンソン：思ってなかった！（きっぱり）

ゼパ：これ、アンソン。形式美というものがあるのじゃから、ここは大人しくアザゼルの話を聞くのじゃ……（笑）。

アンソン：さっき茶番とか吐ぬかしたのはじーさんだろう!?

ナーシア：で、アザゼルはなんて……？

ＧＭ：「……確たしかに私はここで死ぬ。だが、アインも共に死ぬ。これでグラスウェルズに神も魔もいなくなる……―――と、思うだろう？　しかし、私は魂の一部を残しておいた。それが、お前たちを千々に引ひき裂さくであろう」

アンソン：そうはならないさ。お前が何度蘇よみがえろうと、そのたびに討うち滅ほろぼしてやる。

ＧＭ：「……ほう、珍めずらしく凛り々りしいなアンソン。さすがは、王国軍…師だ……な」皮肉交まじりに笑み、アザゼルの姿はその場に崩れていきます。

アンソン：せ、せっかくかっこいいこと言ったのに……アザゼル、お、お前まで……。

ＧＭ：そして、アザゼルの崩ほう壊かいと共に……その精神世界の中に入ったアインが四人の心の中に声を届けます。「ありがとう……ファントムレイダーズ。そして、ゼパ。どうやら、わたしはここまでのようだ」と呟つぶやき、しだいにその反はん応のうが小さくなっていくのがわかります。

アンソン：グラスウェルズの守しゆ護ご竜りゆう、ここに消ゆ―――か。

ＧＭ：「最後は、お前たち人間の手で―――」そう告げて彼女は消えます。

ナーシア：（はっとして）……あ、待って！　アイン、お願いが……！

ＧＭ：あ、まだ言うことがありますか？

ナーシア：お願いだからロッシュを……っ!?

ＧＭ：「安心せい。ロッシュの魂は……」声が消え、アインの力は完全に途と絶だえました。それと同時に―――床ゆかに転がった竜輝石より一ひと条すじの鋭するどい光が飛び出して天てん井じようを貫き、虚空へと飛び去っていきます。

一同：え……？

ナーシア：…………ロッシュ？

ＧＭ：そう、そのとおり。魔族の呪じゆ縛ばくより解とき放はなたれた彼の魂、舞まい上あがった光は一瞬だけ空でたゆたった後、まるで流星のように、滑すべるように北西に向けて飛び去ります―――。

ゼパ：北西？

アンソン：……あ、ベルクシーレか！

ＧＭ：そうです。光は瞬しゆん時じに数十キロの彼方かなたへ。ベルクシーレのゴーダ伯邸てい……今はアガルタ邸へと吸い込まれ―――こんな場面が展てん開かいします。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　ベルクシーレのアガルタ邸、ロッシュが眠ねむる部屋。

　ロッシュに背を向けて窓まど際ぎわに立ち、笑顔で語りかける侍じ女じよは……天井を透とう過かして現あらわれた光に、気づかなかった。

「……ロッシュさん、今日もいい天気ですよ。窓まど、開けますね」

　光は、舞まい散ちる雪のように……ロッシュの胸むねの上に。

　ふいに―――死んだように眠り続けていたロッシュの瞼が、ピクリと動いた。

　ややあって、その目はゆっくりと開かれる。

「あれ、ここは……どこ？」

　弱々しくも、たしかに生命の鼓こ動どうを感じさせるその声に、侍女は驚おどろいて振り向く。

「……！　ロッシュ様……!?」

「あ、あのここは……？」

　同じ言葉を、ロッシュが今一度口にする。

　だが侍女はそれに応こたえることもなく、

「ロ、ロッシュ様がお目覚めになりました……っ！」

　声を張はり上あげて、この事じ態たいを一いつ刻こくも早く伝えるべく廊ろう下かに飛び出していく。

　そんな彼女の背せ中なかをぼんやりと見送り、やおらその視し線せんは開いた窓から覗のぞく青い空へ。

　意図があったわけではない。

　意味をもって発した言葉ではない。

　ロッシュは、心の中にわき上がった言葉をそのまま口にした。




「―――姉さん……？」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ナーシア：や、やっと……やっと……！　永かった……！

ＧＭ：そして場面は再び、みなさん方のいる薄うす暗ぐらい礼れい拝はい堂どうへ。ナーシアは一瞬、心の中に温あたたかいものを感じますが―――それはすぐ、次の戦せん慄りつにかき消されます。

カテナ：アザゼルはどうやって復活するんだ？

ＧＭ：神しん殿でんの中に、なにかいやな気配を感じます。

ゼパ：ここには、アザゼルとワシらと……せいぜい、石化したアインくらいしかいな………………。

一同：………………。

アンソン：なにこの嫌な予感。

カテナ：偶ぐう然ぜんだな。わたしも、感じる。

ナーシア：……アザゼルの魂って、実は石化したアインの中に隠してあるとか？

ＧＭ：たしかにアザゼルの気配を石化したアインの身体から感じることができます。

一同：…………。

ナーシア：もしかして……私の予想どおり？

ＧＭ：はい（断だん言げん）。

ナーシア：（いきなり冷静な声で）「……みんな、注意して。ここでアザゼルを倒しただけでは消しよう滅めつしない。石化したアインの中から、アザゼルの気配を感じる」

アンソン：……なんだと!?　改めてハンマーを構かまえて石せき像ぞうを睨みつけよう。

ＧＭ：では、ふいにそこで石像だったアインの目が開いて妖しい光を放ち……ぎ、ぎぎ……不ふ快かいな音を立てながらゆっくりと動き始めます。そして異い音おんと共に、その開かれた竜の口より発されたのは、こんな声です。「ついに……ついにアインの身体を奪うばったぞ……！」

カテナ：……アザゼル！

ＧＭ：アザゼルは普ふ通つうに戦って、みなさんに負けるとは思っていませんでした。でも、負ける可能性がひとつだけある。それは……。

カテナ：アインが我々に協力すること、だな。

ＧＭ：そうです。そしてアインの協力を受けたあなた方には勝てないとも思っていました。彼女はファントムレイダーズの実力を分かっていますから。

アンソン：あんまり、嬉しくない（笑）。

ＧＭ：そこで、アザゼルはひとつの賭けに出たわけです。自分の魔族の身体をみなさんに滅ぼさせる。だが、それとともにアインの魂も……。

ナーシア：そして、その隙すきにアインの身体を自分のものにしようと？

ＧＭ：はい、そのとおりです。

アンソン：くそぅ、結局アザゼルの思いどおりにことは運んだってわけか!?

ＧＭ：そうでもないですよ。彼女にしてはずいぶん分の悪い賭けですから。アインとファントムレイダーズ両方を相手にしても、不思議に思われないように、アインの支し配はいに残した力はほんのわずかなものですし。それでも、見み抜ぬかれましたけどね（笑）。

カテナ：つまり、あと一ひと押おしってことなんだな？

ＧＭ：乗っ取ったアザゼルがアインの力をすべて使いこなすには、まだいたりません。

カテナ：一部は使うの？

ＧＭ：はい。防御が堅かたくなったりします、なにせドラゴンの身体ですから（笑）。

ゼパ：ちと、攻撃がとおりにくそうじゃのう……。

カテナ：（しばらく考えて）………………いや。

一同：いや？

カテナ：最初に《精霊王の導き》を使わなかったのはラッキーだったかも。

アンソン：まあ、相手が無属性だったから使わなかっただけだが……。

カテナ：たしか、アインは〈水〉属性かなにかだったような気が。もし、属性が付いてるなら《精霊王の導き》が有ゆう効こう利用できるはず。こっちの攻撃を〈火〉属性にすれば、ダメージが素通しになる。

アンソン：……アイン、〈水〉だっけ？

カテナ：たしか……たぶん（笑）。

ゼパ：これで攻撃を〈火〉属性に変えて、「実はアインも〈火〉属性でした」とかなったら一気に大だい惨さん事じなのじゃ……（笑）。




　攻撃手しゆ段だんと同じ属性の対象を攻撃した場合、その防御力は物理・魔法とも二倍になるのだ。




ＧＭ：みんないろいろ予よ測そくしてますが、アインの身体に乗のり移うつったアザゼルが、アインと同じデータを持っているとは限かぎりませんよ？

カテナ：ならば戦闘になった時、エネミー識別をすればいいだけのこと。

アンソン：だな。

ＧＭ：では、話を戻しましょう。アインの身体からこぼれる声は、アザゼルのもの。「この時を、ずっと待っていたのだ……！　お前たちのおかげで、ついにアインの力はわたしのもの!!　わたしはついに、純白竜に勝ったのだっ」

ゼパ：なんということじゃ……。

アンソン：完全に動き出す前に……石像、ぶっ壊こわしてもいいかな？（笑）

ＧＭ：そんな夢ゆめが叶うわけもなく（笑）。ハンマーを振ふり上あげて突っ込んでくるアンソンを一いち瞥べつして言います。「―――よるな、人間」

アンソン：うわ―――っ!?　……どぉうん！　と、目に見えない力にはじかれて礼拝堂の壁かべに叩たたきつけられます（一同爆笑）。

カテナ：じ、自じ虐ぎやく……（笑）。

ＧＭ：「……今、私はとても機き嫌げんがいい。お前たちは、見み逃のがしてあげるわ？」

カテナ：ずいぶんとお優しいことだな。

ＧＭ：「ええ？　知らなかったのかしら？　お前たちには生き残り、愛する世界が滅びに向かう様を見て、後世に語かたり継つぐ役目を与えましょう」

アンソン：お優しくねえっ!?　……って、え？

ナーシア：あれ？

アンソン：ここで戦うんじゃ……ないのか!?

ＧＭ：違います。




　巨きよ大だいな純白竜―――いや、今や竜の身体を奪った〝報復者フラガラッハ〟アザゼルは、歓かん喜きの咆ほう哮こうを上げると、翼を大きくはためかせた。

　神殿の天井を突つき崩くずしながら、ゆっくりと空へと舞い上がる。嵐のように風が吹き荒れ、瓦が礫れきはその場に残るファントムレイダーズの上に降ふり注そそいだ。

　四〇〇年。長きに亘り動くことのなかった白い竜は、〝名も無き古いにしえの神殿〟を崩ほう落らくさせながら、太陽の下にその巨大な姿を現わした。

　その姿は、神話で語られるとおり神こう々ごうしく美しかったが、豆粒のような地上の人間を見つめる目は―――禍まが々まがしい光をたたえていた。
















ＧＭ：あ、今、これを見ているのは神殿を警けい備びしている騎き士したちね？

一同：…………。

アンソン：嫌な予感しかしない。

ゼパ：（神殿を守る騎士になって）「……お、おお！　見ろ！　純白竜だ……！」（笑）

カテナ：（やっぱり騎士になって）「ア、アイン様だ！　アイン様が姿をお見せになった！」

ＧＭ：そうそう。神殿に駐ちゆう屯とんしていた白はく竜りゆう騎き士し団だんの団だん員いんたちは、突とつ如じよ現あらわれた純白竜の姿に、歓喜の声を上げてますね。みな、剣けんをうち捨すて救いを求めるように両の腕うでを開き―――。

アンソン：これ……なぎ払われるフラグ……？（笑）

ＧＭ：そうです。神竜は、眼がん下かに群むれるか弱き生物を見下して大きく息を吸い込み……。

アンソン：（騎士になって）「でも……おい、何か様子がおかしくないか？」（一同爆笑）

ＧＭ：団員のひとりがそう呟いた次の瞬間。純白竜は、団員たちに向けて情なさけ容よう赦しやなく光のブレスを放ちます。数十人の騎士は、笑顔のままに光の中に消えました。

一同：ひで――――――っ!?（笑）

アンソン：一瞬にして……！（笑）

ＧＭ：純白竜は眼下でえぐられた大地を満足げに見入り、そして南に向かって悠ゆう々ゆうと飛び去ります。どうします？

ナーシア：……追いましょう。

アンソン：当たり前だっ！（笑）放ほうっておけるか！

ナーシア：どうやって乗り移るの!?　空を飛んでるんでしょ!?

アンソン：……あ、あ！　まだ竜は見えるよね!?　て、《テレポート》で純白竜の背中にマーキング！　で、《テレポート》で乗り込んでいいですか!?

ＧＭ：けっこうです。ではその前に、回復をするシーンをはさみましょう。







◆Climax 02◆〝純白竜〟を追う前に




〝純白竜〟アインの身体を乗っ取ったアザゼルは、いずこかへ飛び去ろうとしている。

　放ってはおけない。

　だが、その前に、ファントムレイダーズは傷ついた身体に応おう急きゆう手当てを施ほどこすのだった。




ＧＭ：〝純白竜〟を追う前に、回復のタイミングを入れます。各自、メジャーアクション一回ずつ、回復行動をどうぞ。

カテナ：回復だけで１シーンもらえるの？

ＧＭ：はい。シーンでの回数制限があるものも、安心して使用してください（笑）。

アンソン：……ＨＰの回復は、ポーションよりも《ヒール》の方がいいかな。でも、僕はひとりしか回復ができない。

カテナ：わたしも《ヒール》を持っているから、《ファストドロウ》で三人同時に回復させることができる。

ナーシア：私はＭＰを回復したい……。

アンソン：そういえば、カテナはＭＰは平気なのか？

カテナ：まだ[image: 100]点以上残ってる。それに、わたし自身が使える切り札は、ほぼ使ってしまった。倒れても問題ない。

アンソン：なるほど。

カテナ：フェイト１点使って、《ヒール》を封印解放。マイナーアクションで《ファストドロウ》、メジャーアクションで《ヒール》。対象は自分以外の三人。（ダイスを振る）発動成功。（ダイスを振る）49点回復だ。

アンソン：ありがたい。……カテナの残りＨＰは？

カテナ：１。でも、わたしはＨＰが満タンでも１でも、戦せん術じゆつ的てきな影響は、ほぼない（笑）。

アンソン：そっか（笑）。

ナーシア：ＥＸＭＰポーションで回復します。フェイトは……がんばって温存してきたから、ここでは使わない！（ダイスを振る）出目が悪い!?　13点しか回復しなかった！（笑）

ゼパ：ワシはＥＸＨＰポーションを使うのじゃ。（ダイスを振る）22点回復したのじゃ。

アンソン：ガード役のゼパが倒れると困こまるから、ゼパに《ヒール》をかける。ＭＰに余裕があるから、ここはスキルをばんばん使おう。セットアッププロセスで《コーデックス》＋《メンターアーツ》＋《フェイタルアーツ》。指定するクラスはアコライト。メジャーアクションは《ヒール》。11Ｄ＋71点回復するぞ（ダイスを振る）。……91点回復。

ゼパ：全ぜん快かいまで、あと27点じゃな。

ＧＭ：では、回復が終わったところでシーンを終了します。







◆Climax 03◆空での戦い




　ナーシアたちは〝純じゆん白ぱく竜りゆう〟の背せを駆かけていく。

　身体こそ〝純白竜〟だが、それを操あやつる精せい神しんはアザゼルのもの。

　己おのれのすべてを賭かけてでも倒たおさなくてはならない―――敵てき。




ＧＭ：では、アンソンの《テレポート》によって、みなさんはアインの背に飛び乗りました。風を切きり裂さいて飛ぶ竜りゆうの背せ中なか……目を開けたまま歩くことすら厳きびしい状じよう態たいですが……。

アンソン：と、とりあえず、頭部を目指せばいいのかな？

ＧＭ：はい。

ナーシア：あ！　〝王おう威いの竜りゆう輝き石せき〟は、拾ってきたことにしていいですか？

ゼパ：〝名も無き古いにしえの神しん殿でん〟に置き去りというのは問題じゃしのぅ。

ＧＭ：はい、それで構いません。ええと、さっきも言ったとおり、突とつ風ぷうで吹ふき飛とばされそうになりながら進むことになるので、ここは……。

カテナ：《フライト》を全員にかけよう。そうすれば、落下の危き険けんはなくなるはず。

ＧＭ：そのとおり（笑）。では、判はん定ていをお願いします。

カテナ：まず、自分へ《フライト》。そのあと、マイナーアクションで《ファストドロウ》、メジャーアクションでみんなへ《フライト》。（ダイスを振ふる）両方とも発動成功。

アンソン：これで、楽に進める！

ゼパ：カテナ、ありがとうなのじゃー。

ナーシア：じゃあ、進もう……！

ＧＭ：では、四人は落ちることもなく、アインの頭部までたどり着きます。見れば、竜の頭部にはアザゼルの上半身が生えていますね。振ふり向むくこともせず、アザゼルは面めん倒どうくさそうに呟つぶやきます。「……せっかく生かしておいてやったものを。しつこい奴やつらだ」。

ナーシア：そうね。でも、見み逃のがさないってわかっていたのでは？

ＧＭ：アザゼルは、ふっと嘆たん息そく。「いいだろう。お前たちは最後に殺す。まずは愛するグラスウェルズが、アインによって廃はい墟きよと化すところを、特等席で見せてやろうではないか」

ナーシア：そんなことをさせると思う？

アンソン：グラスウェルズは僕ぼくらで守り抜ぬく。

ＧＭ：「おやおや？　せっかくの神竜の慈じ悲ひだというのに……特等席での見学は気に召めさぬようだな？　ならば、最初にあの世へ送ってやろう」アザゼルの上半身が、ぎ、ぎぃ……と軋きしむような不ふ快かいな音を立て―――みんなの方に向き直ります。

カテナ：あの世へ行くのはお前の方だよ、バルムンク。

ＧＭ：では、ここで正しよう真しん正しよう銘めい……『アリアンロッド・サガ・ブレイク』シリーズ……最後の戦せん闘とうに移うつります！（テーブルにコマを配置しながら）……みなさんで１エンゲージ。アインの頭部に生えたアザゼルの上半身までの距きよ離りは、二〇メートルです。

アンソン：……（悲しそうな顔）。

ＧＭ：？　どうしました？

アンソン：僕の移い動どう距離、一九メートル……（一同大だい爆ばく笑しよう）。

ナーシア：さ、最後の最後までそんなオチを用意しておかなくても……（笑）。

アンソン：好きでこういうデータなわけじゃない！（笑）

ナーシア：ちなみに、私わたしの移動距離は四八メートル♪

アンソン：その移動力を分けてくれよ!!　一メートルでいいから！（一同爆ばく笑しよう）

カテナ：き、緊きん張ちよう感かんが……！（笑）

ＧＭ：気を取り直して……戦闘に入ります！




●第一ラウンド

▼行動値ち（開始時）

　アザゼル　　　　40

　ナーシア　　　　38

　カテナ　　　　　16

　ゼパ　　　　　　10

　アンソン　　　　９




[image: ]




ＧＭ：では、第一ラウンドのセットアッププロセスです。まずは、アザゼルから。

アンソン：何をしてくる？

ＧＭ：「ふふ、まずは神の裁さばきというものをお前たちに見せてやろう」アザゼルは、アインの特とく殊しゆ能のう力りよくの《白き審しん判ぱん》を使用します。

アンソン：なんだっけ、それ。




《白き審判》

　セットアッププロセスで使用。シーン内の任にん意いのキャラクター全員と【精神】で対決を行なう。勝利すると対象のＨＰを即そく座ざに１とする。




一同：おい――――――っ!?

アンソン：なにが神の裁きだ！「これより裁さい判ばんを始める！　死し刑けい!!」くらいの勢いきおいじゃないか……！（笑）

ＧＭ：神の裁きとはそういうものなのです。

アンソン：「なのです」じゃなくて！（笑）これは……僕とゼパは意地でも避さけないといけないな。そうでないと、せっかくＨＰを回かい復ふくしたのに意味がなくなる！（笑）

ＧＭ：では、いきますよ？　フェイトを４点使用して……（ダイスを振る）……こちらの達成値は40です。

カテナ：ぐ……（ダイスを振る）抵てい抗こう失敗。でもＨＰはとっくに１で～す♪（一同爆笑）

ＧＭ：うわ、なんだか無む性しように悔くやしい!?（笑）

ナーシア：（ダイスを振る）こっちも抵抗失敗です。ＨＰが１になっちゃいました。また、いきなり《レイジ》の使い頃ごろに……。

アンソン：ポ、ポジティブポジティブ。

ゼパ：ワシは何としてでも回かい避ひするのじゃ。フェイトを４点使う……！

ナーシア：《結束》でゼパにフェイトを送ります！

カテナ：わたしもそうしよう。

ゼパ：期き待たい値ちどおりならば、抵抗できるはずじゃ……（ダイスを振る）クリティカルっ！　判定に勝利なのじゃ♪

ナーシア：……見なさいアザゼル。これが《結束》の力！

ＧＭ：むむむ……。

アンソン：じゃあ、次はこっちだな。《カバーリング》使える身として、こんなところでＨＰを失うわけにはいかん。フェイトを２点使用するぞ。

ナーシア：仕方ないから、《結束》で支し援えんしてあげる。

アンソン：なんかおじーちゃんの時と……反はん応のうがちがくないか。ナーシア。

カテナ：わたしも《結束》で支援しよう。

ゼパ：アンソン、がんばるのじゃ。《結束》で支援するのじゃ。

アンソン：み、みんな優やさしい！　これでダイスは七個こ振れる！（ダイスを振る）……よし、48で抵抗成功！　クリティカルはしないが成功！（笑）

ＧＭ：って、実じつ質しつ効こう果かがあったのはナーシアだけか！　悔しいけど……まあ、フェイトをかなり消費させたので、よしとしましょう。

ナーシア：じゃあ私の番ですね。んー……ＭＰがきついので、スキルは使わないでおきます。あ、ギルドスキルは使います？　具体的には《陣じん形けい》。

カテナ：使うところだろう。

アンソン：だな。（戦場の配置に見入って）……ナーシアだけアザゼルにエンゲージ。僕ら三人はアザゼルから二メートル離はなれた位置に移動か？

ナーシア：かな。

ＧＭ：了りよう解かいしました。では、次はカテナ……どうぞ。

カテナ：ここは予定どおりエネミー識しき別べつをしよう。かなり難なん易い度どは高そうだが……。

ナーシア：《結束》で支援します！

アンソン：（少し考えて）……フェイトの残りが少ないけど、僕も支援する。ここでエネミー識別に成功すればかなり楽になる！　というか、識別に成功しないと死ぬかもしれない。

ゼパ：では、ワシからも《結束》で支援するのじゃ。

カテナ：（期待値を暗算して）……若じやつ干かん、分の悪い賭けだな。（ダイスを振る）……あっ！　クリティカル……！　やはり、ナーシアのフェイトをもらうとクリティカルが……！（笑）

ナーシア：いやいや、そんな。支援してもクリティカルしない子もいるし（ちらり）。

アンソン：…………カテナ、ゼパ、恨うらむぞ。

カテナ＆ゼパ：なぜっ!?

カテナ：で？　敵の能力は？　一番知りたいのは属ぞく性せいだ。

ＧＭ：分類は魔ま族ぞく、属性は……そう、〈水〉です。フェイトの残りは８点ありますね。能力値などは先ほどと大差ありませんが、特殊能力としてアインの《白き審判》を持っています。また、《追加行動》も持っています。さらに特殊能力によって、【物理防ぼう御ぎよ力りよく】と【魔ま法ほう防御力】がそれぞれ１０００点に増ふえています。

一同：は？

アンソン：今、しれっとなんかひどいことを言ったような……。

ナーシア：……１０００って何ですか、１０００て！（笑）

カテナ：せ、《精せい霊れい王おうの導みちびき》を温おん存ぞんしておいて正せい解かいだったな……。

ゼパ：というか、《精霊王の導き》を使っているか、持ってきてなかったらどうするつもりだったんじゃ……（笑）。

アンソン：……ああ、防御力を無む視しするナーシアの《ピンポイントアタック》は有ゆう効こうだ。それを軸じくに戦う戦せん術じゆつを組むしかなかった、か。

ＧＭ：まあ、それもありますね。

アンソン：つまりあれだ、最初のラウンドで押おし切きれずに《精霊王の導き》が切れたら、あとはナーシアをみんなでかばいつつ、戦うか。いずれにしても、アザゼルのＨＰはそう大きくはなさそう……か？

カテナ：……あ！　わたしが《エンチャントウェポン：火》を持っているので、それを使う手もあった。

アンソン：ああ！　そんな手しゆ段だんもあったな！

ＧＭ：そういうことです。では、ゼパのセットアップをどうぞ。

ゼパ：ワシのセットアップですることはないんじゃが……ここで《精霊王の導き》を使用しておくのがよいかの。〈火〉属性を指定するのじゃ！

ＧＭ：本当に〈火〉属性でいいんですか？

ゼパ：……え!?　ちがう!?　ワシちがう……!?

アンソン：そっちが〈水〉属性なんだから、こっちは対たい抗こう属性の〈火〉属性を選ぶに決まってるだろうっ!?（笑）

ＧＭ：は、ではそれで。

ゼパ：焦あせった……（笑）。

ナーシア：変な脅おどしを……（笑）。

ＧＭ：では、《精霊王の導き》と共に……みなさんの持つ、おのおのの武ぶ器きが炎ほのおのような光を放ち始めます。アザゼルはその様子を見て驚おどろき……「く、アインの身体に縛しばられることさえなければ、そのようなものに怯おびえる必要もないというのに……！」と、ちょっと怯ひるみます。

カテナ：純白竜の身体も諸刃の剣のようだな？

ゼパ：力には、代償がつきものということじゃ。お前には分からんかもしれんがの。

ＧＭ：では、次にアンソンどうぞ。

アンソン：僕は《インペレイティブ》で、《コーデックス》＋《メンターアーツ》を使用、ナーシアへ《ヘイスト》をかける。ナーシアへの《ヘイスト》は……（ダイスを振る）発動成功。行動値は、22点上じよう昇しようだ。

ナーシア：また行動値が60になりました！

ＧＭ：すると、行動値は次のとおり！




▼行動値（セットアップ終しゆう了りよう時）

　ナーシア　　　　60

　アザゼル　　　　40

　カテナ　　　　　16

　ゼパ　　　　　　10

　アンソン　　　　９




ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに移りま……。

カテナ：《カリキュレイト》で割わり込こみます！

ＧＭ：どうぞ。えっと、最後だから、少し演出しておきましょうか（笑）。




　カテナの脳裏をよぎるのは、バルムンクの犠牲になった人たちの顔だった。

　兄とハーリングの一族、

　傭兵団〝黄金の狼〟の部下たち、

　そして、異国グラスウェルズに来てもなお見せつけられる、

　バルムンクが引き起こした悲しみの数々……。




カテナ：お前たちバルムンクを根絶やしにするまで、わたしは戦い続けるぞ。

ＧＭ：ふん、残念だな。お前は、今、ここで死ぬのだ。

カテナ：いや、滅びるのはお前の方だ、アザゼル！




《ランニングセット》《エンハンスブレス：風》《アーティラリィマジック》《アーススパイク》《ドラゴンソウル》と残るすべてを込めて、全力の攻撃を繰り出すカテナ。

　しかし、カテナの攻撃は、温存しておいたフェイトを３点つぎ込んだアザゼルに見事に回避されてしまう。




カテナ：回避されたか……。コンボを一回分潰つぶされてしまった。

ＧＭ：フェイトを温存していたんだから、これくらいは回避します！

アンソン：かっこよかったのに……残念（涙）。

カテナ：でもくじけない（笑）。「ふっ、これはおとりだ。ナーシア、今だ！」（一同爆笑）

ＧＭ：と、いうことで、次はナーシアの攻撃です（笑）。

ナーシア：はい。《バーサーク》で、ダメージを上昇させ、メジャーで普ふ通つうに攻撃！《ダンシングヒーロー》とフェイトを３点使用します！




　さらに《結束》の支援も受け、《ボルテクスアタック》まで使ったナーシアの攻撃は、ダメージ[image: 146]点。

《精霊王の導き》により属性〈火〉の魔法ダメージなので防御は無効である。




ナーシア：これは、お前に殺された父さんと母さん、そして魂を奪われたロッシュの分よ。受けなさいっ。

ＧＭ：アザゼルはその一いち撃げきを受けた上で、つまらなそうに言う。「……精霊王の加か護ごを受けてもそんなものか？　力ちから尽つきたのではないか、ナーシア？」と嘲るように笑います。

ナーシア：……。

ＧＭ：まあ、喰くらったダメージはけっこう効きいていますが。

アンソン：強がっているだけっ!?（笑）

ナーシア：……もうお前の噓には騙されない。

ＧＭ：「噓かどうか、その身で確かめるがいい！」と言って、アザゼルのメインプロセスです。《七つの蛇じやと頭う》でシーンを対象に魔法攻撃をします。（ダイスを振る）出目が振るわないので、《ネフィリムの眼》で命中をクリティカルに。




　全員、回避は失敗。

　ゼパが《カバーリング》＋《カバームーブ》で、ナーシアをかばう。




ＧＭ：ダメージは[image: 127]点、〈光〉属性です。

カテナ：生命の呪符を使って耐えます。（ダイスを振る）ＨＰが６点に……って、さっきよりＨＰが増えた！（一同笑）

ゼパ：《アイアンクラッド》。（ダイスを振る）スキルで20点軽けい減げん。【魔法防御力】の分も引いて、自分自身へのダメージは67点受けたのじゃ。《カバーリング》の分は、（ダイスを振る）21点軽減。

アンソン：そこへ《プロテクション》を飛ばす。（ダイスを振る）34点軽減。

ゼパ：あわせて、99点ダメージを受けたのじゃ。でも、生き残っておるのじゃ～☆

アンソン：僕自身へ《プロテクション》。（ダイスを振る）41点軽減。【魔法防御力】の分も引いて……42点ダメージを受けた。

ＧＭ：では、次のイニシアチブプロセスで、アザゼルが《十二の翼つばさ》を使用して、メインプロセスを行ないます。さっきと同じ攻撃をしかけます。

アンソン：……来い！

ＧＭ：では……てい！（ダイスを振る）う、う～ん……出目が悪いので、フェイトを１点使って振り直します。……命中は、35ですね。

　残念ながら、全員回避失敗……。




アンソン：このままだと、カテナが戦闘不ふ能のうになる……けど、ごめん。カテナを《カバーリング》する余よ力りよくはこっちにはない……。

カテナ：構わん。わたしはリソースをほぼ使い切ってる。気にせず、ゼパはナーシアをかばえ。ここでカタをつけられなければ、こっちが全ぜん滅めつだ。

ゼパ：分かったのじゃ。ナーシアを《カバーリング》＋《カバームーブ》！

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: 121]点ダメージです。

カテナ：わたしは戦闘不能だ。

ＧＭ：では、アザゼルの攻撃を受けてカテナがゆっくりと倒れていきます。他の三人はその様さまを、まるでスローモーションで見てるかのように目で捉え……。

ナーシア：カテナ……っ！　と、駆かけ寄よろうとしますが……。

ゼパ：だ、大だい丈じよう夫ぶじゃ、まだ死んではおらん。あとで介かい抱ほうすれば助かるのじゃ！

アンソン：視し界かいの隅すみでカテナが倒れていくのは見えるけど……あえて、視し線せんはアザゼルから離さずにナーシアに言う！　……今は、アザゼルを倒すのが先決。さっさとこいつを倒して……みんなで、ベルクシーレに帰るんだ！

ナーシア：……じゃあ、短たん剣けんを構かまえ直して頷うなずきます。そうね、って言いながら！

カテナ：あとは……頼む……。




　ふたり分のダメージを受けたゼパは、片方を《インヴァルネラブル》で防いだ。もう片方は、高い【魔法防御力】とアンソンの《プロテクション》で――。




ゼパ：―――ダメージは、０じゃ！

一同：おーっ（拍はく手しゆ）。

アンソン：では、自分が喰らった分もあるので……今度は僕自身へ《プロテクション》！（ダイスを振る）出目が良くないが、38点軽減。39点ダメージを受けたけど、なんとかしのいだぞ。さ、さっき《白き審判》を意地でも避けておいて正解だったな……。

カテナ：そうだな。あそこでＨＰを１にされていたら、ここでアンソンも戦闘不能になっていた……。

ＧＭ：アザゼルは攻撃を放ったのち、そこにまだ三人が立っているのを見て舌した打うちをします。「仕し留とめられたのはひとりだけ、か。まあ、いい。すぐにあとを追わせてあげるわ？」

アンソン：そうだ、ここで《ソウルバスター》を使っておく！




　アンソンの《ソウルバスター》で、39点のダメージがアザゼルに跳ね返る。




アンソン：喰らえ、アザゼル。これはお前に苦しめられた―――フィリップ陛下とリシャール先輩の分だっ！

ＧＭ：くっ！　ですがもちろん、その程てい度どのダメージでは倒れません。次はゼパのメインプロセスです。

ゼパ：《ダブルショット》で攻撃なのじゃ！




　ゼパの一撃目はクリティカル！　98点のダメージを与える。




ゼパ：これは、スカーをはじめ死んでいった幻竜騎士団の仲間の分じゃ！　敵として戦った者もいたが、みんないい奴だった……。お前に惑わされなければ、グラスウェルズを愛する、いい仲間だったのじゃ!!

ＧＭ：現げん在ざいの累るい計けいダメージは[image: 283]点……まだ平気です。

ゼパ：二発目、いくのじゃ！




　二撃目のダメージは82点。これで累計ダメージが[image: 365]点となった。




ゼパ：そして、これはクレセントの分じゃ……。

一同：おお。

ゼパ：お前は、故郷のためと偽いつわって、クレセントにひどいことをさせていた。そろそろ、報いを受けるころなのじゃ！

ＧＭ：だんだんアザゼルの顔色が変わってきます。けっこう効いているようですね。

アンソン：よし、ここで僕の番か。マイナーアクションで《ブルヒット》、メジャーアクションは……《タイダルウェイブ》！　ナーシアにコンボのトスをあげるぞ！　現げん時じ点てんで命中は22＋４Ｄだが……。

ＧＭ：こちらは、20＋３Ｄがベースです。

アンソン：それにフェイトが乗っかるから、アザゼルは最大で20＋７Ｄ？　……フェイトは振り直し用に温存しようかと思ったが……そんな余よ裕ゆうはなさそうだな。フェイト、最後の１点を使うぞ！

ナーシア：私から《結束》でフェイトを送ります！

ゼパ：押おし負けるわけにはいかん。ワシも《結束》で応おう援えんするのじゃ！

アンソン：ありがとう！（ダイスを振る）……よしっ、クリティカルこそしなかったが、僕にしてはいい出目！　命中は49だ！

ＧＭ：……む。さて、どうしようか。避けるためにはクリティカルを狙ねらうしかない。そのためにはフェイトの残りを全部つぎ込むのがいいが……。

カテナ：どうかな？　でも、ここで避けても、ナーシアの攻撃が待っている！

ＧＭ：む……！（←カテナの心の声に惑まどわされているらしい）

ナーシア：そうそう、コンボが発生した場合、私は《ダーククロス》を使うんで、白兵攻撃二回になりますよ？

ＧＭ：（少し考えて）……いや！　ここで回避を成功させてコンボ潰しを狙う！　フェイトを４点使用！（ダイスを振る）




　ＧＭが振った七個のダイスは―――クリティカルしなかった。

　アンソンの攻撃は、[image: 104]点ダメージ。コンボは成立である。




アンソン：これは、お前に苦しめられたグラスウェルズの人々みんなの分だ！　ロッソも、ビアンコも、アンリだって、歴代のグラスウェルズ王もみんな、お前の犠牲者だったんだ。

ＧＭ：もはや声に力もありませんが、それでもまだアザゼルは嘲るような笑いを浮かべます。「ふふふ、そうだ。みんなわたしのおもちゃだったのだからな……」

アンソン：もう二度とそんな犠牲者は作らせない。これで終わりだ、アザゼル。

ＧＭ：では、アンソンのメインプロセスが終了ですね。

アンソン：よしっ、トスはあげた！　ナーシア……いけっ！

ナーシア：……了解、いきます！　ここで《エンカレッジ》を自分自身へ使用！　メインプロセスを行ないます！

ＧＭ：……どうぞ！

ナーシア：マイナーアクションはなし、メジャーアクションは《ダーククロス》。《ダンシングヒーロー》とフェイトを１点使って、命中判定のダイスを増やします！

ゼパ：ワシはまだフェイトが余あまっているから、《結束》でナーシアを支援するのじゃ。

アンソン：僕は何も残ってないから声せい援えんだけ送ろう！

カテナ：わたしは戦闘不能なので気持ちだけ送ろう！

ナーシア：受け取ります。そしてみんなの気持ちを込めて一撃を！

ＧＭ：ぐ……！　その刹せつ那な、ナーシアは〝純白竜〟の頭部を蹴けりつけ、青空に高く舞まう。太陽を背せ負おい、手にしたダガーが陽ひの光を受けて鈍にぶい光を放ち……。

ナーシア：（声をやや落として）……あなたが弄もてあそび、死に追いやった人々の無念……その魂たましいに、刻きざみなさい。
















　ナーシアが放った、これまでのすべての思いを込めた攻撃のダメージは―――[image: 129]点




ＧＭ：「く……！」と、アザゼルが上空に舞ったナーシアを睨みつけます。自分めがけて一気に降こう下かしてくるナーシアに呪のろいの言葉を吐きかけようとして―――しかし、それは声になることは、ありません。

ナーシア：……これは……オスウィンおじさまの分よ！

ＧＭ：短剣は、アザゼルの喉のどに突つき立ちます。そこから血の代わりになにか黒い瘴気のようなものが泡あわ立だち、噴ふき上あがりまして……！

アンソン：やったか？

ＧＭ：これで戦闘不能になります。

一同：よっしゃあ……っ！

ＧＭ：短剣を突き立てたその至し近きん距離―――ナーシアの眼がん前ぜんで、アザゼルが苦く悶もんに満ちた……しかし、表ひよう現げんもし難がたき形相を浮うかべ、しわがれた声で言います。「ナーシア、貴き様さまは私の気に入ったおもちゃ……！　ま、末代まで続く呪いを貴様にくれてやる……！」

アンソン：まだなんか最後にあんの!?

ＧＭ：いえ、演えん出しゆつです。

ナーシア：なら、醒さめた目で言い返します。……呪う力が残っているなら、私にもう一ひと太た刀ち浴びせたらどう？　でも、できないのでしょう？　つまり―――あなたはここでおしまいよ。

ＧＭ：「くっ……」言われたとおり……もはやアザゼルに抗こうする力は残っていません。しだいに、崩くずれ落おちながら……ただただ、ナーシアを睨みつけるだけです。

ナーシア：残念ね？　あなたが数百年に亘わたって企たくらんできた暗あん躍やくも、これで終わりよ。

カテナ：じゃあ、痛いたみをこらえながら……ゆっくり起き上がって言おう。そうだな、グラスウェルズを手玉に取るはずが、逆ぎやくに、お前はグラスウェルズに倒されたんだ。

ＧＭ：「ち、調子に乗るな……忘わすれたか？　もはや、〝純白竜〟の加護は……」

ゼパ：……そうじゃな。もう、アインはおらぬ。

アンソン：だが、それでいい。前に、言ったことあるよな？　これからの時代は、人の手で作り直していく。神の加護がなかろうと、だ。

ＧＭ：もはや、アザゼルは声を発することすらかなわず―――。

ナーシア：……さようなら、アザゼル。

ＧＭ：そんなナーシアの言葉とともに、アザゼルは消しよう滅めつ……そこで、塵ちりと消えます。

アンソン：じゃあ、魔族の憐あわれな末路を見つつ……―――終わったな。

ナーシア：……アンソン。

アンソン：ああ。

ナーシア：カテナ、ゼパ。

カテナ：ん。

ゼパ：なんじゃ、ナーシア？

ナーシア：……あの、せ、制せい御ぎよをしてたアザゼルが消えるってことは……もしかしてこの竜……………………落ちる？

一同：……っ!?

ＧＭ：落ちますね。コントロールを失って、〝純白竜〟の身体は急速に降下しはじめます。

カテナ：あ！《フライト》の効果があるから、我われ々われは死なないだろうが……。

アンソン：いやいやいや！　このくそでかいのがグラスウェルズ領りよう土ど……街か村に落ちたら大惨事だろう!?　な、何とか、海にでも誘ゆう導どうできないか!?

ＧＭ：それは大丈夫。ふいに、そこでナーシアが持っていた王威の竜輝石が光を放つと……制御を失っていたはずの〝純白竜〟の身体が急きゆう激げきに傾かたむき、海に進路をとります。

ゼパ：……これが、アインの最後の力というとこかの。アインも滅ほろびてしまうのじゃな。

ＧＭ：そういうことです。ふいに、吹ふく風に乗って届とどいたのはこんな声です。「……あとのことは、任まかせたぞ」

ナーシア：……アイン？

ＧＭ：そうです。しかしその言葉を最後に、アインの気配は完全に失われました。

アンソン：―――任されたよ。いずれまたお前が蘇よみがえることがあれば……数百年後にでも会おう。……ちょっと生きている自信はないけどな。

ゼパ：いやいや。まあ、ワシらの子こ供どもか、その子供か……いずれまた、アインと邂かい逅こうすることもあろうて。

カテナ：ま、ともかく。これがファントムレイダーズとしての、おそらく最後の任にん務むか。

ゼパ：かもしれんのう。

アンソン：でも、だからこそ―――今は、みんなで一いつ緒しよに帰れることを喜ぼう。そして……ナーシア。

ナーシア：え？

アンソン：あ、その……なんだ。えー……。




　アンソンは怪け訝げんな顔で振り向いたナーシアに向け、少しどぎまぎした態たい度どを見せたのち、意を決するように微笑ほほえんで……言った。

「これまでギルドマスター……お疲つかれ様さま」

　その言葉にナーシアは少し驚きの顔を見せた。

　そしてやがて微び笑しようを返し、頰ほおを少し赤く染そめながら―――応こたえた。




「―――……うん」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　この日、永ながきに亘りグラスウェルズを見守り続けた〝純白竜〟は、消えた。

　同どう時じ刻こく、〝名も無き古の神殿〟では、廊ろう下かに立たち並ならんだ竜の石せき像ぞうたちが次々と自じ壊かいしていったという。

　そう、それはまるで……彼かれらがその役目を終えたことを人間たちに報しらせるかのように。

　時に、帝紀八一四年四月。

　世界が変わったとされるその日、ファントムレイダーズの戦いは………




　―――ここに終わりを告げた。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆魔族と神の消えた地




　アザゼルに乗っ取られた〝純白竜〟アインの身体からだは、海の藻も屑くずと消えた。

　魔族の脅きよう威いはなくなったが、同時に、竜の加護も失われたのだ。

　白はく竜りゆう王おう国こくグラスウェルズの未来は、人の手に委ゆだねられたのである。




ＧＭ：では、エンディングフェイズに移ります。

ナーシア：アインはまた石になってしまったんですか？

ＧＭ：石化して海に落ちました。そのあとの行方ゆくえは杳ようとして知れません。

アンソン：これ、ファントムレイダーズが盗ぬすんだことになるんだろうな。

カテナ：おそらくは。そして、我々がやったという事実が、歴史に残ることはない。噂うわさとして流れ、いずれ消えていく。

ナーシア：石化したアインの身体に、〝ファントムレイダーズ〟って、名前を刻んでおきたかった（一同笑）。

アンソン：〝名も無き古の神殿〟に刻めばいいんじゃないか？

カテナ：冗じよう談だんはさておき。……これで本当に、グラスウェルズの未来は人の手に委ねられたわけだな。

ナーシア：アザゼルもアインもいなくなったものね。

ゼパ：これから、グラスウェルズはどうなっていくのかのう。

アンソン：心配ないさ。人々がいる限かぎり、希望は消えない。グラスウェルズの未来は、僕らの手で築きずいていけばいい。

ゼパ：……そうじゃな。アンソンの言うとおりじゃ！

アンソン：さあ、ベルクシーレに戻ろう。みんなが待ってる！

ナーシア：ロッシュ！　やっと……!!

ＧＭ：では、最終回なので、各キャラクターたちがこの後どんな道を歩むのか、シーンを作って演出していきましょう。

カテナ：あ、そういえば……ＧＭにひとつお願いがあるんですが……。

ＧＭ：なんでしょう？

カテナ：……（ゴニョゴニュ）。

ＧＭ：はい、問題ないですね。演出はあとのシーンで（笑）。







◆Ending 02◆姉と弟




　もうなにも隠す必要はない。

　誰にも邪魔されることはない。

　この世にふたり残された、姉と弟は、やっと手と手を取り合った。




ＧＭ：では、まずはナーシアのエンディングです。

ナーシア：ロッシュに会いに行きます。

ＧＭ：もとゴーダ伯はくの屋や敷しきである、アガルタ邸にロッシュはいます。ロッシュもあなたの帰りを待ちわびていました。




　ナーシアが部屋に飛とび込こむと、ロッシュはベッドの上で身体を起こしていた。

「姉さ……」

　言いかけたロッシュの身体を、ナーシアは強く抱だきしめる。

　こうして姉きよう弟だいとして対面できることを、どれほど望み、そして、諦あきらめてきたのだろう。

「……」

　ナーシアの頰を伝う、涙なみだ。

　悲しみではない、喜びの涙だ。

　夢ゆめにさえ見ることができなかった瞬しゆん間かんが、今、ここにある。

「……お帰りなさい、姉さん」

　ロッシュの優しい声。

「ただいま、ロッシュ……」

　涙を拭ぬぐわぬまま、ナーシアは微笑んだ。
















ナーシア：ロッシュ、あなたに話したいことがたくさんあるの……。

ＧＭ：ロッシュも喜びを抑えられない様子で答えます。「僕もだよ、姉さん」

ナーシア：何から話そう……。本当にたくさん……たくさんあるの。

カテナ：焦らなくても大丈夫。これから、時間はいっぱいあるんだから。

ＧＭ：「うん、そうだね。これからは、ずっと一緒にいられるんだね」

ナーシア：そう。ちゃんと家族として暮くらしましょう……。

アンソン：じゃあ、ナーシアはベルクシーレで暮らす？

ナーシア：……。

アンソン：どうした？　いきなり黙だまり込こんで。

ナーシア：……エリカとの約束がある。聖樹の苗なえ木ぎを探さがしに行かないと……。

カテナ：そんなに急いでやらなくてもいいんじゃないかな……。

アンソン：そうだよ！　ようやくロッシュと暮らせるようになったんだから、しばらくはいっしょに過ごしなよ！

ゼパ：たとえ旅に出るとしても、家族の待つ家がここにあるってのはいいもんじゃよ。

ナーシア：……そうね。……あ、そういえば両親と暮らしていたのはどこでしたっけ？

ＧＭ：リド・エマルムですね。ロッシュはそこで生まれました。

ナーシア：そこにふたりで行きたいんですけど？

アンソン：おお、それはいい！

ＧＭ：メルトランドとグラスウェルズの国境のあたりなので、ファリストル城の近くですよ。

ナーシア：ファリストル城にも行きたい。ミネアやレディ・ファリストルに、ロッシュを紹介しなくちゃ（笑）。

アンソン：じゃ、みんなでファリストル城に行こうよ。温泉旅行だ（笑）。

カテナ：王国軍師にそんな時間があると思うのか？（一同爆笑）

アンソン：えーっ、なんとかしてよ、カテナ。

カテナ：……まぁ、いいだろう。ただしアンソンにもフル回転で働いてもらうからな（笑）。

アンソン：がんばりましゅ（笑）。

ナーシア：あ、でもベルクシーレを出発する前にロッシュと行きたいところがあるんです。……ごめんなさい（笑）、やりたいことがたくさんあって。本当にたくさん……。

ゼパ：当たり前なのじゃ。今まで我慢していた分を取り返すのじゃからな。

カテナ：でも時間はあるから、焦らなくても大丈夫。

アンソン：今度こそ、ロッシュは消えたりはしないよ。

ナーシア：……そうね。




　長い間、ひとりで耐えてきたのだ。

　姉と名乗ることもなく、ただ遠くから見守って、孤独な戦いを続けていた。

　だが、今は違う。

　これまでの埋め合わせをするんだ――ナーシアはそう思う。

　話したいこと、行きたいところ、やりたいことが、本当にたくさんある。

　ナーシアは、初めての感覚に少し戸惑っていた。

　そして気づく、

　―――これが〝幸せ〟というものなのだ、と。







◆Ending 03◆王を支ささえ、民たみを導く者




　アンソンは猛烈に働いていた。

　白竜王国への愛国心、王への忠誠、民への義務感、もちろんそういったものも少しはあった。

　だが、彼をもっとも強く動かしていたのは―――




ＧＭ：では、アンソンのエンディングです。

アンソン：がんばって仕事してます。すごい勢いで書類に目を通して、テキパキと指示を出し、もう寝る時間も惜しんで働くね（笑）。

ＧＭ：はい。王国軍ぐん師しとして、多忙な日常に戻るということですよね？

ゼパ：おおっ、アンソンが目覚めたのじゃ！

ナーシア：えーっ、ありえないっ（笑）。

ＧＭ：王国軍師としての義務感、グラスウェルズへの愛国心、フィリップ陛下への忠誠心がついにアンソンをスーパーアンソンにっ！

アンソン：あ、もちろんそういう気持ちもあるんだが、それ以上に今僕の頭の中で燦然と輝く言葉があるんだ……。

ＧＭ：え？

アンソン：「温・泉・旅・行」の四文字！（一同爆笑）

ゼパ：目覚めてないのじゃ……。

アンソン：ということで、休暇を取るために必死で働く!!

ＧＭ：はいはい（笑）。エンディングなので判定はしなくていいです。休暇はとれますよ。

アンソン：やったー！

カテナ：わかりやすいやつだな、本当に（笑）。

アンソン：ところでＧＭ？　リシャール先輩はどうなったの？

ＧＭ：重い呪いを受けたので、衰弱していましたが、みなさんがアザゼルを倒したあと、急速に回復し、もうすっかり元気です。

アンソン：よかった！　じゃリシャール先せん輩ぱいには幻げん竜りゆう騎き士し団だんを、エゼルバルドには白はく竜りゆう騎き士し団だんを、引き続き率ひきいてもらいたいんだけど……。

ＧＭ：はい、問題ありませんよ。ふたりとも、アンソンの頼たのみを承しよう諾だくしてくれます。

アンソン：よかった。クーデターがあったせいで、本当に人材が不足してるからなぁ。ふたりに離れられたら大変なことになる。

ナーシア：……クーデターの時、救出できて良かった。

アンソン：うん（笑）。これからも、僕はリシャール先輩たちと一緒に、フィリップ陛へい下かを立てて、民を導いていくよ。

ＧＭ：リシャールは「王国軍師のおおせのままに」と、にこにこしながら、たいがいの仕事は引き受けてくれますよ。

アンソン：カテナとは大違いだっ！（爆笑）

ＧＭ：ああ、前にも言いましたが、以前とは違って、カテナやナーシアにも、とても好意的に接するようになりました。

ナーシア：カテナのおかげねっ!!（笑）

カテナ：複雑な心境だ（笑）。

ＧＭ：アンソンたちの助力もあり、フィリップは王としての才覚を現わし始めます。このまま順調に行けば、名君としてグラスウェルズの歴史に残ることになるでしょう。

アンソン：レアノール王おう太たい后ごうは、どう？

ＧＭ：すっかり政治の表舞台に出ることはなくなりました。フィリップを陰かげながら見守るという感じ。息子の成長する姿を見て、喜びと同時に寂しさも感じてはいると思いますが。

アンソン：そうか……。でも、子供はいつか大きくなるものだから、仕方ないね。

ＧＭ：まぁ正直に言って、グラスウェルズ国内に解決すべき問題は山積みです。王国軍師の多忙な日々はまだまだ続くでしょうが……。

アンソン：うへぇ……。

ＧＭ：今はひとときの平和を楽しんでもよいのではないでしょうか？

アンソン：そうだね。それじゃシーンの最後は、ベルクシーレ城のバルコニーでフィリップ陛下といっしょに街並みを見下ろして締めます。




　城しろのバルコニーに立ち、フィリップは感かん慨がい深ぶかそうに呟いた。

「いろいろなことがあったな……」

「はい……」

　その傍かたわらに立つのは、王国軍師たるアンソンだ。

「アンソン」

「何ですか、フィリップ陛下」

　まっすぐな眼まな差ざしをアンソンに向け、フィリップは語りかける。

「余よはまだ未み熟じゆくだ。ゆえに、道を間ま違ちがえることもあるだろう。

　その時は、余を諫いさめてくれ」

「もちろんです」

　アンソンは力強く頷き、目の前に広がる街並みに視線を移した。

「民と共に、より良いグラスウェルズを作っていきましょう」







◆Ending 04◆去る者




「寂しくなるなぁ……」

　荷に造づくりをするゼパを見て、アンソンは悲しげな顔をする。

　アンソン、カテナ、ナーシアの顔を順番に見つめ、ゼパは、おおらかに笑ってみせた。

「安心せい、何かあればすぐに帰ってくるわい」




ＧＭ：次は、ゼパのエンディングです。

ゼパ：ワシか。ワシは……。

カテナ：使命は果たしてしまったんだよな？

ゼパ：うむ、そうじゃ。

アンソン：なら、グラスウェルズに残って……。

ゼパ：（申もうし訳わけなさそうに）すまんのぅ。ワシは、エストネルのエル・ウォーデン王に、ことの顚てん末まつを報ほう告こくして、聖堂騎士団に戻ろうと思うのじゃ。

アンソン：できれば、一緒に新しいグラスウェルズを支えて欲しかったけど……。

カテナ：ゼパは十分に働いた。そろそろ、故こ郷きようと言える場所に帰してやってもいいだろう？

アンソン：でも……。

カテナ：別れが寂さびしいのは、誰でも一緒だ。

ナーシア：……アンソン。子供ではないのだから、泣かないで。

アンソン：泣いてないよ！（笑）

ゼパ：みんなの顔が見られなくなるのは、ワシとしても寂しくはある。じゃが、記き憶おくが戻ってきた以上、聖堂騎士団に戻らぬわけにもいかん。

カテナ：セインだからな……。

アンソン：エストネルに行くなら、途中でファリストル城を通るよね？　ファリストル城まではいっしょに行こうよ？

ゼパ：そうじゃな、温泉旅行には付き合うとしよう。ミネアたちに挨拶もしたいしのぅ。
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アンソン：やったー！

カテナ：子供かっ!?（一同爆笑）

ナーシア：……ファントムレイダーズは……やっぱり解散？

ゼパ：いや。

一同：……。

ゼパ：何も、今生の別れというわけではない。安心せい。ファントムレイダーズでなくては解かい決けつできぬ問題が起こったなら、その時は、また戻ってくるのじゃ。

ナーシア：……本当ね？

ゼパ：ああ、約束じゃ。

カテナ：では、ここでさっきＧＭに許可してもらったアイテムを出す（笑）。

ナーシア：……なに？

カテナ：ファリストル城への転送石。

一同：おおっ。

カテナ：旅行用じゃないぞ（笑）。

アンソン：分かってるよ！

カテナ：これを持っていれば、いつでも、どこにいても、集まることができる。

ナーシア：……うん。

アンソン：僕たちの絆のしるしだな。

ゼパ：愛じゃよ、愛☆（一同笑）




　カテナが取り出した転送石を、

　四人はひとつずつ握りしめる。

　ファントムレイダーズのギルドハウス―――ファリストル城、

　いつでも、どこにいても、そこに集まれるように。

　仲間の絆は、決して切れることはない。







◆Ending 05◆陰ながら支える者




　相も変わらず、大量の雑用をこなす多忙な日々。

　まったく損な性分だ、とカテナは何度もため息をつく。

　だが、そんな日々を楽しく感じ始めている自分にも気づいていた。




ＧＭ：さて、カテナはどうしますか？　アンソンの補ほ佐さとして、ベルクシーレに残りますか？　一応、約束はアザゼルの件が解決するまで、ってことでしたが……。

カテナ：うーん……。

アンソン：頼むよ、ベルクシーレに残ってくれたっていいじゃないか。

カテナ：だが……。

ＧＭ：では、レイウォールに戻って、家を再興させますか？

カテナ：自分から捨すてた家だ。戻るも何もないだろう。

アンソン：何度も言ったけど、クーデターのせいで、グラスウェルズの人材は不足している。それは、カテナも分かってるだろう？

カテナ：まぁ、分かってはいるが……。

アンソン：ゼパはセインで、自分の使命を果たしたんだから、聖せい堂どう騎士団に帰るのは仕方ないけど。カテナはそうじゃないだろ？

カテナ：まあな。家族の仇あだ討うちも終わっているし、自由の身ではある。

アンソン：なら、もう少しグラスウェルズに残って、復ふつ興こうを手伝って欲ほしい。

カテナ：……仕方ないな、今しばらくは留まろう。

アンソン：やった！　ありがとう！

カテナ：ただし、いずれはバルムンクを追う旅に出るからな？

アンソン：うん。いいよ。

カテナ：まぁ、わたしもしばらくは平和な生活を楽しむとするか……。

ＧＭ：それじゃ、最後は定番の演出で締めましょうか？（笑）

カテナ：それでお願いします（笑）。




　カテナが執しつ務む室しつで書類の山と格かく闘とうしていると、ふいにドアがノックされた。

　またアンソンが書類を届けに来たのかとカテナはげんなりしたが、顔を出したのはエゼルバルド・バイゴットだった。

「……エゼル？　何か、白竜騎士団で面倒事でも？」

「ああ、いや、そういうわけではないのだが……」

　カテナの机つくえに積まれた書類の束に目をやり、エゼルバルドは困こまったような顔をした。

「どうした？」

「その……明日、休みがもらえることになってな？」

「そうか、よかったな」

　素そっ気けないカテナの返答に肩かたを落としつつ、エゼルバルドは言葉を続ける。

「それで、ベルクシーレの復興具合を見るためにも、一緒にレストランにでも……と思ったんだが」

「分かった。明日だな」

「しかし、その書類の山では、やはり無理……って、え？」

　予想外の答えに目を丸くするエゼルバルドを、カテナは不思議そうな顔で見上げる。

「街がどれほど活気を取とり戻もどしたのか、わたしも確たしかめたかったところだ。お前の誘さそいに乗るのも悪くはない」

「いや、しかし、その書類の山……」

「復興調ちよう査さだから、アンソンも許ゆるしてくれるさ」

「……」

　エゼルバルドは二、三度まばたきをしたあと、みるみる笑え顔がおになっていった。

「じゃあ、明日の昼に！」

　意い気き揚よう々ようと帰って行くエゼルバルドを、カテナは苦く笑しようを浮かべつつ見送ったのだった。







◆Ending 06◆ミッションコンプリート




　オスウィン・ゴーダ、ここに眠る

　生まれは遠く、海の果てなれど

　グラスウェルズに生き、グラスウェルズに死す




ＧＭ：では、最後に、ナーシアが希望したシーンを作りましょう。ベルクシーレを出発する前に行きたいところがあるんですよね？

ナーシア：はい。あと、みんなにも登場して欲しい。

アンソン：どんなシーンをしたかったんだ？

ナーシア：……ゴーダ伯のお墓はか参まいりに行きたいと思って。もちろん、ロッシュも連れて。

カテナ：なるほど。最後にするには、いいシーンだな。

ゼパ：たしかに、それならワシも行かないわけにはいかんのう。

ＧＭ：では、ベルクシーレ近きん郊こうにある墓地にみなさんで行きました。ゴーダ伯の墓はかは、とても簡かん素そなもので、墓地の片隅にひっそりと建てられています。

アンソン：王国軍師だったのだから、もっと豪ごう華かな墓かと思ってたよ。

カテナ：ゴーダ伯の人となりを表わしている、ということさ。

ゼパ：ゴーダ伯は分かっておったのじゃよ。大事なのは、形ではないということを。

ナーシア：そう。大事なのは、遺のこされた者の心……。

ＧＭ：ロッシュはずっと黙っていたあと、「本当に……亡なくなられてしまったんですね」とやっとひと言呟きます。

アンソン：ロッシュ……。

ＧＭ：「もう、どこにもいない。もう、二度と、会えないんですね……」ロッシュは涙が止まらないようです。

ナーシア：……そうね。もう、オスウィンおじさまと会うことはできない。

アンソン：おい、ナーシア……。

ナーシア：でも、私はもう泣かない。私たちはあの人の意い志しと希望の象しよう徴ちようなのだから。

ＧＭ：「姉さん……」

アンソン：そうそう。ロッシュが悲しむ顔なんて、ゴーダ伯も見たくないはずさ！

ＧＭ：「分かりました……きっと、そうですね！」とロッシュはがんばって微笑みます。

ナーシア：きっと、これでいいのよね？　オスウィンおじさま。




　物言わぬ墓を前に、ナーシアは伝えられなかったひとことを呟く。

「……ラストミッション、完かん了りよう」




ＧＭ：それでは、これにて『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』は終了です。

一同：お疲れ様でした！




　内ない乱らんの爪つめ痕あとから、グラスウェルズがようやく復興を始めた頃ころ。

〝名も無き古の神殿〟より、〝純白竜〟アインがいずこかへと飛び去っていったという噂が流れた。ファントムレイダーズが、〝純白竜〟アインを盗んだと言う者もいた。

　ファントムレイダーズの伝説は、その後もグラスウェルズで、長く語り続けられた。

　その多くは、悪徳貴族や横暴な領主をこらしめる義賊として描かれた、荒唐無稽なものだったが、グラスウェルズの危機を救うために現われる英雄として、民衆に愛されたという。




　ファントムレイダーズ―――。

　しかし、アルディオン大陸の歴史書に、その記録はなにも残されてはいない。





『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』

第九話「ラストミッション」

―了―













あとがき






『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク⑤　ラストミッション』いかがでしたでしょうか？　著ちよ者しやの鈴吹太郎すずふき・たろうです。

　わたしはふだんは、ゲーム制せい作さく会社Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の代表取とり締しまり役やく、つまり社長を務つとめております。あ、ご存ぞんじですよね？　もう何度もそう紹しよう介かいさせていただいてますから（笑）。

　自分で言うのもなんですが、社長というのはけっこう忙いそがしいのです。そんなわたしが、引くに引けなくなって、自分でリプレイの執しつ筆ぴつを始めてしまったわけですが、なんとか最後までたどり着くことができました。

　本音を言いますと、三巻かんぐらいで手て堅がたくまとめて、さっさと終わらせようと考えておりました。それが、予想外の出来事が次々と起こり、結果的にはこうして五巻まで続くこととなったのです。

　思えば予想外の出来事の連続でした……。いや、まったく！

　確たしかに、厳きびしい作業の連続でしたが、それ以上に、楽しく貴き重ちような体験でした。『無印』への出しゆつ張ちようが一話ありますから、実じつ質しつ一〇話という、長いキャンペーンとしてシリーズを続けてこれたのも、ひとえに読者の皆みなさんの応おう援えんの賜たまものだと思っております。

　どうも、ありがとうございました！




●『アリアンロッド・サガ』の今後

『ブレイク』の完結以い降こうもアルディオンの歴史は続いていきます。

　むしろ、さらなる盛もり上あがりが待っているといっても過か言ごんではありません。

　当面は、菊きく池ちたけしの『無印』を始め、『デスマーチ』『ゲッタウェイ』と三本のリプレイシリーズの展てん開かいが継けい続ぞくしていきます。連れん載さいも佳か境きようを迎むかえつつあるコミック版ばんの『コンチェルト』や『ゲーマーズ・フィールド誌し』で連載中の四コマ『ですまっ！』もあります。

　また、七月に第一巻が発売される、市川丈夫いちかわ・たけおさんによる小説『アリアンロッド・サガ・ノベル・デスマーチ』にもご注目ください。

　そして、もうひとつ。

『ブレイク』シリーズは今巻をもって最後と申しましたが……。

　もう少しだけナーシアたちの物語をお届とどけすることとなりました。

　すでにご存じの方もいるかもしれませんが……二〇一一年七月九日にエンターブレインさんより、『ブレイク』シリーズをテーマとしたファンブックがリリースされます。タイトルは、『アリアンロッド・サガ・ファンブック　ハートブレイクメモリー』。

　リプレイと二本のシナリオが収しゆう録ろくされ、ＣＤドラマが付ふ属ぞくするファンブックシリーズですが、これは『ブレイク』最終話のセッション中、菊池さんがぽそっと呟つぶやいたところから始まりました。「……あ。次のファンブック、ここを切り出してリプレイとドラマを作ろう」と。

　個こ人じん的てきに嬉うれしいのはボイスドラマにおいて、アザゼルに勝生真沙子かつき・まさこさんが声を当ててくださったこと……！　わたしは二〇年以上前から勝生さんのファンでありまして、菊池さんに「声せい優ゆうさんの希望ありますか？」と聞かれ、まっさきにあげたのが彼かの女じよのお名前でした。「よ、予算と相談してきます」と言いながらも、実じつ現げんしてくれた菊池さんには感かん謝しや！（笑）わたしや菊池さんの夢ゆめと希望（煩ぼん悩のうともいう）が詰つまった一冊さつ、楽しんでいただければ幸いです。




●シナリオについて

　では、ここから先は今回のシナリオについて書いていきたいと思います。

　本ほん編ぺん未読の方はネタバレも含ふくんでおりますので気をつけてください。




▼第八話　夜明けの月

　わたしは山田風太郎先生の忍にん法ほう帖ちようを始めとする忍にん者じやもの時じ代だい劇げきが大好きです。そもそも、幻げん竜りゆう騎き士し団だんの裏うら部隊というモチーフは、そういうところから来ています。中でももっとも忍者っぽいＮＰＣがクレセントでした。

　正直、クレセントをこんな風にとりあげるつもりは、まったくありませんでした。

　キャラクターの設せつ定てい上、連れん絡らく役やくとしてＰＣと接せつ触しよくする機会が多くなり、会話（おもにゼパとのものですが）が多くなった結果、予想外にキャラが立ってしまったのです。結果的に、どうしても彼女の問題を解かい決けつするシナリオを作らないわけにいかなくなってしまいました。

　予想外のできごとが、数えられないほど起きたシリーズでしたが、これもＴＲＰＧの醍だい醐ご味みとして楽しんでいただけたら、幸いです。




▼第九話　ラストミッション

　シリーズを始めた時から、ずっと気になっていることがひとつありました。

　ＰＣたちを苦しめるため、魔ま族ぞくの邪じや悪あくな陰いん謀ぼうや竜りゆう輝き石せきに関する呪のろわれた設定を考えるにつけ、「ＰＣの味方になってくれるはずの存そん在ざいは、いったいなにをしているんだろう？」という疑ぎ問もんが頭から離はなれなくなったのです。

　そこで考えたのが、〝純じゆん白ぱく竜りゆう〟アインと〝報復者フラガラツハ〟アザゼルの確かく執しつです。

　アインのデータは、『アルディオン大陸ガイド』に掲けい載さいされています。ＰＣたちのレベルで正面から挑いどんだのでは、どう考えても太た刀ち打うちできません。アザゼルはそのアインと対等以上に渡わたり合あってきたわけですから、やっぱりＰＣが勝てそうにありません……。

　そこで考えたのが今回のシナリオの仕掛けでした。

　ギルドスキルの選せん択たくの偶ぐう然ぜんなども重なり、ＰＣたちは、わたしの予想よりもうまくやってくれました。なんとか最終回として、決着がついたのではないかと、ほっとしております。




　ちなみに、『ブレイク』シリーズの序じよ盤ばんに語られたメルトランド王国の象しよう徴ちよう、聖せいなるヒースについてご記き憶おくの方も多いかと思います。実は、このシリーズ内でその結末を描えがくことを、わたしは見送りました。聖せい樹じゆに関する問題はアルディオン大陸の行くすえに繫つながる事じ項こうであるため、この段だん階かいで幕まくを閉とじる『ブレイク』で解決するのはふさわしくないだろう、というのがその理由です。なにしろ予想外のことばかり続きますから！

　逆ぎやくにこの聖樹に関連する事じ件けんが、他シリーズで起きたときにナーシアたちが再ふたたび顔を見せる機会になるかもしれない、という意図もありました。

　すると早さつ速そく『ゲッタウェイ』の著者、藤ふじ井い忍さんがメルトランドの聖なるヒースにまつわる設定を活いかして、セッションを組み立ててくれました。その他にも本作の重要人物と縁えんの深いＰＣを用意するなど、『ゲッタウェイ』は『ブレイク』の読者のみなさんにとっても見所の多い物語です。

　わたし自身も、とても楽しみにしています（笑）。




●最後に

　最後に本作を支ささえてくださった皆みな様さまに謝しや辞じを述のべさせていただきます。

　プレイヤーとして参加し、各セッションを盛り上げ、深みを与あたえてくださった小暮英麻こぐれ・えまさん、菊きく池ちたけし、久保田悠羅くぼた・ゆうら、長田崇おさだ・たかし。そして、シリーズを通して、ナーシアを始めとした登場人物たちを活いき活いきと描えがき出だしてくれた四季童子しき・どうじ先生。

　どうもありがとうございます。

　そして、本書を読み、ご声せい援えんを賜たまわった読者の皆様。その声は私わたしを強く励はげまし、おかげでファントムレイダーズはその任にん務むをまっとうすることができました。もう一度、感謝の言葉を述べさせていただきます。

　本当に、ありがとうございました。




　ＴＲＰＧは楽しいものです。

　願わくば、本書を読むことで、その楽しさの一いつ端たんでも伝われば……。そしてみなさんが価か値ちあるＴＲＰＧ経けい験けんをしていただければ、これに勝まさる喜びはありません。

　では、またどこかのセッションでお会いしましょう。





二〇一一年五月　吉きち日じつ

鈴吹太郎
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